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序

　国道17号線は、首都東京と日本海側の政令指定都市である新潟県新潟市を結び、日

本列島の中央部を縦断する交通の大動脈です。上武道路は、国道17号の混雑緩和と沿

線地域における物流の促進を図るため、大規模バイパスとして埼玉県熊谷市から群馬

県前橋市田口町に至る路線が計画されました。

　上武道路の沿線には、旧石器時代から近世に至る約３万年間に及ぶ遺跡が累積して

います。この地域は県内でも有数の埋蔵文化財包蔵地が広がっており、群馬県教育委

員会の調整の結果、道路建設に先だって埋蔵文化財の記録保存の措置がとられること

になりました。

　上武道路の建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、昭和48年度から着手し、現在も発

掘調査が進められています。上細井蝉山遺跡は、赤城山の南西麓に位置する遺跡であ

り、平成21・24年度に発掘調査を行いました。遺跡からは縄文時代から平安時代に及

ぶ集落が発見され、この地域の歴史の一端が明らかになりました。ここに遺跡の発掘

成果を埋蔵文化財発掘調査報告書として刊行します。

　発掘調査から調査報告書の刊行に至るまで、国土交通省関東地方整備局、同高崎河

川国道事務所、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会をはじめ関係諸機関並びに関係

各位の皆様には、多大なご高配とご協力を賜りました。ここに銘記して心より謝意を

表しますとともに、本調査報告書が地域の歴史理解を深め、豊かな社会と未来を指向

するための一助として広く活用されますことを願い、序といたします。

　平成25年３月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　須 田 榮 一





例 言

１．本書は、一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（その３）による上細井蝉山遺跡の埋蔵文化財

　　発掘調査報告書である。

２．上細井蝉山遺跡は、群馬県前橋市上細井町1614－2、 1616、 1618－2、 1619－2、 1624－2、 1625－1、 1629、 1630、 1631、

　　1632－1、 1632－2、 1634、 1635、 1636－1、 1636－2、 1636－3、 1651、 1653－1、 1653－2、 1684－2、 1677－1、 1677－4　番地

　　に所在する。

３．事業主体は、国土交通省関東地方整備局である。

４．調査主体は、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団（平成24年4月に公益財団法人に組織改定）である。

５．調査期間と調査面積、体制は次の通りである。

　　調査委託契約履行期間　平成21年4月1日～平成22年3月31日（平成21年度）

　　　　　　　　　　　　　平成24年4月1日～平成25年3月31日（平成24年度）

　　調査期間　平成21年10月１日～平成22年３月31日（平成21年度）

　　　　　　　平成24年11月１日～平成24年11月30日（平成24年度）

　　調査面積　10750.83㎡（平成21年度）、21.85㎡（平成24年度）

　　発掘調査担当　坂口一主任専門員（総括）、麻生敏隆主任専門員（総括）、平井敦主任調査研究員（平成21年度）

　　　　　　　　　木津博明調査統括、笹澤泰史主任調査研究員（平成24年度）

　　遺跡掘削工事請負・地上測量　技研測量設計株式会社（平成21年度・平成24年度）

　　土器洗浄委託　須賀工業株式会社（平成21年度）

６．整理事業の期間と体制は次の通りである。

　　整理委託契約履行期間　平成24年4月1日～平成25年3月31日

　　整理期間　平成24年4月1日～平成24年12月31日

　　整理担当　矢口裕之専門員（総括）

　　岩石同定　飯島静男氏（地質学者、群馬地質研究会）

　　自然科学分析委託　株式会社火山灰考古学研究所（地質調査、テフラ及びプラント・オパール分析）

　　　　　　　　　　　株式会社加速器分析研究所（放射性炭素年代測定）

　　　　　　　　　　　株式会社パレオ・ラボ(放射性炭素年代測定、樹種同定）

７．本書作成の担当者は以下の通りである。

　　編集・本文執筆　矢口裕之専門員（総括）

　　デジタル編集　齊田智彦主任調査研究員

　　遺構写真　発掘調査の担当者

　　遺物写真　佐藤元彦補佐（総括）

　　保存処理　関邦一補佐（総括）

　　遺物観察・観察表執筆　縄文土器　谷藤保彦上席専門員、石器・石製品　岩崎泰一上席専門員

　　　　　　　　　　　　　土師器・須恵器・灰釉陶器　桜岡正信資料統括

　　　　　　　　　　　　　中世以降の土器・陶磁器　大西雅広上席専門員、鉄製品　関邦一補佐（総括）

　　　　　　　　　　　　　鉄滓　笹澤泰史主任調査研究員

８．発掘調査および報告書の作成にあたり群馬県教育委員会事務局文化財保護課、前橋市教育委員会事務局管理部文化

　　財保護課のご指導とご助言を得た。

９．発掘調査の記録資料と出土遺物は、群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。



凡 例

１．本書で使用した方位は、総て座標・北である。遺跡内の測量は国家座標（世界測地系）第Ⅸ系を用いた。調査区は、

　　Ｘ＝47804 ～ 47704、Ｙ＝－68121 ～－67884の範囲に収まり、真北方位角は＋0°27′01″である。

２．遺構平面図や遺構断面図に示した数値は標高であり、単位はメートルである。

３．遺構平面図の縮尺は各図にそれぞれ示し、遺物実測図の縮尺は１/３を基本として、それ以外の縮尺は遺物番号に

　　（　）で示した。

４．本書で使用した図のトーンは以下のことを表している。

土器類　●　　　石器類　△

遺物　　釉　 　スス　 　黒色　 　　漆　 　粘土　 　摩滅　

　　　　燻　 　断面　 　繊維

遺構　　灰　 　焼土　 　粘土　 　被熱　 　カクラン　 　

５．遺構や遺物の記述にあたっては以下の点に留意して記述した。

　　　本書で使用する用語は、原則として文化庁文化財部記念物課監修『発掘調査のてびき』同成社発行に準拠して使用

　　するが、群馬県内で従前から使用されてきた「竪穴住居」（竪穴建物）や「周溝」（壁際溝）はこれを使用する。また、

　　遺跡で記載された堆積物の層名称については、ステノが1667年に使用したstrataの訳語である「地層」（土層）を使

　　用する。時代区分の名称は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団発行『第３収蔵庫収蔵展示室展示解説・時代が

　　変わる道具も変わる』に準拠して使用した。

　　　竪穴住居の位置は遺構が含まれるグリッドを記載した。遺構平面図に表した座標点はグリッドを複数記載した。

　　主軸方位はカマドのある壁の直交方向、カマドを伴わない竪穴住居は北側の住居辺の方向を求めた。また、同様に

　　道や溝、土坑などは遺構の長軸の方位を主軸方位として記述した。

　　　遺構の重複は、検出平面の切り合いに基づいて新旧関係を判断し、必要に応じて断面で層序関係を確認して発掘

　　した。また、出土した資料をもとに遺物の新旧を検証手段として遺構の新旧関係を記述した。遺構の形状は、正方

　　形、長方形、隅が丸い方形（正方形の角が丸いもの）、隅が丸い長方形（長方形の角が丸いもの）に分類して記述した。

　　　遺構の規模は、遺構確認面での大きさを計測し、推定により復原したものは計測値に＋を付して記載した。なお、

　　カマドが存在する竪穴住居の面積は、住居外のカマド部分は含まれない。面積は床面の面積をプラニメーターで計

　　測した。床面の状況は凹凸の有無、硬化した面の有無などを記述した。

　　　遺構の埋土や被覆層は、層序や層相を記述した。火山山麓に堆積したテフラの風化物や風塵を起源とする土壌は、

　　火山灰土を使用した。また、砕屑性堆積物からなる地層についてはウェントワースの方法により層相を記載した。

　　　遺構内のカマドは位置や規模を記載し、遺構の保存状態を記述した。遺構内に見られる周溝、柱穴、貯蔵穴は位

　　置や規模、残存状態について記述した。柱穴の規模は長径・短径・深さを記載した。

　　　遺構から出土した遺物は、遺構内の遺物の出土状態と特徴的な遺物について記述した。遺構の時代は、出土した

　　遺物や遺構の層序関係から推定した。遺物の器種名の杯や椀は「木偏」を使用した。



　　　磨石等礫石器類に用いた縦位・横位定規線は摩耗範囲を示した。その他の斜位定規線は線条痕の走行を示す。

６．報告書で使用する火山砕屑物の鍵層は、通常はテフラの略称を使用した。主なテフラの略称の標記は次のとおりで

　　ある。

　　　浅間Ｂテフラ　［As-B］、榛名二ッ岳渋川テフラ　［Hr-FA］、浅間Ｃテフラ　［As-C］

　　　なお、テフラの命名や年代に関しては矢口（1999）「群馬県北西部のテフラとローム層の層序」、矢口（2011）「関

　　東平野北西部、前橋堆積盆地の上部更新統から完新統に関わる諸問題」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団研究

　　紀要を参照されたい。

７．報告書で使用した地形図は、国土地理院発行１/ 25000「前橋」図幅（平成22年12月１日発行）や前橋市原形図（平成

　　21年発行）であり、個々の図に出典を明示している。

８．遺構の推定年代は、出土遺物の相対年代によって推定されたものについて「○世紀」の前半・後半の範囲で示し表記

　　した。
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・ ５　６号竪穴住居１号カマド掘方の全景（西から）
・ ６　６号竪穴住居２号カマド掘方の全景（西から）
・ ７　６号竪穴住居銅製品の出土状況
・ ８　６号竪穴住居遺物の出土状況
PL.10　１　７号竪穴住居の全景（南西から）
・ ２　７号竪穴住居掘方の全景（南西から）

・ ３　７号竪穴住居の地層断面A（南から）
・ ４　７号竪穴住居カマドの全景（南西から）
・ ５　７号竪穴住居カマド掘方の全景（南西から）
・ ６　７号竪穴住居貯蔵穴の全景（南西から）
・ ７　８号竪穴住居の全景（西から）
・ ８　８号竪穴住居掘方の全景（西から）
PL.11　１　８号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ２　８号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ３　８号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ４　８号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）
・ ５　９号竪穴住居の全景（西から）
・ ６　９号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ７　９号竪穴住居の地層断面Ｂ（南から）
・ ８　９号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
PL.12　１　９号竪穴住居カマド掘方の調査状況（西から）
・ ２　９号竪穴住居貯蔵穴の調査状況（西から）
・ ３　９号竪穴住居掘方の地層断面A（西から）
・ ４　10号竪穴住居の全景（西から）
・ ５　10号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ６　10号竪穴住居の地層断面A（北壁・南から）
・ ７　11号竪穴住居の全景（西から）
・ ８　11号竪穴住居掘方の全景（西から）
PL.13　１　11号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ２　11号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ３　11号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ４　12号竪穴住居の全景（西から）
・ ５　12号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ６　12号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ７　12号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ８　12号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
PL.14　１　12号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）
・ ２　13号竪穴住居の全景（西から）
・ ３　13号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ４　13号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ５　14号竪穴住居の全景（西から）
・ ６　14号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ７　14号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ８　14号竪穴住居１号カマドの全景（西から）
PL.15　１　14号竪穴住居２号カマドの全景（西から）
・ ２　14号竪穴住居１号カマド掘方の全景（西から）
・ ３　14号竪穴住居２号カマド掘方の全景（西から）
・ ４　14号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）
・ ５　15号竪穴住居の全景（西から）
・ ６　15号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ７　15号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ８　15号竪穴住居カマドの全景（西から）
PL.16　１　15号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ２　15号竪穴住居遺物の出土状況
・ ３　16号竪穴住居の全景（西から）
・ ４　16号竪穴住居掘方の全景（西から）



・ ５　16号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ６　16号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ７　16号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ８　16号竪穴住居遺物の出土状況
PL.17　１　17号竪穴住居の全景（南西から）
・ ２　17号竪穴住居掘方の全景（南西から）
・ ３　17号竪穴住居の地層断面A（南から）
・ ４　17号竪穴住居カマドの全景（南西から）
・ ５　17号竪穴住居カマド掘方の全景（南西から）
・ ６　17号竪穴住居カマドの地層断面J（南西から）
・ ７　17号竪穴住居１号貯蔵穴の全景（南西から）
・ ８　17号竪穴住居２号貯蔵穴の全景（北から）
PL.18　１　18号竪穴住居の全景（西から）
・ ２　18号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ３　18号・19号竪穴住居の地層断面A（西から）
・ ４　18号竪穴住居カマドの調査状況（北西から）
・ ５　18号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ６　18号竪穴住居カマド掘方の全景（北西から）
・ ７　19号竪穴住居の全景（西から）
・ ８　19号竪穴住居掘方の全景（西から）
PL.19　１　19号竪穴住居１号貯蔵穴の全景（西から）
・ ２　19号竪穴住居２号貯蔵穴の全景（西から）
・ ３　20号竪穴住居の全景（北から）
・ ４　20号竪穴住居掘方の全景（北から）
・ ５　20号竪穴住居の地層断面A（南壁・北から）
・ ６　21号竪穴住居遺物の出土状況（西から）
・ ７　21号竪穴住居の全景（西から）
・ ８　21号竪穴住居掘方の全景（西から）
PL.20　１　21号竪穴住居の地層断面Ｂ（北から）
・ ２　21号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ３　21号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ４　21号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）
・ ５　21号竪穴住居２号土坑の全景（西から）
・ ６　22号竪穴住居遺物の出土状況（西から）
・ ７　22号竪穴住居の全景（西から）
・ ８　22号竪穴住居掘方の全景（西から）
PL.21　１　22号竪穴住居の地層断面A（東から）
・ ２　22号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ３　22号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ４　23号竪穴住居の全景（西から）
・ ５　23号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ６　23号竪穴住居の地層断面A（東から）
・ ７　23号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ８　24号竪穴住居の全景（南から）
PL.22　１　24号竪穴住居掘方の全景（南から）
・ ２　24号竪穴住居の地層断面A（北壁・南から）
・ ３　24号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ４　25号竪穴住居の全景（西から）
・ ５　25号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ６　25号竪穴住居の地層断面A・Ｂ（南西から）
・ ７　25号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ８　26号竪穴住居の全景（西から）
PL.23　１　26号竪穴住居の地層断面A（南西から）
・ ２　26号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ３　26号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ４　27号竪穴住居遺物の出土状況（西から）
・ ５　27号竪穴住居の全景（西から）
・ ６　27号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ７　27号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ８　27号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
PL.24　１　28号竪穴住居の全景（南西から）
・ ２　28号竪穴住居掘方の全景（南から）
・ ３　28号竪穴住居の地層断面A（南から）
・ ４　29号竪穴住居の全景（西から）
・ ５　29号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ６　29号竪穴住居の地層断面A（西から）

・ ７　29号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ８　29号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
PL.25　１　30号竪穴住居の全景（西から）
・ ２　30号竪穴住居掘方の全景（西から）
・ ３　30号竪穴住居の地層断面Ｂ（南壁・北から）
・ ４　30号竪穴住居カマドの全景（西から）
・ ５　30号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）
・ ６　１号竪穴の全景（東から）
・ ７　２号竪穴の全景（東から）
・ ８　２号竪穴の地層断面Ｂ（東から）
PL.26　１　３号竪穴遺物の出土状況（北から）
・ ２　５号竪穴遺物の出土状況（北西から）
・ ３　３号竪穴の全景（南から）
・ ４　５号竪穴の全景（北西から）
・ ５　３号竪穴の地層断面A（南から）
・ ６　４号竪穴遺物の出土状況（南から）
・ ７　４号竪穴の全景（南から）
・ ８　４号竪穴の地層断面A（南から）
PL.27　１　１号古墳の全景（南西から）
・ ２　１号古墳主体部の全景（南から）
・ ３　１号古墳主体部の全景（北西から）
・ ４　１号古墳周堀の全景（南東から）
・ ５　１号古墳周堀の地層断面A（南から）
PL.28　１　１号道の全景（南から）
・ ２　１号溝の全景（西から）
・ ３　２号溝の地層断面A（南から）
・ ４　３号溝の全景（西から）
・ ５　４号溝の調査風景・平成24年度（西から）
・ ６　４号溝の全景（西から）
・ ７　１号井戸の全景（未完掘・南から）
・ ８　１号井戸の地層断面A（断ち割り・南から）
PL.29　１　１号土坑の全景（南から）
・ ２　２号土坑の全景（南から）
・ ３　３号土坑の全景（南から）
・ ４　４号土坑の全景（南から）
・ ５　５号土坑の全景（南から）
・ ６　６号土坑の全景（南から）
・ ７　７号土坑の全景（東から）
・ ８　８号土坑の全景（東から）
・ ９　９号土坑の全景（南から）
・ 10　10号土坑の全景（南から）
・ 11　11号土坑の全景（西から）
・ 12　12号土坑の全景（南から）
・ 13　13号土坑の全景（南から）
・ 14　14号土坑の全景（南から）
・ 15　19号土坑の全景（南から）
PL.30　１　20号土坑の全景（南から）
・ ２　21号土坑の全景（東から）
・ ３　22号土坑の地層断面A（南から）
・ ４　23号土坑の全景（南から）
・ ５　24号土坑の全景（南から）
・ ６　25号土坑の全景（南から）
・ ７　26号土坑の全景（南から）
・ ８　27号土坑の全景（南から）
・ ９　28号土坑の全景（南から）
・ 10　29号・30号土坑の全景（西から）
・ 11　31号・32号土坑の全景（西から）
・ 12　33号土坑の全景（西から）
・ 13　34号土坑の全景（西から）
・ 14　35号土坑の全景（南から）
・ 15　36号土坑の全景（南から）
PL.31　１　37号土坑の全景（南から）
・ ２　38号土坑の全景（南から）
・ ３　40号土坑の全景（南から）
・ ４　42号土坑の地層断面A（南東から）
・ ５　44号土坑の全景（南から）



・ ６　45号土坑の全景（東から）
・ ７　47号土坑の全景（西から）
・ ８　48号土坑の全景（南から）
・ ９　49号土坑の全景（西から）
・ 10　50号土坑の全景（南から）
・ 11　51号土坑の全景（南から）
・ 12　52号土坑の全景（南から）
・ 13　53号土坑の全景（南から）
・ 14　54号土坑の全景（南から）
・ 15　55号土坑の全景（南から）
PL.32　１　56号土坑の全景（南から）
・ ２　57号土坑の全景（南から）
・ ３　59号土坑の全景（南から）
・ ４　60号土坑の全景（南から）
・ ５　61号土坑の全景（南から）
・ ６　62号土坑の全景（南西から）
・ ７　63号土坑の全景（南から）
・ ８　64号土坑の全景（南から）
・ ９　66号土坑の全景（南から）
・ 10　67号土坑の全景（南から）
・ 11　68号土坑の全景（南から）
・ 12　69号土坑の全景（南から）
・ 13　70号土坑の全景（南から）
・ 14　71号土坑の全景（南から）
・ 15　73号土坑の全景（西から）
PL.33　１　74号土坑の全景（西から）
・ ２　75号土坑の全景（西から）
・ ３　76号～ 79号土坑の検出状況（東から）
・ ４　76号～ 80号土坑の全景（西から）
・ ５　80号～ 83号土坑の検出状況（南東から）
・ ６　84号・85号・86号土坑の検出状況（南東から）
・ ７　87号～ 115号土坑の全景（南東から）
・ ８　87号～ 90号土坑の検出状況（東から）
・ ９　95号・105号・106号・107号土坑の検出状況（東から）
・ 10　97号土坑の地層断面（東から）
・ 11　97号・98号・99号土坑の検出状況（東から）
・ 12　101号・102号・103号土坑の検出状況（南から）
・ 13　106号土坑の地層断面（東から）
・ 14　101号・102号・103号・113号・114号土坑の検出状況（西から）
・ 15　116号土坑の地層断面E（北壁・南から）
PL.34　１　117号・118号土坑の全景（南から）
・ ２　121号土坑の全景（南から）
・ ３　122号土坑の全景（南から）
・ ４　123号土坑の全景（西から）
・ ５　124号土坑の全景（南から）
・ ６　125号土坑の全景（南から）
・ ７　125号土坑の地層断面A（南から）
・ ８　126号土坑の全景（南から）
・ ９　126号土坑の地層断面A（南東から）
・ 10　127号土坑の全景（南から）

・ 11　127号土坑の地層断面A（南西から）
・ 12　128号土坑の全景（東から）
・ 13　129号土坑の全景（南から）
・ 14　129号土坑の地層断面A（南から）
・ 15　130号土坑の全景（南から）
PL.35　１　130号土坑の地層断面A（南から）
・ ２　131号土坑の全景（南から）
・ ３　131号土坑の地層断面A（南から）
・ ４　132号土坑の全景（北から）
・ ５　133号土坑の全景（南から）
・ ６　133号土坑の地層断面A（南から）
・ ７　134号土坑の全景（北から）
・ ８　134号土坑の地層断面A（北から）
・ ９　135号土坑の全景（南から）
・ 10　135号土坑の地層断面A（南から）
・ 11　136号土坑の全景（南西から）
・ 12　136号土坑遺物の出土状況（南西から）
・ 13　136号土坑の地層断面A（南西から）
PL.36　１　旧石器調査グリッドの発掘風景（南から）
・ ２　旧石器調査グリッドの全景（南から）
・ ３　旧石器調査グリッドの地層断面（南から）
・ ４　旧石器調査グリッドから出土した遺物
・ ５　調査区の地層断面・第１地点（南から）
・ ６　調査区の地層断面・第３地点（南から）
PL.37　１号・２号竪穴住居の出土遺物
PL.38　３号～６号竪穴住居の出土遺物
PL.39　７号・８号・９号竪穴住居の出土遺物
PL.40　９号～ 12号竪穴住居の出土遺物
PL.41　13号～ 19号竪穴住居の出土遺物
PL.42　18号・19号竪穴住居の出土遺物
PL.43　20号・21号竪穴住居の出土遺物
PL.44　21号～ 24号竪穴住居の出土遺物
PL.45　24号～ 27号竪穴住居の出土遺物
PL.46　27号・28号竪穴住居の出土遺物
PL.47　28号・30号竪穴住居、１号・３号竪穴の出土遺物
PL.48　３号・５号竪穴の出土遺物（１）
PL.49　３号・５号竪穴の出土遺物（２）
PL.50　５号・４号竪穴の出土遺物
PL.51　４号竪穴の出土遺物
PL.52　１号古墳、１号道、１号井戸、５号・22号・23号・39号・118号・
・ 125号・129号・133号土坑の出土遺物
PL.53　129号・130号・134号土坑の出土遺物
PL.54　136号・137号土坑、旧石器調査グリッド、遺構外の出土遺物
PL.55　遺構外の出土遺物（１）
PL.56　遺構外の出土遺物（２）
PL.57　遺構外の出土遺物（３）
PL.58　遺構外の出土遺物（４）
PL.59　遺構外の出土遺物（５）
PL.60　遺構外の出土遺物（６）



北 関 東 自 動 車 道

０ 10km１: 300,000

第１章　調査に至る経過

第１節　上武道路について

　上武道路は一般国道17号の交通混雑に対応するために

計画された大規模バイパスで、埼玉県熊谷市で深谷バイ

パスから分岐、群馬県前橋市田口町で現道に接続する延

長40.5kmの道路である。現道の西には、前橋渋川バイパ

ス及び鯉沢バイパス、また計画では上信自動車道が続い

て、県北西部の新たな交通幹線網整備事業として期待さ

れている。平成10年には、前橋渋川バイパスを含めて地

域高規格道路『熊谷渋川連絡道路』として計画路線の指定

を受け、群馬県では『幹線交通乗り入れ30分構想』の中で

主要幹線のひとつに位置づけられている。

　上武道路の建設事業は、昭和45年度から着手され、平

成４年２月までには起点から国道50号までの延長27.4km

区間が供用された。その後、供用区間が延伸するととも

に交通量は増大し、平成元年度に着手された国道50号か

ら前橋市上泉町までの4.9km区間（７工区）が、平成20年

６月に暫定２車線で供用された。

　一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発

掘調査（その３）が対象とする８工区は、平成17年度に事

業が着手され、平成24年度に主要地方道前橋赤城線まで

の4.7km区間の暫定開通を果たし、全線開通までの最終

3.5km間の発掘調査と工事が進められている。

第２節　上武道路と埋蔵文化財

　上武道路が通過する地域は、群馬県内でも有数の埋蔵

文化財包蔵地の多い地域である。群馬県は、昭和48年に

第１節　上武道路について
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第１図　上武道路と遺跡の位置　国土地理院発行1/200000地勢図「宇都宮」平成18年発行を縮小して使用



文化財保護室を文化財保護課に拡充して調査にあたり、

昭和53年度からは財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

（現公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）が調査事

業を受託して、現在に至っている。

　上武道路の建設事業は起点側から段階的に進められて

きた。その工程は概ね①埼玉県境から国道50号まで、②

国道50号から前橋市上泉町まで、③前橋市上泉町から前

橋市田口町の現国道17号までの３つの区間に分けること

ができ、現在は③の中程まで供用が開始されている。

　埼玉県境から国道50号までの区間では、35箇所の遺跡

の発掘調査が行われ、調査の成果は26冊の発掘調査報告

書として刊行されている。この区間の事業が完了した平

成７年には、埋蔵文化財調査の成果をより広く公開する

ため、冊子総集編『地域をつなぐ　未来へつなぐ－上武

道路埋蔵文化財22年の軌跡－』が刊行された。この総集

編では、「弥生時代の開拓者」といった平野部での発掘調

査や「芳郷」の墨書土器出土で話題となった古代勢多郡の

芳賀郷、東山道駅路のひとつにも推定されていた「あず

ま道」など、この地域の歴史的課題に対する検討の結果

がまとめられており、今後取り組むべき考古学的課題も

特記されている。

　国道50号から前橋市上泉町までは７工区にあたる。こ

こでは17箇所の遺跡が発掘調査の対象となり、16冊の発

掘調査報告書が刊行されている。この区間の発掘調査で

は、荒砥川の東で検出された古墳時代の集落が周辺の今

井神社古墳や大室古墳群の築造と関連する可能性がある

こと、荒砥前田Ⅱ遺跡では県内でも希少な巴形銅器破片

が出土したこと、女堀の調査では浅間粕川テフラが確認

されたことで開削年代を特定する手掛かりが得られたこ

と等が成果としてあげられている。荒砥川の西では、帯

状低地に分断された台地ごとに縄文時代前期の集落が立

地し、旧石器時代の遺物も暗色帯および上位の複数の土

層から出土したこと等が注目されている。

　前橋市上泉町から現国道17号までは８工区にあたり、

31箇所の遺跡、約40万㎡が埋蔵文化財の調査対象となっ

ている。工区名称は県道前橋赤城線を境界にして東が８

―１工区、西が８―２工区と呼ばれている。調査は、平成

18年度に８―１工区の東端から始められ、工事工程との

調整により、平成23年度からは８―２工区の西端である

終点の田口下田尻遺跡の調査も開始された。

　８―１工区は、これまでと同様に旧石器時代や縄文時

代の遺構・遺物が多いのに対して、８―２工区では縄文

時代より新しい遺跡の存在が続々と明らかになってい

る。遺跡の実態が未知数であった赤城白川流域の白川扇

状地では、予想外の縄文時代の埋没谷や旧石器まで含ま

れていることが判明している。特に最西端の田口下田尻

遺跡では竪穴住居280棟が検出された大集落が調査され、

従来の広瀬川低地帯の遺跡分布の理解を見直す資料が得

られている。

　これまで、群馬県内の上武道路関連で発掘調査を実施

してきた遺跡には、JＫを冠した遺跡略号が付されてい

る。Jが上武、Ｋが国道を指しており、南側の起点から

順次算用数字を１から付している。８工区も、７工区の

最終番号JＫ52に続けて、この略号を記録類作成に際し

て使用している。JＫ52だけは、上泉唐ノ堀遺跡が供用

部分の関係で７工区と８工区で分割されたことから、８

工区分の上泉唐ノ堀遺跡にはJＫ52ｂをつけて７工区と

区別している。また、JＫ59鳥取塚田遺跡は、水田遺構

の存在が想定されていたが、試掘調査で遺構の無いこと

が判明し、発掘調査対象から除外したものの略号は欠番

とせず、そのままとした（第１表）。また、当初関根遺跡

群で一括されていた遺跡が田口下田尻遺跡、関根細ケ沢

遺跡、関根赤城遺跡に細分されたこと、平成23年度に開

始された田口下田尻遺跡を先行して82としたことから、

関根細ケ沢遺跡は81ａ、関根赤城遺跡は81ｂとした。

第３節　調査に至る経過

　上武道路７工区の発掘調査は、上泉唐ノ堀遺跡を最後

に平成16年度末で終了した。その後の工事は順調で、県

道前橋大胡線までの供用が間近に迫っていた。さらに同

16年度には、国道17号の現道から西の前橋渋川バイパス

が着工されたことから、８工区は、開通部分と前橋渋川

バイパスとの間に残された格好となり、早期着工を待ち

望む声が一段と強まった。

　８工区が建設に向けて動いたのは、平成18年度に入っ

てからである。国土交通省による路線測量、関係機関と

の調整や地元への協力要請を経て、用地取得等の工事着

工準備が起点側から始まった。これまでの調査状況から

みて、埋蔵文化財が用地内にあることは明確であったこ

第１章　調査に至る経過
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第１表　上武道路８工区調査遺跡一覧表

JＫＮｏ. 遺跡名 所在地 市 町 村
遺跡番号 調査年度 報 告 書

刊行年度
52b 上泉唐ノ堀遺跡 前橋市 上泉町 00774 平成18・19・20年度

平成23年度
53 上泉新田塚遺跡群 前橋市 上泉町 00775 平成18・19・20年度
54 上泉武田遺跡 前橋市 上泉町 00773 平成19年度 平成24年度
55 五代砂留遺跡群 前橋市 五代町 00772 平成19年度 平成23年度
56 芳賀東部団地遺跡 前橋市 五代町・鳥取町 00357 平成18・19・20年度 平成24年度
57 鳥取松合下遺跡 前橋市 鳥取町 00776 平成20年度

平成23年度
58 胴城遺跡 前橋市 鳥取町 00041 平成19・20・21年度
59 鳥取塚田遺跡 前橋市 勝沢町 調査除外
60 堤遺跡 前橋市 勝沢町 00034 平成20年度 平成24年度
61 小神明勝沢境遺跡 前橋市 小神明町 00778 平成20年度

平成23年度
62 小神明富士塚遺跡 前橋市 小神明町・上細井町 00403 平成20・21年度
63 東田之口遺跡 前橋市 上細井町 00125 平成20年度 平成23年度
64 丑子遺跡 前橋市 上細井町 00134 平成20年度 平成24年度
65 上細井五十嵐遺跡 前橋市 上細井町 00777 平成20・21年度 平成24年度
66

天王・東紺屋谷戸遺跡
前橋市 上細井町 00131 平成20・21年度

67 前橋市 富士見町 90094 平成20・21年度
68

上町・時沢西紺屋谷戸遺跡
前橋市 上細井町 00798 平成21年度

平成24年度
69 前橋市 富士見町 90097 平成21年度
70 王久保遺跡 前橋市 上細井町・富士見町 00794 平成21・24年度 平成24年度
71 新田上遺跡 前橋市 上細井町 00128 平成24年度
72 上細井中島遺跡 前橋市 上細井町 00787 平成21・24年度
73 上細井蝉山遺跡 前橋市 上細井町 00786 平成21・24年度 平成24年度
74 山王・柴遺跡群 前橋市 青柳町 00795 平成21・22・23・24年度
75 引切塚遺跡 前橋市 青柳町 00434 平成24年度
76 青柳宿上遺跡 前橋市 青柳町 00325 平成24年度
77 日輪寺諏訪前遺跡 前橋市 日輪寺町 調査除外
78 諏訪遺跡 前橋市 日輪寺町 00144 調査除外
79 川端根岸遺跡 前橋市 川端町 00807 平成24年度
80 川端山下（道東）遺跡 前橋市 川端町 00808 平成24年度
81a 関根細ケ沢遺跡 前橋市 関根町 00802 平成24年度
81b 関根赤城遺跡 前橋市 関根町 00803 平成24年度
82 田口下田尻遺跡 前橋市 田口町 00804 平成23年度

第２図　上武道路８工区の遺跡　国土地理院1/50000地形図「前橋」平成10年発行を使用



とから、埋蔵文化財の発掘調査を実施するための調整が

おこなわれた。

　埋蔵文化財の発掘調査について実施に向けての協議

が、国土交通省関東地方整備局長と群馬県教育委員会教

育長、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長との

間で行われ、平成18年２月16日付で「一般国道17号（上武

道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（その３）の実

施に関する協定書」（以下、「協定書」という。）が三者の

間で締結された。これによって、群馬県教育委員会の調

整を経て、埋蔵文化財の発掘調査を財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団が受託することとなった。

　協定書では、協定の適用区間、発掘調査の実施場所・

対象面積が示され、平成18年10月１日～平成29年３月

31日に発掘調査を完了させることが明記された。なお、

「協定書」は、平成18年６月20日付で、調査期間の開始を

３ヶ月前倒しとする変更のための「変更協定書」が締結さ

れて、現在に至っている。この「変更協定書」に基づいて、

平成18年７月から東端の上泉唐ノ堀遺跡・上泉新田塚遺

跡群の発掘調査が開始された。

　また、各遺跡が発掘調査に入る前には、調査範囲と調

査面積の確定、調査期間や経費算定のため、群馬県教育

委員会文化財保護課により、平成18年４月25・26日、同

年５月17・18日、同年８月11日、同年12月５～７日、平

成19年８月16 ～ 27日、同年12月10日～ 14日、平成21年

１月6日～ 8日、同年４月20日～５月７日、同年９月25

～ 29日、平成22年12月６～ 20日、平成23年５月12日、

同年８月22日～ 24日、同年10月18日、の13回（23年度末

現在）にわたって、８工区の試掘調査が実施された。

　第４節　発掘調査及び
　　　　　　　　　　　　　整理事業の方法

（１）埋蔵文化財包蔵地

　文化財保護法第95条では「国及び地方公共団体は、周

知の埋蔵文化財包蔵地について、資料の整備その他その

周知の徹底を図るために必要な措置の実施に努めなけれ

ばならない。」としている。ここでいう埋蔵文化財包蔵地

とは、地下に埋蔵されている文化財を包蔵する範囲を呼

び、遺跡はおおよそ埋蔵文化財包蔵地に相当する。

　上細井蝉山遺跡は、群馬県前橋市に所在することから

前橋市教育委員会により登録、管理され、前橋市教育委

員会と群馬県教育委員会によって資料の整備やその周知

が行われている。遺跡の範囲は、群馬県文化財情報シス

テムWEB版にて公開されており、遺跡の概要を検索する

ことができる。

　群馬県文化財情報システムWEB版に掲載された上細井

蝉山遺跡の情報は以下の通りである。上細井蝉山遺跡

は、前橋市上細井町1629番地に所在し、市町村遺跡番号

は786である。遺跡の時代は縄文時代、奈良時代、平安

時代とされ、遺跡の種類は集落とされる。現況は荒蕪地

である。

（２）調査区の位置

　発掘調査区の遺構や遺物の位置は、グリッド（grid）と

呼ばれる方眼で面的に把握し、または座標を使って点と

しての位置を表した。

　グリッドの設定は、国家座標（世界測地系）第Ⅸ系を利

用した。上武道路８工区に１区画１km四方の大グリッド

を網羅し、南から北へ１～ 13の番号を付した。上細井

蝉山遺跡は７～８の大グリッドの境界に位置する（第３

図）。

　大グリッドは、さらに１区画100m四方の中グリッド

に100分割した。分割された中グリッドは、大グリッド

の南東隅を起点にして、東からから西に向かって１～

10の番号を付した。また起点に戻り、北に１枡ずらして

11 ～ 20の番号を付す方法を繰り返し１～ 100に区分し

た。中グリッドは、１区画５m四方の小グリッドに400

分割した。

　小グリッドは、発掘調査区における最小の基本単位と

なる区画である。小グリッドは、中グリッドの南東隅を

起点にして、東から西に向かってA～Ｔの記号を付し、

同時に南から北に向かって１～ 20の番号を付して、A

１～Ｔ20に区分した。

　なお、大グリッドの境界が発掘調査区を通らない多く

の調査区では、大グリッドの番号を省略して「79S7」の様

に標記するが、大グリッドの境界が発掘調査区を通る本

遺跡のような調査区では、「７－79区S－７」の様に大グ

リッド名を先頭に付けて標記する。

　発掘の調査区は、発掘作業の工程上で分けられた作業

区の区分で、廃土や調査時期などの工程を勘案して付け

られる。上細井蝉山遺跡の発掘調査は作業の工程により

第１章　調査に至る経過
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１区と２区に分けて発掘調査が進められたが、これらの

調査区名は遺跡の内容に関わらないために本報告書では

原則として使用しない。上細井蝉山遺跡の発掘調査区は

国家座標（世界測地系）第Ⅸ系のＸ＝47804 ～ 47704、Ｙ

＝－68121 ～－67884の範囲である（第４図）。

（３）発掘調査の記録方法

　発掘調査は、調査担当者の指導の下で重機により表土

を掘削し、遺構確認面の検出作業は発掘作業員による人

力の掘削により行われる。

　遺構確認面で確認された遺構の分布や重複、埋土の観

察などから発掘調査の工程を計画し、遺構には原則とし

て埋土を観察する帯を設定してから、人力による掘削を

おこなった。なお、重機による表土掘削は作業委託で行

われ、遺構などの人力掘削は、請負による遺跡掘削工事

で実施した。

　発掘された遺構は、セクション図、エレベーション図、

遺構平面図を必要に応じて作成した。竪穴住居は、原則

として20分の１遺構平面図で記録し、土坑や溝などの遺

構は20 ～ 40分の１遺構平面図を作成した。なお、現地

での測量作業は遺構平面図と一部の断面図を測量会社に

委託した。遺構のセクション図やエレベーション図は、

発掘調査の担当者の指導のもとで発掘作業員が測量し

た。

　遺構の発掘過程で観察された埋土の地層断面は、調査

担当者が観察し地質断面図に層相や土壌の観察所見を記

録した。

　発掘調査は、調査担当者が遺構や遺物の出土状態の写

真撮影を行い、測量した平面図や断面図作成の他に観察

された所見などを記録した。遺構や遺物、埋土などの地

層断面は、一眼レフのデジタルカメラと中判カメラを使

用してデジタルデータ及び銀塩写真フィルムで撮影を行

い記録した。

（４）整理作業の方法

　遺構平面図やセクション図、エレベーション図は、調

査区や遺構ごとに整理し、書類用の紙袋に入れて収納し

た。発掘現場で測量した遺構平面図などの電子データは

CD－ROMなどのメディアに保管した。

　発掘現場で撮影した写真データは、DVD－ROMなどのメ

ディアに保管した。データのファイル名は、調査区、遺

構略号、遺構番号、撮影方向、撮影内容を数値化したも

のに置き換えるリネーム作業を行った。

　出土した遺物の整理は、土器や石器は遺構や包含層な

どを対象に破片の接合を行った。接合の作業は遺構平面

図に記録された遺物の出土位置、出土状態の写真、遺構

の地質断面図を参考にしながら進めた。

　発掘調査報告書に掲載する土器は、接合の作業を終え

復元されたものを中心に、各遺構の埋没当初に堆積した

ものや、遺構の時代を決定する根拠となる遺物を抽出し

て選択した。なお、報告書に掲載しない遺物は、遺構や

出土位置、種別、器種などを観察した後に遺物収納箱に

整理して収納した。

　発掘調査報告書に掲載する土器や石器は、デジタルカ

メラを使用して写真撮影を行った後に遺物実測図を作成

した。土器や石器の遺物実測図は等倍で作成し、完形の

土器は三次元計測システムを使用して実測図を作成し

た。

　作成した遺物実測図はトレースしたものを電子化し

た。土器の拓本は作成した拓本のコピーをスキャナーで

電子化した。

　土器や石器の観察記録は、表にまとめて観察表を作成

した。土器の口径、底径、高さは実測図から読み取り、

土器の胎土の観察は含まれる岩片などを中心に記載し

た。また土器の特徴は文様や整形技法の特徴を記載した。

　石器の石材は、ルーペを使用した肉眼観察により行い、

風化面や割れた断面の観察による所見から分類した。石

材の鑑定は飯島静夫氏が行い、整理事業の担当者がこれ

を確認した。

第５節　発掘調査と整理事業の経過

（１）発掘調査の経過

　上細井蝉山遺跡の平成21年度の発掘調査は、平成21年

10月１日から平成22年３月31日に実施され、平成21年度

後半期の秋から冬、春先の季節にわたる発掘作業となっ

た。

10月１日（木）調査担当者が発掘現場に着任し、現地では

周辺の除草作業を開始した。

10月13日（火）台風の影響により遅れていた重機による表

土掘削を開始する。

10月28日（水）１号～３号竪穴住居の精査を開始する。

11月２日（月）１号古墳の精査を開始する。

第１章　調査に至る経過
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11月10日（火）１号古墳の全景写真を撮影する。

11月13日（金）６号～ 11号竪穴住居の精査を開始する。

12月２日（水）遺構群の空中写真撮影を実施する。

12月７日（月）井戸の断ち割り調査。旧石器の確認調査を

開始する。

12月17日（木）群馬大学講師の右島和夫氏と学生が遺跡を

見学。

12月18日（金）調査区東側（１区）の埋め戻しを開始する。

12月24日（木）調査区西側（２区）の表土掘削を開始する。

１月７日（木）遺構の確認作業を開始する。１月から調査

担当者の坂口と麻生が交代。

１月13日（水）20号竪穴住居の精査を開始する。

２月２日（火）積雪のため発掘作業が中断。除雪作業を行

い翌日から作業を再開する。

２月３日（水）縄文時代の竪穴遺構の精査を開始する。

２月８日（月）遺構群の空中写真撮影を実施する。

２月17日（水）土坑の精査を開始する。

２月23日（金）旧石器の確認調査を開始する。

３月５日（金）土坑群の精査が佳境となる。旧石器の調査

グリッドから石器が２点出土した。

３月９日（火）積雪のため発掘作業が中断。3月11日から

作業を再開。

３月23日（火）土坑と旧石器の調査を終了し、調査区の埋

め戻しを開始する。

３月26日（金）発掘現場を撤収し、現地での作業を終了す

る。

　上細井蝉山遺跡の平成24年度の発掘調査は、平成24年

11月１日から平成24年11月30日に実施され、隣接する新

田上遺跡の発掘調査を担当した調査班が平成21年度調査

区の残地を発掘調査することとなった。

11月１日（木）調査担当者が発掘現場に着任し、現地では

周辺の除草作業を開始した。

11月５日（月）重機による表土掘削を開始する。

11月８日（木）４号溝の精査を開始する。

11月14日（水）４号溝の精査を終了する。

11月16日（金）埋め戻し作業を開始する。

11月21日（水）現地での作業を終了する。

（２）整理事業の経過

　上細井蝉山遺跡の整理事業は、平成24年４月１日から

開始し、平成24年12月31日まで行った。整理では遺物の

分類作業や土器の接合作業、復元作業を行い、遺構平面

図の編集、トレース作業、遺物写真の撮影と編集を行っ

た。この後で報告書に掲載する遺物の実測図作成や報告

書のレイアウト作成と編集、遺構写真や遺物写真の校正、

本文執筆を行い発掘調査報告書として刊行した。

（３）整理事業で変更した遺構番号の対照

　発掘調査で付けた遺構の名称及び番号は整理の過程で

必要に応じて削除や変更を行った。発掘調査区で記録さ

れた資料は、整理で遺構内容の検討や解析を行う。その

結果、発掘現場で認識された遺構の認定に誤りが認定さ

れた場合は遺構名称の変更や欠番化が行われる。

　以下に遺構の名称や番号の付け替えに対する対照表を

あげる。報告書刊行後に掲載遺物の資料を調べる場合、

発掘調査資料の原図には付け替え前の番号で検索するこ

とができる（第２表）。

第１章　調査に至る経過
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変更前の遺構名 変更後
112　号土坑 欠番

第２表　遺構名、遺構番号の対照



第１節　遺跡の自然環境

　上細井蝉山遺跡は、前橋市上細井町の赤城火山の南麓

（以下、赤城南麓と略す）に位置する複合遺跡である。

　赤城火山は火山フロント上に位置する第四紀大型成

層火山で、山頂には外輪山の黒檜山（1827m）や駒ヶ岳

（1685m）、溶岩ドームの地蔵岳（1673m）が見られる。山

頂のカルデラは南北４km東西2.5kmの規模で、カルデラ

湖の大沼（おの）やカルデラ内の爆裂火口に形成された小

沼（この）などが見られる。外輪山の山腹には鈴ヶ岳や荒

山、鍋割山などの溶岩ドームが存在し、その山麓には火

砕流堆積物が分布している。また北西麓から南東麓にか

けて土石流堆積物や泥流堆積物から構成される火山麓扇

状地が発達し、南北約40kmに及び広大な裾野を形成して

いる。

　赤城火山の形成史は、守屋（1968、1986）により明らか

にされた。Kｏga（1984）は赤城火山の岩石学的な形成史、

鈴木（1990）や竹本（1999、2008）はテフラや地形発達の観

点から噴火史を明らかにした。

　守屋（1968）は赤城火山の形成期を古期成層火山形成

期、新期成層火山形成期、中央火口丘形成期の３時期に

区分し、守屋（1986）はそれを第１期から第４期に細分し

た。

　第１期は古期成層火山の形成期に相当し、赤城火山が

噴火を開始し、標高が2500mに達する富士山形の成層火

山を形成した火山活動期を呼ぶ。古期成層火山の活動は

中期更新世に遡ると考えられ、鈴木（1990）は古期成層火

山から400千年前に真岡テフラが噴出したと考えた。し

かし山元（2007）は真岡テフラの給源火山を飯士火山に比

定している。

　竹本（1999）は赤城火山北麓に分布する古期成層火山期

の南郷凝灰角礫岩を草津白根火山のテフラから、50万年

前とした。群馬県地質図作成委員会（1999）は古期成層火

山噴出物の基底を占める沼尾川溶岩類のラシラシ沢溶岩

は0.95±0.17MaのK-Ar年代を示すとしたが、竹本（1999）

は沼尾川溶岩を240±60ka及び240±50ka、ラシラシ沢溶

岩を110±150ka及び50±150kaのK-Ar年代を示すことを

報告した。

　古期成層火山の末期には山体崩壊がおこり山頂に馬蹄

形カルデラが形成された。この火山活動で南西麓や南～

南東麓には大規模な岩なだれ堆積物が堆積した。竹本

（2008）はこの山体崩壊を岩なだれ堆積物を被覆するテフ

ラから200千年前と推定していることから、この時期は

MIS（酸素同位体ステージ）６初頭にあたる可能性がある。

　第２期は新期成層火山の形成期に相当し、馬蹄形カル

デラの内部を埋めるように噴出した溶岩流などからな

る。これは荒山や船原山、枡形山などを形成した溶岩で

小型の成層火山が山頂に再構築された。成層火山が形成

された後に火山活動の休止期が見られ、山麓には火山麓

扇状地が形成された。この時期はMIS ６前半に相当する

可能性がある。

　第３期は爆発的噴火とカルデラ形成期である。山頂部

に馬蹄形カルデラと新期成層火山の間を埋める形で鈴ヶ

岳や鍋割山などの溶岩ドームが形成された。鈴ヶ岳西麓

の沼尾川沿いには棚下火砕流堆積物などが、鍋割山の南

麓には大胡火砕流が堆積し、山麓に台地を形成した。第

３期の末期には山頂から赤城湯ノ口テフラが噴出し、ガ

ラン石質火砕流堆積物が南東麓に堆積した。この活動で

山頂にカルデラが形成された。第３期の棚下火砕流堆積

物は120千年前、大胡火砕流堆積物は75千年前、赤城湯

ノ口テフラは57千年前に噴出した。

　第４期溶岩ドームの形成期は、45千年前にはカルデラ

内から赤城鹿沼テフラが噴出し、その後、小沼溶岩ドー

ムに爆裂火口が形成され、カルデラ内には地蔵岳の溶岩

ドームが誕生した。山頂カルデラ内には湖成層が形成さ

れたが、早川（1999）は湖成層に挟在するテフラから地蔵

岳溶岩ドームと小沼タフリングの年代は、姶良Tnテフラ

と浅間板鼻褐色テフラの間にあると考えている。

　赤城火山は広大な裾野を有する火山で、北東部の足尾

山地と接する部分を除いて東西約20km、南北30kmの火山

麓扇状地が広がる。火山麓扇状地の大部分は成層した凝

灰質角礫岩層から構成される扇状地堆積物で、その起源

は土石流堆積物や泥流堆積物である。

　上細井蝉山遺跡は赤城火山南西部に広がる白川扇状地

第２章　遺跡の地理的、歴史的環境
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白川扇状地（古期）

白川扇状地（新期）

広瀬川低地

前橋市街

榛名火山山麓

新期扇状地
（二ッ岳形成期）

桃ノ木川

前橋台地

赤城火山山麓
（火山麓扇状地）

利

根

川

上細井蝉山遺跡

０ ５km１:100,000０ ５km１:100,000

（守屋1968、新井1971）の扇端に位置する（第５図）。白川

扇状地は標高400m付近を扇頂とし、扇央は標高が200

～ 250m付近で東西に幅が約４km程度、扇端は標高が

130 ～ 120m付近で北西から南東に６km程度の幅であり

広瀬川低地と浸食崖で接している。

　白川扇状地は、赤城白川が形成した火山麓扇状地で、

地形の開析が他の火山麓扇状地に比べて少ないので、赤

城火山の形成史の中では新しい時期に形成された地形面

である。

　扇状地の大部分は古期扇状地と呼ばれ、扇状地の前面

にあって広瀬川低地と接する浸食崖から張り出す新期の

扇状地と複合した合成扇状地である。古期扇状地は土石

流堆積物からなる扇状地堆積物が認められ、榛名八崎テ

フラや、姶良Tnテフラ以上の上部ローム層に被覆されて

いる（早田1990）。

　上部ローム層の浅間室田テフラ以上に被覆される土石

流堆積物は、小暮東新山遺跡（群馬県教育委員会2011）で

認められる。また東田之口遺跡（群馬県埋蔵文化財調査

事業団2011：以下事業団と略す）では、浅間板鼻褐色テ

フラから浅間大窪沢テフラの間に砂主体の泥流堆積物が

認められる。

　白川扇状地には龍ノ口川や観音川などの小河川が認め

られ、扇状地面に浅い谷を刻んでいる。谷の堆積物は上

部ローム層や古期の扇状地堆積物を浸食して形成された

第２章　遺跡の地理的、歴史的環境
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第５図　赤城南西麓縁辺の地形



谷を埋積して堆積しており、完新世の新期扇状地を構成

する堆積物と同様の堆積物からなる。

　新期扇状地や古期の扇状地内の谷を埋めた堆積物は、

浅間総社テフラや浅間宮前テフラの上位及び縄文時代中

期前半に形成された。これらは後氷期のモンスーンの活

動によりもたらされた扇状地堆積物であり、前橋台地に

分布する総社砂層（早田1990）に相当する堆積物であると

考えられる（矢口2011）。

　上武道路８工区は、赤城南麓の縁を掠めるように横断

しており、山麓の地形面を貫く、謂わば巨大な試掘溝の

様である。これらの地形面と調査対象遺跡は以下のよう

な関係となる。

　すなわち上武道路の路線は大胡火砕流堆積物が形成

した標高130m前後の台地（上泉唐ノ堀遺跡～胴城遺跡）

を経て、藤沢川の谷底低地（鳥取塚田遺跡～小神明勝沢

境遺跡）から白川扇状地の古期扇状地の台地（小神明富士

塚遺跡～引切塚遺跡）を横断し、赤城白川を渡って新期

扇状地（青柳宿上遺跡～諏訪遺跡）から広瀬川低地帯（川

端山下遺跡～関根遺跡群）に至っている。なお、上細井

蝉山遺跡西側の山王・柴遺跡群の南部には円頂丘からな

る小丘がみられ、原之郷にある九十九山もこれに相当す

る。これらは橘山火山岩類で構成された泥流丘群と考え

られ、白川扇状地の基底を構成する岩なだれ堆積物によ

り運ばれた巨大岩塊群であると思われる。

第２節　遺跡の歴史環境

　群馬県の中央部に位置する赤城南麓は利根川流域に位

置し、後期旧石器時代以降、各時代にわたって多数の遺

跡が累積して残されてきた。利根川流域の赤城山麓には

後期旧石器時代から縄文時代前期～中期の集落遺跡が多

く、中部日本の内陸地域を代表する先史時代の遺跡密集

地である。

　利根川流域における先史時代の人類は、狩猟採集社会

を形成し、その生活基盤は大河川とその支流が生み出す

水産資源と様々な動植物を育む、森林から生み出される

食糧資源を基盤として成立していたと考えられる。これ

らの自然環境は、火山活動によって形成された火山麓扇

状地の緩斜面に起因する比較的災害の少ない台地や火山

山麓の豊富な湧水群の存在が特筆される。

　弥生時代から古墳時代初頭には、赤城南麓にも農耕文

化が伝わり水田や畠を生活基盤にした農耕集落が形成さ

れた。水田は、山麓の緩斜面に枝状に広がる開析谷を中

心に開発が進められた。また北側を火山や山地を後背地

として南側の関東平野に開ける地形環境は、日照条件に

恵まれた農耕地としての好条件を備え、豊かな湧水や森

林資源がこの地域の経済的な基盤の底上げを果たしてい

た。

　こうした歴史的な環境を織り込んだ風土は、古代社会

において勢多郡と呼ばれた広域の行政区域を形成し、中・

近世から近代を経て21世紀の市町村合併によってその使

命を失うまで地域社会に継続してきたものと考えられ

る。

　赤城南麓の埋蔵文化財包蔵地の位置図と一覧を示し

（第６図、第３表）、文章中の遺跡については番号を（　）

に記した。

（１）上武道路８工区周辺の旧石器時代の遺跡

　上武道路８工区の発掘調査では赤城南麓の台地から旧

石器時代の遺跡が発掘されている。上武道路の旧石器遺

跡群（上泉唐ノ堀遺跡・上泉新田塚遺跡群・上泉武田遺跡・

五代砂留遺跡群・芳賀東部団地遺跡・胴城遺跡）からは、

大胡火砕流が形成した台地上の旧石器遺跡が報告されて

いる（事業団2012）。

　上泉唐ノ堀遺跡（168）では、中部ローム層の榛名八崎

テフラ～暗色帯下位から結晶片岩の礫が出土している。

石器群が出土した層位は中部ローム層の暗色帯（第３文

化層）と上部ローム層の姶良Tnテフラ～浅間室田テフラ

（第２文化層）と浅間白糸テフラ～浅間大窪沢テフラ（第

１文化層）である。暗色帯からは直径約25mの環状ブロッ

クが検出されている。

　上泉新田塚遺跡群（47）でも上泉唐ノ堀遺跡と同様の層

位から石器群が出土しているが、第２文化層は姶良Tnテ

フラ～浅間板鼻褐色テフラの間にあって幅がある。

　上泉武田遺跡（169）では、石器群が出土した層位は中

部ローム層の暗色帯から上部ローム層の姶良Tnテフラ～

浅間室田テフラ（第３文化層）と上部ローム層の浅間板鼻

褐色テフラ～浅間白糸テフラ下位（第２文化層）と浅間白

糸テフラ～浅間板鼻黄色テフラ（第１文化層）である。

　五代砂留遺跡群（33）は中部ローム層の暗色帯（第３文

化層）、暗色帯から上部ローム層の浅間板鼻褐色テフラ

第２節　遺跡の歴史環境
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（第２文化層）と浅間白糸テフラ～浅間板鼻黄色テフラ

（第１文化層）から石器群が出土した。

　芳賀東部団地遺跡（99）では中部ローム層暗色帯（第２

文化層）と暗色帯から上部ローム層の浅間板鼻褐色テフ

ラ（第１文化層）から石器が出土し、第２文化層からは環

状ブロックが検出された。

　胴城遺跡（95）では、中部ローム層の榛名八崎テフラ～

暗色帯下位から結晶片岩の礫が出土している。石器群が

出土した層位は、浅間白糸テフラ～板鼻黄色テフラ（第

１文化層）である。

　また、上細井蝉山遺跡（156）の東隣に位置する上細井

中島遺跡（157）では、平成21年度の発掘調査で上部ロー

第２章　遺跡の地理的、歴史的環境
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第６図　遺跡周辺の埋蔵文化財包蔵地
1/25000地形図「渋川」（平成14年10月１日発行）、「前橋」（平成９年10月１日発行）、「鼻毛石」（昭和56年３月30日発行）、「大胡」（平成８年11月１日発行）を使用した。



第２節　遺跡の歴史環境

13

番
号
市町村
遺跡
番号

遺跡名 旧
石
器

縄
文
弥
生
古
墳
奈
良
平
安
中
世
近
世
近
代
不
明

番
号
市町村
遺跡
番号

遺跡名 旧
石
器

縄
文
弥
生
古
墳
奈
良
平
安
中
世
近
世
近
代
不
明

番
号
市町村
遺跡
番号

遺跡名 旧
石
器

縄
文
弥
生
古
墳
奈
良
平
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１ 34 堤 ● ● ● 100 541 芳賀北原 ● ● 199 159 南橘35号墳 ●
２ 35 時沢遠堀 ● 101 605 鳥取東原 ● ● 200 160 八幡 ● ●
３ 36 寄居 ● 102 606 鳥取福蔵寺 ● ● ● ● ● ● 201 767 南橘東原 ● ●
４ 37 小神明の砦 ● 103 776 鳥取松合下 ● ● ● 202 144 諏訪 ●
５ 403 小神明富士塚 ● ● ● ● 104 44 東曲輪 ● 203 90059 横堀 ●
６ 531 谷端 ● 105 45 芳賀46号墳 ● 204 90060 小暮西辻 ●
７ 634 小神明大明神 ● ● 106 46 オブ塚古墳 ● 205 90061 小暮清塚 ●
８ 635 月山 ● 107 47 芳賀49号墳 ● 206 90062 広面 ● ●
９ 639 小神明下田 ● ● ● 108 48 北曲輪古墳群 ● 207 90063 小暮受地 ●
10 640 小神明九料 ● ● ● 109 49 鳥取番城 ● 208 90064 小暮中原 ●
11 641 小神明合田 ● ● 110 50 勝沢城 ● 209 90065 北所替戸 ●
12 642 小神明湯気 ● ● ● 111 51 新次郎 ● 210 90100 寺間 ● ● ●
13 643 小神明倉本 ● ● 112 52 高橋 ● 211 90101 孫田 ● ●
14 644 小神明西田 ● ● 113 337 オブ塚西古墳 ● 212 90117 小暮北受地 ● ● ●
15 645 小神明谷向 ● 114 351 芳賀北部団地 ● ● ● 213 90131 小暮中原Ⅱ ●
16 778 小神明勝沢境 ● 115 493 芳賀北曲輪 ● ● 214 90133 時沢猿Ｂ遺跡 ● ●
17 27 天神 ● ● 116 638 西曲輪 ● ● 215 90047 時沢大角谷戸 ●
18 28 中原 ● 117 63 嶺城 ● 216 90048 時沢萩林 ●
19 29 木福 ● ● 118 64 芳賀59号墳 ● 217 90049 時沢四ツ塚 ● ●
20 30 江戸屋敷 ● ● 119 65 東公田 ● ● 218 90050 時沢山王 ●
21 31 大日 ● 120 66 五反田 ● 219 90051 時沢上福 ●
22 32 大日塚 ● 121 67 桂正田 ● 220 90052 時沢中屋敷 ● ● ●
23 33 芳賀13号墳 ● ● 122 68 大林下 ● 221 90053 時沢吉田 ●
24 604 五代桧峯 ● 123 69 入替戸・十二原 ● 222 90054 時沢滝脇 ● ●
25 646 高橋古墳群 ● 124 70 市之進 ● 223 90055 時沢下百駄山 ● ●
26 728 五代江戸屋敷 ● ● ● ● 125 71 八幡前・藤小暮 ● 224 90056 時沢甚太夫 ●
27 729 五代伊勢宮 ● ● ● ● ● ● 126 72 銭見塚 ● 225 90057 時沢六万坊 ●
28 730 五代木福 ● ● ● ● ● ● 127 394 東公田古墳 ● 226 90058 時沢東諏訪 ●
29 731 五代竹花 ● ● ● ● ● ● 128 556 嶺城 ● 227 90073 時沢中島 ●
30 732 五代深堀 ● ● ● ● ● ● 129 637 市之進 ● 228 90074 時沢諏訪 ●
31 733 五代中原 ● ● ● ● 130 124 田之口 ● ● ● 229 90094 東紺屋谷戸 ● ● ● ●
32 734 五代山街道 ● ● 131 125 東田之口 ● ● 230 90097 時沢西紺屋谷戸 ● ●
33 772 五代砂留 ● ● ● ● 132 126 南田之口 ● 231 90098 念仏 ●
34 784 五代伊勢宮（２） ● ● ● ● 133 127 荒屋敷 ● ● 232 90099 上百駄山 ● ● ●
35 87 新田塚古墳 ● ● 134 128 新田上 ● ● 233 90106 組之木原 ● ● ●
36 88 西久保 ● 135 129 新田上古墳 ● 234 90108 時沢庚東 ●
37 89 饅頭塚 ● 136 130 王間久保 ● ● 235 90112 時沢猿 ● ●
38 90 上泉城 ● 137 131 天王 ● ● ● 236 90114 時沢中谷 ●
39 91 太郎三前 ● ● 138 132 丑子塚 ● ● 237 90120 時沢西高田 ● ●
40 92 杉山 ● 139 133 南橘８号墳 ● 238 90127 時沢東諏訪Ⅱ ●
41 315 峯窪 ● 140 134 丑子 ● ● 239 90128 時沢横堀Ⅱ ●
42 320 檜峰古墳 ● 141 135 灰俵 ● 240 90135 時沢森後 ● ● ●
43 426 茶木田 ● ● 142 136 南橘４号墳 ● 241 90136 時沢宮東 ●
44 647 桧峯 ● ● ● 143 137 南灰俵 ● ● 242 90137 時沢西萩林 ●
45 648 桂萱13号墳 ● 144 138 南橘９号墳 ● 243 60003 滝窪縄文 ●
46 717 上泉風袋 ● 145 139 定福 ● 244 90029 原之郷鎌塚 ● ●
47 775 上泉新田塚 ● ● ● 146 140 南橘11号墳 ● 245 90030 原之郷白川 ●
48 23 後原 ● 147 141 八幡山の砦 ● 246 90031 旭久保遺跡 ● ● ● ● ● ●
49 24 端気前 ● 148 142 薬師 ● ● 247 90032 原之郷善養寺 ●
50 25 ホーロク塚古墳 ● 149 143 狐塚古墳 ● 248 90033 原之郷山ノ後 ●
51 26 下曲輪 ● 150 425 南田之口 ● ● 249 90034 原之郷下白川 ●
52 398 端気 ● 151 461 西堀 ● ● 250 90035 金山城跡 ●
53 81 亀泉霊園地内A ● 152 631 南橘２号墳 ● 251 90036 鎌塚古墳 ●
54 82 亀泉霊園地内Ｂ ● 153 632 南橘１号墳 ● 252 90037 九十九山古墳 ●
55 83 江戸原古墳群 ● 154 633 南橘13号墳 ● 253 90090 久保田 ● ● ● ●
56 84 寺沢川 ● 155 777 上細井五十嵐 ● ● ● 254 90107 旭久保Ⅲ ● ● ●
57 85 桂萱東小西 ● ● 156 786 上細井蝉山 ● ● ● ● 255 90115 原之郷鰻沢 ● ●
58 86 本郷遺跡 ● 157 787 上細井中島 ● ● ● ● 256 90116 原之郷東原 ● ● ●
59 350 薬師塚古墳 ● 158 794 王久保 ● ● 257 90134 原之郷慶阿弥 ● ●
60 530 沼西遺跡 ● ● 159 798 上町 ● ● 258 90140 原之郷後原 ● ● ●
61 649 桂萱67号墳 ● 160 80 上沖神明宮裏 ● ● ● 259 90141 原之郷中子 ●
62 712 堤沼下遺跡 ● ● ● 161 317 上沖上ノ山古墳 ● 260 90038 八幡古墳 ●
63 74 正円寺古墳 ● 162 761 上沖五反田 ● 261 90110 小沢金沢 ●
64 563 堀之下女堀 ● 163 689 三俣城 ● 262 90113 小沢的場 ● ● ●
65 571 石関西梁瀬 ● ● ● 164 752 三俣城之内 ● ● 263 90001 田島清水 ● ●
66 765 石関西田Ⅲ ● ● 165 770 三俣下高輪 ● ● 264 90002 田島城跡 ●
67 73 桂萱大塚古墳 ● 166 687 清王寺の寄居 ● 265 90003 田島上の台 ●
68 690 片貝城 ● 167 688 三俣の寄居 ● 266 90004 田島鉄砲林 ●
69 93 西荻窪城 ● 168 774 上泉唐ノ堀 ● ● ● ● ● 267 90005 十二 ●
70 95 高見 ● 169 773 上泉武田 ● ● ● ● ● 268 90089 白川 ● ● ● ●
71 96 坂上 ● 170 686 萩の城 ● 269 90091 由森 ● ●
72 97 桂萱57号墳 ● 171 737 石倉城 ● ● 270 90096 長泉寺 ● ●
73 100 鰯塚 ● ● 172 324 龍海院裏古墳 ● 271 90013 横室古墳 ●
74 101 庚申塚 ● ● 173 396 歓禅順喜和尚経塚 272 90014 森山古墳 ●
75 691 塔の堀 ● 174 580 龍海院酒井弾正他

墓地
● 273 90015 道上古墳 ●

76 723 荻窪倉兼 ● ● 175 702 厩橋下之城 ● 274 90016 初室古墳 ●
77 754 荻窪堂ノ池 ● ● ● 176 627 前橋市９号墳 ● 275 90017 庄司原古墳 ●
78 53 鍛冶替戸 ● 177 579 前橋城郡代所 ● 276 90018 狐塚古墳 ●
79 54 下殿 ● ● 178 308 前橋城 ● ● 277 90019 陣場古墳 ●
80 55 川白田の砦 ● 179 546 前橋城 ● 278 90020 荒井古墳 ●
81 56 小坂子要害城 ● 180 557 前橋城水曲輪門 ● 279 90021 十二山裏
82 57 兎替戸の砦 ● 181 570 前橋城三ノ丸 ● ● ● ● 280 90022 上庄司原西、上庄司

原東上庄司原北、下
庄司原西下庄司原東

● ● ●

83 58 小坂子城 ● 182 500 前橋城車橋門 ● 281 90023 陣場 ● ●
84 59 四門戸 ● 183 119 神明A ● 282 90024 横室薊 ●
85 60 壱町田 ● 184 120 神明Ｂ ● 283 90025 田中田 ● ● ● ●
86 61 下大平 ● 185 121 神明古墳 ● 284 90026 愛宕山 ● ●
87 62 白鳥 ● 186 122 宿上 ● 285 90027 田中 ●
88 585 川白田 ● 187 123 引切塚古墳 ● 286 90028 横室東沢口 ●
89 597 小坂子油田 ● ● ● ● 188 325 青柳宿上 ● 287 90087 寄居 ● ● ●
90 636 小坂子新林 ● ● 189 414 青柳寄居 ● 288 90088 岩之下 ● ● ● ●
91 735 小坂子・一木峯 ● ● ● 190 434 引切塚 ● 289 90122 横室中 ● ●
92 38 前原古墳 ● ● 191 551 引切塚 ● 290 90129 上庄司原１号墳 ●
93 39 鳥取東原 ● ● 192 722 青柳宿前 ● 291 90012 引田高橋 ● ●
94 40 鳥取の砦 ● ● 193 795 山王・柴 ● ● ● 292 90093 日向 ●
95 41 胴城 ● ● 194 145 関根の寄居 ● 293 90045 米野下原 ● ●
96 42 北原 ● ● 195 146 関根寄居 ● 294 77 西久保 ● ●
97 43 宮前 ● ● ● ● 196 148 天神窪 ● 295 90132 小暮八幡 ●
98 352 芳賀西部団地 ● ● 197 150 千手堂 ● 296 90130 90130
99 357 芳賀東部団地 ● ● ● ● 198 151 入田 ●
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ム層の浅間大窪沢テフラ～浅間板鼻黄色テフラから石器

が出土している。

　群馬県南部の後期旧石器文化は、Ｉ～Ⅴ期の文化層に

区分されている（笠懸野岩宿文化資料館1993）。上武８工

区で出土した旧石器文化はＩ～Ⅳ期に相当し、その年代

はテフラの年代から推定すると37 ～ 17千年前と考えら

れる。この時期はMIS ３～２（酸素同位体ステージ）にあ

たる最終氷期の温暖期から寒冷期に相当している。

　また、石器を伴わないが人為的な持ち込みの可能性を

指摘されている結晶片岩（津島2008）の出土層準は、中部

ローム層の下半部にあり、その年代はテフラの年代から

推定すると52 ～ 37千年前と考えられる。この時期はMIS

３の温暖期に相当している。

　また、赤城南麓の各地では旧石器文化Ｖ期に区分され

る旧石器時代終末期の石器群が出土している。これには

白川扇状地の上部ローム層から船底形石核が出土した龍

ノ口遺跡や湧別技法による細石刃石器群が出土した鳥取

福蔵寺Ⅱ遺跡（102）、槍先形尖頭器石器群を主体とする

荒砥北三木堂遺跡や薄手で大型の尖頭器が出土した舞台

遺跡などが上げられる。

（２）上武道路８工区周辺の縄文時代の遺跡

　赤城南麓は縄文時代の遺跡が多数発見されているが、

当地の最古の縄文時代の遺跡は山麓末端に位置する小島

田八日市遺跡である。小島田八日市遺跡では縄文時代草

創期の隆起線文土器や局部磨製石斧が出土している。

　また赤城南麓の引切塚遺跡（190）、芳賀西部団地遺跡

（98）や小神明湯気遺跡（12）からは縄文時代草創期の尖頭

器が、端気遺跡（52）からは有茎尖頭器や爪形文土器の破

片が出土している。堤遺跡（１）からは槍先形尖頭器の制

作跡が見つかっている。これらの遺跡は、古利根川の流

路にあたる広瀬川低地北縁に近く、距離にして2km範囲

の台地上に立地している。

　縄文時代早期は、県内でも遺跡の数が少ない時代であ

る。上細井蝉山遺跡に隣接する上細井中島遺跡（157）で

は、縄文時代早期の撚糸文系土器や沈線文系土器、条痕

文系土器が出土し、竪穴住居や配石炉が検出されている。

また白川扇状地の新期扇状地扇頂にあたる引切塚遺跡や

青柳宿上遺跡では縄文時代早期の遺物包含層が検出され

た。このほかにも端気遺跡（52）や五代砂留遺跡群（33）で

撚糸文系土器が出土している。これらの遺跡は古利根川

の流路にあたる広瀬川低地に至近距離の台地上に立地し

ており、旧利根川流路と縄文時代草創期～早期の遺跡分

布に関連性が窺える。

　縄文時代前期は、赤城南麓で竪穴住居の棟数が増加す

る時代である。白川扇状地周辺の台地では、約150棟あ

まりの縄文時代の竪穴住居が検出されている。前期初頭

の花積下層式の土器が出土した竪穴住居は芳賀東部団地

遺跡（99）で検出されており、前期初頭の二ッ木式土器が

出土した竪穴住居は上泉新田塚遺跡（47）で６棟が検出さ

れた。前期前半の有尾式や関山式の土器が出土した竪穴

住居は小神明西田遺跡（14）、芳賀東部団地遺跡（99）、芳

賀西部団地遺跡（98）などで12棟が検出されている。さら

に黒浜式の土器が出土した

　竪穴住居は、芳賀北曲輪遺跡（115）や堤遺跡（１）、上

細井五十嵐遺跡（155）、胴城遺跡（95）、上泉唐ノ堀遺跡

（168）などで合計29棟が検出されている。この時期が縄

文時代前期の竪穴住居棟数のピークとなっている。

　縄文時代前期後半の竪穴住居は、上泉唐ノ堀遺跡（168）

で諸磯a式から諸磯b式の土器が出土した竪穴住居が14棟

検出されている。同様の竪穴住居は、九料遺跡（10）や芳

賀東部団地遺跡（99）、芳賀西部団地遺跡（98）、芳賀北部

団地遺跡（114）、芳賀北曲輪遺跡（115）、胴城遺跡（95）で

27棟であるが、諸磯ｃ式の土器が出土した竪穴住居は端

気遺跡（52）と芳賀東部団地遺跡（99）、上細井蝉山遺跡

（156）、五代砂留遺跡群（33）で15棟が検出されている。

この地域で検出された縄文時代前期の竪穴住居は104棟

に達する。

　この後、赤城南麓では縄文時代中期後半までが竪穴住

居の空白期となる。この期間に相当する縄文時代前期末

から中期前半は気候の寒冷期であり、利根川扇状地では

総社砂層と呼ばれる扇状地堆積物が卓越している（矢口

2011）。

　縄文時代中期は赤城南麓で再び竪穴住居の棟数が増加

する時代である。中期後半の加曽利E式の土器が出土

した竪穴住居は上泉唐ノ堀遺跡（168）、五代砂留遺跡群

（33）、小神明下田遺跡（９）、端気遺跡（52）、九料遺跡（10）

や芳賀東部団地遺跡（99）、芳賀北部団地遺跡（114）、芳

賀北曲輪遺跡（115）、上細井中島遺跡（157）等であり43棟

が検出されている。

　縄文時代後期の称名寺式の土器が出土した竪穴住居

第２章　遺跡の地理的、歴史的環境
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は、小神明下田遺跡（９）、九料遺跡（10）、芳賀東部団地

遺跡（99）、堤遺跡（１）であり、20棟が検出されている。

　赤城南麓に限らず、縄文時代早期の前半、縄文時代前

期の前半及び中期後半から後期にかけて縄文時代の竪穴

住居棟数の増減があることは、すでに榛名山麓などで知

られている（鬼形1988）。このような縄文時代の集落の規

模を直接的に示す竪穴住居棟数の変化は、人口の増減を

反映したものである。

　これは縄文時代の気候変動による降水量の変化と火山

山麓の土砂供給に伴う森林や河川環境の悪化が食糧資源

の確保に支障をきたし、人口の増減に反映していると考

えられる。

（３）上武道路８工区周辺の弥生時代の遺跡

　上武道路８工区周辺の赤城南麓は、弥生時代の遺跡が

少なく、弥生時代中期後半から後期の遺跡がわずかに発

見されているが、地域の拠点となるような規模の大きな

集落遺跡は発見されていない。

　赤城南麓は、小神明倉本遺跡（13）で弥生時代中期から

後期の竪穴住居が２棟、同じく小神明湯気遺跡（12）では

後期の竪穴住居が１棟検出されている。また、広瀬川低

地に近い端気遺跡（52）では弥生時代後期の竪穴住居２棟

が検出されている。上武道路８工区の路線内では小神明

勝沢境遺跡（16）で、唯一の弥生時代後期の竪穴住居２棟

が検出されている。

（４）上武道路８工区周辺の古墳時代～飛鳥時代の遺跡

　上武道路８工区周辺の赤城南麓は、古墳時代に遺跡の

数が増加する。古墳時代前期～飛鳥時代の遺跡が各地で

発見され、集落遺跡や方形周溝墓、古墳などの墓域、水

田、畠などの生産域の遺構も数多く発見されている。

　古墳時代前期の集落は、河川沿いに立地しており、藤

沢川岸の芳賀東部団地遺跡（99）や五代砂留遺跡群（33）、

五代中原Ⅰ遺跡・五代中原Ⅱ遺跡（31）や赤城白川沿いの

山王・柴遺跡群（193）などが上げられる。これらの遺跡

はこの地域の弥生時代の遺跡と同様に山麓縁近くに並ぶ

ように分布している。こうした遺跡の立地は、当地の農

耕開発が赤城南麓末端の湧水を利用した開析谷で開始さ

れたことを物語るものだろう。

　赤城南麓縁外に位置し、広瀬川低地帯の微高地に立地

する田口下田尻遺跡は、古利根川沿いの集落遺跡である。

竪穴住居の出現は３世紀後半の古墳時代初頭に遡り、３

世紀から４世紀代の竪穴住居は70棟で突出した存在であ

る。

　端気遺跡（52）では古墳時代前期の方形周溝墓が検出さ

れ、五代江戸屋敷遺跡（26）では４世紀代の方形周溝墓が

２基検出されている。

　古墳時代中期は、赤城南麓で群集墳が形成された。こ

の地の農耕開発が本格化したことを示唆している。芳賀

東部団地遺跡（99）や五代中原Ⅰ遺跡・五代中原Ⅱ遺跡

（31）、五代江戸屋敷遺跡（26）では５世紀代後半の竪穴住

居が検出されている。

　古墳時代後期の６世紀前半には寺沢川左岸の山麓縁に

位置する台地上に、この地域で初めて大型前方後円墳で

ある正円寺古墳（63）が築造される。６世紀後半には赤城

南麓縁の広瀬川低地帯に桂萱大塚古墳（67）や藤沢川右岸

の白川扇状地上にオブ塚古墳（106）やオブ塚西古墳（113）

が続いて造られた。

　飛鳥時代の７世紀になると、大日塚古墳（22）、新田塚

古墳（35）が白川扇状地に造られた。周辺には集落遺跡と

20基前後の群集墳が点在している。

　上武道路８工区周辺の古墳時代の集落には、古墳時代

前期から中期にかけて集落が営まれるものと古墳時代中

期や後期になって新たに形成されたものとがある。前者

は先に挙げた遺跡群であり、後者は５世紀後半から集落

が形成された九料遺跡（10）や東田之口遺跡（131）である。

特に東田之口遺跡から小神明富士塚遺跡及び小神明勝沢

境遺跡にかけての台地上には６世紀～７世紀の竪穴住居

が80棟検出されている。

（５）周辺の古代の遺跡

　赤城南麓は、古代の律令制下では「勢多郡」として編成

された地域である。古代の上野国勢多郡は、もともと赤

城山麓の全域にわたる地域であった。

　平安時代の承平年間に成立した『和名類聚抄』に勢多郡

は、深田（ふかた）、田邑（たむら）、芳賀（はが）、桂萱（か

いがや）、真壁（まかべ）、深渠（ふかみぞ）、深澤（ふかさ

わ）、時沢（ときざわ）の９郷からなる中郡とある。

　各郷の比定地候補は以下のようである。深田郷は、前

橋市上増田町、下増田町、駒形町、荒口町、荒子町、箱

田町等に比定説があるが詳細は不明である。田邑郷は、

前橋市粕川町西田面、上東田面、下東田面に比定説があ

るが詳細は不明である。
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　芳賀郷は、前橋市端気町、鳥取町付近に比定されてい

る。桂萱郷は、前橋市東片貝町、西片貝町、上泉町、三

俣町付近に比定されている。真壁郷は、渋川市北橘町真

壁、箱田、上箱田、下箱田、上南室、下南室、前橋市富

士見町米野、山口付近に比定されている。

　深渠郷は、前橋市粕川町深津、女淵から前橋市東大室

町、西大室町、下大屋町付近に比定されている。深澤郷

は、みどり市大間々町上神梅、下神梅、塩沢、桐生市黒

保根町宿廻付近に比定されている。時沢郷は、前橋市富

士見町時沢を中心とした原之郷、川端町、日輪寺町付近

に比定されている。

　古墳時代～飛鳥時代の集落遺跡に比べて奈良時代～平

安時代の集落遺跡は、赤城南麓の広い範囲に高密度に分

布し、この時代に弥生時代に始まる農耕集落が山麓の各

地に隙間なく及んだことを示唆する。

　芳賀東部団地遺跡（99）は、古墳時代後期から継続した

奈良時代から平安時代の大集落である。検出された竪穴

住居は400棟を越え、周辺の同時代の集落遺跡をあわせ

ると８～ 11世紀までに山麓の台地上にまとまりのある

集落景観を想像することが可能である。これらは山麓の

開析谷に形成された水田や台地の畑作耕作地を生産基盤

にした、古代の芳賀郷の姿であるとも考えられるが、芳

賀郷を｢芳郷｣の墨書土器が出土した二宮洗橋遺跡周辺に

比定する考えもあり、郷の範囲は確定していない。

　桧峯遺跡（44）からは奈良三彩の壺、五代竹花遺跡（29）

からは和同開珎や神効開寶、五代砂留遺跡群からは長年

大寶などの皇朝銭が出土している。

　９世紀末に成立した歴史書である『類聚国史』には、弘

仁九（818）年に上野国を含む関東地方に大地震に関する

記事がある。赤城南麓や周辺の台地でも地割れや地盤の

液状化に伴う噴砂が発見されている。遺跡に残された地

震跡と９世紀の年代を示す遺物を出土した遺構との関係

から、この地震は弘仁地震に比定されている。荒砥川沿

いの中宮関遺跡や荒砥川下流の広瀬川低地に位置する中

原遺跡では、この地震による洪水堆積物によって埋没し

た水田跡が検出されている。

　平安時代末に浅間火山の噴火によって浅間Ｂテフラが

噴出し、関東地方北部の広範囲に降灰した。この噴火は、

右大臣藤原宗忠の日記『中右記』に、上野国内壊滅の旨が

記されている噴火に比定され、天仁元年（1108年）と考え

られている。

　赤城南麓周辺の前橋台地では浅間Ｂテフラ下部によっ

て覆われた水田跡が広範囲で発見されている。赤城南麓

では、上細井五十嵐遺跡（155）において、浅間Ｂテフラ

によって覆われた水田跡が検出されている。

（６）周辺の中世社会の動き

　中世初頭は、赤城南麓を東西に横断する灌漑用水であ

る女堀が開削されたと推定されている。女堀は用水路と

して未完成の遺構群と考えられており、取水口や用水と

しての設計や性格、開削年代などに未確定な部分が多い

遺跡である。

　中世前期に赤城南麓の一帯で勢力を持った集団は、10

世紀の平将門の乱を制した藤原秀郷を祖とする武士団で

ある。藤原秀郷は後に関東地方の受領を歴任し、その勢

力基盤を子孫たちに継承した。上野国では淵名太夫系と

呼ばれる氏族の淵名氏とその支族がこれに相当する。

　また、北関東には河内源氏の源義国とその子である義

康が足利荘に、同様に源義重が八幡荘や新田荘に進出し

て開発を進めた。彼らは東山道の拠点に勢力を確保して

おり、河内源氏が前九年の役と後三年の役で得た勢力基

盤を継承したものと考えられる。

　11世紀後半～ 12世紀には淵名氏の淵名兼行から長沼

氏や左井氏、那波氏などが佐位郡や那波郡に分流し、兼

行の子である成行は下野国を基盤として足利氏（藤姓足

利氏）を名乗り、その子らが赤城山麓で大胡氏や園田氏

に分かれた。

　足利成行の子である足利家綱は、河内源氏の棟梁であ

る源為義や源義国の家人であったが、永久２年（1114年）

に上野国の国衙領雑物押収の容疑で捕らえられた。これ

は浅間Ｂテフラによる被災が公領の疲弊に拍車をかけた

ことによる争乱であろう。足利家綱からは赤城南麓に深

栖氏や山上氏が分流し、藤姓足利氏の本流は、足利俊綱

とその子である足利忠綱へ継承される。

　大治３年（1128年）には浅間山が再び噴火し、上野国北

部に浅間Ｂテフラ上部（粕川テフラ）が降灰した可能性が

高い。上野国は耕作地が荒廃し、同年は納官封戸の済物

免除を受けている。大治５年（1130年）頃には鳥羽上皇に

より仁和寺法金剛院が建立され、これ以降に金剛院領佐

位（淵名）荘が成立したものと考えられる。また翌年の天

承元年（1131年）には秩父氏の氏族である高山氏らが関

第２章　遺跡の地理的、歴史的環境
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わって藤岡南部を範囲とする高山御厨が成立したと考え

られる。

　1130年代後半から1160年代には上野国の受領を藤原保

説、藤原家方、藤原重家らが独占し、これらの人々は白

河～鳥羽院政期に院の近臣を占めた藤原氏の善勝寺流の

家系である。久寿元年（1154年）には藤原家成らの成功に

よって鳥羽法皇が金剛心院を建立し、この頃に金剛心院

領新田荘が成立したと考えられる。

　こうした鳥羽院政期の急激な上野国の荘園立荘の動き

をみれば、女堀開削のような郡を横断した大規模な土木

事業は在地勢力のみによって立案された可能性は極めて

薄いだろう。おそらくは浅間Ｂテフラの災害復興を名目

に上野国の荘園再編を進めることが女堀開削に代表され

る治水事業や郡単位の荘園建設の背景であろう。

　保元元年（1156年）の保元の乱には、榛名西麓の群馬郡

を勢力下とした物射氏や那波氏が源義朝方として参戦

し、また平治元年（1159年）の平治の乱では、大胡氏、山

上氏、深栖氏、那波氏らが源義朝方について参戦してい

る。

　長寛～永万年間（1163 ～ 1165年）には赤城南麓の広瀬

川低地やその周辺を範囲とする青柳御厨が、前橋台地南

部では玉村御厨が設置されている。

　治承・寿永の乱では治承４年（1180年）に平家方として

足利俊綱が源頼朝を牽制して上野国府に乱入した。その

後、源義仲が一時的に上野国多胡荘に侵入した。大胡

氏、大室氏、深栖氏、山上氏らは足利忠綱に従い、源頼

朝のもとに参じた。鎌倉幕府の体制下で御家人として生

き延びた氏族は藤姓足利氏では分流した一部の氏族に限

られ、物射氏や那波氏などが再編されている。

　上武８工区周辺の赤城南麓で勢力を形成した氏族は、

藤姓足利氏の足利成行の子である大胡重俊を祖とする大

胡氏である。

　文治元年（1185年）に頼朝の弟、範頼が平家討伐の軍を

編成した際の従軍諸将のなかに「大胡三郎実秀」の名があ

る。これらの史料から大胡氏は鎌倉幕府の御家人として

定着したことが明らかである。

　大胡氏の『吾妻鏡』での初見は、建久元年（1190年）の「大

胡太郎」であり、その後『吾妻鏡』では、暦仁元年（1238年）

の「大胡左衛門次郎」や「大胡弥四郎」、寛元４年（1246年）

の「大胡五郎光秀」、正嘉２年（1258年）「大胡太郎跡」や「大

胡掃部助太郎」などにみられる。

　知恩院蔵『法然上人絵伝』によれば大胡小四郎隆義は、

京都滞在中に法然と知り合い、大胡に帰った後も浄土宗

に深く帰依し、また子の太郎実秀も浄土宗に帰依したと

ある。また『念仏往生伝』によると、大胡小四郎秀村は念

仏修行を篤く行い、正元元年（1259年）死去の５年前に仏

が夢に現れたと伝えている。これらのことから大胡氏は

信仰と教養に篤く、この時代の地域と都の文化交流の様

子がうかがえる。

　南北朝時代の大胡氏は、室町幕府内の覇権を巡って足

利尊氏とその弟直義とが争った観応の擾乱に参加した。

『太平記』では大胡氏は、山上氏とともに足利尊氏方の大

嶋義政の下で、足利直義側の桃井直常らと笠懸野で戦っ

て敗れたとされた。また、その後も赤城南麓で勢力を維

持していた様子が判明している。

　史料上、大胡氏が赤城山南麓に勢力を有していたこと

が確認できるのは、14世紀中葉までである。

　上武道路８工区の発掘調査で検出された中世遺跡は、

東田之口遺跡の井戸や土坑群であり、14 ～ 16世紀代と

考えられる。東に隣接する小神明富士塚遺跡では中世の

館跡と考えられる溝を境界にした方形区画に４棟の掘立

柱建物や４棟の竪穴建物、土坑群が検出された。

第３節　調査区の層序

　上細井蝉山遺跡に分布する地層は、下位より白川扇状

地を構成する暗灰～黒色シルトや灰褐色泥流堆積物及び

白川扇状地の堆積物を被覆した関東ローム層の中部ロー

ム層と上部ローム層及び黒色土である。調査区の模式的

な層序（第118・127・128図）を柱状図として示し、層相

や特徴について述べる（第７図、PL.36―５・６）。

　Ⅰ層は層相によりａ～ｄ層に細分される。Ⅰa層は調

査区の地表面を構成する表土層であり、耕作土からなる。

Ⅰb層は黄灰色砂質火山灰土からなり、調査区の東側に

分布している。Ⅰc層は暗黄灰色砂質火山灰土からなり

下位のⅠd層の軽石粒を多く含む火山灰土である。Ⅰd層

は灰褐色火山灰層で中粒～細粒砂サイズの火山砂まじり

の軽石からなる。本層は、火山灰層中に含まれる灰色軽

石粒の特徴や鉱物組成から浅間Ｂテフラに対比される。

　Ⅱ層は層相によりａとｂ層に細分され、ｂ層は含まれ

第３節　調査区の層序
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風化火山灰土黒色土

砂・

軽石暗色帯 火山灰
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層序区分 層厚 
（cm） 柱状図 層相 基本土層 テフラ

表土 16 耕作土、表土。

Ⅰ

ａ

黒

色

土

黒

色

火

山

灰

土

40 黄灰色砂質火山灰土 ｂ

12 暗黄灰色砂質火山灰土 ｃ

8 灰褐色火山灰層 ｄ As-B

10 暗褐色火山灰土

Ⅱ

ａ

6 橙褐色粗粒火山灰層

Ⅱb

b1 Hr-FA

20
黒褐～黒色細粒火山灰土。 
灰色軽石（As-C）を含む。

b2 As-C

14 暗灰～黒褐色細粒火山灰土。細粒の橙色軽石粒を含む。 Ⅲ

漸移帯 40 暗灰色火山灰土。軟質で母材は風化火山灰土。 Ⅳ

上

部

ロ

ー

ム

層

10 黄灰色風化火山灰土。黄灰色軽石（As-YP）を含む。 Ⅴ As-YP

30
黄灰色風化火山灰土。 
青灰色岩片を含む黄灰色軽石（As-Okp）が点在する。

Ⅵ As-Okp

24
黄灰褐色風化火山灰土。 
鉱物粒が多い粉状の層相を呈する。

Ⅶ As-SP？

14 黄褐色風化火山灰土。橙褐色軽石（As-BP3）を含む。 Ⅷ As-BP3

22
黄褐色風化火山灰土。 
橙褐色軽石（As-BP2）がブロック状に堆積。

Ⅸ As-BP2

12 暗灰褐色風化火山灰土 Ⅹ

20 灰褐色軽石層（As-BP1） Ⅺ As-BP1

20 暗灰褐色風化火山灰土 Ⅻ

20
暗灰褐色風化火山灰土。 
雑色の軽石（As-MP）や灰色の火山灰薄層（AT）を挟在する。

� As-MP/AT

中部ローム層 10 暗灰色細粒風化火山灰土。暗色帯を形成する。 �

白川扇状地

堆積物

130
灰褐色泥流堆積物（未詳泥流堆積物）。 
径20 ～ 50mmの安山岩亜角礫を含み、基質は灰褐色火山灰～火
山灰質砂からなる。

�

40 黒色シルト

20 暗灰色シルト

第７図　調査区の層序



るテフラによってb1 層とb2 層に細分される場合がある。

Ⅱa層は暗褐色火山灰土からなり、下位のⅡb層に比べ

黒みが強い火山灰土である。Ⅱb層は調査区の全域にみ

られる火山灰土で、灰色軽石［As-C］と白色の発泡の良い

軽石［Hr-FA］を含む暗灰～灰色の火山灰土である。Ⅱb1

層は少量の灰色軽石［As-C］と白色の発泡の良い軽石［Hr-

FA］を多く含む暗灰～灰色の火山灰土で、榛名二ッ岳渋

川テフラの降灰層準と考えられる火山灰土である。Ⅱb

２層は灰色軽石［As-C］を多く含む暗灰～黒色の細粒火

山灰土で、白色軽石［Hr-FA］を含まない浅間Ｃテフラの

降灰層準と考えられる火山灰土である。この層準の火山

灰土は下位のⅢ層上部とともに黒色細粒火山灰土の層相

を呈する。

　Ⅲ層は暗灰～黒褐色細粒火山灰土で、径0.5 ～１mm大

の発泡の悪い橙色の軽石粒を含む。特に縄文時代中期後

半に属する土坑などの遺構埋土には、この軽石粒が多く

含まれる。

　Ⅳ層は、暗灰～暗黄灰色火山灰土からなり、上位ほど

暗灰色を呈し、全体的に軟質である。上位の黒色土であ

るⅢ層や下位の風化火山灰土との境界は不明瞭で、この

火山灰土は母材を風化火山灰土とした黒色土の下部に相

当する地層であると考えられる。

　上細井蝉山遺跡に分布するⅠ～Ⅳ層は群馬県中央部に

分布する完新世の火山灰土である黒色土層に対比され、

Ⅳ層はその漸移帯と考えられる。

　Ⅴ層は、黄灰色風化火山灰土からなり、径0.5 ～８mm

大の黄灰色軽石［As-YP］を含む。V層は浅間板鼻黄色テフ

ラの降灰層準と考えられる風化火山灰土である。

　Ⅵ層は、黄灰色風化火山灰土からなり、径0.5 ～５mm

大の青灰色岩片を含む２～５mm大の黄灰色軽石［As-Okp］

が点在する。Ⅵ層は浅間大窪沢テフラ１と２の降灰層準

と考えられる風化火山灰土である。

　Ⅶ層は、黄灰褐色風化火山灰土からなり、全体に鉱物

粒や発泡の良い細粒の白色粒が多い粉状の層相を呈す

る。上下の火山灰土に比べて明るい色調を呈し、この火

山灰土は浅間白糸テフラ［As-SP］の降灰層準に相当する

可能性がある。

　Ⅷ層は、黄褐色風化火山灰土からなり、褐色軽石粒や

暗灰色火山砂を含む。本層には径１～２mm大の橙褐色軽

石層（As-BP3）が径50mm大のブロック～レンズ状に堆積し

ている。

　Ⅸ層は、黄褐色風化火山灰土からなり、褐色軽石粒や

暗灰色火山砂を多く含む。径１～５mm大の橙褐色軽石層

［As-BP2］がブロック状に堆積している。Ⅷ層とⅨ層は浅

間板鼻褐色テフラの降灰層準と考えられる風化火山灰土

であるが、Ⅸ層は層としてテフラが保存されており、ブ

ロック状の軽石層を降下テフラとして認定することが可

能である。本層は浅間板鼻褐色テフラの上半部を構成す

る。

　Ⅹ層は、暗灰褐色風化火山灰土で、Ⅺ層とⅨ層を構成

する浅間板鼻褐色テフラに挟在する褐色軽石粒や暗灰色

火山砂を含む風化火山灰土である。本層は概ね10cm程度

の層厚を呈する。

　Ⅺ層は、灰褐色軽石層［As-BP1］からなり板鼻褐色テフ

ラの下半部を構成する。風化して粘土化が著しく、火山

砂まじりの灰～白色の火山灰土からなる部分もみられる

が、軽石層の堆積構造を保存している。

　Ⅻ層は、暗灰褐色風化火山灰土からなり、軽石粒や岩

片を含む。

　�層は、暗灰褐色風化火山灰土。雑色の軽石［As-MP］

や灰色の火山灰薄層［AT］を挟在する。軽石は火山砂や岩

片を多く含み風化火山灰土に拡散している。灰色の火山

灰層はレンズ状やブロック状を呈するが風化して粘土化

が著しい。

　�層は、暗灰色細粒風化火山灰土からなり、風化して

粘土化が著しく暗色帯を形成する土壌である。

　�層は、灰褐色泥流堆積物からなり、分布や供給源が

未詳の泥流堆積物である。径20 ～ 50mmの安山岩亜角礫

を含み、基質は灰褐色火山灰～火山灰質砂からなる。塊

状無層理を呈し一部は風化して粘土化や褐鉄鉱汚染が著

しい。

　 層及び 層は、黒色シルトや暗灰色シルトからな

り、黒色シルトは植物の腐植によって形成された黒泥で

ある。

　Ⅴ～�層は上部ローム層、�層は中部ローム層の最上

部に相当し、�～ 層は中部ローム層に相当する白川

扇状地堆積物の一部を構成するものと考えられる。

第３節　調査区の層序
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第１節　調査の概要

　上細井蝉山遺跡の発掘調査で検出した竪穴住居は縄

文時代から平安時代のものが30棟である（第８～ 11図）。

竪穴住居の年代ごとの内訳は、縄文時代前期が１棟、古

墳時代後期～飛鳥時代の６～７世紀が２棟、奈良時代の

８世紀が２棟、平安時代の９世紀中頃～ 10世紀前半が

24棟で、古代の可能性がある竪穴住居が１棟である。竪

穴住居の重複は18号・19号竪穴住居及び26号・27号竪穴

住居の二カ所で認められるが、それ以外の竪穴住居では

認められない。

　調査区で検出された竪穴住居は風化火山灰土に掘り込

まれており、床面は比較的明瞭で、硬化面が認められる。

また床面や硬化面の認定が難しく、建物遺構とは認定で

きない竪穴状の遺構については、竪穴住居と分けて竪穴

に区分した。検出した竪穴は縄文時代から古墳時代以降

のものが４棟である。竪穴の年代ごとの内訳は、縄文時

代が２棟、古墳時代以降の竪穴が２棟である。

　古墳は７世紀代に構築された可能性があるものを１基

検出した。飛鳥時代～平安時代の竪穴住居は、古墳との

重複がなく、古墳を避けるようにして周堀から８m以内

には見られないことから、墳丘を意識して立地している

ものと考えられる。

　道は１条で、平安時代である。溝は４条で、８世紀代

が１条、古代の可能性がある溝が２条、不明が１条であ

る。井戸は１基で平安時代である。土坑は136基で、時

代の推定が可能となった土坑は62基である。土坑の内訳

は、縄文時代の土坑が５基、縄文時代の可能性があるも

のが４基、平安時代１基、近世以降が45基、近現代に属

する土坑が７基である。

　調査区で検出された遺構は、主に自然埋没で堆積した

埋土からなるが、人為的な埋没の可能性がある埋土につ

いては、その可能性について記載した。

第２節　竪穴住居

１号竪穴住居（第12・13・14図、PL.５-１～８・37、 185頁）

グリッド　７－79区Ｓ－７・８

主軸方位　Ｎ88°Ｗ

周辺の遺構　２号竪穴住居に主軸方位が近似し、10mの

距離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有する、正方形に近い長

方形を呈する竪穴住居である。長径は3.30m、短径は3.05

m、床面までの深さ0.28m、掘方までの深さ0.36m、面

積8.15㎡である。

埋土　褐色火山灰土の互層からなりHr-FAの軽石を含む。

床面付近の埋土は、炭化物や風化火山灰土ブロックを含

む火山灰土からなる。南側の壁際から竪穴中央にかけて

炭化物や焼土、風化火山灰土のブロックを含む明褐色火

山灰土が堆積している。これは竪穴全体が埋没する前に

堆積した埋土の基底に分布する堆積物である。

床面　黄褐～褐色風化火山灰土のブロックを含む火山灰

土を層厚５cmほど貼り、床としている。カマドの手前右

側には長径１m、短径0.5mの範囲に不定形の炭化材や

灰の薄層を検出した。これらは床面よりも若干高い位置

に検出し、竪穴住居廃絶後に焼失した建築部材などの可

能性が高い。なお、床から出土した炭化材２点は後述す

る樹種同定によりクリであることが判明し、放射性炭素

年代測定による暦年代較正値は、８世紀第３四半期～９

世紀末の年代を示す（第４章第３節を参照）。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を平坦に掘り込んで構築して

おり、床と掘方の間は0.01 ～ 0.12m。竪穴住居の南半

部は５～ 10cm程度の不定形の窪みを多く検出し、南壁

中央の壁寄りには直径1.04m大の浅い窪みを検出した。

周溝　カマドの周囲と南壁中央から貯蔵穴周辺を除いて

壁際を周回する。最大の上幅は17cm、最小の底幅は８

cm、深さ６cmである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、暗灰褐

色火山灰土を貼っている。燃焼部壁面は焼土化が著しく、

第３章　調査された遺構と遺物
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第８図　遺構全体図
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第９図　遺構部分図（１）
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第10図　遺構部分図（２）
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第11図　遺構部分図（３）
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第12図　１号竪穴住居

A・Ｆ断面
１　褐色火山灰土。炭化物や焼土粒、径5～ 10mmの軽石（Hr-FA？）を含む。
・ 径200mm大の火山灰土ブロックを含む。（１・２・３は竪穴住居埋土）
２　明褐色火山灰土。炭化物や風化火山灰土のブロックを含む。
３　黒褐色火山灰土。多量の炭化物や焼土粒を含む。
４　黄褐～褐色風化火山灰土のブロックを含む火山灰土。（掘方埋土）

Ｃ・Ｄ断面
１　灰褐色火山灰土。径２mmの白色軽石を含む。（１・２・３はカマド埋土）
２　黒褐色火山灰土。径２mmの白色軽石や焼土粒を含む。焼土は下半部
　　に多く、下位ほど粗粒。
３　赤橙色焼土ブロックを多く含む暗灰褐色火山灰土。焼土ブロックは・
・ 10 ～ 40mm大を呈し、袖に近い部分ほど粗粒。径10mmの炭化物を含み・
・ 全体が土壌ブロックで構成される堆積物である。
４　暗灰褐色火山灰土。赤橙色焼土ブロックを含む。（カマド掘方埋土）
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第13図　１号竪穴住居の出土遺物（１）



15（1/4）

16（1/4）

17（1/2）

18

ブロック状を呈する。煙道は失われているが、使用面か

らは42 ～ 56°の勾配で立ち上がる。カマド燃焼部を埋め

る埋土は、軽石や焼土を含む黒褐色火山灰土と赤橙色焼

土ブロックを多く含む暗灰褐色火山灰土からなる。下位

ほど埋土の焼土が多く、燃焼部の天井部を構築していた

ブロックが滑落して堆積したものと考えられる。袖部は

失われており確認できないが、カマドの掘方の焚口両脇

からは２基のピットを検出し、直径は28cmである。右側

のピットは直径18cm、長さ35cmの円礫が立った状態で埋

め込まれており、これらはカマド袖の構築材の礫である

と考えられる。カマドの長さは48cm、焚口の幅48cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、南壁の東寄りに位置する。楕円

形を呈し長径92cm、短径60cm、深さ50cmである。貯蔵穴

付近の床面直下及び貯蔵穴上からは10点の須恵器椀（２

～ 11）が出土し、貯蔵穴上から出土した遺物は床面とほ

ぼ同じ高さか、少し高い位置から出土した。また、これ

らの遺物と前述の炭化材は、遺物が炭化材の下位にある。

これらの遺物は貯蔵穴が埋没後に移動して堆積したもの

と考えられる。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から須恵器の壺の破片（15）や砥石（18）が、カ

マドの左側の床面から須恵器の甕（16）が出土した。埋土

からは撥形の鉄製品（17）が出土している。

時代　出土遺物から平安時代９世紀後半と考えられる。

炭化材試料の放射性炭素較正年代は、誤差１σの暦年代

780-794　calAD（12.2％）および801-870　calAD（56.0％）、

０ ８㎝１:４

０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２
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第14図　１号竪穴住居の出土遺物（２）



誤差２σの暦年において773-888　calAD（95.4%）を示す

ので、出土遺物の相対年代と矛盾しない。

２号竪穴住居（第15・16図、PL.６－１～６・37、185頁）

グリッド　７－79区Ｒ・Ｓ－10

主軸方位　Ｎ75°Ｗ

周辺の遺構　１号竪穴住居に主軸方位が近似し、10mの

距離にある。

形状と規模　北西方向に長軸を有する方形を呈する竪穴

住居であるが、北側が調査区外にある。長径は3.07m、

短径は2.48m＋、床面までの深さ0.73m、掘方までの深

さ0.86m、検出された最大の面積は5.57㎡＋である。

埋土　北壁の断面観察では、埋土はⅡb層とⅢ層の層理

面から掘り込まれている。埋土は下位より風化火山灰土

ブロックを含む黒褐色火山灰土からなり、東西の壁側か

ら竪穴中央に傾斜した黄灰色火山灰土のブロックを多く

含む黄褐色火山灰土互層により竪穴が埋積している。ほ

とんどの埋土にはAs-CやHr-FAの軽石を含む。断面観察

から竪穴は、すり鉢状に埋積した黄灰色火山灰土ブロッ

クを主体として埋土の堆積過程が顕著である。

床面　黄灰色火山灰土ブロックを含む黄灰色細粒火山灰

土を層厚８cmほど貼り、床面を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を平坦に掘り込んで構築して

おり、床と掘方の間は0.08 ～ 0.12m。竪穴住居の中央

に長径２m、短径1.14mの不定形の浅い窪みを検出した。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から手前に平坦な使用面、奥を掘り込んで壁の外

側に燃焼部壁を構築し、燃焼部壁から煙道へは52°の勾

配で立ち上がる。燃焼部の壁面は直径３～５cm大のブ

ロック状に焼土化し暗褐色の還元帯がみられる。カマド

燃焼部を埋める埋土は、焼土を含む黒褐色火山灰土と暗

黄灰色焼土ブロックを多く含む火山灰土からなる。下位

ほど焼土ブロックを多く含むことから、最下部は燃焼部

の天井部を構築していたブロックの一部が滑落したもの

と考えられる。カマド埋土の最下底から直径３～５cm大

の安山岩礫が出土した。これらはカマド袖の構築材とし

て利用されたものと考えられる。燃焼部の掘方からは黒

色灰層の薄層が検出された。これはカマドの使用面を貼

り替える前の使用面に残されたカマドの灰と考えられ

る。カマドの左袖は東壁の手前に風化火山灰土を削りだ

して構築し、残存状態が良好である。

カマドの幅は77cm、長さは79cm、焚口の幅53cmである。

煙道は残存する部分の幅が19cm、長さ17cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南壁の東寄りに位置する。楕円

形を呈し長径92cm、短径59cm、深さ13cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　カマドの手前左側の床面から須恵器の蓋（６）と土

師器の杯（１・３）が、床面付近から土師器の杯（２）が出

土した。埋土からは釘（８）が出土した。

時代　奈良時代８世紀前半。

３号竪穴住居（第16・17図、PL. ６－７～７－４・38、186　頁）

グリッド　７－80区Ｂ・Ｃ－２・３

主軸方位　Ｎ73°Ｗ

周辺の遺構　17号竪穴住居に10mの距離にある。

形状と規模　北東方向に長軸を有する、正方形に近い長

方形を呈する竪穴住居である。長径は3.95m、短径は3.53

m、床面までの深さ0.43m、面積8.15㎡である。

埋土　黒褐色～暗灰色火山灰土の互層からなり軽石を含

む。床面を埋積した埋土は、北壁付近が黒褐色火山灰土

からなるが、南側の大部分は風化火山灰土ブロックを含

む黄灰褐色火山灰土からなる。

床面　Ｖ層の風化火山灰土を削りだして床面を構築して

おり、一部に暗灰色火山灰土の掘方埋土が検出されたが、

明瞭な貼床はみられない。

掘方　カマドの周囲及び床面の四隅をⅤ層の風化火山灰

土を不定形に掘り込んで構築している。カマド周囲の不

定形の窪みは、長径0.69 ～ 0.94m、短径0.5 ～ 0.7m、

深さ0.22 ～ 0.25mである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、ひょう

たん形を呈する平坦な使用面は褐色風化火山灰土を底部

に貼って構築している。煙道は燃焼部使用面の奥にある

平坦な面から68°の勾配で立ち上がり壁が良好な状態で

検出された。燃焼部から煙道の壁面は厚さ１～３cmほど

の赤橙色焼土帯を形成しており、壁面の上半部ほど顕著

である。カマド燃焼部を埋める埋土は、暗褐色火山灰土

と黄褐色火山灰土の互層からなり、燃焼部中央から煙道

第３章　調査された遺構と遺物
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第15図　２号竪穴住居

１　暗褐色砂質土。耕作土。（１～４は遺構の被覆層）
２　褐色砂質火山灰土。
３　暗褐色砂質火山灰土。多量の軽石質火山灰（As-B）を含む。径10 ～・
・ 50mm大の黒～暗褐色火山灰土ブロックを含む。
４　黒色細粒火山灰土。径５～８mm大の軽石（Hr-FAやAs-C）を含む。
５　暗灰色火山灰土。径５～８mm大の軽石（Hr-FAやAs-C）を含む。（５～・
・ 13は竪穴住居埋土）
６　風化火山灰土のブロックを含む黄褐色火山灰土。径200mm大のブロッ
・ クを含む。

７　黒褐色火山灰土。径５mm大の軽石（Hr-FAやAs-C）や径50mm大の黄灰色・
・ 風化火山灰土ブロックを含む。
８　風化火山灰土のブロックを含む黄褐色火山灰土。径100 ～ 200mm大の・
・ ブロックを含む。
９　黄褐色火山灰土。径５mm大の軽石（Hr-FAやAs-C）や径50mm大の黄灰色・
・ 風化火山灰土ブロックを含む。
10　黒色火山灰土。軽石（Hr-FAやAs-C）や黄灰色風化火山灰土ブロックを・
・ 含む。
11　風化火山灰土のブロックを含む黒褐色火山灰土。径10 ～ 50mm大の・
・ ブロックを含む。
12　黄褐色火山灰土。少量の風化火山灰土のブロックを含む。
13　黄褐色火山灰土。
14　黒褐色土。炭化物を含む。（14・15は貯蔵穴埋土）
15　黄褐色火山灰土。風化火山灰土からなり焼土粒を含む。
16　黄灰色火山灰土ブロックを含む黄灰色細粒火山灰土。径50mm大の黒・
・ 色火山灰土ブロックを多く含む。（掘方埋土）

１　暗灰褐色火山灰土。少量の焼土粒を含む。（１・２・３はカマド埋土）
２　黒褐色火山灰土。風化火山灰土や焼土のブロックを含む。
３　暗黄灰色焼土ブロックを含む火山灰土。崩落した天井部と考えられる。
４　黒褐色火山灰土。風化火山灰土や焼土ブロックを含む。（４・５・６・
・ はカマド掘方埋土）
５　灰褐色火山灰土ブロックを多く含む褐色火山灰土。径５～ 10mmの焼・
・ 土や風化火山灰土粒を含む。
６　黒色灰層。
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第16図　２号・３号竪穴住居の出土遺物
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第17図　３号竪穴住居

１　黒褐色火山灰土。径10 ～ 50mmの風化火山灰土ブロックや径５～・10mm・
・ の軽石を含む。（１～５は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。径10～50mmの風化火山灰土のブロックを多く含む。
３　暗灰色火山灰土。径200mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
４　黄灰褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを含む。
５　黒褐色火山灰土。
６　暗灰色火山灰土。黄灰色火山灰土ブロックまじり。（掘方埋土）

１　黒色灰と炭化物や焼土ブロックまじり火山灰土。（１・２は貯蔵穴埋・
・ 土）
２　黄灰褐色火山灰土。径10 ～ 20mmの黒色火山灰土のブロックを含む。

１　暗褐色火山灰土。焼土粒を少量含む。（１～４はカマド埋土）
２　黄褐色風化火山灰土のブロック土。径300mm大の角礫状のブロック構・
・ 造を呈し、基質は黄灰色風化火山灰土。径10mmの焼土ブロックを含む。
・ （風化火山灰土を貼った天井部の崩落ブロックと推定される）

３　黒褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを少量含む。
４　黄褐色風化火山灰土や焼土ブロックを多く含む黄褐色火山灰土。径・
・ 30 ～ 60mm大のブロックからなる。
５　黒褐色火山灰土。焼土を含む。（５～８はカマド掘方埋土）
６　黒灰色灰、焼土、灰色粘土のブロック土。基質は暗灰色火山灰土。
７　灰白色粘土。
８　褐色風化火山灰土のブロック土。
９　焼土化した風化火山灰土。（９～ 13は袖を構成する地層）
10　黄灰色風化火山灰土のブロック土。（天井材）
11　黒褐色火山灰土。
12　黄灰色風化火山灰土のブロック土。（側壁材）
13　褐色風化火山灰土。



の天井部分が失われているが、燃焼部両壁の天井部分の

残存は良好である。袖は焚口部の構造は失われているが、

燃焼部に近い部分は保存され、黄灰色風化火山灰土を厚

く貼って構築されている。燃焼部の使用面には黒色の炭

化物や灰の薄層が検出された。

カマドの幅は118cm、長さは57cm、焚口の幅93cmである。

煙道は残存する部分の幅が45cm、長さ48cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南壁の東寄りに位置する。楕円

形を呈し長径97cm、短径75cm、深さ30cmである。貯蔵穴

からは底面から15cmの埋土中に土師器皿（１）が出土し、

底面から土師器の甕（４・５・６）の破片が多く出土して

いる。これらの遺物は貯蔵穴底から出土したものと周辺

の床面の破片が接合している。貯蔵穴周囲の床面及び貯

蔵穴埋土は、焼土粒まじり黒色炭化物の薄層に覆われて

いる。この炭化物層はカマド構築材が移動した塊を覆っ

ており、カマドの崩落や貯蔵穴の埋没後に堆積したもの

と考えられる。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　埋土から完形の須恵器の蓋（２）や床面付近から須

恵器の杯（３）が出土している。

時代　奈良時代８世紀前半。

４号竪穴住居（第18・19図、PL. ７－５～８－２・38、186頁）

グリッド　７－80区Ｈ・Ｉ－７

主軸方位　ＮＳ

周辺の遺構　５号・６号竪穴住居に主軸方位が平行で２

～５mの距離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は3.60m、短径は2.69m、床面まで

の深さ0.42m、掘方までの深さ0.50m、面積6.56㎡である。

埋土　褐色火山灰土の互層からなり軽石を含む。最上部

を構成する黄褐色火山灰土には、褐色風化火山灰土ブ

ロックを多く含み、層相も塊状を呈することから人為的

な埋積や急激な堆積作用で埋没した可能性がある。

床面　黒褐色火山灰土を層厚５cmほど貼って平坦な床面

を構築している。

掘方　床と掘方の間は0.05 ～ 0.24mで、竪穴住居の南

半部はⅤ層の風化火山灰土を不定形に掘り込んで構築

し、浅い窪み状を呈する。窪みは長径2.06m、短径1.96

m、深さ0.24mである。また北半部の中央には歪んだ円

形の１号土坑を検出した。土坑は長径1.04m、短径0.92

m、深さ0.32mで風化火山灰土ブロックを多く含む黒褐

色火山灰土の互層を埋土とする。

カマド　東壁中央の若干南に寄る位置にある。カマドの

燃焼部は東壁から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、

暗褐色火山灰土を貼っている。煙道は一部が残存し、使

用面から73°の勾配で燃焼部壁が立ち上がる。燃焼部壁

面及び使用面は破壊されて残存状態は不良であり、検出

された遺構面には凹凸がある。カマド燃焼部を埋める埋

土は、焼土や風化火山灰土ブロックを含む明褐色火山灰

土で成層しているが、焼土帯が顕著な燃焼部の天井部を

構成するブロックなどは見あたらない。袖は失われてい

るが、灰褐色シルト質火山灰土を貼って構築している。

カマド掘方の、燃焼部壁の両脇下からは直径８～ 10cm

の円礫が立てられた状態で埋め込まれている。これらは

カマド燃焼部壁の構築材として利用された石材であると

考えられる。またカマドの掘方埋土からは須恵器杯（１）

が出土した。

カマドの長さは44cm、焚口の幅は48cmである。煙道は残

存する部分の幅が17cm、長さ26cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁際に位置する。歪んだ円

形を呈し直径49cm、深さ24cmである。貯蔵穴底の16cm上

から須恵器の椀（４）の破片が出土した。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　埋土や掘方から須恵器の椀（２・３・５）の破片が

出土している。

時代　平安時代９世紀後半。

５号竪穴住居（第19・20図、PL. ８－３～７・38、186頁）

グリッド　７－80区Ｇ・Ｈ－８・９

主軸方位　Ｎ78°E

周辺の遺構　４号・６号竪穴住居に主軸方位が平行で４

～７mの距離にある。

形状と規模　北西方向に長軸を有し、歪んだ正方形に近

い長方形を呈する竪穴住居である。長径は3.20m、短径

は2.85m、床面までの深さ0.37m、掘方までの深さ0.44
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第18図　４号竪穴住居

１　褐色風化火山灰土ブロックを含む褐色火山灰土。径１～ 10mmの白色・
・ 軽石（As-C）を含む。（１・２・３は竪穴住居埋土）
２　褐色風化火山灰土ブロックを多く含む黄褐色火山灰土。径１～４mm・
・ の白色軽石（As-C）を含む。
３　褐色風化火山灰土ブロックを含む褐色火山灰土。
４　黒褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。（４～７は掘方埋土）
５　風化火山灰土ブロックを多く含む黒褐色火山灰土。
６　黒褐色火山灰土。黄褐色火山灰土のブロックを含む。
７　黒褐色火山灰土。

１　暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを少量含む。（１～４はカマ・
・ ド埋土）
２　明褐色火山灰土。径10mm大の風化火山灰土や焼土ブロックを含む。・
・ 径１～５mmの灰色軽石（Hr-FA）を含む。
３　明褐色火山灰土。径50mm大の風化火山灰土や焼土ブロックを多く含・
・ む。径１～５mmの灰色軽石（Hr-FA）を含む。
４　暗褐色火山灰土。径10mm大の風化火山灰土や焼土ブロックを含む。
５　灰褐色シルト質火山灰土。焼土粒を含む。（５・６はカマド掘方埋土）
６　黒褐色火山灰土。焼土粒を含む。

１　明褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックや・
・ 径１～２mmの白色軽石を含む。（１・２・３・
・ は貯蔵穴埋土）
２　褐色火山灰土。風化火山灰土粒を含む。
３　暗褐色火山灰土。径40 ～ 70mmの風化火山灰・
・ 土ブロックを含む。
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第19図　４号・５号竪穴住居の出土遺物
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第20図　５号竪穴住居

１　風化火山灰土のブロックを含む黒褐色火山灰土。白色軽石（As-C）を少量含む。
・ （１・２は竪穴住居埋土）
２　風化火山灰土のブロックを含む黒褐色火山灰土。
３　火山灰土ブロックを含む褐色風化火山灰土。（３・４は掘方埋土）
４　風化火山灰土ブロックを含む暗褐色火山灰土。

１　黒褐色火山灰土。（１・２は貯蔵穴埋土）
２　風化火山灰土ブロックを含む黒褐色火山灰土。

１　黒褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックまじりで白色軽石を含む。
・ （１・２・３はカマド埋土）
２　黒褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックまじり。
３　黒褐色火山灰土。基質に焼土がまじり、径10 ～ 20mmの焼土ブロック・
・ を含む。
４　褐色火山灰土。（４・５はカマド掘方埋土）
５　褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックまじり。



m、面積6.13㎡である。

埋土　成層した風化火山灰土のブロックを含む黒褐色火

山灰土からなり、As-Cの軽石を少量含む。埋土の堆積状

況は塊状を呈し特徴に乏しい。

床面　褐色火山灰土を層厚７cmほど貼って床面を構築し

ている。床面の直上には直径14 ～ 36cmの安山岩亜角礫

が８点出土し、その内の７点は北壁際に集中している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を平坦に掘り込んで構築して

おり、床と掘方の間は0.07 ～ 0.11mである。竪穴住居

の中央寄りに長径94cm、短径88cm、深さ10cmの歪んだ楕

円形の浅い窪みを検出した。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、平坦な

使用面は褐色風化火山灰土を底部に貼っている。煙道は

燃焼部奥壁から56°の勾配で立ち上がる。燃焼部から煙

道の底面や壁面は薄い赤橙色焼土帯を形成している。カ

マド燃焼部を埋める埋土は、焼土まじりの黒褐色火山灰

土の互層からなり、燃焼部の使用面には赤褐色焼土帯が

残されている。燃焼部の使用面には、ほぼ完形の須恵器

の椀（１）と土師器の甕（３・５）の破片が出土した。カマ

ドの袖はＶ層の黄灰色風化火山灰土を削りだして構築し

ているが殆どが失われている。カマド掘方の、燃焼部中

央からは直径10 ～ 19cm、深さ９cmの小ピットが２基検

出された。燃焼部の奥にある大きい方のピットは位置か

らみてカマド支脚の構築材が埋め込まれたピットである

可能性が考えられる。

カマドの長さは58cm、焚口の幅51cmである。煙道は残存

する部分の幅が21cm、長さ73cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁際に位置する。歪んだ円

形を呈し長径48cm、短径41cm、深さ18cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　カマド埋土から土師器の甕（２・４）の破片が、カ

マド焚口の手前の床面から鉄製紡錘車（６）が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

６号竪穴住居（第21・22・23図、PL. ８－８～９－８・38、

186・187頁）

グリッド　７－80区Ｉ・J－７・８

主軸方位　Ｎ87°E

周辺の遺構　４号竪穴住居に主軸方位が平行で２mの距

離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、歪んだ長方形を

呈する竪穴住居である。長径は4.85m、短径は3.77m、

床面までの深さ0.41m、掘方までの深さ0.47m、面積

12.01㎡である。

埋土　竪穴住居の埋土は南北方向に不連続な二つの埋土

から構成される。これらは竪穴北半部を埋める埋土上半

部を構成する黒褐色火山灰土の互層と竪穴の南半部を埋

める黒褐色～黄褐色火山灰土が成層した埋土下半部であ

り、埋土にはAs-CとHr-FAの軽石を含む。地層断面は竪

穴の南壁側が先行して埋没したと推定される堆積状態を

示す。

床面　黒褐色風化火山灰土を層厚６cmほど貼って、やや

凹凸のある床面を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.02 ～ 0.06mである。西壁周辺では、

長径3.52m、短径1.09m、深さ0.19mの方形の浅い窪み

を検出した。また北側と中央には歪んだ円形の１号・２

号土坑を検出した。１号土坑は長径0.98m、短径0.95

m、深さ0.24mで黒褐～黄褐色火山灰土の互層を埋土と

する。２号土坑は長径1.10m、短径1.05m、深さ0.30m

で黒褐色火山灰土の互層を埋土とする。２号土坑は北側

と南側の両方の埋土に覆われている。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する旧カマドを１号カ

マド、東壁の中央北寄りに位置する新カマドを２号カマ

ドと呼ぶ。両カマドとも燃焼部は東壁から奥を掘り込ん

で壁の外側に構築し、黒褐色風化火山灰土を底部に貼っ

ている。１号カマドは燃焼部壁が29°の勾配でたち上が

り上半部は失われている。燃焼部壁の底面には薄い赤橙

色焼土ブロックが点在し、須恵器の椀（11）がカマド埋土

から出土している。カマド燃焼部を埋める埋土は、焼土

まじりの黒褐色火山灰土の互層からなり、カマドのほと

んどは失われている。２号カマドは燃焼部から61°の勾

配で立ち上がり煙道に続いている。残存する燃焼部壁や

底面には明瞭な赤橙色焼土帯が形成されている。カマド

燃焼部を埋める埋土は、焼土まじりの黒褐色火山灰土の

互層からなり、カマドのほとんどは失われており、煙道

部の境界から土師器の甕（13）の破片が出土した。１号
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掘方

貯蔵穴

カマド掘方の、燃焼部両脇からは長径30 ～ 32cm、短径

22 ～ 24cm、深さ２～４cmの小ピットが２基検出された。

これらはカマド燃焼部壁の基礎をなす構築材が埋め込

まれたピットである可能性が考えられる。同じように２

号カマド掘方の、燃焼部両脇からは直径22 ～ 24cm、深

さ１cmのピット状の窪みが２基検出された。これらもカ

マドの位置から考えて燃焼部壁の構築材が埋め込まれた

ピットである可能性がある。

１号カマドの長さは123cm、焚口の幅59cmである。煙道

の可能性がある窪みは長さ56cm＋である。

２号カマドの長さは56cm、焚口の幅29cmである。煙道は

残存する部分の幅が40cm、長さ34cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南壁際に位置する。歪んだ方形

を呈し主軸方位は、Ｎ71°Ｗ、長径98cm、短径64cm、深

さ22cmである。貯蔵穴底の直上から土師器の杯（１）が出

土した。

０ ２ｍ１: 60
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第21図　６号竪穴住居（１）

１　褐色砂質土。（１～７は竪穴住居埋土）
２　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を
・ 含む。
３　黄褐色火山灰土。径30mmの灰色軽石（Hr-FA）が点在。
４　褐色火山灰土。
５　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を
・ 含む。
６　黄灰褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを多く含み、
・ 少量の灰色軽石を含む。
７　黄褐色火山灰土。
８　黒褐色風化火山灰土、焼土粒まじり火山灰土。（８～ 11は掘・
・ 方埋土）
９　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
10　黒褐色火山灰土。
11　暗褐色火山灰土。

１　黄褐色土。焼土ブロックを含む。（１・２は貯蔵穴・
・ 埋土）
２　黄灰褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
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柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から須恵器の杯（５・10）や１号カマドの周辺

から貯蔵穴縁にかけての床面付近から須恵器の杯（６）、

掘方埋土からは床面の遺物よりも年代の古い土師器の杯

（２・３）が出土した。埋土からは鉄釘（15）が、床面から

は銅製品（16）が出土した。

時代　平安時代９世紀中頃。

７号竪穴住居（第24・25図、PL.10－１～６・39、187頁）

グリッド　７－80区Ｆ・Ｇ－５・６

０ １ｍ１: 30
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第22図　６号竪穴住居（２）

１号カマド　Ｃ・Ｄ断面
１　褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１～４はカマド埋土）
２　黄褐色火山灰土。焼土や風化火山灰土のブロックを含む。
３　黄褐色火山灰土。径10 ～ 50mmの風化火山灰土ブロックや灰色軽・
・ 石を含む。
４　赤橙色火山灰土。焼土ブロックを含む。
５　赤褐色焼土帯。母材は灰褐色風化火山灰土。（５・６は掘方埋土）
６　黒褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

２号カマド　E・Ｆ断面
１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１～４はカマド埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを含む。
３　黄褐色風化火山灰土ブロックを含む火山灰土。
４　赤褐色焼土ブロックを多く含む火山灰土。
５　赤褐色焼土帯。母材は黄褐色風化火山灰土。（５・６はカマド掘方埋・
・ 土）
６　黒褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックまじり。
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第23図　６号竪穴住居の出土遺物



主軸方位　Ｎ64°E

周辺の遺構　17号竪穴住居に主軸方位が平行で８mの距

離にある。

形状と規模　北東方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は4.38m、短径は3.89m、床面までの

深さ0.61m、掘方までの深さ0.62m、面積11.27㎡である。

埋土　黄褐色火山灰土の互層からなりAs-CやHr-FAの軽

石を含む。埋土は緩やかに成層しながら竪穴を埋積した

堆積構造が顕著である。

床面　V層の風化火山灰土を削りだしてほぼ平坦な床面

を構築し、部分的に層厚１～２cmの暗灰色火山灰土を薄

く貼っている。

掘方　カマドの周辺が掘り込まれているが、床面には掘

方が見られない。

カマド　北東壁の中央に位置する。カマドの燃焼部は

北東壁の手前から奥にV層を削りだして壁の内側に構築

し、燃焼部の底や袖部分は黄灰色火山灰土を貼ってい

る。両袖は良く保存されており、燃焼部を囲んで逆U字

形の形状を呈する。燃焼部壁面や底の一部は焼土化が著

しく、赤橙色焼土帯を形成し、燃焼部底の使用面には灰

の薄層を検出した。燃焼部壁はほぼ直角に立ち上がるが

煙道は失われている。カマド燃焼部を埋める埋土は、焼

土を含む黄褐色火山灰土と赤褐色焼土ブロックを多く含

む火山灰土からなる。使用面に接した埋土下底の焼土化

が著しいことから燃焼部の天井部がブロックで滑落して

堆積したものと考えられる。カマド両袖は残存状態が極

めて良く、V層の風化火山灰土を細く削りだして基礎と

し、暗褐色火山灰土を内側と外側に厚く貼って構築して

いる。カマドの掘方の燃焼部中央からはピットを検出し

た。ピットの長径は38cm、短径29cm、深さ11cmである。ピッ

トは燃焼部内の位置から推定して支脚に利用された石材

が埋め込まれたピットの可能性がある。

カマドの幅は106cm、長さは108cm、焚口の幅35cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、東壁際に位置する。歪んだ円形

を呈し、長径55cm、短径44cm、深さ55cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から土師器の高杯（２）の破片が、床面やカマ

ド使用面から土師器の甕（３）の破片８点が出土して接合

した。

時代　飛鳥時代７世紀前半。

８号竪穴住居（第26・27・28図、PL.10-７～ 11-４・39、

187・188頁）

グリッド　７－80区J・Ｋ－10・11

主軸方位　Ｎ81°Ｗ

周辺の遺構　１号道とは竪穴住居の主軸は一致しない。

１号道との距離は１mである。１号井戸は５mの距離に

ある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は4.80m、短径は3.82m、床面ま

での深さ0.54m、掘方までの深さ0.58 ～ 0.94m、面積

11.02㎡である。

埋土　黒褐色～黄褐色火山灰土の互層からなり、南壁側

から緩く傾いて成層し竪穴を埋めている。黒褐色火山灰

土はAs-CやHr-FAの軽石を含み、下位ほど黄褐色火山灰

土が優勢である。

床面　褐色風化火山灰土と黒色土ブロックまじりの褐色

火山灰土を層厚４cmほど貼って、ほぼ平坦な床を構築し

ている。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.04 ～ 0.40mである。南壁周辺では、

全体が不定形の浅い窪みである。また北東壁際と中央、

西壁付近には歪んだ円形の１号土坑、方形の２号土坑、

歪んだ方形の３号土坑をそれぞれ検出した。１号土坑は

長径0.76m、短径0.66m、深さ0.16m。２号土坑は長径

1.39m、短径0.95m、深さ0.29m。３号土坑は長径1.16

m、短径0.80m、深さ0.24mで、これらは褐色火山灰土

を埋土とする。

周溝　カマドの周囲と貯蔵穴から南壁を除いて壁際を周

回する。最大の上幅は31cm、最小の底幅は18cm、深さ９

cmである。似た規模の周溝を持つ竪穴住居は、１号竪穴

住居である。

カマド　東壁のほぼ中央南寄りの位置にある。カマドの

燃焼部は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、底

部は黒褐色細粒火山灰土を貼っている。燃焼部壁は47°

の勾配で立ち上がるが煙道は失われている。燃焼部壁面

及び使用面は破損が著しく、焚口に近い燃焼部の底面に

焼土帯を一部残すのみである。カマド燃焼部を埋める埋
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第24図　７号竪穴住居

１　黄褐色土。風化火山灰土のブロックを含む。（１・２・３は貯蔵穴埋土）
２　暗褐色土。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を多く含む。・
・ （１～６は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを含む。
３　暗褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を少量含む。
４　黄褐色砂質火山灰土。粗粒砂を含む褐色火山灰土からなる。
５　黄褐色火山灰土。径１～ 5mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
６　黒褐色火山灰土。灰色軽石や風化火山灰土のブロックを含む。

１　黄褐色火山灰土。径10 ～ 100mmの風化火山灰土や径10mm大の焼土の
・ ブロックを含む。（１・２・３はカマド埋土）
２　暗褐色火山灰土。風化火山灰土や焼土のブロックを含む。
３　赤褐色火山灰土。焼土ブロックまじり。
４　暗褐色火山灰土。焼土まじり。（４・５はカマド掘方埋土）
５　黄褐色風化火山灰土のブロック土。（袖部の構築材）



1

2 3

土は、焼土や風化火山灰土ブロックを含む明褐色火山灰

土で成層しているが、焼土帯を伴う燃焼部天井部を構成

するブロックなどは検出されない。カマド掘方の、燃焼

部壁の両脇下からは長径34 ～ 37cm、短径26 ～ 28cm、深

さ５～７cmの小ピットが検出された。これらはカマド燃

焼部壁の構築材のピットである可能性がある。

カマドの長さは94cm、焚口の幅は78cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁隅に位置する。歪んだ方

形を呈し、長径88cm、短径60cm、深さ29cmである。貯蔵

穴底の７cm上から須恵器の椀（２）が出土した。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から須恵器の椀（５・10）、掘方から椀（３）の

破片が出土し、またカマド焚口の手前付近の埋土から鉄

滓２点（21・22）が出土した。床面南東隅の壁際からは長

径30cmの扁平な礫が出土しており、砥石の可能性がある。

時代　平安時代９世紀中頃。

９号竪穴住居（第29 ～ 32図、PL.11－５～ 12－３・39・40、

188・189頁）

グリッド　７－80区Ｌ・M－12・13

主軸方位　Ｎ88°Ｗ

周辺の遺構　10号竪穴住居に１m以内の至近距離にあ

り、同時存在の可能性は少ないが、この時期の竪穴住居

の構造から同時存在の可能性は否定しない。１号～４号

土坑は、３～６mの距離に位置する。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、正方形に近い長方

形を呈する竪穴住居である。長径は5.51m、短径は5.25

m、床面までの深さ0.46m、掘方までの深さ0.48 ～ 0.54

m、面積20.71㎡である。

埋土　黒褐色～黄褐色火山灰土の互層からなり、緩く傾

き成層して竪穴を埋めている。火山灰土はAs-CやHr-FA

の軽石を含み、最下底と最上位は黄褐色火山灰土が優勢

である。

床面　風化火山灰土のブロックを含む褐色火山灰土を層

厚８cmほど貼って、ほぼ平坦な床を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.02 ～ 0.08mである。南壁周辺では、

不定形の深い歪んだ方形や円形の窪み群が検出された。

また中央付近には歪んだ円形の１号土坑、円形の２号土

坑、歪んだ円形の３号土坑をそれぞれ検出した。これら

の土坑は褐色風化火山灰土と黒色土ブロックまじり火山

灰土を埋土としており、下底に黒褐色火山灰土を貼って

いるので人為的に埋められた可能性がある。

１号土坑は長径1.54m、短径1.04m、深さ0.26m。

２号土坑は長径0.94m、短径0.78m、深さ0.52m。

３号土坑は長径1.02m、短径0.84m、深さ0.45m。

周溝　カマドの周囲と貯蔵穴から南壁を除いて壁際を周

回する。最大の上幅は20cm、最小の底幅は９cm、深さ７

０ 10㎝１:３
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第25図　７号竪穴住居の出土遺物
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第26図　８号竪穴住居

１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１・２・３は竪穴住居埋土）
２　褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを多く含む。
４　褐色火山灰土。褐色風化火山灰土と黒色土ブロックまじり。径・ ・
・ 30mm大の黄灰色風化火山灰土と径10mm大の黒色土ブロックを含・ ・
・ む。（４・５は掘方埋土）
５　褐色火山灰土。暗褐色風化火山灰土と黒色土ブロックまじりで、・
・ やや黒色土が基質に多い。

１　黄褐色土。焼土や風化火山灰土のブロックを含む。
・ （１・２は貯蔵穴埋土）
２　黒褐色土。風化火山灰土のブロックを含む。
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第27図　８号竪穴住居と出土遺物

１　暗灰褐色火山灰土。径5mm大の灰色軽石や焼土粒を含む。基質は・
・ 灰褐色シルト質火山灰土。（１～４はカマド埋土）
２　暗褐色火山灰土。灰色軽石を含む。
３　暗褐色風化火山灰土まじり火山灰土。
４　褐色火山灰土。径10mm大の焼土ブロックを含む。
５　黒褐色細粒火山灰土。焼土ブロックを含む。（５・６はカマド掘・
・ 方埋土）
６　灰褐色火山灰土。シルトまじり。（袖部の構築材）
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cmである。似た規模の周溝を持つ竪穴住居は、１号・・８

号竪穴住居である。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、燃焼部使

用面は緩やかに18°の勾配で傾き、75°の勾配で立ち上がっ

て煙道に続く。燃焼部の壁面は長径34 ～ 38cm大の亜円

～亜角礫を並べて構築しており、壁面を構成する礫は22

個に及ぶ。これらの礫は燃焼部壁面に晒された部分が強

く焼土化して赤褐色を呈している。燃焼部から煙道に及

ぶ燃焼部上部は、長径42 ～ 55cm、短径22 ～ 24cm、厚さ

９～ 14cmの安山岩角礫が２点置かれ、燃焼部の天井壁

を構築している。これらの角礫も燃焼部側が赤褐色に強

く焼土化している。燃焼部の底は暗灰色シルト質細粒火

山灰土を貼って構築しているが、部分的に分布する赤褐

色焼土帯は掘方下位のＶ層にまで達している。カマド燃

焼部を埋める埋土は、焼土を含む黄灰褐色火山灰土の互

層からなる。燃焼部の天井部を構築していた２点の礫を

残して大部分は滑落し、失われたものと考えられる。カ

マドの左袖はＶ層の風化火山灰土を削りだした部分を基

礎として、シルトまじりの灰褐色火山灰土を厚く貼って

構築しており、残存状態が良好である。カマド掘方の燃

焼部壁の両脇からは小ピット列が検出されたが、これら

は前述した壁面を構築していた礫の下底部に接した窪み

である。また、燃焼部中央には長径18cm、短径14cm、深

さ23cmのピットが検出された。これはカマド燃焼部の位

置から考えて支脚の構築材が埋め込まれたピットの可能

０ 10㎝１:３
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第28図　８号竪穴住居の出土遺物
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46 第29図　９号竪穴住居（１）

１　黄褐色土。（１・２は貯蔵穴埋土）
２　暗灰色火山灰土。灰まじり。
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第30図　９号竪穴住居（２）

１　黄褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を少量含む。
・ 径50mm大の風化火山灰土ブロックを多く含む。（１～５は竪穴住居埋土）
２　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を多く含む。
３　灰褐色火山灰土。焼土や風化火山灰土のブロックを含む。
４　黄褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を少量含む。
・ 径50mm大の風化火山灰土ブロックを含む。

５　黒褐色火山灰土。
６　褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを少量含む。（６・７・８は掘方埋土）
７　褐色風化火山灰土と黒色土ブロックまじり火山灰土。径10 ～ 30mmの黄灰・
・ 色風化火山灰土ブロックや径10mm大の黒色土ブロックを多く含む。
８　黒褐色火山灰土。土坑底に貼られている可能性がある。
９　黄褐色火山灰土。（Ｐ１・Ｐ２埋土）

１　黄褐色火山灰土。径１径５mmの灰色軽石を含む。（１～５はカマド埋土）
２　灰褐色火山灰土。シルトまじり。
３　黄灰～灰褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。
４　黄灰褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。
５　暗灰色火山灰土。焼土ブロックを含む。
６　暗灰色シルト質細粒火山灰土。径５～ 10mmの黄灰色火山灰土ブロックを・
・ 含む。（６・７はカマド掘方埋土）
７　灰褐色火山灰土。シルトまじりで、基質は風化火山灰土まじりの火山灰土。
・ （袖部の構築材）
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第31図　９号竪穴住居の出土遺物（１）
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性がある。

カマドの幅は163cm、長さは131cm、焚口の幅41cmである。

煙道は残存する部分の幅が45cm、長さ33cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南壁の南東隅寄りに位置する。

歪んだ円形を呈し、長径92cm、短径80cm、深さ22cmであ

る。貯蔵穴底直上から灰釉陶器の椀（12）の破片が出土し、

貯蔵穴周辺の床面から出土した破片と接合している。ま

た下底から直径18cmの円礫が３点出土している。

柱穴　床面では検出することができず、掘方の調査で３

基の主柱穴と考えられるピット２・３・４を検出した。

ピットは褐色風化火山灰土と黒色土ブロックまじり火山

灰土を埋土としており、ピット２・３の柱間は2.06m、

ピット３・４の柱間は2.12mである。ピット２の西寄り

にはピット１が検出され、長径44cm、短径33cm、深さ

42cmである。

ピット２は長径50cm、短径30cm、深さ46cm。

ピット３は長径46cm、短径37cm、深さ59cm。

ピット４は長径40cm、短径38cm、深さ70cm。

遺物　床面からは灯明の可能性がある須恵器の杯（１）や

椀（７）、南壁際の埋土から須恵器の椀（５）が出土し、床

面から16cm上の出土であるが竪穴が埋没する比較的初期

に堆積した可能性が高い。カマドの埋土からは、須恵器

の杯（４）、壺（15）の破片が、使用面からは土師器の甕（19）

の破片が出土した。掘方からは須恵器の椀（９）、壺（16）

や灰釉陶器の椀（14）の破片が出土し、須恵器の硯（21）の

破片が出土していることが特筆される。また埋土からは

刀子（23）や鉄製品（22）が、カマド埋土からは鉄製品（24）

が、南壁際の埋土から鉄滓（25　～　28）４点が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２
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第32図　９号竪穴住居の出土遺物（２）
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10号竪穴住居（第33・34図、PL.12－４～６・40、189頁）

グリッド　７－80区M－14

主軸方位　Ｎ88°Ｗ（南縁の参考値）

周辺の遺構　９号竪穴住居に１m以内の至近距離にあ

り、同時存在の可能性は少ないが、この時期の竪穴住居

の構造から同時存在の可能性は否定しない。１号土坑は

１m、２号～４号土坑は、５～７mの距離に位置する。

形状と規模　東西方向に長軸を有し長方形を呈するが、

竪穴住居の北側は調査区外にある。長径は3.73m、短径

は2.98m＋、床面までの深さ0.58m、掘方までの深さ0.62

～ 0.72m、検出された最大の面積は6.73㎡＋である。

埋土　北壁の断面観察では、埋土は耕作土からなるⅠ層

とⅡ層の層理面から掘り込まれている。埋土は下位より

黒色火山灰土ブロックや軽石を含む暗褐色火山灰土の互

層からなり、東西の壁側より埋没している。ほとんどの

埋土にはAs-CやHr-FAの軽石を含む。

床面　風化火山灰土ブロックを含む暗灰色火山灰土を層

厚４cmほど貼って、平坦な床を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.04 ～ 0.10mである。中央から南東部

付近には長径2.56mの不定形の浅い窪みを検出した。

周溝　西壁の北寄りの壁際の一部を周回する。最大の上

幅は25cm、最小の底幅は10cm、深さ４cmである。

カマドと貯蔵穴　床面では検出されなかった。調査区外

に存在するものと考えられる。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から完形の須恵器の耳皿（２）や須恵器の椀

（５）、灰釉陶器の椀（７）、土師器の甕（11）の破片が出土

した。また、埋土から須恵器の長頸壺（９）の破片が出土

している。

時代　平安時代９世紀後半。

０ ２ｍ１: 60
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第33図　10号竪穴住居

１　灰褐色土。（耕作土・表土）
２　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を少量含む。
・ （２～６は竪穴住居埋土）
３　暗褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石が点在する。径10mm大の風・
・ 化火山灰土ブロックを含む。
４　黄褐色火山灰土。基底に径200mm大の黒色土ブロック５を含む。
５　黒褐色火山灰土。灰色軽石を含む。
６　暗褐色火山灰土。灰色軽石や黒色火山灰土ブロックを含む。
７　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。（７～ 10は掘方埋土）
８　暗灰色火山灰土。風化火山灰土まじり。
９　風化火山灰土ブロックを含む暗灰色火山灰土。径20 ～ 50mmの黄灰色・
・ 風化火山灰土ブロックを含む。基質は暗灰色火山灰土。
10　風化火山灰土ブロックを含む暗灰色火山灰土。径50mmの黄灰色風化・
・ 火山灰土ブロックを含み、ブロックは角礫状を呈する。基質は暗灰・
・ 色火山灰土。
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第34図　10号竪穴住居の出土遺物



11号竪穴住居（第35・36図、PL.12－７～ 13－３・40、189頁）

グリッド　７－80区J・Ｋ－５

主軸方位　Ｎ85°Ｗ

周辺の遺構　12号竪穴住居に主軸方位が近似し、３m以

内の至近距離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は4.40m、短径は4.01m、床面ま

での深さ0.27m、掘方までの深さ0.36 ～ 0.51m、面積

13.53㎡である。

埋土　黒褐色火山灰土の互層からなり、南壁側から竪穴

に向かって緩く傾いて成層している。火山灰土にはAs-C

やHr-FAの軽石を含むが特徴に乏しい。

床面　風化火山灰土ブロックを含む暗灰色火山灰土を層

厚４cmほど貼って、平坦な床を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.09 ～ 0.24mである。中央から南壁付

近に緩く傾きながら窪み、底面は平坦である。中央北寄

りには長径68cmの不定形の浅い窪みを検出した。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、風化火山

灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土を底部に貼ってい

る。燃焼部奥壁は66°の勾配で立ち上がり煙道に続いて

いる。燃焼部壁や底面はブロック状の赤橙色焼土が検出

される。カマド燃焼部を埋める埋土は、灰褐色火山灰土

の互層からなり、燃焼部や袖のほとんどが失われてい

る。カマド掘方の燃焼部中央からは直径31cm、深さ21cm

のピットが１基検出された。ピットは位置から推定して

支脚の基礎をなす構築材が埋め込まれたピットである可

能性が考えられる。

カマドの長さは72cm、焚口の幅は42cmである。煙道は残

存する部分の幅が19cm、長さ22cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁隅に位置する。歪んだ円

形を呈し、長径65cm、短径55cm、深さ12cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　カマド手前の床面から須恵器の杯（１）が、北壁際

の床面から須恵器の椀（３）、カマドの埋土から土師器の

甕（５）の破片が出土している。

時代　平安時代９世紀中頃。

12号竪穴住居（第37・38図、PL.13－４～ 14－１・40、190頁）

グリッド　７－80区Ｋ・Ｌ－５

主軸方位　Ｎ87°Ｗ

周辺の遺構　11号・19号竪穴住居に主軸方位が近似し、

それぞれに３m以内の至近距離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、正方形に近い長方

形を呈する竪穴住居である。長径は3.66m、短径は3.12

m、床面までの深さ0.40m、掘方までの深さ0.45 ～ 0.67

m、面積8.23㎡である。

埋土　黒褐色～黄褐色火山灰土の互層からなり、緩く傾

いて成層し、すり鉢状に竪穴を埋めている。火山灰土は

As-CやHr-FAの軽石を含み、最下底と最上位は黒褐色火

山灰土が優勢である。

床面　黄褐色風化火山灰土ブロックを多く含む火山灰土

を層厚５cmほど貼って、平坦な床を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.05 ～ 0.27mである。南西壁際には不

定形の１号土坑を検出した。土坑は長径1.70m、短径1.32

m、深さ0.27mである。１号土坑の埋土は黄灰色風化火

山灰土ブロックを多く含む暗灰色火山灰土で、人為的に

埋積した可能性が高い。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、暗灰色火

山灰土を貼っている。燃焼部奥壁は55°の勾配で立ち上

がり煙道に続き、燃焼部壁や使用面には薄い赤橙色焼土

帯や灰などが検出された。カマド燃焼部を埋める埋土は、

暗褐色火山灰土の互層からなり、燃焼部や袖の大部分が

失われている。燃焼部底の掘方からは、埋没した赤褐色

焼土帯が検出されており燃焼部の底を貼り替えているも

のと考えられる。燃焼部中央からは直径20 ～ 28cm、深

さ12 ～ 15cmのピットが２基検出された。奥のピットは

位置から推定して、支脚の構築材が埋め込まれたピット

である可能性がある。

カマドの長さは69cm、焚口の幅は48cmである。煙道は残

存する部分の幅が13cm、長さ20cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁隅に位置する。歪んだ方

形を呈し、直径74cm、深さ39cmである。貯蔵穴底の直上

から須恵器の椀（３）が、貯蔵穴底10cm上から須恵器の杯

（２）の破片が出土し、貯蔵穴上の床面付近の高さからは

土師器の台付き甕（４）や甕（５・６）の破片が出土した。
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第35図　11号竪穴住居

１　黒褐色火山灰土。径１～ 20mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１・２・３は竪穴住居埋土）
２　褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石を少量含む。
３　黒褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石を少量含む。
４　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。（４・５は掘方埋土）
５　風化火山灰土ブロックを含む黒褐色火山灰土。径10 ～ 30mmの黄灰色
・ 風化火山灰土ブロックや黒色火山灰土ブロックを含む。基質は暗灰・
・ 色火山灰土。

１　灰褐色火山灰土。灰色軽石を含む。（１～４はカマド埋土）
２　灰黄褐色火山灰土。灰褐色シルト質火山灰土ブロックを含む。
３　褐色火山灰土。径10mm大の灰褐色火山灰土ブロックを含む。
４　灰褐色シルト質火山灰土。焼土まじり。径10mm大の焼土ブロックや・
・ 炭化物を多く含む。
５　黒色細粒火山灰土。（５・６はカマド掘方埋土。５は灰層か？）
６　風化火山灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土。

１　暗灰褐色火山灰土。黄灰褐色火山灰土ブロックを含む。



後者の遺物は貯蔵穴が埋没後に移動して床面と同じ高さ

に堆積した遺物である。貯蔵穴底27cm上から鉄製品（８）

が出土した。

柱穴　中央西壁寄りに掘方からピット１を検出した。

ピット１は床面のほぼ中央部分に位置することや床面を

構築する黄褐色風化火山灰土ブロックを多く含む火山灰

土に被覆されている可能性が高いことから、竪穴住居の

柱穴である可能性はないものと考えられる。

ピット１は長径36cm、短径27cm、深さ72cmで北東に傾い

た形状を呈する。

遺物　貯蔵穴以外から時代を示す遺物の出土はなかっ

た。

時代　平安時代９世紀中頃。

13号竪穴住居（第38・39図、PL.14－２～４・41、190頁）

グリッド　７－80区Ｎ・Ｏ－６

主軸方位　Ｎ80°Ｗ

周辺の遺構　14号・18号・19号竪穴住居に主軸方位が近

似し、７～９mの距離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は3.51m、短径は2.67m、床面まで

の深さ0.19m、掘方までの深さ0.25 ～ 0.40m、面積7.66

㎡である。

埋土　黄褐色火山灰土からなりAs-CやHr-FAの軽石を含

むが特徴に乏しい。

床面　風化火山灰土ブロックを含む褐色火山灰土を壁際

で層厚６cmほど貼って、平坦な床を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.06 ～ 0.21mである。南壁際には歪ん

だ方形の１号土坑を検出した。土坑は長径0.88m、短径

0.72m、深さ0.21mである。１号土坑の埋土は黄灰色風

化火山灰土ブロックを多く含む暗灰色火山灰土で、人為

的に埋積した可能性がある。カマドの周囲と東壁から北

壁、西壁の壁際は周溝のように掘方が溝状に周回する。

最大の上幅は42cm、最小の底幅は22cm、深さ６cmである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、風化火山

灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土を貼っている。燃

焼部壁は46°の勾配で立ち上がるが煙道は失われている。

燃焼部壁や底面の一部には薄い赤橙色焼土帯が残存する

が、殆どは失われている。カマド燃焼部を埋める埋土

は、シルト質火山灰土の互層からなり、燃焼部や袖のほ

とんどが失われている。カマド掘方燃焼部中央からは直

径26cm、深さ12cmのピットが１基検出された。ピットは

位置から推定して、支脚の基礎をなす構築材が埋め込ま

れたピットの可能性がある。

カマドの長さは80cm、焚口の幅は43cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁隅に位置する。歪んだ楕

円形を呈し、長径81cm、短径49cm、深さ23cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

1

3
2

4

5

6（1/2）

０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２
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第36図　11号竪穴住居の出土遺物
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第37図　12号竪穴住居

１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。風化火
・ 山灰土のブロックを含む。（１・２・３は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。灰色軽石を少量含み、風化火山灰土のブロックを含む。
３　黒褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。基底に60mmの灰白色軽石（Hr-FA）
・ を含む。
４　黄褐色風化火山灰土ブロックを多く含む火山灰土。（掘方埋土）

１　黒褐色土。径20mm大の風化火山灰土や焼土、灰褐色シルト質火山灰土のブロッ
・ クを含む。（１・２・３は貯蔵穴埋土）
２　黄灰褐色風化火山灰土のブロック土。径10 ～ 20mmの角礫状の風化火山灰土
・ や黒色土のブロックからなる土壌で基質は褐色火山灰土。炭化物や焼土粒を
・ 含む。
３　黄灰褐色風化火山灰土のブロック土。径10 ～ 20mmの角礫状の風化火山灰土・・
・ ブロックからなる土壌で基質は褐色火山灰土。径５mm大の焼土粒を含む。

１　暗褐色火山灰土。径10～ 30mmの黄灰褐色風化火山灰土ブロックを含む。（１～４はカマド埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
３　暗褐色火山灰土。灰褐色シルト質火山灰土のブロックを含む。
４　黒褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。
５　焼土ブロックを含む黒褐色火山灰土。（５～８はカマド掘方埋土）
６　暗灰色細粒火山灰土。焼土ブロックまじりで炭化物を含む。
７　赤褐色焼土帯。母材は暗灰色火山灰土。
８　暗灰色火山灰土。（焼土帯下位の還元された土壌帯と考えられる火山灰土）



12号住居

13号住居

1
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78（1/2）

1 2

遺物　カマド使用面付近から須恵器の椀（１）、床面付近

から椀（２）の破片が出土した。

時代　出土遺物が少ないが平安時代９世紀中頃と推定さ

れる。

14号竪穴住居（第40・41図、PL.14－５～ 15－４・41、190頁）

グリッド　７－80区Ｐ・Ｑ－６・７

主軸方位　Ｎ84°Ｗ

周辺の遺構　13号竪穴住居に主軸方位が近似し、７mの

距離にある。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は4.21m、短径は3.28m、床面まで

の深さ0.17m、掘方までの深さ0.25m、面積11.03㎡で

ある。

埋土　黒褐色火山灰土からなり、As-CやHr-FAの灰色軽

石を含む。

床面　暗灰色火山灰土を層厚６cmほど貼って、平坦な床

を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.08mである。カマドの周囲に不定形の

ピット状の窪みが検出されたが、全体に平坦である。

周溝　カマドと貯蔵穴の周囲を除いて壁際を周回する。

掘方からは、西壁北半分の中央寄りに周溝が検出された。

これは竪穴住居の建て替えによって埋められた周溝であ

ると考えられる。周溝の最大の上幅は22cm、最小の底幅

は10cm、深さ12cmである。

０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２
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第38図　12号・13号竪穴住居の出土遺物
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カマド　東壁の中央南寄りに位置する旧カマドを１号カ

マド、東壁のほぼ中央に位置する新カマドを２号カマド

と呼ぶ。両カマドとも燃焼部は東壁から奥を掘り込み壁

の外側に構築しており、黄褐色火山灰土を底部に貼って

いる。１号カマドは底面に薄い赤橙色焼土ブロックを検

出した。カマド燃焼部を埋める埋土は、焼土まじりの黄

褐色火山灰土の互層からなり、燃焼部や袖のほとんどは

失われている。燃焼部壁は51°の勾配で立ち上がるが煙

道は失われている。２号カマドは燃焼部壁に薄い赤橙色

焼土帯がブロック状に残存している。燃焼部壁は47°の

勾配で立ち上がるが煙道は失われている。カマド燃焼部

を埋める埋土は、焼土まじりの黄褐色火山灰土の互層か

らなり、燃焼部や袖の主な部分は失われている。これら

のカマドの検出状況から１号カマドを廃絶後に破壊、埋

設し２号カマドを使用したものと考えられる。１号カ

マド掘方の、燃焼部左壁には長径24 ～ 36cm、短径19 ～

０ １ｍ１: 30

０ ２ｍ１: 60
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第39図　13号竪穴住居

１　黄褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（１・２
・ は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを含む。
３　風化火山灰土ブロックを含む褐色火山灰土。（掘方埋土）

１　暗灰色火山灰土。径１～２mmの灰色軽石を含む。（１～５はカマド埋土）
２　シルト質火山灰土ブロックを含む暗灰色火山灰土。
３　灰色シルト質火山灰土。径30 ～ 100mm大のブロック状を呈する。径10mm
・ の焼土粒を含む。
４　黒褐色火山灰土。焼土粒を含む。
５　黒褐色火山灰土。
６　風化火山灰と焼土ブロックを含む暗灰色火山灰土。下半部は赤褐色焼土帯
・ を呈する。（６・７・８はカマド掘方埋土）
７　風化火山灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土。
８　風化火山灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。



20cm、深さ７～ 24cmの小ピットが２基検出された。こ

れらはカマド燃焼部壁の構築材が埋め込まれたピットで

ある可能性がある。同じように２号カマド掘方の、燃焼

部中央からは直径32cm、深さ12cmの小ピットが１基検出

された。これはカマドの位置から推定して支脚の基礎が

埋め込まれたピットの可能性がある。

１号カマドの長さは58cm、焚口の幅36cmである。２号カ

マドの長さは76cm、焚口の幅64cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、南東壁隅に位置する。歪んだ楕

円形を呈し、長径63cm、短径45cm、深さ26cmである。貯

蔵穴底11cm上から須恵器の椀（４）の破片が出土した。貯

蔵穴底の西壁には長径24cm、短径12cmの亜角礫１点が出

土した。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　貯蔵穴周辺の床面から須恵器の椀（３・５）の破片

が出土し、カマドやカマド前の床面付近から須恵器の杯

（２）や土師器の甕（８）の破片が出土した。また北壁や西

壁の周溝の床面付近からは、土師器の杯（１）や台付甕

（７）の破片が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

15号竪穴住居（第41・42図、PL.15－５～ 16－２・41、190・

191頁）

グリッド　７－80区Ｑ・Ｒ－12

主軸方位　Ｎ84°Ｗ

周辺の遺構　周辺10mの範囲に竪穴住居はなく孤立して

存在する。８mの距離に５号土坑が位置する。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、長方形を呈する竪

穴住居である。長径は3.82m、短径は3.02m、床面まで

の深さ0.35m、掘方までの深さ0.49m、面積8.13㎡であ

る。

埋土　黒褐色～黄褐色火山灰土が南壁側から緩く傾き

ながら成層して竪穴を埋めている。火山灰土はAs-Cや

Hr-FAの軽石を含み、上位ほど黒褐色の火山灰土からな

る。

床面　竪穴住居の北西隅側は暗灰色火山灰土を削りだし

て床とし、掘方は見られない。それ以外の南東側の床面

は、暗褐色風化火山灰土ブロックを含む火山灰土を層厚

14cmほど貼って、平坦な床を構築している。

掘方　竪穴住居の南側は、Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込

んで掘方を構築しており、床と掘方の間は0.14mである。

竪穴住居の中央には不定形の浅いピット状の窪みが複数

検出されている。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、暗灰色火

山灰土を貼っている。燃焼部壁は46°の勾配で立ち上が

るが煙道は失われている。煙道に近い燃焼部壁の上部や

底面の一部には赤橙色焼土帯が残存する。カマド燃焼部

を埋める埋土は、焼土を含む黄褐色火山灰土の互層から

なり、燃焼部や袖のほとんどが失われている。燃焼部の

カマド掘方からは直径18 ～ 26cm大、深さ３～４cmのピッ

トが６基検出されている。ピットは燃焼部中央の位置な

どにも存在し、燃焼部壁の構築材のピットやそれ以外の

機能を有するピットである可能性がある。

カマドの長さは98cm、焚口の幅は43cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、南東隅寄りに位置する。歪んだ

方形を呈し、長径126cm、短径77cm、深さ29cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　カマド使用面付近から土師器の杯（１）や甕（８・

９）、須恵器の皿（２）が出土し、床面からは須恵器の椀

（５）の破片や床面付近から須恵器の椀（４・６）の破片が

出土した。

時代　平安時代９世紀中頃。

16号竪穴住居（第43図、PL.16－３～８・41、191頁）

グリッド　８－71区A・Ｂ－12・13

　主軸方位　Ｎ66°Ｗ

周辺の遺構　周辺10mの範囲に竪穴住居はなく孤立して

存在する。

形状と規模　北東方向に長軸を有し、歪んだ正方形を呈

する竪穴住居である。長径は3.22m、短径は3.02m、床

面までの深さ0.34m、面積7.17㎡である。

埋土　黒褐色～黄褐色火山灰土が壁側から緩く傾きなが

ら成層してすり鉢状に竪穴を埋めている。火山灰土は

As-CやHr-FAの軽石を含み、上位ほど黒褐色の火山灰土

からなる。

・・・・・・・・・・・・・・・・
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第40図　14号竪穴住居

１　黒褐色火山灰土。径１～20mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（竪穴住居埋土）
２　暗灰色火山灰土。黄灰色火山灰土ブロックまじり。（掘方埋土）

１　褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石（As-C、 Hr-FA）
・ を含む。（貯蔵穴埋土）

１号カマド　Ｃ・E断面
１　黄褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）・
・ や焼土粒を含む。（１・２はカマド埋土）
２　黒褐色火山灰土。径10mmの焼土粒を含む。
３　赤褐色焼土帯。母材は黄褐色火山灰土６。（３～７はカ
・ マド掘方埋土）
４　黒褐色火山灰土。焼土粒を含む。
５　風化火山灰土ブロックを含む褐色シルト質火山灰土。
６　黄褐色火山灰土。焼土粒を含む。
７　風化火山灰土ブロックを含む褐色火山灰土。
２号カマド　Ｄ・E断面
１　黄灰褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石（As-C、Hr-・
・ FA）や焼土粒、灰褐色シルト質火山灰土ブロックを含む。・
・ （１・２はカマド埋土）
２　黄褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックや焼土ブロック・
・ まじり。（３・４はカマド掘方埋土）
４　風化火山灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土。
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第41図　14号・15号竪穴住居の出土遺物
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15号住居
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第42図　15号竪穴住居と出土遺物

１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１・２・３は竪穴住居埋土）
２　暗褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
３　黄褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
４　暗褐色風化火山灰土ブロックを含む火山灰土。（掘方埋土）

１　黄褐色火山灰土。径20mmの黄灰色風化火山灰土ブロックや径５～ 10mmの焼土ブロックを多
・ く含み下位ほど焼土ブロックは多い。基質はシルト質火山灰土。（１～４はカマド埋土）
２　赤褐色焼土帯ブロック。母材は灰褐色火山灰土か。（天井部の崩落ブロックと考えられる）
３　黒褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。
４　焼土ブロックを含む黄褐色火山灰土。
５　黒褐色火山灰土。（カマド掘方埋土）
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第43図　16号竪穴住居と出土遺物

１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（１・
・ ２・３は竪穴住居埋土）
２　暗褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石を少量含む。
３　黄褐色火山灰土。

１　暗褐色火山灰土。灰色軽石を含む。（１・２・３はカマド埋土）
２　暗赤褐色火山灰土。径50 ～ 150mmの赤褐色焼土ブロックを多く含む。
３　黒褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックや焼土粒、炭化物などを含む。
４　暗褐色火山灰土。（カマド掘方埋土）



床面　Ⅳ～Ｖ層の暗灰褐色火山灰土を掘り込み、床をほ

ぼ平坦に削りだして構築しており、貼床等は見られない。

カマドと貯蔵穴　東壁の中央北寄りに位置する。カマド

の燃焼部は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、

底部に暗灰色火山灰土を貼っている。燃焼部の使用面は

緩く20°の勾配で傾斜し、68°の勾配で立ち上がるが煙道

は失われている。燃焼部左壁の一部にはブロック状に赤

橙色焼土帯が残存する。カマド燃焼部を埋める埋土は、

焼土を多く含む暗赤褐色火山灰土からなり、天井部分の

燃焼部が崩落して堆積したものと考えられる。カマドの

焚口手前の床面からは長径37cm、短径24cmの亜角礫が出

土しており、出土位置や形状からカマドの天井架構材の

可能性がある。また、燃焼部左壁のカマド掘方からは直

径22cm大の亜円礫が立った状態で検出された。また燃焼

部中央からは直径23cm、深さ34cmのピットが検出された。

これらは前者が燃焼部壁の構築材である可能性が高く、

後者は支脚の構築材が埋め込まれたピットの可能性があ

る。しかし後者のピットは構築材の基礎にしてはあまり

に深すぎるため、地鎮などの目的で支脚の下に掘られた

ピットの可能性がある。

カマドの長さは44cm、焚口の幅は35cmである。

なお、貯蔵穴は検出されなかった。

柱穴　柱穴は検出されなかった。床面に主柱となる柱穴

を持たない構造の竪穴住居であると想定される。

遺物　床面から灰釉陶器の皿（３）や床面から14cm上の埋

土から須恵器の椀（２）、埋土から須恵器の杯（１）が出土

した。

時代　出土遺物が少ないが平安時代10世紀前半と推定さ

れる。

17号竪穴住居（第44 ～ 47図、PL.17-１～８・41、191頁）

グリッド　７－80区Ｃ・Ｄ・E－４・５

主軸方位　Ｎ65°E

周辺の遺構　７号竪穴住居に主軸方位が平行で８mの距

離にある。

形状と規模　北西方向に長軸を有し、正方形に近い長方

形を呈する竪穴住居である。長径は5.89m、短径は5.49

m、床面　までの深さ0.70m、面積24.84㎡であり、調

査区で最大規模の竪穴住居である。

埋土　黒褐色～黄褐色火山灰土が壁側から緩く傾きなが

ら成層し、すり鉢状に竪穴を埋めている。埋土の上部は

黒褐色火山灰土互層からなりAs-CやHr-FAの軽石を多く

含む。埋土の下部は黄褐色火山灰土の互層からなり、壁

際から竪穴の中央に向かって傾いて堆積している。この

ような埋土の層相変化は、竪穴の埋積当初に起こった竪

穴周囲に存在した黄褐色土の崩落、竪穴中央をすり鉢状

に埋めていった黒褐色火山灰土の堆積に至る竪穴の埋没

過程を示している。また、上位の埋土ほど軽石を多く含

むことは、当時の地表面を構成する土壌の流入が竪穴の

埋積期後半に顕著であったことを示唆する。なお、竪穴

の埋積期当初に起きた黄褐色土の堆積は、南東壁側を除

いた３壁面で顕著であることから、貯蔵穴や壁側のピッ

トなどが存在した竪穴住居の南東壁付近には、崩落土の

起源となる周溝帯の盛土などが比較的少なかったことが

類推される。この理由としては、南東壁際の床面から検

出されたピット１の位置などと併せて周溝帯の非対称性

を考えると、この付近に竪穴住居の出入口があった可能

性などが考えられる。

床面　Ｖ層の風化火山灰土を掘り込み、ほぼ平坦な床を

削りだしているが、部分的に暗褐色火山灰土を層厚５cm

程度貼って床面を構築している。

掘方　竪穴住居の南西、２号貯蔵穴周辺に掘方が検出さ

れたが不定形で不連続である。床と掘方の間は最大で５

cm程度で、面的な分布は示さず、削りだした床面の凹凸

を埋めている。

周溝　カマドの周囲を除いて壁際を周回する。周溝の最

大の上幅は13cm、最小の底幅は６cm、深さ６cmである。

カマド　北東壁の中央に位置する。カマドの燃焼部は東

壁の手前から奥を掘り込んで壁から内側に構築し、暗灰

色シルト質火山灰土を貼っている。残存状態が良好な袖、

燃焼部及び煙道の一部が検出された。燃焼部壁は削りだ

した黄灰色火山灰土を基礎にして、厚く暗灰褐色シルト

質火山灰土を貼って構築されている。燃焼部壁面は、赤

褐色を呈する焼土帯が顕著であり最大で12cmに達する。

焼土帯は削りだした火山灰土の境界付近まで達している

が、貼られた火山灰土のみが焼土化しており、焼土化の

程度は燃焼部の温度条件以外に土壌の含有物や混和材の

差による要因が推定される。燃焼部の底は、部分的に赤

褐色焼土ブロックが検出され、炭化物や灰の薄層が検出

された。カマド燃焼部を埋める埋土は、焼土ブロックと
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第44図　17号竪穴住居（１）

１　暗褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（１・
・ ～７は竪穴住居埋土）
２　黒褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
３　黒褐色火山灰土。灰色軽石を含み、径20mm大の風化火山灰土ブロッ・
・ クを含む。
４　黄灰褐色火山灰土。灰色軽石を含み、風化火山灰土ブロックを多く・
・ 含む。

５　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
６　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
７　黄褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
８　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。（掘方埋土）

１　暗黄褐色土。（１・２はＰ３～Ｐ６埋土）
２　黄褐色土。風化火山灰土まじり。
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第45図　17号竪穴住居（２）

１　黄褐色土。風化火山灰土まじり。
・ （１・２・３は貯蔵穴埋土）
２　暗黄褐色土。風化火山灰土まじり。
３　黄褐色土。風化火山灰土まじり。

１　黄褐色土。（１・２・３は貯蔵穴埋土）
２　褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　黒褐色火山灰土。風化火山灰土や焼土ブロック
・ を含む。

１　黒色火山灰土。径１～３mmの灰色軽石（As-C、
・ Hr-FA）を含む。
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第46図　17号竪穴住居と出土遺物

１　暗灰褐色火山灰土。径100mm大の灰褐色シルト質火山灰土ブロックを
・ 含む。焼土を含む。（１～７はカマド埋土）
２　赤褐色焼土ブロック土。母材は黄褐色風化火山灰土からなる。（カマ
・ ド天井部左側の崩落ブロック）
３　暗褐色火山灰土。径50mm大の焼土ブロックを含む。
４　赤褐色焼土ブロック土。母材は黄褐色風化火山灰土からなる。（カマ
・ ド天井部右側の崩落ブロック）
５　暗褐色火山灰土。焼土ブロックを多く含む。
６　黒褐色火山灰土。

７　灰褐色火山灰土。灰褐色シルト質火山灰土と焼土ブロックを多く含・
・ む。
８　黄灰褐色風化火山灰ブロック土。径100mm大の風化火山灰土ブロック・
・ を多く含む。基質は暗灰褐色シルト質火山灰土。燃焼部壁よりは赤・
・ 褐色焼土帯を形成している。（８・９は掘方埋土、８は袖の構築材）
９　暗灰色シルト質火山灰土。径50mm大の焼土ブロックや風化火山灰土・
・ ブロックを含む。



9 8

7

暗褐色火山灰土が成層しており、層厚７～ 18cmの焼土

ブロックは、燃焼部の天井部を構築していた部分がその

まま燃焼部内に滑落して保存されたもの考えられる。カ

マドの両袖は壁にほぼ直交する直線的で、Ｖ層の風化火

山灰土を削りだした部分を基礎として、シルトまじりの

黄灰褐色火山灰土を厚く貼って構築している。左袖の端

部には、長径17cmの亜角礫が立った状態で埋められてお

り、これは袖の芯材と考えられる。煙道は燃焼部奥壁か

ら59°の勾配で立ち上がり大部分が失われている。

カマドの幅は98cm、長さは114cm、焚口の幅37cmである。

煙道は残存する部分の幅が25cm、長さ25cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、南東隅寄りに位置する１号貯蔵

穴と南東壁際の南寄りに位置する２号貯蔵穴を検出し

た。１号貯蔵穴は隅の丸い方形を呈し、長径89cm、短径

78cm、深さ41cmで、貯蔵穴の向きは竪穴住居の隅に平行

である。２号貯蔵穴は歪んだ楕円形を呈し、長径161cm、

短径70cm、深さ45cmで、貯蔵穴の主軸方位はＮ56°Eで

南東壁にほぼ平行である。

柱穴　主柱穴と考えられるピット３～６を検出した。

ピットは黄褐色土や黒色火山灰土を埋土としており、桁

行に相当するピット３・４とピット５・６間の柱間は

2.62 ～ 2.68m、梁行に相当するピット３・６とピット４・

５間の柱間は2.47 ～ 2.54mである。ピット４と５の間

に位置する浅いピット２は、柱間のピット４寄りに位置

し、柱筋の外側から検出された。

ピット１は長径48cm、短径43cm、深さ８cm。

ピット２は長径30cm、短径28cm、深さ６cm。

ピット３は長径34cm、短径31cm、深さ52cm。

ピット４は長径38cm、短径34cm、深さ34cm。

ピット５は長径28cm、短径23cm、深さ52cm。

ピット６は長径33cm、短径31cm、深さ51cm。

遺物　カマド手前の床面から土師器の杯（３）や甕（８）の

破片が出土し、床面付近からは土師器の高杯（５）が出土

した。また埋土からは土師器の杯（１・２・４）が出土した。

時代　古墳時代６世紀後半と推定される。

18号・19号竪穴住居（第48 ～ 51図、PL.18－１～ 19－２・

41・42、191・192頁）

グリッド　７－80区Ｌ・M－５・６・７

主軸方位　Ｎ82°Ｗ（18号竪穴住居）

重複　地層断面では18号竪穴住居埋土は19号竪穴住居埋

土を切ることから、18号と19号竪穴住居は新・旧の関係

にある。また両竪穴住居の東西の壁面は、ほぼ一致して

いる。

周辺の遺構　12号竪穴住居に主軸方位が近似し、３m以

内の至近距離にある。

形状と規模　18号竪穴住居は、南北方向に長軸を有し、

歪んだ正方形を呈する竪穴住居である。長径は3.81m、

０ 10㎝１:３
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第47図　17号竪穴住居の出土遺物
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第48図　18号・19号竪穴住居

18号竪穴住居
A・Ｇ断面
１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（１・
・ ２は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり、灰色軽石を・少量含む。
３　黒褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。（３・４・５は掘方埋土）
４　暗褐色火山灰土。径10～20mm大の風化火山灰土ブロックを多く含む。
５　黒褐色火山灰土。基底に南から傾斜して堆積する。

１　暗灰褐色火山灰土。

19号竪穴住居
A断面
１　暗黄褐色火山灰土。（１・２は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。
３　暗灰色火山灰土。黄灰色火山灰土ブロックを含む。（掘方埋土）

１　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。

１　黒褐色火山灰土。（１・２・３は貯蔵穴埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
３　黄灰褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
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第49図　18号・19号竪穴住居と出土遺物

０ 10㎝１:３

１　黄褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。（カマド埋土）
２　暗灰色火山灰土と赤褐色焼土帯。焼土帯の母材は黄灰色風化火山灰・
・ 土。（カマド掘方埋土）
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第50図　18号・19号竪穴住居の出土遺物（１）



18住　17

18住　18（1/4）

短径は3.73m、床面までの深さ0.38m、掘方までの深さ

0.42m、面積10.16㎡である。19号竪穴住居も南北方向

に長軸を有した可能性が高く、方形を呈する竪穴住居で

ある。残存する長径は2.26m＋、短径は3.37m、床面ま

での深さ0.39m、残存する最大の面積は4.58㎡＋である。

埋土　18号竪穴住居は軽石を含む黒褐色火山灰土と黄褐

色火山灰土が成層する。19号竪穴住居の埋土は暗灰褐色

を基調とする特徴に乏しい火山灰土が成層しており、人

為的な埋土の特徴を示すブロックを含む土壌の典型的な

層相を示さない。

床面　18号・19号竪穴住居は、Ｖ層の風化火山灰土を掘

り込み、ほぼ平坦な床を削りだして構築している。18号

竪穴住居の南半部は、風化火山灰土ブロックを含む暗灰

色火山灰土を層厚６cmほど貼って床を構築している。

掘方　18号竪穴住居の南側は、Ⅴ層の風化火山灰土を不

定形の窪み状に掘り込んでおり、床と掘方の間は0.06

～ 0.39mである。19号竪穴住居の中央にも不定形の浅

い窪みが検出されている。

周溝　18号竪穴住居の東・南壁際を除いて北・西壁際を

周回する。周溝の幅は10cm、深さ６cmである。

カマド　18号竪穴住居の東壁の中央に位置する。19号竪

穴住居のカマドは、残存部分から検出されなかったので

18号竪穴住居により失われたものと考えられる。18号竪

穴住居カマドの燃焼部は東壁を掘り込んで壁の内側に構

築している。燃焼壁は64°の勾配で立ち上がり煙道に続

く。燃焼部の右壁面は長径20 ～ 25cm大の亜円礫が３点

並べられており、左壁には長径20cmの亜円礫が立った状

態で出土した。これらは燃焼部壁面の構築材と考えられ

るが右手前の亜円礫を除いて礫表面の焼土化が認められ

ないことから、壁の基礎として埋められていた可能性が

ある。燃焼部の中央には長径22cmの亜円礫が傾いた状態

で出土しており、これは支脚であると考えられる。埋土

からは長径30cm大の安山岩角礫が２点出土しており、こ

れは燃焼部の天井壁の構築材の可能性がある。また埋土

やカマド使用面には多量の土器片が含まれており、これ

らの遺物の器種は須恵器の杯（４・５）、椀（６・７）、鉢（９）

や土師器の小型甕（10）、甕（11 ～ 16）、須恵器の羽釜（18）

など様々である。これらはカマドの破壊時にカマド上部

に存在した土器やカマドに廃棄された土器片などがカマ

ドの構築材などとともに混入した可能性が高い。燃焼部

の底はⅤ層の風化火山灰土を削りだして構築し、焼土ブ

ロックや灰に覆われている。カマド燃焼部を埋める埋土

は、焼土を含む黄褐色火山灰土からなり、燃焼部や袖の

大部分は失われていた。

カマドの長さは74cm、焚口の幅58cmである。煙道は残存

する部分の幅が18cm、長さ66cm＋である。

貯蔵穴　18号竪穴住居の貯蔵穴はカマドの右側、南壁際

に位置する貯蔵穴である。貯蔵穴は隅の丸い方形を呈し、

長径95cm、短径68cm、深さ30cmで、貯蔵穴の主軸は竪穴

住居の隅に平行である。19号竪穴住居の貯蔵穴は、竪穴

住居の南東隅に位置する１号貯蔵穴と南西壁隅に位置す

る２号貯蔵穴を検出した。１号貯蔵穴は歪んだ円形を呈

０ ８㎝１:４

０ 10㎝１:３
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第51図　18号・19号竪穴住居の出土遺物（２）
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第52図　20号竪穴住居と出土遺物

１　耕作土。表土。（Ⅰa層、１・２は遺構の被覆層）
２　黒褐色火山灰土層。灰色軽石（As-C）を多く含む。暗褐色火山灰土粒・
・ を少量含む。（Ⅱ層）
３　暗灰色火山灰土。暗灰色風化火山灰土粒を少量含む。（３～７は竪・
・ 穴住居埋土）
４　暗褐色火山灰土。風化火山灰土粒を少量含む。
５　暗褐色火山灰土。焼土粒や暗褐色火山灰土粒を少量含む。
６　暗褐色火山灰土。径20mm大の風化火山灰土ブロックを少量含む。
７　暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを少量含む。
８　褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。（掘方埋土）

１　黒褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
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し、長径67cm、短径54cm、深さ27cmである。２号貯蔵穴

は歪んだ円形を呈し、長径76cm、短径67cm、深さ71cmで

ある。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　19号竪穴住居の埋土からは灯明の可能性がある須

恵器の椀（８）の破片が出土した。18号竪穴住居床面から

出土した土師器の甕（11）の破片は、掘方と貯蔵穴上の床

面から４～５cmの埋土及び19号竪穴住居の埋土から出土

した小破片が接合している。このことは19号竪穴住居埋

土の遺物が切り合いのある18号竪穴住居掘方埋土に取り

込まれ、18号竪穴住居の埋没過程で19号竪穴住居よりの

壁際から移動した破片が貯蔵穴付近の埋土に移動したも

のと考えられる。

時代　両遺構とも平安時代10世紀前半と考えられる。

20号竪穴住居（第52図、PL.19－３～５・43、192頁）

グリッド　８－71区Ｄ・E－８

主軸方位　Ｎ80°Ｗ

周辺の遺構　周辺10mの範囲に竪穴住居はなく孤立して

存在する。４mの距離に51号土坑が位置する。

形状と規模　東西方向に長軸を有し方形を呈する竪穴住

居であるが、南側が調査区外にある。長径は2.57m、短

径は1.97m＋、床面までの深さ0.37m、掘方までの深さ

0.47m、検出された最大の面積は4.19㎡＋である。

埋土　南壁の断面観察では、埋土はⅡ層の中から掘り込

まれているが、埋土を被覆する黒褐色火山灰土はAs-Cの

軽石を多く含み、色調は黒みが強い。埋土は成層した暗

灰～暗褐色火山灰土からなり、下底に風化火山灰土ブ

０ ２ｍ１: 60
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第53図　21号竪穴住居（１）

１　黒褐色火山灰土。灰色軽石を含む。（１～４は竪穴住居埋土）
２　暗褐色火山灰土。
３　黒褐色火山灰土。
４　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰まじり。
５　暗灰褐色火山灰土。径10 ～ 40mm大の風化火山灰土ブロックを含む。・
・ （掘方埋土）

１　暗褐色火山灰土。焼土を少量含む。風化火山灰土粒を含む。（１・２・
・ ３は貯蔵穴埋土）
２　黒褐色火山灰土。風化火山灰土粒を含む。
３　暗赤褐色火山灰土。焼土を少量含む。風化火山灰土を少量含む。

１　暗褐色土。灰色軽石を含む。（１～６は土坑埋土）
２　暗褐色土。風化火山灰土まじり。
３　暗褐色土。風化火山灰土ブロックを多く含む。
４　黒褐色土。風化火山灰土まじり。
５　暗褐色土。
６　暗褐色土。風化火山灰土ブロックを多く含む。
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ロックを含む暗灰色火山灰土が壁際から竪穴に向かって

傾斜して堆積している。埋土の上部は、すり鉢状の竪穴

の中央部を緩やかに成層している。

床面　Ｖ層の風化火山灰土を掘り込み、凹凸のある床を

削りだしているが、南東部は部分的に暗褐色火山灰土を

層厚10cmほど貼って床面を構築している。西壁際の北寄

りには、長径0.44m、短径、0.37m、深さ0.10mの１号

土坑が検出された。

掘方　西壁や北壁周囲には歪んだ円形の浅い窪みが検出

された。南東部に不定形の窪みが検出された。

周溝　検出された床の西・北・東壁際を周回する。周溝

の最大の上幅は15cm、最小の底幅は４cm、深さ６cmであ

る。

カマドと貯蔵穴　床面では検出されなかった。調査区外

に存在すると考えられる。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から土師器の甕（２）、床面付近から須恵器の

甕（１）の破片や敲石（３）が出土した。

時代　平安時代９世紀中頃。

21号 竪 穴 住 居（第53 ～ 56図、PL.19－６～ 20－５・43・

44、192・193頁）

グリッド　８－71区Ｇ・Ｈ－10・11

主軸方位　Ｎ67°Ｗ

０ １ｍ１: 30
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第54図　21号竪穴住居（２）

１　暗褐色火山灰土。風化火山灰土を少量含む。（１～９はカマド埋土）
２　暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロック多く含む。（壁・天井部の崩れ）
３　灰褐色火山灰土。風化火山灰土粒を含み、やや砂質である。
４　黒褐色火山灰土。黒灰色土を少量含む。
５　暗褐色火山灰土。風化火山灰土粒を少量含む。
６　暗灰色火山灰土。灰を多く含む火山灰土。
７　赤褐色火山灰土。焼土粒を多く含む。
８　暗赤褐色火山灰土。焼土を少量含む。
９　暗褐色火山灰土。焼土を含む。
10　赤褐色火山灰土。焼土粒を含む。（カマド掘方埋土）
11　赤褐色火山灰土。焼土粒を少量含む。暗褐色火山灰土を少量含む。・
・ （11・12・13は２号土坑埋土）
12　赤褐色火山灰土。焼土粒を少量含む。暗褐色火山灰土を少量含む。
13　赤褐色火山灰土。焼土粒を含む。暗褐色火山灰土を少量含む。
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第55図　21号竪穴住居の出土遺物（１）
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第56図　21号竪穴住居の出土遺物（２）



周辺の遺構　周辺10mの範囲に竪穴住居はなく孤立して

存在する。２mの距離に20号土坑が位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有し、正方形に近い長方

形を呈する竪穴住居である。長径は3.75m、短径は3.26

m、床面までの深さ0.39m、掘方までの深さ0.42m、面

積9.36㎡である。

埋土　黒褐色～暗褐色火山灰土が緩やかに竪穴を埋める

ように成層しているが、特徴に乏しい層相を呈する。火

山灰土は軽石を含み、上位ほど黒褐色の火山灰土からな

る。

床面　暗褐色火山灰土を層厚３cmほど貼ってほぼ平坦な

床面を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.03 ～ 0.05mである。竪穴住居の北東

隅に１号土坑、カマドの焚口手前に２号土坑を検出した。

１号土坑は、歪んだ円形を呈し、長径1.10m、短径0.92

m、深さ0.15m。２号土坑は、歪んだ方形を呈し、長径

1.09m、短径0.92m、深さ0.31mで、土坑の底から12cm

上で須恵器の椀（３）、底から18cm上で土師器の甕（10）の

破片が出土している。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、使用面に

は暗褐色火山灰土を貼っている。燃焼部壁は緩やかに

傾き、29°の勾配で立ち上がるが、燃焼部の上部は失わ

れている。燃焼部の壁面は長径18 ～ 25cm大の亜円礫を

左右に５個を並べて構築している。これらの礫は燃焼部

壁面に晒された部分が強く焼土化して赤褐色を呈してい

る。焚口からは長径46cm、短径20cm、厚さ16cmの安山岩

円礫２点が接合して出土した。これらは前者が燃焼部壁

を構築した石材で、後者は天井架構材と考えられる。燃

焼部の底は赤褐色焼土ブロックが残存するが使用面のか

なりの部分が失われている。カマド燃焼部を埋める埋土

は、焼土を含む暗褐色火山灰土の互層からなる。カマド

使用面付近からは須恵器の椀（４）、使用面からは土師器

の甕（15）の破片が出土した。また、カマドの使用面から

出土した土師器の台付甕（８・９）の破片は貯蔵穴埋土か

ら出土した破片と接合した。カマド掘方の燃焼部壁の両

脇からは小ピット列が検出されたが、これらは前述した

壁面を構築していた礫の下底部に接したピットである。

また、燃焼部中央には長径28cm、短径22cm、深さ13cmの

ピットが検出された。これはカマド燃焼部内の位置から

考えて支脚の構築材が埋め込まれたピットの可能性があ

る。なお、カマド焚口下の掘方から検出された２号土坑

の埋土は風化火山灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土と

赤褐色焼土ブロックを多く含む火山灰土からなる。この

ことから２号土坑はカマドの作り替え等によって埋めら

れた可能性がある。

カマドの長さは104cm、焚口の幅47cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、竪穴住居の南東隅に位置する。

貯蔵穴は隅の丸い方形を呈し、長径76cm、短径68cm、深

さ38cmである。貯蔵穴底から21cm上に土師器の甕（14）が

出土し、床面の破片と接合した。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面からは土師器の台付甕（７）、床面付近から須

恵器の椀（２）、灰釉陶器の壺（６）が出土した。埋土から

鉄製品（22）が、竪穴住居の北西壁際周辺からは、床面付

近から鉄製品（17・18・20）が、床面から鉄鏃（19）、鉄滓

（23）が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

22号 竪 穴 住 居（第57 ～ 59図、PL.20－６～ 21－３・44、

193・194頁）

グリッド　８－71区Ｇ・Ｈ－16・17

主軸方位　Ｎ76°Ｗ

周辺の遺構　23号竪穴住居は５mの距離にあり、１m以

内の至近距離に45号土坑が位置する。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、歪んだ長方形を

呈する竪穴住居である。長径は4.10m、短径は3.51m、

床面までの深さ0.32m、掘方までの深さ0.39m、面積

11.01㎡である。

埋土　As-CやHr-FAの軽石を含む暗灰褐色火山灰土が成

層している。北壁際から傾斜した風化火山灰土のブロッ

クを含む黄褐色火山灰土の互層が検出されているが、連

続性に乏しい。埋土の下部を構成する黄褐色火山灰土に

は、炭化物や焼土が数カ所にわたって検出され、これら

は竪穴住居の北西隅に集中する。最大で長径106cm、幅

20cmの範囲に炭化材や橙色焼土帯が検出されたが、これ

らは床面から数～ 10数cm高い埋土中に保存されている。
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このことから、検出された炭化材等は埋土の堆積期に竪

穴住居の建築部材などが焼失して保存されたものと考え

られる。

床面　風化火山灰土や黒色土ブロックを多く含む暗灰色

火山灰土を７cmほど貼って平坦な床を構築している。

掘方　Ⅴ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.03 ～ 0.07mである。竪穴住居の中央

からカマド焚口付近に１～４号土坑、竪穴住居の北東隅

に５号土坑を検出した。１号土坑は、歪んだ方形を呈し、

長径1.21m、短径1.13m、深さ0.34mで３号土坑と重複

しており、３号土坑よりも新しい。埋土は炭化物を含有

する黒褐色～暗褐色土の互層である。２号土坑は、歪ん

だ方形の浅い窪みで、長径1.11m、短径1.00m、深さ0.21

mである。埋土は暗灰色火山灰土の互層で、風化火山灰

０ ２ｍ１: 60
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第57図　22号竪穴住居（１）

１　暗灰褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１～７は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。灰色軽石を少量含み、風化火山灰土まじり。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
４　暗褐色火山灰土。灰色軽石を含む。
５　黄褐色火山灰土。径10 ～ 20mm大の風化火山灰土ブロックを含む。本・
・ 層中には炭化材と焼土化した埋土を含み、これらは埋土堆積時に形・
・ 成されたものである。炭化材と焼土は、床面から数cmの高い位置に・
・ 存在する。
６　黄褐色火山灰土。径20mm大の風化火山灰土ブロックを多く含む。
７　黄褐色火山灰土。径５～ 20mm大の風化火山灰土ブロックや黒色土ブ・
・ ロックを多く含む。基質は褐色火山灰土。
８　暗灰色火山灰土。風化火山灰土ブロックや黒色土ブロックを多く含・
・ む。（８・９は掘方埋土）
９　暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。

１　暗灰色細粒火山灰土。径10mm大の炭化物や焼土ブロックが点在。（１・
・ ・２は貯蔵穴埋土）
２　黄褐色火山灰土。径10mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。

１　黒褐色土。褐色土まじりで炭化物を含む。（１～４は１号土坑埋土）
２　暗褐色土。風化火山灰土まじり。
３　暗褐色土。
４　暗黄褐色土。風化火山灰土ブロックを多く含む。
５　褐色土。風化火山灰土ブロックを多く含む。（３号土坑埋土）

１　暗灰色火山灰土。径５～ 10mmの灰色軽石を含む。（１・２・３は５
・ 号土坑埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
３　暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
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土ブロックを含む埋土が挟在することから人為的に埋め

られた可能性がある。３号土坑は、歪んだ円形を呈し、

長径1.10m、短径1.08m、深さ0.67mでしっかり掘られ

た筒形の土坑である。埋土は褐色土からなり風化火山灰

土ブロックを多く含む。４号土坑は、歪んだ円形を呈し、

長径0.83m、短径0.72m、深さ0.71mで、３号土坑より

も規模は小さいがしっかり掘られた筒形の土坑である。

埋土は火山灰土ブロックを含む暗灰色火山灰土であり、

焼土粒を含む火山灰土が埋土の上層に見られる。５号土

坑は、円形を呈し、長径0.49m、短径0.44m、深さ0.31

mである。埋土は暗灰色～黄褐色火山灰土からなり成層

する。

周溝　北壁と西壁際の北寄りを周回する。周溝の幅は

11cm、深さ３cmである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、底には黒

褐色火山灰土を貼っている。燃焼部壁は65°の勾配で立

ち上がるが煙道は失われている。燃焼部の焚口は長径22

～ 34cm大の亜円礫が左右に立てられて燃焼部壁を構築

している。燃焼部左壁の礫は焚口に向かって傾斜してい

るため、少し上部が移動した可能性がある。両側の礫の

上面からは長径32cm、短径19cm、厚さ７cmの安山岩円礫

がほぼ水平を保った状態で出土しており、礫は天井架構

材と考えられる。燃焼部の底は赤褐色焼土ブロックが残

存するが使用面のかなりの部分が失われている。カマド

燃焼部を埋める埋土は、焼土を多く含む暗褐色火山灰土

からなり、土師器の甕（６・７・８・11）の破片が出土し

た。なお、カマド焚口下の掘方から検出された４号土坑

は埋土に焼土ブロックを含まないが、カマドの使用面下

にある遺構であることは確実であり、同様の位置に土坑

が検出された21号竪穴住居と類似したカマドの構造を持

つ可能性がある。

カマドの長さは84cm、焚口の幅35cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、竪穴住居の南東隅に位置する。

０ １ｍ１: 30
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第58図　22号竪穴住居（２）

１　暗灰色火山灰土。径５mm大の灰色軽石や径10mm大の焼土ブロックを多く含む。（１・２は・
・ カマド埋土）
２　赤褐色火山灰土。径10 ～ 20mm大の赤褐色焼土ブロックを多く含む。基質は暗褐色火山灰・
・ 土で風化火山灰土まじり。
３　赤褐色火山灰土。径20mm大の赤褐色焼土ブロック径５mmの灰褐色風化火山灰土ブロックを・
・ 多く含む。全体が焼土帯を呈する。（３・４・５はカマド掘方埋土）
４　黒褐色火山灰土。灰色軽石を含む。燃焼部壁は厚さ５～ 10mm程度の灰赤褐色焼土帯を呈・
・ する。
５　暗褐色火山灰土。一部は３の下底に存在する土壌の還元帯の可能性がある。
６　暗灰色細粒火山灰土。径５mmの灰色軽石や径30mmの焼土ブロックを含む。（６～９は４号・
・ 土坑埋土）
７　灰褐色火山灰土。
８　暗灰褐色火山灰土。径20mm大の暗灰色火山灰土ブロックを多く含む。
９　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
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第59図　22号竪穴住居の出土遺物
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第60図　23号竪穴住居

１　暗灰褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
・ （１～４は竪穴住居埋土）
２　黄褐色火山灰土。灰色軽石を含む。径20mm大の暗黄褐色火山灰土ブ
・ ロックを含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
４　黄褐色火山灰土。風化火山灰土のブロックを含む。
５　暗灰褐色火山灰土。黄灰色火山灰土ブロックを多く含む。（掘方埋土）

１　灰褐色シルト質火山灰土。径５～ 10mmの灰色軽石を多く含み、風化火山灰土ブロックが点在する。
・ （１～４はカマド埋土）
２　暗灰褐色火山灰土。灰を含む土壌のブロックを少量含み、灰色軽石を含む。
３　黄灰褐色火山灰土。径50mm大の焼土ブロックや黄灰色シルト質火山灰土ブロックを多く含む。基質は・
・ 暗灰色火山灰土。
４　暗灰色火山灰土。炭化物、灰を含む土壌のブロックや、焼土ブロックを含む。
５　黒褐色火山灰土。黒色火山灰土ブロックを少量含む。褐色火山灰土や風化火山灰土粒を含む。（５・６・
・ ７はカマド掘方埋土）
６　暗褐色火山灰土。黒～褐色火山灰土や焼土まじり。
７　暗褐色火山灰土。黒色火山灰土のブロックを含み、一部は焼土化している。

１　黒褐色火山灰土。灰色軽石や風化火山灰土ブロックを含む。（１・２
・ は貯蔵穴埋土）
２　暗褐色火山灰土。径20mm大の黄灰色火山灰土ブロックを含む。
３　暗褐色火山灰土。径20mm大の暗灰色火山灰土ブロックを含む。（３・
・ ４・５は１号土坑埋土）
４　暗灰色火山灰土。径20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
５　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　暗灰褐色火山灰土。径30 ～ 50mmの黄灰色・
・ 火山灰土ブロックや暗灰色火山灰土ブロッ・
・ クを多く含む。

１　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
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貯蔵穴は隅の丸い正方形を呈し、直径66cm、深さ24cmで

ある。貯蔵穴底から９cmに亜円礫が出土した。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から須恵器の杯（１）と椀（３）、土師器の甕

（５）の破片が出土し、床面付近からは須恵器の杯（２）灰

釉陶器の小瓶（４）、須恵器の甕（12）の破片や敲石（13）が

出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

23号竪穴住居（第60・61図、PL.21－４～７・44、194頁）

グリッド　８－71区Ｉ・J－16・17

主軸方位　Ｎ87°E

周辺の遺構　22号竪穴住居は５m、25号竪穴住居は３m

の距離にあり、１m以内の至近距離に50号土坑が位置す

る。

形状と規模　南北方向に長軸を有し、正方形に近い長方

形を呈する竪穴住居である。長径は3.90m、短径は3.32

m、床面までの深さ0.29m、掘方までの深さ0.49m、面

積10.34㎡である。

埋土　As-CやHr-FAの軽石を含む暗灰褐色火山灰土と黄

褐色火山灰土が成層している。下位ほど黄褐色火山灰土

が優勢で、壁際を連続性に乏しく傾斜した黄褐色火山灰

土が埋めた後に竪穴の中央部を暗灰褐色～黄褐色火山灰

土が埋積している。

床面　Ｖ層の風化火山灰土を掘り込み、床を削りだして

構築しているが、風化火山灰土や暗灰色土ブロックを多

く含む暗灰色火山灰土を部分的に20cmほど貼って平坦な

床を構築している。

０ 10㎝１:３

第３章　調査された遺構と遺物

82

第61図　23号竪穴住居の出土遺物



掘方　南壁の西寄りを除く周辺に、不定形の浅い窪みで

ある１号土坑、西壁と北東壁側に２号・３号土坑を検出

した。１号土坑は、不定形を呈し、竪穴住居の南壁から

南部に広がる窪みで、深さ0.23mである。埋土からは貯

蔵穴底から12cm上で完形の須恵器の杯（１）が、土坑底か

ら８cm上で須恵器の椀（３）、土坑底直上から土師器の台

付甕（５）の破片が出土した。２号土坑は、歪んだ方形の

浅い窪みで、長径1.19m、短径0.73m、深さ0.16mであ

る。３号土坑は、北東壁際の隅に平行な歪んだ方形を呈

し、長径1.66m、短径0.84m、深さ0.05mである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁手前から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、黒

褐色火山灰土を底部に貼っている。燃焼部壁は54°の勾

配で立ち上がるが煙道は失われている。燃焼部壁面や底

面はブロック状に焼土が残存するが燃焼部壁や使用面は

大部分が失われている。カマド燃焼部を埋める埋土は、

軽石を含む黒褐色火山灰土と赤橙色焼土ブロックを多く

含む暗灰褐色火山灰土からなる。これらは燃焼部の天井

部を構築していたブロックが滑落して堆積したものと考

えられる。

カマドの長さは98cm、焚口の幅48cmである。

貯蔵穴　床面の調査で、貯蔵穴と重複する１号土坑を同

時に検出したため、掘方で貯蔵穴と考えられる窪みを１

号土坑内に認めた。貯蔵穴はカマドの右側、竪穴住居の

南東隅に位置する。直径68cm、深さ９cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　埋土から須恵器の杯（２）や椀（４）の破片が、床面

付近から土師器の甕（６）の破片が出土した。床面から鉄

滓（８）が出土した。

時代　平安時代９世紀中頃。

24号竪穴住居（第62・63図、PL.21－８～ 22－３・44・45、

196頁）

グリッド　８－71区Ｉ・J－18・19

主軸方位　Ｎ85°Ｗ

周辺の遺構　25号竪穴住居は５mの距離にあり、１m以

内の至近距離に48号土坑が位置する。

形状と規模　東西方向に長軸を有し長方形を呈するが、

竪穴住居の北側は調査区外にある。長径は3.48m、短径

は1.93m＋、床面までの深さ0.62m、掘方までの深さ0.68

m、検出された最大の面積は5.02㎡＋である。

埋土　北壁の断面観察では、埋土はⅠ層とⅡ層の層理面

から掘り込まれている。埋土はAs-CやHr-FAの軽石を多

く含む黒褐色火山灰土や黄褐色火山灰土からなり成層し

ているが、下位ほど黄褐色火山灰土が優勢である。

床面　風化火山灰土のブロックを多く含む暗黄褐色火山

灰土を層厚６cmほど貼って平坦な床を構築している。

掘方　Ｖ層を掘り込んで構築しており、床と掘方の間は

0.01 ～ 0.06mである。南壁の南東壁際寄りに浅い窪み

である１号土坑、南西壁際に２号土坑を検出した。１号

土坑は、歪んだ方形を呈し、長径0.95m、短径0.72m、

深さ0.08mである。２号土坑は、楕円形の浅い窪みで、

長径1.09m、短径0.89m、深さ0.05mである。

カマド　東壁の南寄りに位置する。カマドの燃焼部は東

壁手前から奥を掘り込んで壁から外側に構築し、黄褐色

火山灰土を貼っている。燃焼部壁は42°の勾配で立ち上

がるが煙道は失われている。燃焼部壁面や底面は薄い赤

褐色焼土帯が検出され、使用面の残存状態は良好であ

る。燃焼部底の中央左壁寄りには長径15cmの亜円礫が

立った状態で検出された。礫の表面は被熱を受け焼土化

しており、支脚と考えられる。カマド燃焼部を埋める埋

土は、軽石を含む黒褐色火山灰土と黄褐色火山灰土、赤

橙色焼土ブロックを多く含む暗灰褐色火山灰土が成層し

ている。これらは下位より燃焼部の天井部を構築してい

た燃焼部壁ブロック及び天井部の構築材が滑落して堆積

したものと考えられる。カマド使用面付近から土師器の

甕（５）の破片が出土した。

カマドの幅は88cm、長さ88cm、焚口の幅37cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、竪穴住居の南東隅に位置する。

貯蔵穴は円形を呈し、長径56cm、短径49cm、深さ39cmで

ある。貯蔵穴底から長径22cmの亜円礫が出土した。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から土師器の小型甕（４）の破片が出土した。

埋土から土師器の杯（１）や須恵器の椀（２）が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。
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第62図　24号竪穴住居

１　灰色耕作土。表土。（Ⅰa層）
２　黄灰褐色火山灰土。（Ⅰb～Ⅰc層）
３　暗灰色火山灰土。（３・４・５は竪穴住居埋土）
４　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。
５　暗灰色火山灰土。
６　黄灰褐色火山灰土。径20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを多く・
・ 含む。（掘方埋土）

１　暗褐色土。径５～ 20mm黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。（１・２は貯蔵穴埋土）
２　暗褐色土。焼土や黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
３　暗褐色土。径10mm大の暗灰色火山灰土や黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含む。（１号土坑埋土）

１　暗褐色土。径20mm大の暗灰色土や黄灰色・
・ 風化火山灰土のブロックを多く含む。

１　暗褐色火山灰土。褐色火山灰土ブロックを少量含む。（１～５はカマド埋土）
２　黒褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
４　暗褐～黒色火山灰土。径30mm大の赤褐色焼土ブロック含む。
５　赤褐色焼土ブロック土。径10mm大の赤褐色焼土ブロックや炭化物、灰を含む土壌ブロックを多く含む。・
・ 基質は褐色火山灰土。
６　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを多く含む。（６～９はカマド掘方埋土）
７　黄褐色火山灰土。風化火山灰まじりのシルト質土。燃焼部壁は焼土帯を呈する。（袖構築材）
８　黒褐色火山灰土。黒色火山灰土や焼土のブロックを少量含む。
９　黒赤褐色火山灰土。焼土ブロックを多く含む。



25号竪穴住居（第64・65図、PL.22－４～７・45、195頁）

グリッド　８－71区J・Ｋ－17・18

主軸方位　Ｎ81°Ｗ

周辺の遺構　23号・26号竪穴住居とは３mの距離にあり、

２mの至近距離に52号・53号土坑が位置する。

形状と規模　南北方向に長軸を有し長方形を呈する。長

径は3.56m、短径は2.74m、床面までの深さ0.44m、掘

方までの深さ0.48m、面積は7.70㎡である。

埋土　暗黄褐色火山灰土の互層からなりAs-CやHr-FAの

軽石を含む。床面付近の埋土は、直径３cmの風化火山灰

土ブロックを含む火山灰土からなり、壁側から竪穴中央

に向かって傾きながら堆積する不連続の単層からなる。

上位の暗黄褐色火山灰土は竪穴をすり鉢状に埋めるよう

に緩く傾きながら成層する。

床面　風化火山灰土のブロックを含む暗灰褐色火山灰土

を層厚４cmほど貼って平坦な床を構築している。

掘方　Ｖ層を掘り込んで構築しており、床と掘方の間は

0.02 ～ 0.04mである。西壁際に溝状の窪みを検出した。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を浅く掘り込んで、壁の外側に構築し、燃

焼部壁は37°の勾配で立ち上がり煙道に達している。カ

マド及びカマド手前の長径125cm、短径115cmの範囲はシ

ルト質の灰褐色火山灰土を薄く貼って構築している。燃

焼部壁面や底面は赤褐色焼土帯が検出され、使用面の残

存状態は良好である。燃焼部奥壁からはカマドの天井部

の一部と煙道壁が完全な状態で検出された。煙道は土器

の細片や赤褐色焼土ブロック土で埋積され、筒状の構造

の一部が残されていた。カマド燃焼部を埋める埋土は、

軽石を含む暗褐色火山灰土が成層している。カマド掘方

の燃焼部壁の両脇からは長径25cm、深さ４～６cmのピッ

ト２基が検出された。また、燃焼部中央左壁寄りには長

径23cm深さ３cmのピットが検出された。これらのピット

はカマド燃焼部の位置から考えて前者２基が燃焼部壁の

構築材、後者が支脚の基礎にあたるピットの可能性が高い。

カマドの長さ54cm、焚口の幅40cmである。煙道の幅は

25cm、長さは26cm＋である。

貯蔵穴　カマドの右側、竪穴住居の南東隅に位置する。

貯蔵穴は円形を呈し、長径62cm、短径59cm、深さ13cmで

ある。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から須恵器の杯（１）、椀（３）、土師器の甕（10）

と床面付近から土師器の甕（６）の破片が出土した。カマ

ドの煙道は土師器の甕（４・８・９）の破片が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

1

2

3
4

5

０ 10㎝１:３

第２節　竪穴住居

85

第63図　24号竪穴住居の出土遺物



貯蔵穴

Ａ Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｅ Ｅ′

Ｄ
Ｄ
′

10
3

6

1

4･8･9

8-
71
K1
8

貯蔵穴

Ａ Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｅ Ｅ′

Ｄ
Ｄ
′

8-
71
K1
8

Ｅ
Ｅ′

Ｄ

Ｄ
′

3

7

5

6

4･8･9

Ｅ
Ｅ′

Ｄ

Ｄ
′

L=140.50mＡ Ａ′

3 2
1

45 5

6

L=
14
0.
50
m

Ｂ
Ｂ
′

1 4
5

6
6

5

L=140.10mＣ Ｃ′

1s

2

L=
14
0.
50
m

Ｄ
Ｄ
′

鉄

p
p

p
p

1 2 3

4

4

7
7

5

L=140.50mＥ Ｅ′

p
p

p 3

2

1

4
5

6

77

25号住居

掘方

カマド カマド掘方

貯蔵穴

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

第３章　調査された遺構と遺物

86

第64図　25号竪穴住居

１　暗黄褐色火山灰土。径１～５mm灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。黄灰色風化火山灰土ブロックを・
・ 含む。（１～５は竪穴住居埋土）
２　暗黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
３　暗黄褐色火山灰土。灰色軽石や風化火山灰土ブロックを含む。径100mmデイサイト礫？を含む。
４　暗黄褐色火山灰土。径10 ～ 30mmの風化火山灰土ブロックを含む。
５　暗褐色火山灰土。径30mmの風化火山灰土ブロックを多く含む。
６　暗灰褐色火山灰土。径10 ～ 30mmの黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含む。（掘方埋土）

１　暗褐色火山灰土。径５～ 10mmの灰色軽石を含む。径10 ～ 40mm灰褐色シルト質火山灰・
・ 土ブロックを含む。（１・２・３はカマド埋土）
２　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含む。
３　黒褐色火山灰土。暗灰色火山灰土のブロックを含む。
４　赤褐色焼土ブロック土。径10 ～ 30mm赤褐色焼土ブロックを含む。基質は赤褐色火山・
・ 灰土。（カマド埋土と掘方埋土）
５　赤褐色焼土帯。母材は黄灰色風化火山灰土。（５・６・７はカマド掘方埋土）
６　黒褐色火山灰土。黒～灰色シルト質火山灰土ブロックを多く含み、燃焼部壁の一部は・
・ 焼土化している。
７　暗灰色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　暗灰色火山灰土。径５～ 10mmの灰色軽石を含む。（１・２
・ は貯蔵穴埋土）
２　黄灰色火山灰土。風化火山灰土を母材とする堆積物。
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第65図　25号竪穴住居の出土遺物
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第66図　26号竪穴住居

１　暗灰褐色火山灰土。径５～ 10mm灰色軽石を含む。（１・２は竪穴住・
・ 居埋土）
２　黄褐色火山灰土。径10mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
３　暗灰色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含む。（３・４・
・ ５は掘方埋土）
４　暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
５　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　暗灰色火山灰土。径５～ 10mm灰色軽石を含む。径80mm大の黄灰色風・
・ 化火山灰土ブロックを含む。（１・２はカマド埋土）
２　暗黄褐色火山灰土。焼土ブロックを含む。
３　赤褐色焼土帯。母材は黄褐色風化火山灰土。炭化物や黒色火山灰土・
・ ブロックを含む。（３・４はカマド掘方埋土）
４　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　灰褐色火山灰土。径10 ～ 20mm黄灰色風化火山灰土や暗灰色火山灰土・
・ のブロックを多く含む。基質は暗灰色火山灰土。（１・２・３は貯蔵
・ 穴埋土）
２　暗灰色火山灰土。黄灰色風化火山灰土や暗灰色火山灰土のブロック
・ を含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　黒褐色火山灰土。焼土ブロックまじり。（１・２は１号土坑埋土）
２　黒褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
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26号竪穴住居（第66・67図、PL.22－８～ 23－３・45、195頁）

グリッド　８－71区Ｋ・Ｌ－16・17

主軸方位　Ｎ86°Ｗ

重複　発掘調査の所見では27号竪穴住居北西隅の埋土を

切っており、27号竪穴住居よりも新しいと考えたが、整

理作業で明らかになった竪穴住居の出土遺物は矛盾す

る。埋土の切り合いは竪穴住居の一部分であることから、

遺構の重複関係は遺物から26号竪穴住居の方が旧い。

周辺の遺構　25号竪穴住居とは５mの距離にあり、１m

の至近距離に３号溝が位置する。

形状と規模　南北方向に長軸を有し長方形を呈する。長

径は4.08m、短径は2.70m、床面までの深さ0.19m、掘

方までの深さ0.28m、面積は8.71㎡である。

埋土　暗灰褐色火山灰土からなり軽石を含む。床面付近

の埋土は、風化火山灰土ブロックを含む黄褐色火山灰土

からなり、北西壁側に断片的に堆積する。

床面　暗褐色～黄褐色火山灰土を層厚９cmほど貼って平

坦な床を構築している。

掘方　Ｖ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.04 ～ 0.09mである。南壁寄りに浅い

窪みの１号土坑を検出したほか、方形から不定形の浅い

窪みが検出された。１号土坑は、歪んだ楕円形を呈し、

長径0.94m、短径0.59m、深さ0.22mである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、暗褐色

～黄褐色火山灰土を貼っている。燃焼部壁は41°の勾配

で立ち上がるが煙道は失われている。燃焼部右壁や底面

は薄い赤褐色焼土帯が少しだけ検出されたが、使用面の

大部分は失われており、使用面付近から須恵器の杯（１）

の破片が出土した。燃焼部右壁には長径16cmの亜円礫が

立った状態で検出された。礫の表面は被熱を受け焼土化

しており、燃焼部壁を構成する構築材と考えられる。カ

マド燃焼部を埋める埋土は、暗灰色火山灰土と暗黄褐色

火山灰土が成層している。燃焼部底の掘方からは層厚７

cmの炭化物を含む焼土が検出された。これは過去にカマ

ドを構成した壁材などを構築材として埋め込んで掘方埋

土とし、上位に使用面を構築したものと考えられる。

カマドの長さ103cm、焚口の幅55cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、竪穴住居の東壁際に位置し、南

壁とは少し離れる。貯蔵穴は隅の丸い歪んだ正方形を呈

し、長径73cm、短径71cm、深さ21cmである。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。床

面に主柱となる柱穴を持たない構造の竪穴住居であると

想定される。

遺物　床面から須恵器の椀（２・３）の可能性がある破片

が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

27号竪穴住居（第68・69・70図、PL.23－４～８・45・46、

195・196頁）
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第67図　26号竪穴住居の出土遺物
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第68図　27号竪穴住居

１　黒褐色火山灰土。径５～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を多く含む。・
・ （１～４は竪穴住居埋土）
２　暗灰褐色火山灰土。灰色軽石が点在。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
４　灰褐色土。（カマド埋土）
５　黄褐色火山灰土。径10mmの黄灰色火山灰土ブロックを含む。（掘方埋土）

Ｃ断面
１　灰褐色細粒シルト質火山灰土。風化火山灰土粒を含む。（貯蔵穴埋土）

１　暗灰褐色火山灰土。径５mm大の灰色軽石を含み、風化火山灰土まじり。
・ （１・２はカマド埋土）
２　暗灰色火山灰土。暗黄灰色火山灰土ブロックを含む。
３　暗黄褐色火山灰土。径40mm大の焼土ブロックや径20 ～ 40mmの黄灰色・
・ 風化火山灰土ブロックを含む。（３・４はカマド掘方埋土）
４　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

Ｆ断面
１　黒褐色火山灰土。径1～５mmの灰色軽石を含む。（１・２・３はＰ１
・ 埋土）
２　暗灰色砂質火山灰土。塊状無層理を呈する。
３　暗黄灰色砂質火山灰土。風化火山灰土まじり。
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第69図　27号竪穴住居の出土遺物（１）



グリッド　８－71区Ｋ・Ｌ－15・16

主軸方位　Ｎ68°Ｗ

重複　調査所見では北西隅が26号竪穴住居の埋土に切ら

れており、26号竪穴住居よりも旧いと考えたが、出土遺

物と矛盾するため、遺構の重複関係は26号竪穴住居より

も新しい。

周辺の遺構　25号竪穴住居とは２mの距離にあり、１m

の至近距離に52号土坑が位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有し、正方形に近い長方

形を呈する。長径は3.35m、短径は3.13m、床面までの

深さ0.32m、掘方までの深さ0.38m、面積は8.58㎡であ

る。

埋土　黒褐色～黄褐色のAs-CやHr-FAの軽石を含む成層

した火山灰土からなる。埋土は壁側から竪穴中央に向

かって緩く傾き、すり鉢状に成層して竪穴を埋めており、

上位ほど黒褐色系土からなり軽石も多い。

床面　黄褐色火山灰土を層厚６cmほど貼って平坦な床を

構築している。

掘方　Ｖ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.02 ～ 0.06mである。南壁寄りに１号

ピットを検出したほか、円形の浅い窪みが検出されてい

る。１号ピットは、歪んだ楕円形を呈し、長径42cm、短

径34cm、深さ43cmである。

周溝　カマド周辺と西壁の中央付近の大部分を除いて、

北・東・南壁際を周回する。周溝の最大の上幅は９cm、

最小の底幅は４cm、深さ４cmである。

カマド　東壁の中央南寄りに位置する。カマドの燃焼部

は東壁手前から奥を掘り込んで、壁の外側に構築し、暗

黄褐色火山灰土を貼っている。燃焼部壁は33°の勾配で

緩く傾斜し、84°の勾配で立ち上がるが煙道は失われて

いる。燃焼部壁や底面は薄い赤褐色焼土ブロックが点在

し、使用面には黒色の炭化物や灰が残されている。燃焼

部右壁には長径32cmの亜円礫が立った状態で検出され

た。礫上部の表面は被熱を受けており、燃焼部壁を構成

する構築材と考えられる。カマド燃焼部を埋める埋土

は、暗灰色火山灰土と暗灰褐色火山灰土が成層してい

る。カマドの両袖はⅣ層の火山灰土を緩やかに削りだし

た部分を基礎として、シルトまじりの灰褐色火山灰土を

厚く貼って構築しており、残存状態は良好である。カマ

ド焚口周辺の床面から貯蔵穴周辺には、大小の安山岩亜

角～亜円礫が出土している。これらはカマド構築材とし

て利用された礫の可能性が考えられるが、同様の礫は床

面の中央部からも出土しており、カマドの構築材として

はその量が少し多いように思われる。カマド掘方の燃焼

０ 10㎝１:３
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第70図　27号竪穴住居の出土遺物（２）
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部壁の両脇からはピットが検出されたが、これらは前述

した右壁面を構築していた礫の下底部の掘方を構成する

窪みが含まれる。また、燃焼部中央には長径36cm、短径

24cm、深さ10cmのピットが検出された。これはカマド燃

焼部の位置から考えて支脚にあたる構築材を埋め込ん

だピットの可能性がある。カマドの幅は96cm、長さは

77cm、焚口の幅32cmである。

貯蔵穴　カマドの右側、竪穴住居の南東隅に位置する。

貯蔵穴は歪んだ円形を呈し、直径38cm、深さ21cmである。

前述したカマド周辺の礫は貯蔵穴縁にも及ぶため、貯蔵

穴が床面の高さまで埋没後にこれらの礫は散乱したもの

と考えられる。同様に貯蔵穴埋土からは、貯蔵穴底か

ら17cm上に須恵器の椀（４）、底から10cm上に土師器の甕

（９）の破片が出土したが、これらの破片は床面の破片と

接合することから、礫と同様に移動して堆積したものと

考えられる。

柱穴　床面や掘方の調査で柱穴は検出されなかった。南

壁際から検出されたピット１は、単独で存在し、位置か

ら考えても主柱には相当しない。竪穴住居は、床面に主

柱となる柱穴を持たない構造であると想定される。

遺物　床面から須恵器の椀（１・２・３）や敲石（14）が、

床面付近から灰釉陶器の皿（７）の破片が出土した。また

カマド周辺の床面や貯蔵穴埋土、カマド使用面からは土

師器の甕（９～ 13）の破片が出土し、接合している。

時代　平安時代９世紀末～ 10世紀初頭。

28号 竪 穴 住 居（第71・72・73図、PL.24－１～３・46・47、

196・197頁）

グリッド　８－72区Ｂ－20・８－82区Ｂ－１

周辺の遺構　周辺10mの範囲に竪穴住居はなく、10mの

距離に４号竪穴が存在する。また１m以内の至近距離に

64号土坑が、２mの距離に129号土坑が位置することか

ら、同時存在はない。

形状と規模　北西方向に長軸を有する歪んだ正方形に近

い長方形を呈する竪穴遺構である。長径は4.46m、短径

は4.27m、床面までの深さ0.80m、掘方までの深さ0.93

m、面積は9.65㎡である。

埋土　下位より黄灰色～黄褐色火山灰土、暗灰色～黄褐

色火山灰土、暗灰～黒色火山灰土の順に成層しAs-Cや

Hr-FAの軽石を含まないⅢ～Ⅳ層相当の火山灰土からな

る。埋土は壁側から竪穴中央に向かって傾きながらすり

鉢状に成層して竪穴を埋めており、上位ほど黒色系火山

灰土からなり、下位ほど風化火山灰土のブロックを含む。

床面　暗黄灰色火山灰土を厚さ13cmほど貼って構築して

いるが、その境界は不明瞭である。また床面に炉や焼土

の痕跡は検出できなかった。

掘方　Ｖ層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は0.06 ～ 0.28mである。中央部は方形に

深く窪むが、境界は凹凸があり不明瞭である。掘方の壁

際には南東壁際を除いて、北東・北西・南西壁際を周溝

が周回する。周溝の最大の上幅は22 ～ 43cm、最小の底

幅は10 ～ 20cm、深さ８cmである。

柱穴　掘方で暗黄褐色土を埋土とするピットを５基検出

した。桁行に相当するピット１・２とピット４・３間の

柱間は1.55 ～ 1.70m、梁行に相当するピット１・４と

ピット２・３間の柱間は1.42 ～ 1.84mで歪みが著しい。

ピット１と２の柱筋には外側にピット５が検出された。

ピット１は長径26cm、短径24cm、深さ28cm。

ピット２は長径32cm、短径30cm、深さ15cm。

ピット３は長径35cm、短径27cm、深さ12cm。

ピット４は長径31cm、短径19cm、深さ23cm。

ピット５は長径26cm、短径22cm、深さ10cm。

遺物　28号竪穴住居からは244点の土器の細片や剥片が

出土しているが、その多くは埋土１～２に含まれている。

竪穴内における主な遺物の出土位置は、床面付近と床面

からの70cmの高さに及んでいるが、遺物の全点を地層断

面に投影すると埋土２の上面や埋土１の下底付近がやや

密になっている。出土した土器片は、細片からなるが縄

文時代前期の有尾式や諸磯式を主体とし、埋土１と２層

の境界部には中期の阿玉台式の土器片が出土した。

床面の直上から凹石（48）が、床面から10 ～ 12cmから凹

石（47）と台石（49）が出土し、床面付近からは同一個体と

考えられる深鉢（34・35・36）が出土した。台石は12.6kg

あることから床面付近の場所に当初から留まって埋土に

堆積したものと考えられる。また床面付近からは石錐

（46）が出土した。

時代　縄文時代前期後半。

29号竪穴住居（第74図、PL.28－４～８）

グリッド　８－71区Ｑ－15・16
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第71図　28号竪穴住居

１　暗灰～黒色火山灰土。径50 ～ 200mmの暗灰色細粒火山灰土ブロック・
・ を多く含む。（１～５は竪穴住居埋土）
２　暗灰～黄褐色火山灰土。径10 ～ 200mm大の暗灰色火山灰土や黄灰色・
・ 風化火山灰土ブロックを多く含み、中央部ほど暗灰色ブロックが多・
・ い。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを多く含む。
４　黄褐色火山灰土.。径100mm大の黄褐色火山灰土や風化火山灰土ブロッ
・ クを多く含む。
５　黄灰褐色火山灰土。母材は黄灰色風化火山灰土から構成される堆積・
・ 物。
６　暗黄灰色火山灰土。径200mm大の暗灰色火山灰土ブロックを多く含む。
・ （掘方埋土）

Ｃ～Ｇ断面
１　暗黄褐色土。風化火山灰土まじり。（P1 ～ P5埋土）
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第72図　28号竪穴住居と出土遺物
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第73図　28号竪穴住居の出土遺物
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第74図　29号竪穴住居

１　黒色細粒火山灰土。径５mmの灰色軽石（As-C）を含む。下底に径20mm大の暗灰色火山・
・ 灰土ブロックを含む。（１・２・３は竪穴住居埋土）
２　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含む。径10 ～ 30mmの黄褐色火山灰土ブロックを含む。
３　暗黄褐色火山灰土。黄褐色火山灰土ブロックを含む。
４　褐色火山灰土。黄灰褐色風化火山灰土まじり。（掘方埋土）

１　暗灰色火山灰土。径20mm大の黄灰色火山灰土ブロックを含む。灰色・
・ 軽石を含む。（１～５はカマド埋土）
２　黄灰褐色火山灰土。黄灰色火山灰土ブロックを多く含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり径５～ 10mm大の赤褐色焼土粒・
・ を含む。
４　赤褐色火山灰土。10mm大の焼土ブロックや黒色火山灰土ブロックを・
・ 含む。
５　暗灰色砂質火山灰土。灰まじりの火山灰土で赤褐色の焼土粒を含む。
６　暗灰色火山灰土。風化火山灰土まじり。（６・７はカマド掘方埋土）
７　黒褐色火山灰土。灰色軽石を多く含む。



主軸方位　Ｎ88°Ｗ

周辺の遺構　周辺10mの範囲に竪穴住居はなく孤立して

存在する。１m以内の距離に３号溝が位置することから、

同時存在はない。

形状と規模　南北方向に長軸を有する長方形を呈する竪

穴住居である。北側が現代の耕作により失われているが、

掘方で床面の輪郭が検出できたことから規模は推定でき

る。長径は2.70m、短径は2.17m、床面までの深さ0.30

m、掘方までの深さ0.39m、面積は3.72㎡である。

埋土　黒色～褐色のAs-CやHr-FAの軽石を含む成層した

火山灰土からなる。埋土は南北の壁側から竪穴中央に向

かって傾きながらすり鉢状に成層して竪穴を埋めてお

り、最上位は黒色細粒火山灰土からなる。

床面　褐色火山灰土を層厚９cmほど貼って平坦な床を構

築している。

掘方　Ⅳ～Ｖ層の風化火山灰土を掘り込んで構築してお

り、床と掘方の間は0.06 ～ 0.09mである。東壁寄りの

北側に１号ピットを検出したほか、北壁側と南壁側に歪

んだ方形の浅い窪みが検出されている。１号ピットは、

円形を呈し、直径22cm、深さ31cmで底部は尖っている。

カマド　東壁のほぼ中央に位置する。カマドの燃焼部は

東壁手前から奥を掘り込んで壁の外側に構築し、暗灰色

火山灰土を貼っている。燃焼部壁は44°の勾配で立ち上

がるが煙道は失われている。燃焼部壁には赤褐色焼土ブ

ロックが点在するのみで、使用面はほとんどが失われて

いる。燃焼部の両壁には長径24 ～ 28cmの亜円礫が立っ

た状態で検出された。また燃焼部中央には長径19cmの円

礫が同様に立てられた状態で検出した。後者の礫上部の

表面は被熱を受けて赤褐色化が顕著である。前者の礫は

燃焼部壁を構成する構築材、後者の礫はカマドの支脚と

考えられる。カマド燃焼部を埋める埋土は、黄灰褐色火

山灰土の上部と赤褐色焼土ブロックを含む赤褐色火山灰

土が成層している。これらは下位より燃焼部の天井部を

構築していた燃焼部壁のブロックが滑落して堆積したも

のと考えられる。カマドの右袖はⅣ層の火山灰土を緩や

かに削りだした部分を基礎として、暗亜褐色火山灰土を

薄く貼って構築していることが窺える。カマド焚口周辺

の床面から貯蔵穴周辺には、大小の安山岩亜角～亜円礫

が出土している。

カマドの幅は75cm＋、長さは54cm、焚口の幅34cmである。

貯蔵穴と柱穴　床面や掘方の調査で貯蔵穴や柱穴は検出

されなかった。床面の北東から検出されたピット１は、

単独で存在し、位置から考えても主柱には相当しない。

竪穴住居は、床面に主柱となる柱穴を持たない構造であ

ると想定される。

遺物　時代を示す遺物は出土しなかった。

時代　埋土に古墳時代後期のテフラを含有し、古墳時代

から古代の時期に帰属することは確実であり、他の竪穴

住居と規模やカマドの構造などを比較すると平安時代の

可能性が高いものと思われる。

30号竪穴住居（第75・76図、PL.25－１～５・47、198頁）

グリッド　８－71区J・Ｋ－９・10

主軸方位　Ｎ86°Ｗ

周辺の遺構　１号竪穴とは８mの距離にあるが、周囲に

は遺構が存在しない。

形状と規模　東西方向に長軸を有し方形を呈する竪穴住

居であるが、南側が調査区外にある。長径は3.27m、短

径は3.09m＋、床面までの深さ0.21m、掘方までの深さ

0.30m、検出された最大の面積は7.68㎡＋である。

埋土　暗灰褐色のAs-CやHr-FAの軽石を含む成層した火

山灰土からなる。埋土はほぼ水平に成層して竪穴を埋め

ており、軽石を含む黒色細粒火山灰土のⅡ層に被覆され

ている。

床面　黄灰褐色火山灰土を層厚15cmほど貼って平坦な床

を構築している。

掘方　Ｖ層の風化火山灰土を浅く掘り込んで構築してお

り、床と掘方の間は0.05 ～ 0.15mで平坦である。

カマド　東壁に位置するが竪穴住居の南側は調査区外に

あり、カマドの位置は東壁中央ないし南寄りと推定し

た。カマドの燃焼部は東壁手前を掘り込んで、壁の内側

に構築している。袖や燃焼部は暗灰褐色火山灰土を貼っ

ている。燃焼部壁は38°の勾配で緩く立ち上がるが煙道

は失われている。燃焼部壁は構築材の亜角礫が高温酸化

によって赤褐色を呈しており被熱の痕跡が著しい。使用

面には赤褐色の焼土粒が点在するのみで、灰や焼土は失

われている。カマドの使用面からは灰釉陶器の椀（５）の

破片が出土した。燃焼部の両壁には長径26 ～ 34cmの亜

角～亜円礫が立った状態で4点検出され、燃焼部奥には

長径39cmの亜角礫が積まれている。また燃焼部中央には

第３章　調査された遺構と遺物
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第75図　30号竪穴住居

１　灰褐色耕作土
２　暗灰色軽石まじり細粒火山灰土。径2～ 15mmの灰色軽石（Hr-FA）を含む。径100mm大の火山灰土
ブロックを含む。Ⅱ層

３　暗灰褐色軽石まじり火山灰土。径２～10mmの灰色軽石（Hr-FAやAs-C）を含む。（３・４・５は埋土）
４　暗黄褐色火山灰土。径10mm大の風化火山灰土ブロックを含む。
５　暗黄褐色火山灰土。
６　黄灰褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含む。（掘方埋土）

１　暗灰褐色火山灰土。径５mm大の灰色軽石を含む。（１・２・３はカマド埋土）
２　暗灰色火山灰土。焼土粒を含む。
３　暗灰色火山灰土。
４　橙灰褐色火山灰土。径２mmの焼土粒を含む。（４～９はカマド掘方埋土）
５　暗黄灰褐色火山灰土のブロック。
６　黄灰褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを多く含む。
７　暗灰褐色火山灰土。
８　灰褐色火山灰土。
９　暗褐色火山灰土。



長径16cmの円礫が同様に立てられた状態で検出した。こ

れらの礫の表面は、カマド燃焼部の側面に対して強い被

熱を受け赤褐色化が顕著である。前者の立てられた礫は

燃焼部壁を構成する構築材、積まれた礫は天井架構材で、

後者の礫はカマドの支脚と考えられる。カマド燃焼部を

埋める埋土は、暗灰色火山灰土の暗灰褐色火山灰土が成

層しているが燃焼部壁のブロックなどの痕跡は認められ

ない。カマドの袖は灰褐色火山灰土を厚く貼って作られ、

袖の外縁には長径15cmの亜円礫２点を埋めて構築してい

る。カマド使用面の埋土からは大小の土師器甕が出土し

ており、カマドの廃絶時に存在した土器であるものと考

えられる。

カマドの幅は90cm、長さは75cm、焚口の幅25cmである。

貯蔵穴と柱穴　床面や掘方の調査で貯蔵穴や柱穴は検出

されなかった。貯蔵穴は調査区外に存在する可能性が高

い。また竪穴住居は、床面に主柱となる柱穴を持たない

構造であると想定される。

遺物　床面から土師器の甕（６）や鉄鏃（７）、床面付近か

ら土師器の杯（１）、須恵器の椀（２）が出土し、埋土から

須恵器の杯（３）の破片が出土した。またカマド左袖奥の

外側の床面から砥石（８）が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２
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第76図　30号竪穴住居の出土遺物

1

2

3

4

5

6

7（1/2）

8



第３節　竪穴

１号竪穴（第77図、PL.25－６・47、198頁）

グリッド　８－71区Ｉ・Ｊ－11・12

主軸方位　Ｎ11°Ｅ

周辺の遺構　２号竪穴とは３ｍの距離にある。

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ長方形を呈

する竪穴遺構である。長径は5.60ｍ、短径は3.76ｍ、床

面までの深さ0.19ｍ、面積は16.90㎡である。

埋土　黒褐色～暗褐色火山灰土が凹凸を埋めるように成

層している。埋土にはAs-CやHr-FAの軽石を含む黒褐色

火山灰土を含まない。

床面　Ⅲ～Ⅳ層の火山灰土を削りだして平坦な床面を構

築しているが、硬化面はない。

柱穴　床面では柱穴は検出されなかった。竪穴の規模か

ら考えて主柱となる柱穴を持たない構造の建物であると

は考えにくい。

遺物　床面から12cm上の埋土から凹石（３）が、埋土から

石鏃（１・２）が出土した。これらは縄文時代の遺物であ

るが、現代の畑の耕作痕がおよぶ検出面付近に存在する

ことから混入した遺物である可能性は否定できない。

時代　出土遺物は縄文時代であるが、時代は不明である。

２号竪穴（第78図、PL.25－７～８）

グリッド　８－71区Ｇ・Ｈ・Ｉ－12・13

主軸方位　Ｎ23°Ｅ

周辺の遺構　１号竪穴とは３ｍの距離にある。

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ長方形を呈

する竪穴遺構である。長径は5.97ｍ、短径は5.58ｍ、床

面までの深さ0.13ｍ、面積は28.64㎡である。

埋土　灰色軽石を含む黒褐色火山灰土と暗灰色火山灰土

が水平に成層して竪穴を埋めている。

床面　Ⅲ～Ⅳ層の火山灰土を削りだして平坦な床面を構

築しているが、硬化面はない。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。竪穴の規模から

考えて主柱となる柱穴を持たない構造の建物である可能

性は極めて低い。

時代　遺物の出土がなく、検出面付近の埋土は現代の耕

作によってテフラが混入した可能性もあるが、古墳時代

以降のテフラが埋土に混入しているため古墳時代以降で

ある可能性がある。

３号・５号竪穴（第79 ～ 85図、 PL.26－１～５・47 ～ 60、

198 ～ 201頁）

グリッド　８－72区Ａ・Ｂ－15・16・17

重複　３号竪穴の埋土は49号土坑に切られることから49

号土坑より旧い。

周辺の遺構　70号土坑とは１ｍ以内の至近距離にある。

形状と規模　発掘調査では歪んだ円形を呈する竪穴遺構

の３号竪穴と３号竪穴に重複した５号竪穴として検出し

たが、整理作業で両遺構の遺物の出土状態や層位などを

検討した結果、これらを３号・５号竪穴に統合した。調

査時の３号竪穴の長辺は5.14ｍ、短径は4.77ｍ、床面ま

での深さ0.94ｍ、面積は12.66㎡である。調査時の５号

竪穴は竪穴の北西部分の大部分が３号竪穴により失われ

たと推定し、残存する最大の長辺は5.27ｍ＋、短径は3.10

ｍ＋、床面までの深さ0.55ｍ、残存する最大の面積は3.06

㎡＋である。

整理作業で統合した３号・５号竪穴の長辺は5.91ｍ、短

径は4.74ｍ、床面までの深さ1.01ｍ、面積は15.72㎡で

ある。

埋土　３号竪穴の埋土は、下位より黄灰色～黄褐色火山

灰土の互層、暗灰～黒褐色火山灰土の互層の順に成層し、

As-CやHr-FAの軽石を含まないⅢ～Ⅳ層相当の火山灰土

からなる。埋土は壁側から竪穴中央に向かって傾きなが

らすり鉢状に成層して竪穴を埋めており、上位ほど黒色

系火山灰土からなり、下位ほど風化火山灰土のブロック

を多く含む。５号竪穴部分の埋土は、褐色火山灰土の互

層からなる。

床面　３号竪穴の床面は、風化火山灰土のブロックを含

む暗灰色火山灰土を凹凸の窪みを埋めるように床面を構

築しているが硬化面はなく、炉跡や焼土の痕跡も検出で

きなかった。５号竪穴の床面はＶ層の火山灰土を削って

床面を構築しており、掘方は見られない。５号竪穴の床

面からは長径34cmの安山岩円礫が出土している。

掘方　３号竪穴の掘方は、Ｖ層の風化火山灰土を掘り込

んで構築しており、床と掘方の間は最大11cmである。竪

穴の北側は不定形の窪みが複数検出されたが、境界は凹

凸があり不明瞭である。
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１号竪穴

柱穴　３号・５号竪穴ともに床面や掘方では柱穴は検出

されなかった。竪穴の規模から考えて主柱となる柱穴を

持たない構造の建物であるとは考えにくいが、竪穴の外

側に柱穴を持つ構造の建物である可能性も否定できな

い。

遺物　３号・５号竪穴からは729点の土器の細片や剥片

が出土しているが、その多くは埋土１・３・４に含まれ

ている。竪穴内における遺物の出土位置は、床面付近と

床面から90cmの高さに及んでおり幅がある。遺物の全点

を地層断面に投影すると埋土１の下底や埋土３の上部、

埋土４の下部がやや密になっている。出土した土器片は、

細片からなるが縄文時代前期の有尾式を含み諸磯b式か

ら諸磯c式が主体である。また中期の五領ヶ台式や阿玉

台式の土器片も少量含まれている。埋土から出土した深

鉢（18・22・23・30・31）は数点の細片が接合している。

床面付近からは打製石斧（56）が出土したが、１kg近い重

量を有する石製品は見あたらない。床面付近20cm±から

凹石（63・64）や磨石（66）が出土ている。

時代　縄文時代前期後半。

４号竪穴（第86 ～ 90図、PL.26－６～８・50・51、201・

202・203頁）

グリッド　８－71区Ｓ・Ｔ－19・20

周辺の遺構　28号竪穴住居とは10ｍの距離にある。58・

133号土坑は２ｍの距離に位置する。

形状と規模　歪んだ正方形を呈する竪穴遺構である。長

径は5.05ｍ、短径は5.03ｍ、床面までの深さ0.61ｍ、掘

方までの深さ0.74ｍ、面積は10.91㎡である。

第77図　１号竪穴と出土遺物
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１　黒褐色火山灰土。褐色火山灰土まじり。（１・２・３は竪穴埋土）
２　暗褐色火山灰土。褐色火山灰土や風化火山灰土まじり。
３　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

1（1/1）
2（1/1）

3

０ 10㎝１:３

０ ２ｍ１: 60

０ ２㎝１:１
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２号竪穴

埋土　下位より黄灰色～黄褐色火山灰土、暗褐色火山灰

土の順に成層し、As-CやHr-FAの軽石を含まないⅢ～Ⅳ

層相当の火山灰土からなる。埋土は壁側から竪穴中央に

向かって傾きながらすり鉢状に成層して竪穴を埋めてお

り、上位ほど黒色系火山灰土からなり、下位ほど風化火

山灰土のブロックを多く含む。

床面　風化火山灰土のブロックを含む暗褐色火山灰土を

層厚13cmほど貼って床面を構築しているが硬化面はみら

れず、炉跡や焼土の痕跡も検出されなかった。

掘方　V層の風化火山灰土を掘り込んで構築しており、

床と掘方の間は３～ 13cmである。竪穴の中央からは不

定形の歪んだ菱形の窪みが検出され、長径28cmの台形の

亜円礫や長径18 ～ 22cmの亜円礫が４点出土している。

柱穴　床面では柱穴は検出されなかった。竪穴の規模か

ら考えて主柱となる柱穴を持たない構造の建物であると

は考えにくい。

遺物　４号竪穴からは1942点の土器の細片や剥片が出土

しているが、その多くは主に埋土１・２・３に含まれて

いる。竪穴内における主な遺物の出土位置は、床面付近

と床面から70cmの高さに及んでおり幅がある。遺物の全

点を地層断面に投影すると埋土１の下底や埋土３の全体

が均一にやや密になっており、埋土１・２の下底はやや

面的な密集が認められる。出土した土器片は、細片から

なるが縄文時代前期の諸磯ｂ式～ｃ式が主体である。ま

た、興津式の深鉢（39・40・41）の細片も含まれている。

床面付近の埋土から出土した深鉢（14・33）は数点の細片

が接合している。床面付近から石核（53）や多孔石（62）や

重量のある石製品が数点出土した。これらは床面付近か

ら出土した石皿（60）や凹石（57）、台石（61）などであり重

量が１kgを越えるものが出土している。

時代　縄文時代前期後半。

第78図　２号竪穴
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１　黒褐色火山灰土。灰色軽石を含む。（１・２は竪穴埋土）
２　暗灰色火山灰土。風化火山灰土まじり。

０ ２ｍ１: 60
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３号竪穴
１　黒褐色火山灰土。褐色火山灰土ブロックを含む。

（１～８は竪穴埋土）
２　暗褐色火山灰土。褐色火山灰土や風化火山灰土ブ

ロックを含む。
３　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
４　暗灰～暗黄褐色火山灰土。径30 ～ 100mmの暗灰色

火山灰土ブロックを多く含む。
５　暗褐色火山灰土。径50 ～ 200mmの黄褐色火山灰土

ブロックを多く含むが、ブロックの濃密は不均一
で塊状の堆積状態を呈する。

６　暗灰色火山灰土。黄灰色風化火山灰土のブロック
を含む。

７　暗灰色火山灰土。径100mm大の暗灰色火山灰土ブ
ロックを多く含む。

８　黄褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを
多く含む。

９　暗灰色火山灰土。風化火山灰土まじりで粘土化が
著しい。（９・10は掘方埋土）

10　黄灰色火山灰土。暗灰色火山灰土ブロックを含む。

５号竪穴
１　褐色火山灰土。径２～５mm白色軽石粒を含む。（１・

２・３は竪穴埋土）
２　褐色火山灰土。径２mm大の白～灰色軽石粒が点在。
３　褐色火山灰土。

０ ２ｍ１: 60
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１　暗褐色火山灰土。黒色火山灰土まじり。（１～７は竪穴
埋土）

２　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
３　暗褐色火山灰土。径50 ～ 200mmの暗灰褐～黄褐色火山灰

土ブロックを多く含むが、ブロックの濃密は不均一で塊
状の堆積状態を呈する。

４　黄褐色火山灰土。径20 ～ 40mm大の暗灰～黄褐色火山灰
土ブロックを多く含む。

５　黄褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
６　黄褐色火山灰土。暗灰色火山灰土や黄灰色風化火山灰土

ブロックを含む。
７　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
８　暗褐色火山灰土。径50 ～ 200mm大の暗灰色火山灰土や黄

灰色風化火山灰土ブロックを多く含む。（掘方埋土）

０ ２ｍ１: 60
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第４節　古墳

１号古墳（第91・92図、PL.27－１～５・22、203・204頁）

グリッド　７－80区Ｂ～Ｅ－７～ 10

周辺の遺構　周辺９～ 10ｍの範囲に竪穴住居はなく孤

立して存在する。17号竪穴住居は９ｍ、５号・７号竪穴

住居は10ｍの距離に位置する。また１号・２号竪穴住居

は17 ～ 19ｍの距離に位置しており、これらの竪穴住居

群は、古墳を取り囲むように分布しており、墳丘を意識

して構築された可能性が高い。

検出状況　調査前の調査区の現況は畑地であり、古墳の

存在を示すような微地形の高まりなどは確認できなかっ

た。１号古墳周辺の地盤標高は139.72ｍで、耕作土の層

厚は18cm、平安時代末に形成されたId層の下底は地表か

ら50cm下位にあることから、古墳の墳丘は耕作等によっ

て大部分が削られていたと考えられる。

形状と規模　遺構確認面では周堀と主体部の土坑のみが

検出され、墳丘盛土はまったく残されていなかった。周

堀の内側の長軸方位と主体部の主軸方位は一致してお

り、整った周堀の内側の輪郭からも方形を意識して古墳

を構築していることは明らかである。確認面での周堀内

側の形は、歪んだ正方形に近い長方形を呈する。主体部

と周堀内側の長軸は、Ｎ50°Ｗで、周堀内側は北西方向

に長軸を呈し、長径は9.75ｍ、短径は9.36ｍである。

周堀　周堀は残存状態が良好な北東部と北西部で遺構確

認面の最大の上幅が2.30 ～ 2.96ｍ、溝底の下幅は0.48

～ 0.76ｍ、深さは0.66 ～ 0.78ｍである。周堀外側の平

面形状に凹凸があるのに対して、内側の形状は方形の区

画が整っている。また、周堀の遺構確認面での形状が三

日月形を呈する南西部の周堀は、遺構確認面の最大の上

幅が1.86 ～ 3.23ｍ、溝の下幅は0.50 ～ 0.86ｍ、深さは

0.55 ～ 0.79ｍである。歪んだ楕円形を呈する南東部の

周堀は、遺構確認面の最大の上幅が2.30 ～ 2.35ｍ、溝

の下幅は1.65 ～ 1.72ｍ、深さは0.35 ～ 0.46ｍで、周堀

底の幅が広く歪んだ楕円形の箱形の形状を呈する。

周堀埋土　下位より黄灰色火山灰土ブロックを含む黒褐

色火山灰土、暗褐色火山灰土、As-CやHr-FAの軽石を多

く含む黒褐色火山灰土の順で成層している。埋土は壁側

から溝中央に向かって緩く傾きながら成層し、軽石を含

む黒褐色土が周堀の中央部を埋めている。

主体部　周堀内側のほぼ中央に位置し、周堀内側縁間は、

北東側が2.52 ～ 3.19ｍ、南西側が2.94 ～ 3.58ｍである。

主体部の長軸方向である北西側は2.22 ～ 2.37ｍ、南東

側は0.58ｍと短い。主体部は歪んだ長方形を呈する土坑

で、石室の掘方であると考えられる。周堀内側と接近し

た主体部の南東側が前庭部にあたる可能性がある。主体

部の長径は6.75ｍ、短径は2.28 ～ 3.91ｍ、深さ0.44ｍ

である。主体部中央の長径は4.58ｍ、短径は2.82ｍにあ

たる方形の範囲が土壌攪乱を受けて失われている。この

範囲は主体部の形状に近似している。

埋土　黄褐色火山灰土ブロックを含む黒褐色火山灰土の

互層からなる。埋土には灰色軽石粒が少し含まれる。

遺物　周堀の埋土から土師器の杯（１・２・３）の破片や

須恵器の杯（４・５・６）や椀（７・８・９）の破片が出土

した。

時代　埋土から出土した土師器は７世紀末～８世紀初

頭、須恵器は９世紀の年代を示す。このことから周堀の

埋没は7世紀末以前に遡る可能性が高く、古墳は7世紀代

に構築された可能性がある。
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a1　黄褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。径
20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。（a1 ～ a4は古墳周堀
埋土）

a2　暗黄褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
a3　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。径

20mm大の風化火山灰土ブロックを含む。
a4　暗褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。径10 ～ 20mm大の風化火山灰

土ブロックを多く含む。
b1　暗褐色火山灰土。径10 ～ 30mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含

む。（b1・b2・b3は古墳主体部の掘方埋土）
b2　黒～暗褐色火山灰土。灰色軽石を少量含み、径５～ 30mm大の黄灰色

風化火山灰土ブロックを含む。
b3　暗褐色火山灰土。径20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
c1　暗褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。風

化火山灰土まじり。（c1 ～ c6は古墳周堀埋土）
c2　黒褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
c3　黄褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。底

部には径20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
c4　黄褐色火山灰土。20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含み、

基質は褐色火山灰土。
c5　黒褐～灰褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
c6　黄褐色火山灰土。径10mm大の風化火山灰土ブロックを含む。

０ ５ｍ１: 100
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a1　黒褐色火山灰土。径１～ 20mmの灰色軽石（As-C、Hr-FA）を含む。風
化火山灰土まじり。（a1 ～ a5は古墳周堀埋土）

a2　黒～黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽石を少量含む。
a3　黄褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
a4　黄褐色火山灰土。径10 ～ 20mm大の風化火山灰土ブロックを多く含む。
a5　暗褐色火山灰土。径10 ～ 20mm大の風化火山灰土ブロックや黒色土ブ

ロックを多く含む。
b1　褐色火山灰土。（b1・b2・b3は古墳主体部の掘方埋土）

b2　黄褐色火山灰土。径10 ～ 20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックや暗
灰色火山灰土ブロックを含む。

b3　黄褐色火山灰土。径10 ～ 20mm大の黄灰色風化火山灰土ブロックを含
む。基質は暗灰色火山灰土。

c1　褐色火山灰土。灰色軽石（As-C、Hr-FA）を少量含む。風化火山灰土ま
じり。（c1・c2・c3は古墳周堀埋土）

c2　黒褐色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
c3　黄褐色火山灰土。径５～ 10mm大の風化火山灰土ブロックを含む。

1
2

3

4 5

6

7
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9

０ ５ｍ１: 100
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第５節　道

１号道（第93図、PL.28－１・52、204頁）

グリッド　７－80区Ｊ～Ｍ－９・10

主軸方位　Ｎ78°Ｅ

周辺の遺構　８号竪穴住居とは１ｍの至近距離にある。

６号竪穴住居とは４ｍの距離にある。竪穴住居の主軸方

位と遺構の長軸方位が近似するのは、７号・17号竪穴住

居である。１号道の走行方向である北東－南西方向の延

長部には同時代の竪穴住居が見られないことから、周辺

の竪穴住居は１号道を意識して構築された可能性があ

る。

形状と規模　東北東方向に長軸を有する２条の溝からな

る道状遺構である。溝間の内側は、2.43 ～ 2.60ｍ、溝

間の外側は3.93 ～ 4.27ｍで平行である。南側の溝の長

さは16.40ｍ、上幅は0.88 ～ 1.00ｍ、下幅は0.13 ～ 0.37

ｍ、深さ0.31 ～ 0.42ｍで、溝の底は凹凸があるが、ほ

ぼ水平である。北側の溝の長さは15.15ｍ、上幅は0.53

～ 0.67ｍ、下幅は0.15 ～ 0.27ｍ、深さ0.20 ～ 0.49ｍで、

溝の底は凹凸があるが、ほぼ水平である。

埋土　As-CやHr-FAの灰色軽石を含む灰褐色火山灰土が

溝を埋め、底面には黒色火山灰土の薄層が見られる。

道路面　遺構確認面ではⅢ～Ⅳ層の境界付近で道路を構

築した面を確認したが、硬化面などは検出されなかっ

た。南側の溝の埋土から土師器の杯（１）や甕（４）の破片

が出土した。北側の溝の底22cm上からは完形の須恵器の

椀（３）や12cm上からは杯（２）の破片が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

第６節　溝

１号溝（第94図、PL.28- ２）

グリッド　８－72区Ｄ・Ｅ－14・15

主軸方位　N62°E

重複　なし

周辺の遺構　73号・74号・75号土坑とは５ｍの距離にあ

る。周辺にある遺構で主軸方位が近似するものはない。

形状と規模　全長は6.40ｍで東北東から西南西へ走行

し、調査区外へ延びている。検出された上下幅は0.30

～ 1.37ｍ、深さ0.07 ～ 0.43ｍである。東端と西端の底

面比高差は0.74ｍで西に向かって勾配が認められる。溝

の断面形状は浅い皿状を呈する。

埋土　暗灰色火山灰土の互層からなる。埋土に水流の痕

跡を示す堆積物は認められないが、調査区西側の谷に向

かって排水するための溝である可能性がある。

時代　出土遺物がなく、埋土に年代を示すテフラも混入

していないため時代は不明である。

２号溝（第94図、PL.28－３）

グリッド　８－71区Ｎ・Ｏ－15・16

主軸方位　Ｎ２°Ｗ

重複　３号溝とほぼ同時期の遺構である可能性が高い。

周辺の遺構　121号・122号土坑とは３ｍの距離にある。

周辺にある遺構で主軸方位が近似するものはない。

形状と規模　全長は1.8ｍで南北方向に走行し、３号溝

と合流している。北端は現代の耕作により失われており、

断片的にしか分布しない。検出された上下幅は1.35 ～

1.56ｍ、深さ0.20ｍである。分布が断片的なため勾配は

不明であるが、地形的には北から南に流れる溝であると

想定される。溝の断面形状は浅い皿状を呈する。

埋土　灰色軽石を少量含む暗灰色火山灰土の互層からな

る。埋土に水流の痕跡を示す堆積物は認められないが、

３号溝に排水するための溝である可能性がある。

時代　出土遺物がなく、埋土にはHr-FAの軽石が混入し、

As-Bの軽石粒が含まれないため時代は古代の可能性があ

る。

３号溝（第94図、PL.28－４）

グリッド　８－71区Ｅ～Ｔ－15・８－72区Ａ－15

主軸方位　Ｎ89°Ｅ

重複　２号溝とほぼ同時期の遺構である可能性が高い。

123号土坑を切るので、土坑よりも新しい。

周辺の遺構　至近距離に土坑群や竪穴住居が検出される

が、重複はないので遺構群の分布を規制する土地の境界

の役割を持つ溝である可能性がある。

形状と規模　全長は75.04ｍで東西に方向に走行し、２

号溝と合流している。東端は現代の耕作により失われて

いる。検出された上下幅は1.17 ～ 1.50ｍ、深さ0.03 ～

0.21ｍである。東端と西端の底面比高差は0.36ｍで西に

第５節　道
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第６節　溝

121

１　灰褐色火山灰土。径20 ～ 50mm大の灰色火山灰土ブロッ
クを含む。（１・２・３は埋土）

２　暗灰色火山灰土。灰色軽石を少量含む。
３　暗黄褐色火山灰土。黄褐色火山灰土ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。（１・２は埋土）
２　暗灰色火山灰土。径２mm大の灰色軽石を含む。

０ １ｍ１:40

０ ５ｍ１:200
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４号溝

向かって勾配が認められる。溝の断面形状は浅い皿状を

呈する。

埋土　灰色軽石を含む暗灰色火山灰土の互層からなる。

埋土に水流の痕跡を示す堆積物は認められない。２号溝

とともに排水や土地の区画を示すための溝である可能性

がある。

時代　出土遺物がなく、埋土にはHr-FAの軽石が混入し、

As-Bの軽石粒が含まれないため時代は古代の可能性があ

る。

４号溝（第95図、PL.28－５～６、204頁）

グリッド　７－80区Ｔ－15・16

主軸方位　Ｎ６°Ｅ

重複　なし

周辺の遺構　43号土坑に５ｍの距離にある。

形状と規模　全長は1.20ｍで東北東から西南西へ走行

し、北側は調査区外へ延び南側は５ｍ未満で殲滅してい

ると考えられる。検出された上下幅は2.12 ～ 2.34ｍ、

深さ0.36 ～ 0.59ｍである。北端と南端の底面比高差は

0.23ｍで南に向かって19％の急な勾配が認められる。溝

の断面形状は歪んだ椀形状を呈する。

埋土　黒色～暗灰色火山灰土が緩く傾いて、谷を覆いな

がら成層している。埋土に水流の痕跡を示す堆積物は認

められないことや、南側に急勾配の傾斜を持ち５ｍ未満

の延長内で殲滅することから溝状の土坑である可能性が

高い。

遺物　埋土から土師器の杯（１）の破片が出土した。

時代　奈良時代８世紀中頃。

０ 10㎝１:３

第95図　４号溝と出土遺物

第３章　調査された遺構と遺物

122

１　灰色耕作土。Ia層
２　黒褐色火山灰土。灰色軽石を含む。（２～７は埋土）
３　暗褐色火山灰土。
４　黒褐色火山灰土。灰色軽石が点在。
５　黒褐色火山灰土。
６　黒褐～暗褐色火山灰土。風化火山灰土ブロックを含む。
７　暗褐色火山灰土。
８　黒褐色火山灰土。灰色軽石（Hr-FAやAs-C）を含む。Ⅱ層
９　暗褐色火山灰土。９～ 10はⅢ層
10　暗灰色火山灰土。
11　暗黄灰色火山灰土。Ⅳ層

1

０ １ｍ１:40
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１号井戸

第７節　井戸

１号井戸（第96図、PL.27-７・27-８・52、204頁）

グリッド　７－80区Ｊ・Ｋ－12・13

周辺の遺構　８号竪穴住居とは５ｍ、９号竪穴住居とは

６ｍの距離にあり、９号竪穴住居の南壁の延長上に井戸

の北端が接し、８号竪穴住居のほぼ真北に位置する。

形状と規模　検出平面は少し歪んだ円形を呈し、断面形

状は円筒形で検出面付近が上部に広がる深鉢形に似た形

である。長径は2.43ｍ、短径は2.24ｍ、深さ2.66ｍで、

たち割調査を行い未完掘である。井戸の底は中部ローム

層と泥流堆積物に達しており、その境界にある湧水帯で

掘止めにしたものと考えられる。

埋土　暗灰色火山灰土の互層からなる。埋土の上部は、

人頭大の安山岩亜円礫を含む黒色火山灰土からなり、

As-CやHr-FAの灰色軽石を多く含む。中部は灰褐色風化

火山灰土ブロックを含む暗灰褐色火山灰土からなり上位

は亜円礫や灰色軽石を含む火山灰土である。下部は、暗

灰色砂質火山灰土でシルト質である。埋土から出土した

安山岩亜円礫は、長径10 ～ 28cmで埋土の中央部に多く

出土している。

遺物　埋土から須恵器の杯（１）、椀（２）や灰釉陶器の皿

（３）の破片が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

第96図　１号井戸と出土遺物

第７節　井戸

123

１　黒～暗灰色軽石まじり火山灰土。As－CやHr-FAの灰色軽石を多く含む。径20
～ 50cmの亜円礫を含む。（１～４は埋土）

２　暗灰～灰褐色火山灰土。As－CやHr-FAの灰色軽石を含む。径50cm大の亜円礫
を含む。

３　暗灰褐色礫まじり火山灰土。径20cm大の亜円礫や径５～ 10cm大の黄灰褐色
風化火山灰土ブロックを含む。

４　暗灰色砂質土。

1

2

3

０ １ｍ１:40

０ 10㎝１:３



第８節　土坑

１号土坑（第97図、PL.29-１）

グリッド　７－80区Ｍ－14

周辺の遺構　１号～４号土坑は、９号・10号竪穴住居の

南西に分布し、半径４ｍの範囲に広がる。

主軸方位　Ｎ４°Ｅ

形状と規模　南北方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は箱形を呈する。長径は1.16ｍ、短径は0.85ｍ、

深さ0.44ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土の互層からなり、灰色軽石粒が点

在する。埋土の上部は黄灰褐色火山灰土のブロックを含

む。

時代　埋土にAs-CやHr-FA起源の灰色軽石を含むことか

ら古墳時代以降であるが、時代は不明である。

２号土坑（第97図、PL.29－２、204頁）

グリッド　７－80区Ｎ－13

周辺の遺構　１号～４号土坑は、９号・10号竪穴住居の

南西に分布し、半径４ｍの範囲に広がる。

主軸方位　Ｎ85°Ｗ

形状と規模　東西方向に長軸を有する隅の丸い歪んだ長

方形を呈し、断面形状は浅い皿状を呈する。長径は1.08

ｍ、短径は0.83ｍ、深さ0.16ｍである。

埋土　主に黄灰褐色火山灰土からなり、Hr-FAの白色軽

石を含む。

遺物　埋土から須恵器の椀（１）の破片が出土した。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であり、遺物から古墳時代後期から平安時代に帰属する

と考えられる。

３号土坑（第97図、PL.29－３）

グリッド　７－80区Ｎ－13

周辺の遺構　１号～４号土坑は、９号・10号竪穴住居の

南西に分布し、半径４ｍの範囲に広がる。

形状と規模　東西方向に長軸を有する楕円形を呈し、断

面形状は浅い皿状を呈する。長径は0.83ｍ、短径は0.75

ｍ、深さ0.14ｍである。

埋土　下位より黄灰色火山灰土、軽石を含む黄褐色火山

灰土と暗褐色火山灰土からなり、Hr-FAの白色軽石を含

む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

４号土坑（第97図、PL.29－４）

グリッド　７－80区Ｎ－12

周辺の遺構　１号～４号土坑は、９号・10号竪穴住居の

南西に分布し、半径４ｍの範囲に広がる。

形状と規模　円形を呈し、断面形状は浅い皿状を呈する。

長径は0.91ｍ、短径は0.86ｍ、深さ0.27ｍである。

埋土　下位より黄褐色火山灰土、暗褐色火山灰土からな

り、Hr-FAの白色軽石を含む。下底に直径30cm大の橙褐

色焼土ブロックを含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

５号土坑（第97図、PL.29-５・52、204頁）

グリッド　７－80区Ｏ・Ｐ－13

周辺の遺構　１号～４号土坑の西に位置し、３号土坑か

らは３ｍの距離にある。主軸方位は、９号竪穴住居に近

似する。

主軸方位　Ｎ85°Ｗ

形状と規模　東西方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は半月形を呈する。長径は3.25ｍ、短径は1.40ｍ、

深さ0.49ｍである。

埋土　下位より暗灰色火山灰土、軽石を多く含む暗褐色

～黒褐色火山灰土からなり、As-CやHr-FAの白色軽石を

多く含むことから、埋土はⅡ層相当に比定される。

遺物　須恵器の杯（１）が底から27cm、鉄滓（３）が29cm上

から、埋土からは須恵器の杯（２）の破片が出土した。

時代　平安時代９世紀後半。

６号土坑（第97図、PL.29-６）

グリッド　８－71区Ｄ－14・15

周辺の遺構　周辺10ｍの範囲に遺構はなく、孤立して存

在する。

主軸方位　Ｎ２°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、北側は

調査区外にある。断面形状は箱形を呈する。長径は1.72
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１　黒褐色火山灰土。径１～ 10mmの灰色軽
石（As-C、Hr-FA）を含む。風化火山灰土
まじり。（１・２は埋土）

２　褐色火山灰土。少量の灰色軽石を含む。

１　暗灰色細粒火山灰土。径１～５mmの灰色
軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（１・２は埋土）

２　黄褐色火山灰土。径５mmの灰色軽石を含
む。

１　暗灰色細粒火山灰土。径１～２mmの灰色
軽石（As-C、Hr-FA）を含む。（１・２・３
は埋土）

２　黄褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石
を含む。

３　黄灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石
（As-C、Hr-FA）を含む。（１・２は埋土）

２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり、
径５mmの灰色軽石を含む。

１　暗灰色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石
（As-C、Hr-FA）を含む。（１・２・３は埋土）

２　黒褐色火山灰土。径１～５mmの灰色軽石
を含む。径100mm大の暗灰色火山灰土ブ
ロックを含む。

３　暗灰色火山灰土。径５mm大の風化火山灰
土粒を含む。

１　暗灰色火山灰土。灰色軽石が点在する。

2土　1

5土　1

5土　2

5土　3

０ １ｍ１:40

０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３



ｍ＋、短径は0.80ｍ、深さ0.51ｍである。

埋土　北壁の地層断面の観察では、土坑はⅡ層とⅢ層の

層理面から掘り込まれている。埋土は軽石少量を含む暗

灰色火山灰土からなり、As-CやHr-FAの軽石を含むこと

からⅡ層相当に比定される。

時代　埋土に含まれるテフラから古墳時代以降で平安時

代までの時代に帰属する可能性がある。

７号土坑（第98図、PL.29－７）

グリッド　８－71区Ｆ－12

周辺の遺構　19号土坑の北東に位置し、２ｍの距離にあ

る。

主軸方位　Ｎ７°Ｅ

形状と規模　南北方向に長軸を有する短冊状の長方形を

呈し、断面形状は浅い皿状を呈する。長径は4.17ｍ、短

径は0.66ｍ、深さ0.14ｍである。

埋土　黄灰色火山灰土のブロックや軽石を含む暗灰色火

山灰土からなる。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

８号土坑（第98図、PL.29－８）

グリッド　８－71区Ｇ－14・15

周辺の遺構　３号溝と13号土坑の間に位置し、２～３ｍ

の距離にある。

主軸方位　Ｎ４°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は浅い皿状を呈する。長径は2.95ｍ、短径は1.00ｍ、

深さ0.17ｍである。

埋土　黄灰色風化火山灰土のブロックを含む暗灰色火山

灰土からなる。

時代　時代は不明である。

９号土坑（第98図、PL.29－９）

グリッド　８－71区Ｊ・Ｋ－14

周辺の遺構　132号土坑の東北東に位置し、３ｍの距離

にある。

主軸方位　Ｎ10°Ｅ

形状と規模　南北方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は箱形を呈する。長径は1.08ｍ、短径は0.76ｍ、

深さ0.30ｍである。

埋土　黄灰色火山灰土ブロックを含む暗褐色火山灰土と

暗灰色火山灰土により成層している。下位のブロックを

含む土壌は、人為的に埋積された可能性もある。

時代　時代は不明である。

10号土坑（第98図、PL.29－10）

グリッド　８－71区Ｌ・Ｍ－12

周辺の遺構　調査区の南西部にあたる東西65ｍ、南北12

ｍの範囲には10号土坑に形状が近似した複数の短冊状の

土坑が検出されている。これらの土坑群は東西方向や南

北方向の主軸方位を有しており、相互に関係を有する可

能性のある遺構群として扱う。これらは７号・10号・11

号・12号・14号・19号・21号・22号・29号～ 35号・119号・

120号土坑であり、以後は短冊形土坑群と仮称する。

主軸方位　ＥＷ

形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は3.42ｍ、短径は0.80

ｍ、深さ0.26ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり塊状無層理の層相を呈

し、灰色軽石を含まない。

時代　時代は不明である。

11号土坑（第98図、PL.29－11）

グリッド　８－71区Ｍ－12

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、10号・14号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ３°Ｗ

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は3.14ｍ、短径は0.69

ｍ、深さ0.31ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石や下底付近に

黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。

時代　時代は不明である。

12号土坑（第98図、PL.29－12）

グリッド　８－71区Ｎ・Ｏ－12

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、14号・30号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ82°Ｗ
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１　暗灰色火山灰土。径２mm大の灰色軽石を
含み、径10mm大の黄灰色風化火山灰土ブ
ロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径20mm大の黄灰色風化
火山灰土ブロックを含む。

１　暗灰色細粒火山灰土の上層と暗褐色火山
灰土の下層からなる。下層には径20 ～
30mm大の黄褐色火山灰土ブロックを多く
含む。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。径２mm大の灰色軽
石を含み、径10mm大の黄灰色風化火
山灰土ブロックを下底に含む。

１　暗灰色火山灰土。径10mm大の黄褐色
火山灰土ブロックを含む。

０ １ｍ１:40



形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は浅い箱形を呈する。長径は2.32ｍ、短径

は0.65ｍ、深さ0.15ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石や黄灰色風化

火山灰土ブロックを含む。

時代　時代は不明である。

13号土坑（第99図、PL.29－13）

グリッド　８－71区Ｇ・Ｈ－13・14

周辺の遺構　８号土坑の南に位置し、２ｍの距離にある。

主軸方位　Ｎ３°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する歪んだ円形を呈し、断

面形状は半月形の上部と柱穴状の下部からなる。長径は

1.07ｍ、短径は0.88ｍ、深さ0.34ｍである。

埋土　成層した黄灰色風化火山灰土ブロックや灰色軽石

を含む暗灰色火山灰土からなり、火山灰土のブロックは

不淘汰である。成層した埋土は最下底のピットを埋めた

黒褐色火山灰土を覆っており、人為的に埋められた土壌

である可能性がある。土坑埋土は、柱穴の掘方又は柱痕

を抜き取り後の埋め土の可能性がある。

柱穴　土坑底に２基のピットが検出された。ピットは南

側が長径は37cm、短径は24cm、深さ73cmである。北側が

長径は38cm、短径は30cm、深さ71cmである。

遺物　埋土から近世の時期に属する国産施釉陶器の小片

が出土している。

時代　埋土に近世の陶器片を含むことから近世以降であ

る。

14号土坑（第99図、PL.29－14）

グリッド　８－71区Ｍ・Ｎ－12

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、11号・12号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ88°Ｅ

形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は3.05ｍ、短径は0.62

ｍ、深さ0.33ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、暗褐色～黄褐色火山灰

土ブロックを多く含み、不淘汰である。埋土は人為的に

埋められた可能性がある。

時代　時代は不明である。

15号・16号土坑（第99図）

グリッド　８－71区Ｍ－14・15

重複　15号土坑は16号土坑の埋土を切るが、境界面は極

めて不明瞭でほぼ同時と考えられる。15号・16号土坑は

18号土坑に切られるので、18号土坑より旧い。

周辺の遺構　調査区の西部中央にあたる、３号溝南側の

東西21ｍ、南北９ｍの範囲には15号土坑をはじめとして

形状や大きさが異なる土坑が複数検出されている。これ

らの土坑は３号溝から６ｍほどの範囲から検出され東西

方向に分布している。これらの土坑は３号溝の南側に位

置し、短冊形土坑群とも平行して分布することから、相

互に関係を有する可能性のある遺構群として扱う。これ

らは15号～ 18号・23号～ 28号・41号・117号・118号土

坑であり、以後は３号溝南土坑群と仮称する。なお、本

土坑群の16号土坑からは近世の陶器片が、23号・26号・

27号土坑からは近現代の陶磁器片が出土している。この

ことから３号溝南土坑群の時代は近世～近現代の時期に

なる可能性が高い。

主軸方位　Ｎ３°Ｅ

形状と規模　15号・16号土坑とも南北に長軸を有する短

冊状の長方形を呈し、断面形状は箱形を呈する。15号土

坑は、長径は3.38ｍ、短径は0.83ｍ、深さ0.30ｍである。

16号土坑は、西側が15号土坑により失われているが、長

径は4.26ｍ、短径は0.40ｍ、深さ0.28ｍである。

埋土　15号・16号土坑の埋土は暗灰色火山灰土からなり、

15号土坑埋土には灰色軽石の粒が含まれる。

遺物　16号土坑の埋土から近世の時期に属する国産施釉

陶器の小片が出土している。

時代　埋土に近世の陶器片を含むことから近世以降であ

る。

17号土坑（第99図）

グリッド　８－71区L・M－14・15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、15号・16号土坑に１ｍの至近距離にある。

主軸方位　Ｎ84°Ｗ

形状と規模　東西に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は鉢形を呈する。長径は0.98ｍ、短径は0.79ｍ、深さ

0.32ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石の粒が含まれ
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１　暗灰色火山灰土。径２mm大の灰色軽石を
含む。（15号土坑埋土）

２　暗灰色火山灰土。（16号土坑埋土）

１　暗灰色砂質火山灰土。径２mm大の灰色軽
石を多く含む。基質は粗粒の火山灰質の
土壌である。

１　径５～ 20mm黄褐色風化火山灰土ブ
ロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径10 ～ 20mm大の暗
灰～黄褐色火山灰土ブロックを多く含
む。

１　暗灰色火山灰土。径２～ 10mm灰色軽石
（As-C、Hr-FA）を多く含む。黄灰色風化
火山灰土ブロックを含む。（１～４は埋
土）

２　暗灰色火山灰土。径10mm黄灰色風化火山
灰土ブロックを多く含む。

３　灰褐色火山灰土ブロック。径150mm大の
風化火山灰土ブロックからなり基質は、
暗灰色火山灰土。

４　黒褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブ
ロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径２mm大の灰色軽石を
含む。

１　暗灰色砂質火山灰土。灰色軽石を含む。
基質は粗粒の火山灰質の土壌である。

０ １ｍ１:40



る。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

18号土坑（第99図）

グリッド　８－71区Ｍ－14・15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、17号土坑は１ｍの至近距離にある。

主軸方位　Ｎ75°Ｗ

重複　18号土坑は15号・16号土坑を切るので、15号・16

号土坑より新しい。

形状と規模　北西方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は下底が凹凸を呈する半月形を呈する。長径は

1.37ｍ、短径は0.92ｍ、深さ0.43ｍである。

埋土　暗灰色細粒火山灰土からなり、黄灰色風化火山灰

土ブロックを下半部に含む。

時代　近世以降の時期に帰属する15号・16号土坑よりも

新しいので、近世以降の時期に帰属するが、時代は不明

である。

19号土坑（第99図、PL.29－15）

グリッド　８－71区Ｆ・Ｇ－11・12

周辺の遺構　７号土坑の南西に位置し、２ｍの距離にあ

る。

主軸方位　Ｎ76°Ｗ

形状と規模　北西方向に長軸を有する短冊状の長方形を

呈し、断面形状は浅い皿状を呈する。長径は3.99ｍ、短

径は0.74ｍ、深さ0.89ｍである。

埋土　暗灰色砂質火山灰土からなり、基質は暗灰色粗粒

火山灰からなる。

時代　As-B起源の火山灰土からなり、Ⅰc層相当の埋土

である。遺構の帰属する時代は、平安時代以降である。

20号土坑（第99図、PL.30－１）

グリッド　８－71区Ｇ－９

周辺の遺構　21号竪穴住居の南東に位置し、２ｍの至近

距離にある。

主軸方位　Ｎ79°Ｗ

形状と規模　東西方向に長軸を有する短冊状の長方形を

呈し、断面形状は浅い皿状を呈する。長径は2.44ｍ、短

径は0.51ｍ、深さ0.12ｍである。

埋土　暗灰色砂質火山灰土からなり、基質は暗灰色粗粒

火山灰からなる。

時代　As-B起源の火山灰土からなり、Ⅰc層相当の埋土

である。遺構の帰属する時代は、平安時代以降である。

21号土坑（第100図、PL.30－２）

グリッド　８－71区Ｈ－11

周辺の遺構　21号竪穴住居及び１号・２号竪穴の中間に

位置し、２～４ｍの距離にある。

主軸方位　Ｎ９°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は浅い皿状を呈する。長径は1.91ｍ、短径

は0.55ｍ、深さ0.08ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、基質はやや粗粒火山灰

が多い。Ⅰc層相当の埋土である可能性がある

時代　遺構の時代は不明である。

22号土坑（第100図、PL.30- ３・52、 204頁）

グリッド　８－71区Ｋ－12

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、10号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ４°Ｅ

形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は3.41ｍ、短径は0.60

ｍ、深さ0.28ｍである。

埋土　灰色軽石を含む暗灰色火山灰土からなり、黄褐色

火山灰土ブロックを下底に含む。

遺物　埋土から近世の時期に属する国産施釉陶器の小片

や鉄釘（１・２）２点が出土している。

時代　埋土に近世の陶器片を含むことから近世以降であ

る。

23号土坑（第100図、PL.30-４・52、 204頁）

グリッド　８－71区Ｌ－14・15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、24号・25号土坑は１ｍの至近距離にある。

後述する24号～ 28号土坑は土坑底面が凹凸に富み、大

振りな工具痕とも想定されるように波打っている。これ

らの土坑は、火山灰土のブロックを多く含む層相の共通
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１　暗灰色火山灰土。黄褐色火山灰土
ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含み、
径10 ～ 50mm大の黄灰色火山灰土ブ
ロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブ
ロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。下底に黄灰色風化
火山灰土ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径10 ～ 50mm、最大
100mmの黄褐色風化火山灰土ブロック
を含む。

１　暗褐色火山灰土。径10 ～ 30mmの暗灰～
黄褐色火山灰土ブロックを多く含む。

１　暗褐色火山灰土。径30mm大の暗灰色
火山灰土ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径20mm大の暗灰～
黄褐色火山灰土ブロックを含む。

22土1（1/2）

22土2（1/2）

23土1（1/2）

０ １ｍ１:40

０ ５㎝１:２



性もみられるので、成因を同じくする土坑群である可能

性がある。

形状と規模　不定形に近い方形を呈し、断面形状は下底

が凹凸を呈する半月形である。長径は2.00ｍ、短径は1.18

ｍ、深さ0.31ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、黄灰色風化火山灰土ブ

ロックを含む。下底のⅣ～Ⅴ層との境界面はシャープで

ある。

遺物　埋土から鉄釘（１）や近現代の時期に属する陶磁器

の小片が出土している。

時代　出土遺物から近現代である。

24号土坑（第100図、PL.30－５）

グリッド　８－71区Ｌ－15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、23号・25号土坑は１ｍの至近距離にある。

形状と規模　歪んだ正方形に近い長方形を呈し、断面形

状は下底が凹凸を呈する歪んだ半月形である。長径は

0.70ｍ、短径は0.63ｍ、深さ0.15ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、黄灰色風化火山灰土ブ

ロックを少し含む。下底のⅣ層との境界面はシャープで

ある。

時代　時代は不明である。

25号土坑（第100図、PL.30－６）

グリッド　８－71区Ｌ－15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、23号・24号土坑は１ｍの至近距離にある。

主軸方位　ＮＳ

形状と規模　東西に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は下底が凹凸に富む箱形を呈する。土坑の北壁は現代

の耕作により失われている。長径は1.26ｍ、短径は0.80

ｍ＋、深さ0.55ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、直径３～ 10cm大の黄

灰色風化火山灰土ブロックを含むが不淘汰である。埋土

は人為的に埋積された可能性がある。

時代　時代は不明である。

26号土坑（第100図、PL.30－７）

グリッド　８－71区Ｎ－14・15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、27号・28号土坑は２ｍの距離にある。

主軸方位　Ｎ３°Ｗ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は箱形を呈する。長径は1.09ｍ、短径は0.92ｍ、深さ

0.30ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、直径３cm大の暗褐色～

黄褐色火山灰土ブロックを上部に含む。埋土は人為的に

埋積された可能性がある。

遺物　埋土から近現代の時期に属する陶磁器の小片が出

土している。

時代　出土遺物から近現代である。

27号土坑（第100図、PL.30－８）

グリッド　８－71区Ｎ・Ｏ－14

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、26号・28号土坑は１～２ｍの至近距離にあ

る。

主軸方位　Ｎ３°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は下底が凹凸に富む箱形を呈する。長径は1.08ｍ、短

径は0.80ｍ、深さ0.23ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、直径２cm大の黒褐色～

黄褐色火山灰土ブロックを含む。埋土は人為的に埋積さ

れた可能性がある。

遺物　埋土から近代の時期に属する陶磁器の小片が出土

している。

時代　埋土に近代の陶磁器片を含むことから近代以降で

ある。

28号土坑（第100図、PL.30－９）

グリッド　８－71区Ｎ・Ｏ－15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、26号・27号土坑は１～２ｍの至近距離にあ

る。

主軸方位　ＮＳ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は下底が東側に傾斜する鉢形を呈する。長径は1.05ｍ、

短径は0.85ｍ、深さ0.26ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、直径１～２cm大の黒褐
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色～黄褐色火山灰土ブロックを含む。下底には黄灰色風

化火山灰土ブロックを含む。埋土は人為的に埋積された

可能性がある。

時代　時代は不明である。

29号土坑（第101図、PL.30－10）

グリッド　８－71区Ｏ－12

重複　29号土坑は30号土坑を切るので、30号土坑より新

しい。

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、12号・32号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ13°Ｅ

形状と規模　南北方向に長軸を有する短冊状の長方形を

呈し、断面形状はU字形を呈する。長径は1.89ｍ、短径

は0.41ｍ、深さ0.23ｍである。

埋土　灰色軽石まじり暗灰色火山灰土ブロックを含む灰

褐色火山灰土からなる。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含む火山灰土ブロックを含

むことから古墳時代以降であるが、時代は不明である。

30号土坑（第101図、PL.30－10）

グリッド　８－71区Ｏ・Ｐ－12

重複　30号土坑は29号土坑に切られるので、29号土坑よ

り旧い。

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、12号・32号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ85°Ｅ

形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は浅い皿形を呈する。長径は2.70ｍ、短径

は0.76ｍ、深さ0.13ｍである。

埋土　灰色軽石を含む灰褐色火山灰土からなる。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

31号土坑（第101図、PL.30－11）

グリッド　８－71区Ｐ－11・12

重複　31号土坑は32号土坑を切るので、32号土坑より新

しい。

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、33号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ１°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状はU字形を呈する。長径は3.05ｍ、短径は0.64

ｍ、深さ0.29ｍである。

埋土　直径８cm大の暗灰色～黄褐色火山灰土ブロックか

らなり基質は褐色火山灰土である。埋土に含まれるブ

ロックは不淘汰で、人為的に埋積された可能性がある。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含む32号土坑より新しいの

で、土坑は古墳時代以降であるが、時代は不明である。

32号土坑（第101図、PL.30－11）

グリッド　８－71区Ｐ－11・12

重複　32号土坑は31号土坑に切られるので、31号土坑よ

り旧い。

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、33号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ７°Ｗ

形状と規模　南北に長軸を有する歪んだ楕円形を呈し、

断面形状は浅い皿形を呈する。長径は3.05ｍ、短径は0.64

ｍ、深さ0.29ｍである。

埋土　灰色軽石を含む暗黄褐色細粒火山灰土からなる。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

33号土坑（第101図、PL.30－12）

グリッド　８－71区Ｐ－11

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、31号・32号土坑に近く、31号土坑の長軸方

向に延伸する。

主軸方位　Ｎ５°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は鉢形を呈する。長径は3.62ｍ、短径は0.60

ｍ、深さ0.30ｍである。

埋土　灰色軽石を含む灰褐色火山灰土からなる。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

34号土坑（第101図、PL.30－13）

グリッド　８－71区Ｑ－11・12・13

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑
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１　灰褐色火山灰土。径10 ～ 30mm大の暗
灰～黄褐色火山灰土ブロックを含む。

１　黄灰褐色砂質火山灰土。灰色軽石を含む。

１　黄褐色火山灰土のブロック土。径80mm大
の暗灰～黄褐色火山灰土ブロックからな
り基質は褐色火山灰土。風化火山灰土ま
じり。（31号土坑埋土）

２　暗黄褐色火山灰土。灰色軽石や黄褐色風
化火山灰土まじり。（32号土坑埋土）

１　灰褐色火山灰土。 １　黄褐色火山灰土。黄褐色風化火山灰土
ブロックを含む。０ １ｍ１:40



群の一部で、35号・119号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ２°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は8.42ｍ、短径は0.55

ｍ、深さ0.39ｍであり、調査区で検出された短冊形土坑

の中で長径が最大である。

埋土　黄褐色火山灰土ブロックからなり基質は暗黄褐色

火山灰土である。埋土に含まれるブロックは不淘汰で、

人為的に埋積された可能性がある。

遺物　埋土から鉄製品が出土した。

時代　時代は不明である。

35号土坑（第102図、PL.30－14）

グリッド　８－71区Ｑ－13

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、34号土坑の長軸方向に延伸する位置に存在

する。

形状と規模　歪んだ楕円形を呈し、断面形状は浅い皿形

を呈する。長径は1.03ｍ、短径は0.90ｍ、深さ0.16ｍで

ある。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、黄灰色火山灰土ブロッ

クを少量含む。

時代　時代は不明である。

36号土坑（第102図、PL.30－15）

グリッド　８－71区Ｒ・Ｓ－13

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、120号土坑に近い。

主軸方位　Ｎ24°Ｅ

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ隅の丸い方

形を呈し、断面形状は浅い皿形を呈する。長径は1.03ｍ、

短径は0.90ｍ、深さ0.16ｍである。

埋土　埋土は黄褐色火山灰土の下部と暗灰色火山灰土の

上部からなり、成層している。暗灰色火山灰土には灰色

軽石を少量含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

37号土坑（第102図、PL.31－１）

グリッド　８－72区Ａ－13

周辺の遺構　38号土坑に１ｍの至近距離に位置するが、

周辺に遺構はなく孤立して存在している。

形状と規模　円形を呈し、断面形状は半月形を呈する。

柱痕跡は検出されなかったので柱穴ではなく土坑とし

た。長径は0.33ｍ、短径は0.31ｍ、深さ0.11ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

38号土坑（第102図、PL.31－２）

グリッド　８－72区Ａ－13

周辺の遺構　37号土坑に１ｍの至近距離に位置するが、

それ以外に周辺には遺構がなく、孤立して存在している。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は浅い皿形を

呈する。長径は0.93ｍ、短径は0.75ｍ、深さ0.17ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、黄褐色火山灰土ブロッ

クを多く含む。

時代　時代は不明である。

39号土坑（第102図、PL.52、204頁）

グリッド　８－71区Ｅ－16・17

周辺の遺構　40号土坑に１ｍの至近距離に位置するが、

それ以外に周辺には遺構がなく、孤立して存在している。

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、北側は調査区外に存在する。断面形状は箱形を呈す

る。長径は2.62ｍ＋、短径は0.83ｍ、深さ0.42ｍである。

埋土　北壁の地層断面の観察により埋土は、表土の耕作

土とⅡｂ層の層理面から掘り込まれ、耕作土に似た灰褐

色火山灰土からなり、黄灰色火山灰土ブロックを含む。

遺物　埋土から薄板状の鉄製品（１）が出土した。

時代　層相が耕作土に近似しておりＩ層に相当する可能

性が高いことから平安時代末以降の可能性がある。

40号土坑（第102図、PL.31－３）

グリッド　８－71区Ｆ－16

周辺の遺構　39号土坑に１ｍの至近距離に位置するが、

周辺に遺構はなく孤立して存在している。

形状と規模　円形を呈し、断面形状は非対称な半月形を

呈する。長径は0.53ｍ、短径は0.48ｍ、深さ0.17ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、塊状無層理の層相を呈

する。
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１　暗灰色火山灰土。下底に黄灰色風化火山
灰土ブロックが点在。

１　暗褐色火山灰土。（１・２は埋土）
２　黄褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。

１　暗灰色火山灰土。 １　暗灰色火山灰土。径10mm黄灰色火山
灰土ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径２mm大の灰色軽石を
含む。 １　暗灰色細粒火山灰土。

１　暗灰色細粒火山灰土。（１・２は埋土）
２　黒色細粒火山灰土。灰色軽石や黄灰

色風化火山灰土ブロックを含む。

１　黄褐色火山灰土。
１　暗灰色火山灰土。砂まじり。

１　黄褐色火山灰土。黄灰色火山灰土
ブロックを少量含む。

39土　1（1/2）

０ １ｍ１:40

０ ５㎝１:２



時代　時代は不明である。

41号土坑（第102図）

グリッド　８－71区Ｎ－15

周辺の遺構　調査区の西部から検出された３号溝南土坑

群の一部で、26号土坑に近い。

形状と規模　南北に長軸を有する可能性がある長方形を

呈し、北側は現代の耕作によって失われている。断面形

状は箱形を呈し、検出された最大の長径は0.50ｍ＋、短

径は0.71ｍ、深さ0.30ｍである。

埋土　黄褐色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

42号土坑（第102図、PL.31－４）

グリッド　８－71区Ｅ－10

周辺の遺構　51号土坑の北西に位置し、６ｍの距離にあ

る。

形状と規模　不定形の浅い窪み状を呈し、断面形状は浅

い皿形の上部と柱穴状の下部からなる。長径は1.05ｍ、

短径は0.92ｍ、深さ0.10ｍである。

埋土　灰色軽石を含む暗灰色細粒火山灰土からなり、

ピットを埋めた暗灰色細粒火山灰土が埋土を切ってい

る。土坑埋土は、柱穴の掘方の可能性がある。

柱穴　土坑底にピットが検出された。ピットは長径は

50cm、短径は35cm、深さ68cmである。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

43号土坑（第102図）

グリッド　８－71区Ａ－16

周辺の遺構　44号土坑に東10ｍの距離に位置するが、周

辺に遺構はなく孤立して存在している。

形状と規模　隅の丸い方形を呈していると考えられるが

南側は調査区外にある。断面形状は浅い皿形からなる。

長径は1.22ｍ、短径は0.62ｍ＋、深さ0.22ｍである。

埋土　灰色軽石を含む暗灰色細粒火山灰土からなり、黄

褐色火山灰土ブロックを含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

44号土坑（第102図、PL.31－５）

グリッド　８－71区Ｃ・Ｄ－16

周辺の遺構　43号土坑に西10ｍの距離に位置するが、周

辺に遺構はなく孤立して存在している。

形状と規模　北西方向に長軸を有する歪んだ菱形を呈

し、断面形状は浅い半月形を呈する。長径は1.42ｍ、短

径は0.80ｍ、深さ0.17ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を含むⅡ層が

埋土を被覆する。

時代　Ⅱ層とⅢ層の層理面から掘り込まれ、As-Cを含ま

ないことから古墳時代以前と考えられるが、時代は不明

である。

45号土坑（第103図、PL.31－６）

グリッド　８－71区Ｈ－17

周辺の遺構　22号竪穴住居に北西１ｍの至近距離に位置

する。

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は浅い箱形を呈する。長径は2.23ｍ、短径

は0.68ｍ、深さ0.10ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を少量、暗灰

色や黄灰色火山灰土ブロックを含む。

時代　時代は不明である。

46号土坑（第103図）

グリッド　８－71区Ｉ－17

周辺の遺構　23号竪穴住居に北東１ｍの至近距離に位置

する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は浅い箱形を呈する。長径は0.77ｍ、短径は0.47

ｍ、深さ0.10ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石や黒褐色火山

灰土ブロックを含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

47号土坑（第103図、PL.31－７）

グリッド　８－71区Ｊ－18

周辺の遺構　24号竪穴住居に南東２ｍの距離に位置す

る。
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１　暗灰～黄褐色火山灰土。黄灰色風化火山
灰ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含む。

１　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含み、
径10mm大の黒褐色火山灰土ブロック
を含む。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色砂質火山灰土。粗粒砂サイ
ズの灰色軽石を多く含み、基質は
火山灰質の土壌。（１・２は埋土）

２　暗黄灰色火山灰土。下底は風化火
山灰土まじり。

１　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含み、
径10 ～ 30mmの暗灰～黒色火山灰土
ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。灰色軽石を
含む。

１　暗灰色火山灰土。０ １ｍ１:40



形状と規模　南北方向に長軸を有する歪んだ方形を呈

し、断面形状は西側に横穴状に潜り込む、靴状形を呈す

る。長径は2.32ｍ、短径は1.04ｍ、深さ0.65ｍである。

埋土　西側の横穴に成層した暗灰色～黄褐色火山灰土の

埋土が埋めるような構造を呈するが、調査途上に壁が崩

壊したため詳細な記録は残せなかった。風倒木の地層断

面にも類似する形状や構造を呈するが、遺構の性格は不

明である。

時代　時代は不明である。

48号土坑（第103図、PL.31－８）

グリッド　８－71区Ｊ－19

周辺の遺構　24号竪穴住居に１ｍの至近距離に位置す

る。

形状と規模　東西に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状はごく浅い皿形を呈する。長径は1.47ｍ、短径は0.54

ｍ、深さ0.03ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

49号土坑（第103図、PL.31－９）

グリッド　８－72区Ａ－15・16

重複　49号土坑は３号・５号竪穴を切るので、竪穴より

新しい。

周辺の遺構　３号溝や125号土坑に１ｍの至近距離に位

置する。

形状と規模　南北に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は浅い皿形を呈する。長径は4.28ｍ、短径

は0.77ｍ、深さ0.13ｍである。

埋土　暗灰色細粒火山灰土からなる。

遺物　埋土から近世の時期に属する国産施釉陶器の小片

が出土している。

時代　埋土に近世の陶器片を含むことから近世以降であ

る。

50号土坑（第103図、PL.31－10）

グリッド　８－71区Ｊ－16

周辺の遺構　23号竪穴住居に１ｍの至近距離に位置す

る。

形状と規模　歪んだ正方形を呈し、断面形状は浅い皿形

を呈する。長径は0.98ｍ、短径は0.96ｍ、深さ0.18ｍで

ある。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を含み暗灰色

～黒色火山灰土ブロックを多く含むことから人為的に埋

められた可能性がある。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

51号土坑（第103図、PL.31－11）

グリッド　８－71区Ｄ・Ｅ－９

周辺の遺構　20号竪穴住居に４ｍの距離に位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ楕円形を呈

し、断面形状は半月形を呈する。長径は0.90ｍ、短径は

0.67ｍ、深さ0.30ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土と暗黄灰色火山灰土からなり、暗

灰色火山灰土は灰色軽石粒を含む。

時代　埋土にAs-Bの軽石を含むことから平安時代末以降

であるが、時代は不明である。

52号土坑（第103図、PL.31－12）

グリッド　８－71区Ｋ・L－17

周辺の遺構　26号竪穴住居や53号土坑に１ｍの至近距離

に位置する。

形状と規模　南北に長軸を有する歪んだ長方形を呈し、

断面形状は浅い皿形を呈する。長径は1.19ｍ、短径は0.66

ｍ、深さ0.10ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

53号土坑（第103図、PL.31－13）

グリッド　８－71区Ｋ・Ｌ－18

周辺の遺構　52号・54号土坑に１ｍの至近距離に位置す

る。

形状と規模　隅の丸い正方形を呈し、断面形状は浅い皿

形を呈する。長径は0.76ｍ、短径は0.69ｍ、深さ0.09ｍ

である。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。
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１　暗灰色火山灰土。灰色軽石を多く含む。
径50 ～ 100mm大の黄灰色風化火山灰土
ブロックを含む。１　暗灰～黄褐色火山灰土。細粒の

灰色軽石を含む。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブ
ロックを含む（1・２・３は埋土）

２　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含み、径20mm
の黄灰色風化火山灰土ブロックを含む

３　暗灰褐色火山灰土。径20 ～ 50mmの黄灰色
風化火山灰土ブロックを含む。

１　黄褐色火山灰土。（１・２は埋土）
２　暗灰褐色風化火山灰土。

０ ２㎝１:１
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54号土坑（第104図、PL.31－14）

グリッド　８－71区L－18

周辺の遺構　53号土坑に１ｍの至近距離に位置する。

形状と規模　歪んだ楕円形を呈し、断面形状は半月形を

呈する。長径は0.69ｍ、短径は0.59ｍ、深さ0.19ｍである。

埋土　暗灰色～黄灰色火山灰土からなり、灰褐色火山灰

土には細粒の灰色軽石を多く含むが、それぞれの埋土は

ブロック状を呈する。

時代　埋土にAs-Bの軽石を含むことから平安時代末以降

であるが、時代は不明である。

55号土坑（第104図、PL.31－15）

グリッド　８－71区Ｌ－19

周辺の遺構　49号土坑の西７ｍの距離に位置する。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は非対称の半

月形を呈する。長径は0.45ｍ、短径は0.39ｍ、深さ0.16

ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を多く含むが

ブロック状を呈する。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

56号土坑（第104図、PL.32－１）

グリッド　８－71区Ｌ・Ｍ－18

周辺の遺構　57号土坑に１ｍの距離に位置する。

形状と規模　東西に長軸を有する隅の丸い長方形を呈

し、断面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は1.92ｍ、

短径は0.58ｍ、深さ0.03ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

57号土坑（第104図、PL.32－２）

グリッド　８－71区Ｍ－18

周辺の遺構　56号土坑に１ｍの距離に位置する。

形状と規模　東西方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は0.93ｍ、短径

は0.65ｍ、深さ0.03ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

58号土坑（第104図）

グリッド　８－71区Ｔ－19・20

重複　58号土坑は133号土坑を切るので、133号土坑より

新しい。

周辺の遺構　４号竪穴に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　南北方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は箱形を呈する。長径は0.99ｍ、短径は0.67ｍ、

深さ0.49ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土の互層からなり黄灰色火山灰土ブ

ロックを含む。

時代　時代は不明である。

59号土坑（第105図、PL.32－３）

グリッド　８－71区Ｍ－17

第105図　59号・60号・61号土坑

第８節　土坑
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１　暗灰色細粒火山灰土。径10mm暗
灰色火山灰土ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径50mm大の暗灰色火山
灰土や黄灰色風化火山灰土ブロックを多
く含む。

１　暗灰色火山灰土。径５mm大
の灰色軽石を含む。

０ １ｍ１:40



周辺の遺構　60号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　北西方向に長軸を有する楕円形を呈し、断

面形状は半月形を呈する。長径は0.66ｍ、短径は0.44ｍ、

深さ0.21ｍである。

埋土　埋土は成層した暗灰色火山灰土からなり、下部は

黄灰色火山灰土ブロックを含む。

時代　時代は不明である。

60号土坑（第105図、PL.32－４）

グリッド　８－71区Ｍ－17

周辺の遺構　59号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は浅い皿形を

呈する。長径は1.30ｍ、短径は1.13ｍ、深さ0.28ｍである。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、暗灰色火山灰土

や黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含むことから人為

的に埋められた可能性がある。

時代　時代は不明である。

61号土坑（第105図、PL.32－５）

グリッド　８－71区Ｍ－18

周辺の遺構　57号・62号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　円形を呈し、断面形状は半月形を呈する。

直径は0.51ｍ、深さ0.18ｍである。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

62号土坑（第106図、PL.32－６）

グリッド　８－71区Ｎ－18

周辺の遺構　61号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は1.70ｍ、短径

は1.16ｍ、深さ0.09ｍである。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、灰褐色火山灰土

ブロックを含む。

時代　時代は不明である。

63号土坑（第106図、PL.32－７）

グリッド　８－71区Ｎ－16

周辺の遺構　３号溝、60号土坑に４ｍの距離に位置する。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は皿形を呈す

る。長径は0.59ｍ、短径は0.52ｍ、深さ0.12ｍである。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石や大き

な灰褐色火山灰土ブロックを含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

64号土坑（第106図）

グリッド　８－72区Ｂ・Ｃ－20

周辺の遺構　28号竪穴住居に１ｍ以内の至近距離に位置

し、同時存在はない。

形状と規模　東西方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は箱形を呈する。長径は5.50ｍ、短径は1.74ｍ、

深さ0.25ｍであり、調査区で最大規模の方形土坑である。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石が点在

する。壁際には黄褐色火山灰土がブロック状に堆積する。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

65号土坑（第106図、PL.32－８）

グリッド　８－71区Ｑ・Ｒ－19

周辺の遺構　126号・130号土坑に３ｍの距離に位置する。

形状と規模　歪んだ隅の丸い長方形を呈し、断面形状は

極めて浅い皿形を呈する。長径は1.52ｍ、短径は0.97ｍ、

深さ0.04ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

66号土坑（第106図、PL.32－９）

グリッド　８－71区Ｑ－17

周辺の遺構　67号土坑に４ｍの距離に位置する。

形状と規模　南北に長軸を有し、北側が隅の丸い方形、

南側は楕円形を呈し、断面形状は極めて浅い皿形を呈す

る。長径は1.80ｍ、短径は1.41ｍ、深さ0.06ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

67号土坑（第106図、PL.32－10）

グリッド　８－71区Ｑ－18

周辺の遺構　126号土坑に１ｍ以内の至近距離に位置し、
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１　暗灰色火山灰土。灰色軽石が点在。（１
～４は埋土）

２　黄褐色火山灰土。暗灰色火山灰土ブロッ
クを含み、風化火山灰土まじり。

３　暗灰色火山灰土。
４　黄褐色火山灰土。暗灰色火山灰土まじり。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。黄褐色火山灰
土まじり。

１　暗灰色火山灰土。粉状のシルト質細粒火
山灰まじり。

１　黒褐色火山灰土。黄褐色火山灰土ブロッ
クまじり。

１　暗灰色火山灰土。下底に黒色細粒火山灰
土ブロックを含む。

１　暗灰色火山灰土。径100mmの灰褐
色火山灰土ブロックを含む。

０ １ｍ１:40



66号土坑に４ｍの距離に位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は1.20ｍ、短径

は0.68ｍ、深さ0.05ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

68号土坑（第106図、PL.32－11）

グリッド　８－71区Ｒ－17

重複　68号土坑は127号土坑を切るので、127号土坑より

新しい。

周辺の遺構　126号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ楕円形を呈

し、断面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は1.13ｍ、

短径は0.87ｍ、深さ0.04ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

69号土坑（第106図、PL.32－12）

グリッド　８－71区Ｔ－17

周辺の遺構　３号竪穴に５ｍの距離に位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する長方形を呈し、断

面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は1.18ｍ、短径

は1.04ｍ、深さ0.03ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなる。

時代　時代は不明である。

70号土坑（第106図、PL.32－13）

グリッド　８－71区Ｔ－16・72区Ａ－16

周辺の遺構　３号竪穴に１ｍの至近距離に位置する。

形状と規模　東西方向に長軸を有する楕円形を呈し、断

面形状は極めて浅い皿形を呈する。長径は0.70ｍ、短径

は0.55ｍ、深さ0.04ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、粉状の火山灰まじりの

層相を呈する。

時代　時代は不明である。

71号土坑（第107図、PL.32-14）

グリッド　８－72区Ｂ－19・20

周辺の遺構　64号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　南北に長軸を有する隅の丸い長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は1.39ｍ、短径は0.89

ｍ、深さ0.58ｍである。

埋土　下部は暗灰色火山灰土の互層からなり、上部は黄

灰色風化火山灰土ブロックを多く含む暗灰色火山灰土の

互層からなる。上部の埋土は人為的に埋められた可能性

が高い。

時代　時代は不明である。

72号土坑（第107図）

グリッド　８－71区Ｑ・Ｒ－20

周辺の遺構　130号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　長方形を呈し、北側が調査区外にある。断

面形状は箱形を呈する。長径は1.42ｍ、検出された最大

の短径は0.79ｍ＋、深さ0.55ｍである。

埋土　北壁の地層断面の観察では、埋土はIa層とIb層の

層理面から掘り込まれており、黄灰火山灰土ブロックを

含む暗灰褐色火山灰土の互層からなる。

時代　As-Bを含むId層より上位の層位にあるので、平安

時代末以降と考えられるが、時代は不明である。

73号土坑（第107図、PL.32－15）

グリッド　８－72区Ｃ－16

周辺の遺構　74号土坑に６ｍの距離に位置する。

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は箱形を呈する。長径は1.99ｍ、短径は0.91ｍ、深さ

0.47ｍである。

埋土　黄褐色火山灰土のブロック土からなる。径0.5 ～

５cm、最大10cmの黄灰色風化火山灰土、黄褐色火山灰

土、暗灰色火山灰土のブロックからなり横方向の分級が

みられる。基質は黄褐色火山灰土で壁側ほど暗灰色土の

ブロックが多い。埋土は人為的な埋め土である可能性が

極めて高い。

時代　時代は不明である。

74号土坑（第107図、PL.33－１）

グリッド　８－72区Ｄ－15・16

周辺の遺構　73号土坑に６ｍの距離に位置し、75号土坑

に１ｍ以内の至近距離に位置する。

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形
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状は箱形を呈する。長径は1.47ｍ、短径は0.97ｍ、深さ

0.28ｍである。

埋土　黄褐色～暗黄灰色火山灰土のブロック土が成層す

る。径２～５cm、最大10cmの黄灰色風化火山灰土ブロッ

クからなり、基底には黒褐色火山灰土の薄層が検出され

た。埋土は人為的な埋め土である可能性が極めて高い。

遺物　埋土から近世の時期に属する国産施釉陶器の小片

が出土している。

時代　埋土に近世の陶器片を含むことから近世以降であ

る。

75号土坑（第107図、PL.33－２）

グリッド　８－72区Ｄ・Ｅ－15・16

周辺の遺構　74号土坑に１ｍ以内の至近距離に位置する。

第107図　71号～ 75号土坑

第８節　土坑
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１　暗灰色火山灰土。径10mm大の黄灰色火山
灰土ブロックを含む。（1 ～４は埋土）

２　暗黄褐色火山灰土。径10 ～ 60mmの黄灰
色風化火山灰土を多く含み、径150mmの
暗灰色火山灰土ブロックを含む。

３　暗灰色火山灰土。黄褐色火山灰土ブロッ
クを少量含む。

４　暗灰色火山灰土。

１　灰褐色耕作土。表土。（Ⅰa層）
２　暗灰褐色火山灰土。（２・３・４は埋土）
３　暗灰褐色火山灰土。径10mm大の暗灰～黄灰色火山灰土ブロックを含む。
４　暗褐色火山灰土。径20 ～ 50mm大の暗灰～黄灰色火山灰土ブロックを多く含む。
５　黄褐色火山灰土層。（Ⅰb層）
６　灰褐色火山灰土層。径２～５mm灰色軽石を含み、基質は灰色シルト質の細粒火山灰

まじり。（Ⅱb層上部）
７　暗灰～黒色細粒火山灰土層。径２mm大の灰色軽石（As-C）を含む。（Ⅱb層下部～Ⅲ層）
８　暗灰色火山灰土層。下位の風化火山灰土層との漸移帯を呈する。（Ⅳ層）

１　黄褐色火山灰土ブロック土。径５～
50mm、最大100mmの黄灰色風化火山灰土、
黄褐色火山灰土、暗灰色火山灰土のブ
ロックからなり横方向のソーティングが
みられる。基質は黄褐色火山灰土で壁側
ほど暗灰色土のブロックが多い。

１　暗黄褐色火山灰土。径20 ～ 50mm、最大
100mmの黄灰色風化火山灰土や暗灰色火
山灰土ブロックを多く含む。（１・２は
埋土）

２　暗灰色火山灰土。径20 ～ 50mmの黄灰色
風化火山灰土ブロックを含み基質は暗灰
色火山灰土からなる。下底に黒褐色火山
灰土を基質とする同様の薄層がみられ
る。

１　暗黄褐色火山灰土。径20 ～ 50mm、最
大100mmの黄灰色風化火山灰土や暗灰
色火山灰土ブロックを多く含む。

０ １ｍ１:40
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礫土坑群 礫土坑群

第109図 第109図

第110図 第110図

礫土坑群Ａ

礫土坑群Ｂ

礫土坑群Ｃ

礫土坑群Ｄ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は箱形を呈する。長径は1.30ｍ、短径は0.93ｍ、深さ

0.34ｍである。

埋土　暗黄褐色火山灰土からなる。径２～５cm、最大

10cmの黄灰色～暗灰色火山灰土ブロックを多く含み、基

底には黒褐色火山灰土の薄層が検出された。埋土は人為

的な埋め土である可能性が極めて高い。

時代　時代は不明である。

76号～111号・113号～116号・121号・122号・123号土坑

（第108・109・110図、第４表、PL.33－３～ 34－４）

グリッド　８－71区Ｏ・Ｐ　－18・19、Ｎ－18、Ｏ－17、

Ｏ・Ｐ－15・16

遺構の重複と配置　調査区の北西部にあたる東西10ｍ、

南北23ｍの範囲には76号土坑に形状が近似した複数の隅

の丸い長方形の土坑が検出されている。これらの土坑群

は東西方向の主軸方位を有しており、埋土に多量の河川

礫を含むといった特徴がみられることから、同時に構築

され、時間差のある可能性がある遺構群として扱う。こ

れらの土坑を礫土坑群と仮称し、重複関係のある配列を

Ａ～Ｄと仮称する。

礫土坑群Ａは97号～ 99号・113号・114号・115号土坑か

らなり、東北東方向に配列し115号土坑は96号土坑を切っ

ている。礫土坑群Ｂは95号、101号～ 107号土坑からなり、

礫土坑群Ａと同様に東北東方向の配列を有し、礫土坑群

Ａを切っている。礫土坑群Cは東北東方向に配列する91

号～ 94号土坑と北西方向に配列する87号～ 90号土坑か

らなり、91号・94号土坑は、礫土坑群Ｂの95号や107号

土坑を切るので、礫土坑群ＡとＢの配列の中で最も新し

い。礫土坑群Ｄは76号～ 86号土坑からなり、礫土坑群

Ａ～Ｃの南部に南北方向に配列しているが、土坑の重複

はみられない。

形状と規模　ほとんどの土坑が東西方向に長軸を有する

隅の丸い長方形を呈し、断面形状は箱形を呈する。121

第108図　76号～ 111号・113号～ 116号・121号・122号・123号土坑（１）
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号～ 123号は楕円形を呈する。それぞれの土坑の計測値

を第４表に示す。

埋土　埋土は円～亜円礫まじり暗灰色砂質火山灰土から

なる。108号・109号や111号・116号土坑の地層断面の観察

では、埋土は表土であるⅠa 層とⅠb 層の層理面から掘

り込まれており、Ⅰb 層中には土坑にみられる礫と同様

の円～亜円礫が含まれていることから、Ⅰb 層を起源と

する堆積物である可能性が高い。また116号土坑はⅠb

層とⅡb層の層理面から掘り込まれているが、埋土に砂

質土が多い特徴があるが礫を含む一連の土坑である。埋

土に含まれる円～亜円礫は直径２～ 30cm、平均10cm大

の灰色～淡紫灰色粗粒輝石安山岩を主とし、灰色デイサ

イト礫も少量含まれる。基質は暗灰～黄褐色中粒～粗粒

砂を主とする砂質土で不淘汰である。ほとんどの土坑の

埋土が砂質土であるが、95号土坑の埋土下部は、黄褐色

風化火山灰土ブロックを少量含む火山灰土がみられる。

第109図　76号～ 111号・113号～ 116号・121号・122号・123号土坑（２）
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76号～ 111号・113号・114号・115号土坑
円礫まじり暗灰色砂質火山灰土。円礫は20 ～ 300mm、平均100mm大の粗粒輝石安山岩円礫を主
とし、灰色デイサイト礫も含まれる。基質は暗灰～黄褐色中粒～粗粒砂を主とする火山灰土な
いし黄褐色風化火山灰土ブロックを含む火山灰土である。基質に対し圧倒的に礫を多く含む。 ０ ２ｍ１: 60
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第110図　76号～ 111号・113号～ 116号・121号・122号・123号土坑（３）
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108号・109号・111号・116号土坑
Ｅ断面
１　暗灰色耕作土。表土。（Ⅰa層）
２　暗灰色火山灰土。灰色軽石を含む砂質火山

灰土。（108号土坑埋土）
３　灰色円礫まじり砂質土。径300mm大の円礫

を含み基質は灰色粗粒～細粒砂を主とする
シルトまじりの土壌。（109号土坑埋土）

４　暗灰色円礫を含む砂まじり火山灰土。径
200mm大の円礫を含み、基質は灰色砂まじ
りの火山灰土である。（111号土坑埋土）

５　暗灰～暗灰褐色火山灰土。灰色軽石（As-C、
Hr-FA）を含む。（Ⅱa層下部）

６　暗灰色円礫を含む砂まじり火山灰土。径50
～ 200mm大の円礫を含み、基質は灰色砂ま
じりの火山灰土である。（116号土坑埋土）

７　橙褐色粗粒火山灰層（Hr-FA）。榛名二ッ岳
渋川テフラの降下火山灰層である。径50
～ 200mm大のブロック状に堆積する。（Ⅱ
b1層）

８　黒～暗灰色細粒火山灰土層。径２～ 10mm
の灰色軽石（As-C）を多く含む黒色細粒火
山灰土の上層と径0.5 ～１mm大の橙色軽石
粒を含む暗灰色火山灰土の下層からなる。

（Ⅲ・Ⅳ層）

１　暗灰褐色円礫まじり砂質火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。径５mm大の灰色軽石を多
く含む。円礫が含まれるが円礫を含む土壌
は、軽石を含まない灰褐色土がブロック状
に堆積する。

１　灰褐色火山灰土。黄灰色火山灰土まじり。

０ ２ｍ１: 60



埋土は基質に対し圧倒的に礫を多く含むといった特徴を

有し、ほとんどが礫支持の堆積を示している。78号土坑

や80号土坑では直径30cm大の礫を多く含む基底部の埋土

と基質に砂を多く含みやや小振りな円礫からなる上部の

埋土に成層する。85号土坑は逆に上部に30cm大の円礫が

多い。埋土は礫の堆積様式から礫の廃棄や埋設などを目

的とした人為的な埋め土であると断定できる。

遺物　77号・84号・93号土坑の埋土から近世の時期に属

する国産施釉陶器の小片が、89号土坑の埋土から近世の

時期に属する国産施釉陶器と在地系焙烙の鍋の小片が、

90号土坑からは近世の時期に属する国産磁器の小片が、

101号土坑の埋土から近世の時期に属する国産施釉陶器

と国産磁器の小片が出土している。

時代　埋土に近世の陶磁器片等を含むことから近世以降

である。

117号・118号土坑（第111図、PL.34－１、205頁）

グリッド　８－71区Ｋ－15

重複　117号土坑は118号土坑の埋土を切るため、118号

よりも117号土坑が新しい。

周辺の遺構　調査区の西部中央に位置する３号溝南土坑

群の一部で３号溝や23号土坑に３ｍの距離に位置する。

主軸方位　117号土坑はＮ86°Ｗ、118号土坑はＥＷである。

形状と規模　117号・118号土坑とも東西に長軸を有する

長方形を呈し、断面形状は箱形を呈する。117号土坑は、

長径は1.30ｍ、短径は0.77ｍ、深さ0.37ｍである。118

号土坑は、北東側が117号土坑により失われているが、

長径は2.02ｍ、短径は0.50ｍ、深さ0.20ｍである。

埋土　117号・118号土坑の埋土は暗灰色～暗灰褐色火山

灰土からなり、黄灰色風化火山灰土ブロックを多く含む。

遺物　118号土坑の埋土から鉄製鎌（１）や近現代の時期

に帰属する陶磁器の小片が出土した。

時代　117号・118号土坑は、出土遺物と重複関係から近

現代である。

119号土坑（第111図）

グリッド　８－71区Ｑ・Ｒ－12

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、34号土坑に１ｍ以内の至近距離に位置する。

主軸方位　ＥＷ

第８節　土坑
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第４表　礫土坑群の計測値　　　　　　　　　　　（単位：ｍ）

配列 土坑名 主軸方位 長径 短径 深さ

Ｄ 76 Ｎ74°Ｗ 1.05 0.76 0.20

Ｄ 77 Ｎ71°Ｗ 1.23 0.72 0.24

Ｄ 78 Ｎ74°Ｗ 1.06 0.72 0.32

Ｄ 79 Ｎ76°Ｗ 1.45 0.54 0.22

Ｄ 80 Ｎ70°Ｗ 1.40 0.70 0.39

Ｄ 81 Ｎ79°Ｗ 1.78 0.72 0.33

Ｄ 82 Ｎ81°Ｗ 1.86 0.61 0.37

Ｄ 83 Ｎ78°Ｗ 2.01 0.65 0.36

Ｄ 84 Ｎ74°Ｗ 2.21 0.57 0.32

Ｄ 85 Ｎ76°Ｗ 1.98 0.62 0.32

Ｄ 86 Ｎ81°Ｗ 2.30 0.74 0.37

Ｃ 87 Ｎ53°Ｅ 1.76 0.64 0.20

Ｃ 88 Ｎ56°Ｅ 1.57 0.60 0.49

Ｃ 89 Ｎ65°Ｅ 1.45 0.74 0.45

Ｃ 90 Ｎ56°Ｅ 1.19 0.63 0.41

Ｃ 91 Ｎ89°Ｗ 1.14 0.52 0.24

Ｃ 92 Ｎ72°Ｗ 1.21 0.48 0.40

Ｃ 93 Ｎ52°Ｗ 1.04 0.67 0.33

Ｃ 94 Ｎ25°Ｗ 1.14 0.64 0.43

Ｂ 95 Ｎ57°Ｗ 3.27 0.56 0.27

96 Ｎ74°Ｗ 2.16 0.90 0.11

Ａ 97 Ｎ84°Ｗ 　1.06+ 0.68 0.31

Ａ 98 Ｎ86°Ｗ 　1.15+ 0.78 0.41

Ａ 99 Ｎ85°Ｗ 3.44 0.72 0.32

100 Ｎ17°Ｅ 1.30 0.62 0.16

Ｂ 101 Ｎ78°Ｗ 1.70 0.72 0.50

Ｂ 102 Ｎ80°Ｗ 1.48 0.80 0.68

Ｂ 103 Ｎ76°Ｗ 1.80 0.72 0.52

Ｂ 104 Ｎ76°Ｗ 2.09 0.68 0.62

Ｂ 105 Ｎ68°Ｗ 2.72 0.77 0.58

Ｂ 106 Ｎ55°Ｗ 2.09 0.57 0.52

Ｂ 107 Ｎ62°Ｗ 2.51 0.46 0.36

108 Ｎ１°Ｅ 　0.26+ 0.45 0.57

109 Ｎ１°Ｅ 　0.35+ 0.52 0.32

110 Ｎ14°Ｅ 0.99 0.68 0.23

111 Ｎ５°Ｅ 　1.15+ 0.60 0.54

Ａ 113 Ｎ85°Ｗ 1.70 0.58 0.57

Ａ 114 Ｎ82°Ｗ 2.09 0.72 0.53

Ａ 115 Ｎ81°Ｗ 1.99 0.60 0.58

116 ＮS 　0.86+ 0.76 0.42

121 Ｎ56°Ｅ 0.85 0.76 0.14

122 Ｎ１°Ｗ 　0.56+ 0.32 0.10

123 Ｎ87°Ｅ 0.99 0.65 0.07
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１　暗灰褐色火山灰土。径50 ～ 80mm黄灰色
風化火山灰土ブロックを多く含む。（117
号土坑埋土）

２　暗灰色火山灰土。径20 ～ 80mm暗灰色火
山灰土や黄灰色風化火山灰土ブロックを
多く含む。（118号土坑埋土）

１　黄褐色火山灰土。径20 ～ 50mm黄灰色火
山灰土ブロックを含む。基質は暗灰色砂
質火山灰土。（１・２は埋土）

２　暗灰色火山灰土。砂質火山灰を多く含む
火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。褐色火山灰土まじり。

１　暗灰褐～暗褐色風化火山灰土。径10 ～
50mm大の暗灰色火山灰土ブロックに土壌
化作用を受けている。

125土1

118土1（1/2）

０ １ｍ１:40 ０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２



形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は2.70ｍ、短径は0.61

ｍ、深さ0.27ｍである。

埋土　埋土は黄灰色火山灰土ブロックを多く含む黄褐色

火山灰土の上部と塊状無層理の暗灰色細粒火山灰土の下

部からなり、成層している。埋土は人為的に埋められた

可能性が高い。

時代　時代は不明である。

120号土坑（第111図）

グリッド　８－71区Ｒ・Ｓ－12

周辺の遺構　調査区の南西部から検出された短冊形土坑

群の一部で、119号土坑に２ｍの距離に位置する。

主軸方位　ＥＷ

形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は箱形を呈する。長径は3.20ｍ、短径は0.65

ｍ、深さ0.31ｍである。

埋土　埋土は黄灰色火山灰土ブロックを多く含む黄褐色

火山灰土の上部と塊状無層理の暗灰色細粒火山灰土の下

部からなり、成層している。埋土は119号土坑の層相と

共通しており、これらの土坑埋土は人為的に埋められた

可能性が高い。

時代　時代は不明である。

124号土坑（第111図、PL.34－５）

グリッド　８－71区Ｒ－15・16

周辺の遺構　３号溝に２ｍの距離に位置する。

主軸方位　Ｎ１°Ｅ

形状と規模　南北に長軸を有する長方形を呈し、断面形

状は箱形を呈する。長径は2.06ｍ、短径は0.70ｍ、深さ

0.18ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、褐色火山灰土まじりで

ある。

時代　時代は不明である。

125号土坑（第111図、PL.34－６・７、204頁）

グリッド　８－71区Ｔ－15・16

周辺の遺構　３号溝、　49号土坑に１ｍの至近距離に位

置する。

形状と規模　円形を呈し、断面形状は円柱形を呈する。

直径は1.44ｍ、検出された深さ0.16ｍ＋であるが、断面

からの推定では深さは1.50ｍに近く、上部に開いた深鉢

形の形状を呈すると考えられ、陥し穴の可能性がある。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、褐色火山灰土ブ

ロックを多く含む。埋土はⅣ層相当と考えられ、遺構確

認面ではⅢ層に覆われている。

遺物　埋土から磨石（１）が出土した。

時代　時代は不明であるが、層序や埋土の層相、磨石の

出土から縄文時代の可能性が高い。

126号土坑（第112図、PL.34－８・９）

グリッド　８－71区Ｒ－18

周辺の遺構　67号土坑に１ｍ以内の至近距離に位置す

る。

主軸方位　Ｎ56°Ｗ

形状と規模　北西方向に長軸を有す歪んだ楕円形を呈

し、断面形状は浅い皿形を呈する。長径は1.95ｍ、短径

は1.64ｍ、深さ0.25ｍである。

埋土　埋土は黄灰褐色火山灰土からなり、Ⅳ層相当と考

えられる。

時代　時代は不明であるが、埋土の層相から縄文時代の

可能性がある。

127号土坑（第112図、PL.34－10・11）

グリッド　８－71区Ｒ－17

重複　127号土坑は68号土坑に切られるので、68号土坑

より旧い。

周辺の遺構　126号土坑に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ楕円形を呈

し、断面形状は非対称のＶ字形を呈する。長径は1.25ｍ、

短径は1.14ｍ、深さ0.41ｍである。

埋土　埋土は黄灰褐色火山灰土と暗灰色火山灰土からな

り、西側に傾斜して成層している。埋土はⅣ層相当と考

えられるが、遺構の境界は不明瞭で風倒木底の可能性が

ある。

時代　時代は不明であるが、埋土の層相から縄文時代の

可能性がある。

128号土坑（第112図、PL.34－12）

グリッド　８－71区Ｔ－18
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１　暗灰褐色火山灰土。暗灰色火山灰土のブロックを含む。（１・２は埋土）
２　黄褐色火山倍土。暗黄灰色火山灰土のブロックを含む。

１　暗灰褐色火山灰土。（１・２は埋土）
２　暗褐色風化火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。灰色
軽石を含む。

１　暗灰褐色火山灰土。径50mm大の暗灰色火山
灰土ブロックに土壌化。（１・２は埋土）

２　黄褐色風化火山灰土。

130土坑
１　暗灰褐色火山灰土。径20 ～ 50mm大の暗灰色

火山灰土ブロックを含む。（１・２・３は埋土）
２　暗褐色火山灰土。径20 ～ 50mm大の黄灰色火

風化山灰土ブロックを含む。
３　黄褐色火山灰土。

０ １ｍ１:40
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130土　1

134土　1
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周辺の遺構　113号土坑に４ｍの距離に位置し、孤立し

て存在する。

主軸方位　Ｎ88°Ｅ

形状と規模　東西に長軸を有する短冊状の長方形を呈

し、断面形状は浅い皿形を呈する。長径は2.69ｍ、短径

は0.46ｍ、深さ0.06ｍである。

埋土　暗灰色火山灰土からなり、灰色軽石を含む。

時代　埋土にHr-FAの軽石を含むことから古墳時代以降

であるが、時代は不明である。

129号土坑（第112・113図、34－13・34-14・52・53、 205頁）

グリッド　８－72区Ａ－20・82区Ａ－１

周辺の遺構　28号竪穴住居に２ｍの距離に位置するので

同時存在はない。

形状と規模　北東方向に長軸を有する歪んだ隅の丸い長

方形を呈し、断面形状は半月形を呈する。長径は2.97ｍ、

短径は2.37ｍ、深さ0.58ｍである。

埋土　埋土は暗灰褐色火山灰土の上部と暗褐色火山灰土

の下部からなり、竪穴の中央に傾斜して成層している。

埋土は黄灰色風化火山灰土ブロックを含みⅣ層相当と考

えられるが性格不明の土坑状遺構である。

遺物　出土した土器片は、細片からなるが縄文時代前期

の有尾式（３・４）や諸磯式（１・ ２・ ５～ 14）を主体とす

る。底から３cmに石鏃（18）、７cm上から石錐（20）が出土

し、埋土からは打製石斧（17）や磨石（21・22）が出土した。

特筆すべきは諸磯c式の深鉢（１）の出土で、埋土から出

土した５点と136号土坑、４号竪穴、３号・５号竪穴か

ら出土した細片が13点が接合している。このような土器

片の遺構間の接合は、遺構の距離が25ｍ余り離れている

ので自然営力によって移動して、個別に堆積した蓋然性

は極めて低く、一定の時間幅の中で同時に存在していた

遺構であると考えることが可能である。

時代　縄文時代前期後半。

130号 土 坑（ 第112・114図、PL.34-15・35-１ ・35-２ ・53、

205・206頁）

グリッド　８－71区Ｒ－19・20

周辺の遺構　４号竪穴に４ｍの距離に位置する。

形状と規模　北西方向に長軸を有する歪んだ隅の丸い長

方形を呈し、断面形状は半月形を呈する。長径は1.64ｍ、

短径は1.34ｍ、深さ0.30ｍである。

埋土　埋土は暗灰褐色～黄褐色火山灰土からなり、土坑

の西側に向かってブロック状に傾斜して成層している。

埋土は黄灰色風化火山灰土ブロックを含みⅣ層相当と考

えられるが性格不明の土坑状遺構である。

遺物　出土した土器片（１～５）は、細片からなるが縄文

時代前期の諸磯ａ式～ｂ式を主体とする。

時代　縄文時代前期後半。

131号土坑（第112図、PL.35－３）

グリッド　８－71区Ｒ－11

周辺の遺構　120号土坑に４ｍの距離に位置する。

形状と規模　南北に長軸を有する歪んだ楕円形を呈し、

北側は完掘後に記録がなされなかった。断面形状は非対

称な半月形を呈する。長径は0.98ｍ＋、短径は1.26ｍ、

深さ0.71ｍである。

埋土　埋土は暗灰褐色～黄褐色火山灰土からなり、土坑

の底部からブロック状に垂直に傾斜して成層している。

埋土は黄灰色風化火山灰土ブロックを含みⅣ層相当と考

えられるが典型的な風倒木の地層断面を示す。

時代　時代は不明であるが、埋土の層相から縄文時代の

可能性がある。

132号土坑（第112図、PL.35－４）

グリッド　８－71区Ｋ－13

周辺の遺構　９号土坑に３ｍの距離に位置する。

形状と規模　北西方向に長軸を有する楕円形を呈し、断

面形状は上部が開いた深鉢形を呈する。長径は1.28ｍ、

短径は1.02ｍ、深さ0.76ｍである。

埋土　埋土は暗灰色細粒火山灰土と暗灰色～黄褐色火山

灰土からなり、竪穴の底部からブロック状に垂直に傾斜

して成層している。埋土の周辺は黄灰色風化火山灰土が

ブロック状を呈し遺構壁に漸移しており遺構は完掘して

いない。埋土はⅢ層の黒色細粒火山灰土をブロック状に

含む。これらはⅢ～Ⅳ層相当と考えられ、風倒木底の地

層断面を示すものと考えられる。

時代　時代は不明であるが、埋土の層相から縄文時代の

可能性がある。
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１　黄褐色火山灰土。（１～４は埋土）
２　暗灰～暗灰褐色火山灰土。暗灰色火山灰土のブロックを含む。
３　暗灰褐色火山灰土。
４　黒褐色火山灰土。

１　暗灰色火山灰土。

１　暗灰褐色火山灰土。（１～４は埋土）
２　暗褐色火山灰土。風化火山灰土まじり。
３　暗褐色火山灰土。黄灰色風化火山灰土ブロックを含む。
４　暗灰褐色火山灰土。径100mm大の暗灰色火山灰土ブロック

を含む。

137土　1（1/2）

134土　19（1/2）

134土　20（1/2）

０ １ｍ１:40

０ ５㎝１:２



133号土坑（第104図、PL.35-５・35-６・52、 206頁）

グリッド　８－71区Ｔ－19・20・72区Ａ－19・20

重複　133号土坑は58号土坑に切られるので、58号土坑

より旧い。

周辺の遺構　４号竪穴に２ｍの距離に位置する。

形状と規模　東西方向に長軸を有する歪んだ隅の丸い長

方形を呈し、断面形状は箱形を呈する。長径は2.76ｍ、

短径は2.23ｍ、深さ0.46ｍである。

埋土　埋土は黄褐色～暗灰褐色火山灰土からなり、黄灰

色火山灰土ブロックを含み、ほぼ水平に成層して竪穴を

埋めている。

遺物　出土した土器片（１～６）は細片からなり、縄文時

代前期の有尾式や諸磯式を主体とする。埋土からは石鏃

（９）が出土した。

時代　縄文時代前期。

134号土坑（第115図、PL.35-７・35-８・53、 207・208頁）

グリッド　８－72区Ａ・Ｂ－17

重複　134号土坑は、137号土坑の埋土を切るので137号

土坑より新しい。

周辺の遺構　３号竪穴に近接して位置する。

形状と規模　北西方向に長軸を有する楕円形を呈し、断

面形状は箱形を呈する。長径は3.98ｍ、短径は2.85ｍ、

深さ0.67ｍである。

埋土　埋土は黒褐色～黄褐色火山灰土からなり、土坑の

底部からブロック状に成層している。埋土はⅢ層の黒色

細粒火山灰土をブロック状に含む、Ⅲ～Ⅳ層相当と考え

られる。

遺物　出土した土器片は、細片からなり縄文時代前期の

黒浜・有尾式（４～ 12・14）や有尾式（１・２・３）から

なり諸磯式の土器（13・15 ～ 18）を含む。底から８cm上

に頁岩製の削器（19）が出土した。

時代　縄文時代前期前半の可能性がある。

135号土坑（第115図、PL.35－９・35－10）

グリッド　８－71区Ｔ－18・19

重複　135号土坑は、128号土坑の埋土に切られるので

128号土坑より旧い。

周辺の遺構　133号土坑に３ｍの距離に位置する。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は浅い皿形を

呈する。長径は2.28ｍ、短径は2.10ｍ、深さ0.28ｍである。

埋土　埋土は黄褐色火山灰土の互層からなり、竪穴の底

部からにレンズ状に成層している。埋土はⅣ層相当と考

えられる。

時代　時代は不明であるが、埋土の層相から縄文時代の

可能性がある。

136号土坑（第116図、PL.35-11・35-12・35-13・54、 208頁）

グリッド　８－72区Ａ・Ｂ－20

周辺の遺構　28号竪穴住居や129号土坑に１ｍの至近距

離に位置する。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は浅い皿形を

呈する。長径は2.30ｍ、短径は2.29ｍ、深さ0.38ｍである。

埋土　埋土は暗灰色～黄褐色火山灰土からなり、風化火

山灰土ブロックを含み成層している。埋土はⅣ層相当と

考えられる。埋土からは長径14 ～ 40cmの亜円礫が数点

出土しているが、これらは底から29 ～ 36cm上から出土

している。

遺物　出土した土器片は、細片からなり縄文時代前期の

有尾式や黒浜・有尾式、諸磯式からなる。底から２cm上

から石錐（12）が出土し、埋土中から削器（13）、磨石（14）、

多孔石（15）が出土した。

時代　縄文時代前期。

137号土坑（第115図、 PL.54、 208頁）

グリッド　８－72区Ａ・Ｂ－17

重複　137号土坑は、134号土坑の埋土に切られるので

134号土坑より旧い。

形状と規模　歪んだ円形を呈し、断面形状は皿形を呈す

る。長径は1.82ｍ、深さ0.42ｍである。

埋土　埋土は暗灰色火山灰土からなり、Ⅳ層相当と考え

られる。

遺物　埋土から尖頭状石器（１）が出土した。

時代　縄文時代。
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１　暗褐色火山灰土。径50 ～ 100mm大の風化火山灰土ブ
ロックを含む。（１・２は埋土）

２　黄褐色火山灰土。
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第９節　旧石器調査グリッド

（第117・118図、 PL.36-１～４・54、 208頁）

　旧石器時代の遺物包含層の存在を確かめるために、包

含層の範囲確認調査を実施した。調査区において10ｍ間

隔で調査溝を設定し、上部ローム層最上部に相当するⅤ

層から中部ローム層の最上部にあたる�層まで人力で掘

削し、遺物の出土を確認した。

　遺物包含層の範囲確認調査では、８－71区Ｍ－17グ

リッドに設定した調査溝から旧石器時代の剥片が出土し

たので、調査範囲を拡張し東西南北５ｍの範囲の発掘調

査を実施した。

　出土した遺物は、旧石器時代の石器が２点で、内訳は

硬質頁岩製の削器（３）と剥片（４）である。出土層位はⅥ

層で、上部ローム層の浅間大窪沢テフラを含有する風化

火山灰土である。遺物が出土した地層は、大窪沢テフラ

の放射年代から推定された較正年代に換算した推定年代

で20.0 ～ 19.0千年前に相当し、酸素同位体ステージ２

（MIS ２）の後半にあたる最終氷期の寒冷期に相当するも

のと考えられる。また、同層準の上部ローム層からは、

東に隣接する上細井中島遺跡でも旧石器時代の剥片が出

土している。

　なお、８－71区P－19グリッドのⅡ～Ⅲ層に相当す

る縄文時代遺物包含層から頁岩製の尖頭器（１）が、表土

から尖頭器の可能性がある石器（２）が出土した。

第117図　遺構外から出土した旧石器と旧石器調査グリッドの出土遺物
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1（4/5）
2（4/5）

3（4/5）

4（4/5）

０ ５㎝４:５



層序区分 層厚
(cm)

土層名

黒色土

(漸移帯)
19 Ⅳ

16 Ⅴ

11 Ⅵ

34 Ⅶ

13 Ⅷ

９ Ⅸ

10 Ⅹ

16 Ⅺ

13+ Ⅻ

上

部

ロ

ー

ム

層

層相
暗灰色火山灰土で黒色土と上部ローム層の漸移帯。
軟質で母材は風化火山灰土。

←縄文時代前期遺物包含層

黄灰色風化火山灰土。黄灰色軽石（As-YP）を含む。

黄灰色風化火山灰土。青灰色岩片を含む黄灰色軽石
（As-Okp）が点在する。 ←旧石器出土層準

黄灰褐色風化火山灰土。
鉱物粒が多い粉状の層相を呈する。

黄褐色風化火山灰土。橙褐色軽石（As-BP3）を含む。

黄褐色風化火山灰土。橙褐色軽石（As-BP2）がブロッ
ク状に堆積。

暗灰褐色風化火山灰土。

灰褐色軽石層（As-BP1）。

暗灰褐色風化火山灰土。

第１地点

８ー82区
８ー72区

８ー71区

７ー80区

７ー79区

第３地点

第４地点

第２地点

Ａ

　　　　Ｋ

大グリ
ット８

Ａ

　　　　　　
　　Ｋ

大グリ
ット７

Ａ

 Y=-68
,050 

 Y=-68
,000 

 Y=-67
,950 

 Y=-67
,900 

 X=47,750 

 X=47,800 

11

65

66

59

3

調査溝

調査溝

調査溝旧石器調査グリット

4

 8-71M19 

65

66

59

第118図　旧石器調査グリッド
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第10節　遺構以外で出土した遺物

（第119 ～ 126図、 PL.54－60、 209 ～ 215頁）

　表土やⅢ層などから出土した遺構外の掲載した遺物

は、縄文土器片が175点、縄文時代の石器が43点、古墳

時代以降の土器片が４点、銭貨が１点、石製品が１点で、

合計は224点ある。

　出土した縄文時代の土器は主に細片からなり、器種は

すべて深鉢の破片である。これらは縄文時代早期の条痕

文系の土器（１）や縄文時代前期前半の有尾式（２～６）、

黒浜式（７～９）黒浜式～有尾式（10 ～ 35）などであり、

これに外来系の大木２a式（36・37）などの土器が含まれ

る。これらの土器片は直径が５～ 15cm大の破片から構

成される。

　遺構外から出土した遺物で点数が多いものは縄文時代

前期後半の時期に相当する土器群であり、これらの土器

は検出された縄文時代の遺構群の時期に相当するもので

あると考えられる。

　これらには諸磯ａ式（38 ～ 49）、諸磯ｂ式（50 ～ 95）、

諸磯ｃ式（96 ～ 113）、前期末葉の土器（114 ～ 147）に外

来系の浮島式（148）、興津式（149 ～ 155）、大木式（156・

157）などが含まれる。

　特に諸磯ｂ式の深鉢（50）は口径が19.5cm、推定した高

さが21cmに及び残存率が比較的高い土器であるが、接合

した複数の破片は、８－71区Ａ－16、72区のＱ・Ｒ－

15、Ｑ・Ｓ－16、Ｔ－20グリッドからの出土である。こ

れらのグリッドは南北30ｍ東西25ｍの範囲にあるため、

個々の遺物片は広い範囲に分散したものが接合したこと

になり、特異な例と考えられる。

　縄文時代中期では五領ヶ台式（157 ～ 160）、加曽利Ｅ

２～３式（163 ～ 173）や後期の堀之内２式（174・175）

などが出土した。

　縄文時代の石器や石製品は打製石斧（176 ～ 1186）や磨

製石斧（187・188）などの土掘り具や伐採具が出土した。

磨製石斧（188）は結晶片岩の定角式小形磨製石斧の破片

である。

　また石鏃（189 ～ 197）などの狩猟具は頁岩、チャート

等の堆積岩や黒曜石、安山岩などの火山岩を利用してい

る。なお石匙（198・199）や石錐（200・201）などの加工具

や凹石（208 ～ 211）や磨石（212 ～ 215）、台石（217・218）

などの製粉具が出土し、縄文時代前期から中期の典型的

な石器や石製品の出土品の様相を呈している。

　古墳時代以降の土器類では、灰釉陶器の皿や椀（219・

220）や須恵器の椀（221・222）の破片など出土し、報告書

に掲載した遺構外遺物の点数は極めて少ない。

　金属器や石製品では銭貨の寛永通宝（223）や砥沢石製

の砥石（224）である。

　なお、遺構や遺構外から出土した報告書の本文中に図

や写真を掲載しなかった出土遺物は遺構別に第５表に示

した。これらは土器の総重量が50kgに及び、土坑から出

土した遺物では近世の国産施釉陶器や国産磁器の破片、

近現代の陶磁器片などである。

　また遺構から出土した土器類では、大型製品からなる

土師器の破片が最も多く、須恵器の小型製品、大型製品

の出土量がこれに次いでいる。これらは上細井蝉山遺跡

の集落の主体をなす竪穴住居から多くの土器類が出土し

ており、土師器の煮沸具や須恵器の食膳具や貯蔵具など

の破片がその主要な出土遺物量のもとになるものと考え

られる。

　なお灰釉陶器の出土量は、規模の大きな竪穴住居であ

る９号竪穴住居から突出した量が出土していることが明

らかである。
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第５表　図や写真を掲載しなかった出土遺物の数量
遺構
番号 遺構種

近世 近現代 時期不詳

中国磁器 中国陶器 国産磁器 国産
施釉陶器

国産
焼締陶器

在地系
焙烙・鍋

在地系
皿

在地系
その他 瓦 陶磁器 土器類 土器類 瓦 その他

12 住居 3
1 古墳 1
13 土坑 1
16 土坑 2
22 土坑 2
23 土坑 1
26 土坑 1
27 土坑 1 1
49 土坑 1
74 土坑 1
77 土坑 1
84 土坑 1
89 土坑 1 1 4
90 土坑 1
93 土坑 1
101 土坑 1 1
118 土坑 2
1 溝 1 2
2 竪穴 1

調査面 7 10 2 3
表土 29 69 3 12 37 6 4 3 2

遺構
番号 遺構種

土師器 須恵器 灰釉陶器 近世 時期不詳

小型製品 中型製品 大型製品 不明 小型製品 中型製品 大型製品 不明 椀・皿 瓶類 不明 在地系 
焙烙・鍋 土器類 その他

1 住居 150 0 471 182 264 0 234 0 0 0 0
2 住居 98 0 123 14 76 0 0 0 0 0 0
3 住居 49 0 883 282 0 0 0 0 0 0 0
4 住居 8 0 420 244 256 0 76 0 0 26 0
5 住居 4 0 874 153 9 0 5 0 0 0 0
6 住居 130 0 1194 637 192 0 161 0 9 0 0
7 住居 42 0 275 13 9 0 16 0 0 0 0
8 住居 118 0 2316 2244 610 0 162 0 11 34 0
9 住居 245 0 3008 1183 2141 0 581 0 137 37 1
10 住居 95 0 1704 1256 361 0 48 3 9 78 0
11 住居 5 0 476 154 120 0 3 0 0 0 0
12 住居 49 0 558 337 85 0 36 0 0 0 0
13 住居 18 0 206 66 83 0 0 0 0 0 0
14 住居 23 0 637 176 185 0 0 0 0 0 0
15 住居 24 0 762 216 251 0 0 0 0 0 0
16 住居 6 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0
17 住居 29 83 1554 42 0 0 0 0 0 0 0
18 住居 44 0 577 79 220 0 922 0 11 0 0
19 住居 0 0 13 2 0 0 12 0 0 0 0

18・19 住居 27 0 142 141 145 0 75 0 29 34 0
20 住居 6 0 51 16 56 0 0 0 0 0 0
21 住居 3 0 1282 472 271 0 503 0 0 0 2
22 住居 65 0 623 275 148 0 228 0 0 0 0
23 住居 30 0 457 320 244 0 0 0 0 0 0
24 住居 4 0 63 57 20 0 0 0 0 0 0
25 住居 13 0 700 305 147 0 3 0 0 0 0
26 住居 55 0 233 127 121 0 0 0 0 0 0
27 住居 15 0 805 110 142 0 545 2 4 0 0
28 住居 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 住居 24 0 492 11 6 0 0 0 0 0 0
1 古墳 34 0 0 0 41 0 36 23 0 0 0
1 井戸 29 0 73 24 285 0 478 0 17 0 0
2 土坑 12 0 23 36 60 0 29 0 0 0 0
3 土坑 12 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0
4 土坑 0 0 7 18 0 0 26 0 0 0 0
5 土坑 32 0 175 0 0 0 0 47 0 4 0
10 土坑 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0
11 土坑 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0
13 土坑 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0
22 土坑 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
24 土坑 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0
29 土坑 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0
46 土坑 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
58 土坑 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0
71 土坑 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0
84 土坑 0 0 0 0 0 0 19 0 0 0 0
85 土坑 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0
86 土坑 0 0 84 0 0 0 58 0 0 0 0
88 土坑 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
90 土坑 0 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0
100 土坑 0 0 0 0 0 0 113 0 0 0 0
102 土坑 0 0 4 0 0 0 21 0 0 0 0
116 土坑 0 0 0 0 0 0 105 0 0 0 0
118 土坑 0 0 0 3 18 0 0 0 0 0 0
129 土坑 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0
134 土坑 6 0 20 0 2 0 24 0 0 0 0 　
136 土坑 0 0 47 7 0 0 0 0 0 0 0
137 土坑 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0
1 竪穴 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0
4 竪穴 0 0 0 41 0 0 0 0 0 0 0
1 道 20 0 97 73 48 0 46 0 0 0 0
1 溝 0 0 0 64 3 0 0 0 0 0 0
2 溝 16 0 141 64 33 0 64 0 0 0 0
3 溝 0 0 16 13 0 0 75 0 0 0 0

調査面 11 146 96 52 8 97 8 3 2 0 1 3 8
表土・表採 152 0 945 2065 1391 0 1113 0 44 35 7

計 1,703 83 22,697 11,660 8,116 8 5,949 83 274 250 10 0 0 0
重量 土師器 36,143 g 須恵器 14,156 g 灰釉陶器 534 g 陶磁器239点

総重量 古代土器 50,833 g



第119図　遺構外で出土した遺物（１）
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第120図　遺構外で出土した遺物（２）
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第121図　遺構外で出土した遺物（３）
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第122図　遺構外で出土した遺物（４）
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第123図　遺構外で出土した遺物（５）

第10節　遺構以外で出土した遺物

167

127

137

147

132

142

129

139

134

144

126

136

146

131

141

125

135

145

130

140

128

138

133

143

152

157

149

154

156

151150

148

153

155

０ 10㎝１:３



第124図　遺構外で出土した遺物（６）
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第125図　遺構外で出土した遺物（７）
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第126図　遺構外で出土した遺物（８）
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第４章　自然科学分析による遺跡の理解

第１節　地層とテフラ

　（１）テフラ分析の目的

　関東地方北西部に位置する前橋市とその周辺には、赤

城、榛名、浅間など北関東地方とその周辺に分布する火

山のほか、中部地方や中国地方さらには九州地方など遠

方に位置する火山から噴出したテフラ（火山砕屑物、い

わゆる火山灰）が数多く降灰している。とくに後期更新

世以降に降灰したそれらの多くについては、層相や年代

さらに岩石記載的な特徴がテフラ・カタログなどに収録

されており、遺跡などで火山灰層序の調査を行い、テフ

ラを対比することで、地形や地層の形成年代さらには遺

物や遺構の年代などについて検討することが可能であ

る。

　上細井蝉山遺跡で地質調査を実施して地層やテフラの

記載を行うとともに、採取した試料を対象にテフラ分析

を行って、地層の層序や層位さらに年代に関する資料を

検討することにした。これらの地層の調査及びテフラ分

析は火山灰考古学研究所に委託して実施した。

　調査区で調査の対象となった地点は、次の３地点であ

り、模式層序の標識地は第１及び第３地点である。

第１地点（第118・127図、PL.36－５）

グリッド　７－80区Ｋ－13

第２地点（第118・128図）

グリッド　７－71区Ｂ－11

第３地点（第118・128図、PL.36－６）

グリッド　７－80区Ｍ－８

　（２）調査区の層序

　上細井蝉山遺跡の模式的な層序が明らかになった標識

地の第１地点の層序について下位の地層より特徴を述べ

る（第127図）。

　最下層からは若干青みがかった灰色岩片を多く含む灰

色泥流堆積物からなり層厚10cm以上、礫の最大径32mmで

ある。本層はⅩⅤ�層に相当する。

　若干青みがかった灰色岩片を多く含む暗灰褐色土層

は、層厚19cm、石質岩片の最大径は26mmである。本層は

�層に相当する。

　その上位は、炭化物を多く含む灰褐色土層からなり層

厚14cmである。黄桃色軽石層は層厚７cmで軽石の最大径

３mm、石質岩片の最大径２mmである。黄桃色軽石および

灰色土ブロック混じり灰褐色土層は層厚14cmで、軽石の

最大径３mmであり、これらの地層は�層に相当する。

　暗褐色土層は層厚17cmでⅫ層である。乳白色の風化し

た軽石層は層厚21cmで軽石の最大径７mm、石質岩片の最

大径３mmを呈し、Ⅺ層に相当する。

　灰褐色土層は層厚９cmでⅩ層に、黒灰色粗粒火山灰混

じり橙色軽石層は層厚10cmで軽石の最大径12mm、石質岩

片の最大径３mmである。黄灰色砂質土層は層厚４cmでこ

れらはⅨ層に相当する。

　暗褐色土は層厚６cm、黄色粗粒火山灰層は層厚３cm、

暗褐色土層は層厚10cmでこれらはⅧ層に相当する。

　黄色細粒軽石を多く含む褐色土層は、層厚19cmで軽石

の最大径５mmを呈しⅦ層に相当する。比較的粗粒の黄色

軽石混じり褐色土層は層厚30cmで軽石の最大径は14mmで

Ⅵ層に相当する。

　黄色粗粒軽石層は層厚４cmで軽石の最大径９mm、石質

岩片の最大径２mmである。その上位には褐色土層が層厚

８cmであり、これらはⅤ層に相当する。

　さらに、その上位には、下位より黄色軽石を少量含む

灰褐色土層が層厚27cm、軽石の最大径９mmを呈しⅣ層に

相当する。暗灰褐色土層は層厚14cmでⅢ層に、黄白色軽

石に富む黒褐色土層は層厚16cmで軽石の最大径は12mmを

呈しⅡ層に相当する。暗灰褐色砂質土層は層厚24cmでⅠ

層が認められる。これらのうち、Ⅱ層に多く含まれてい

る黄白色軽石は比較的発泡が良く、層位や岩相から浅間

Ｃテフラに由来すると考えられる。

　第２地点の層序は以下のとおりである（第128図）。下

位より暗褐色土層からなり層厚４cm以上、成層したテフ

ラ層で、層厚６cm、炭化物混じり灰褐色土層は層厚４

cm、成層したテフラ層は層厚8.6cm、暗褐色土層は層厚
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14cm、黒灰色粗粒火山灰混じり橙色軽石層は層厚11cmで

軽石の最大径11mm、石質岩片の最大径２mmが認められる。

　これらの地層のうち、下位の成層したテフラ層は、細

粒の黄白色軽石層で層厚３cm、軽石の最大径３mm、石質

岩片の最大径２mmと灰白色粗粒火山灰層の層厚３cmから

なる。一方、上位の成層したテフラ層は、桃色細粒火山

灰層で層厚0.6cmと、乳白色風化細粒軽石層で層厚８cm、

軽石の最大径２mmからなる。

　第３地点の層序は以下のとおりである（第128図）。下

位より灰色砂層からなり、層厚50cm以上、黒泥層は層厚

32cm、成層したテフラ層は層厚３cm、砂混じり暗灰色泥

層は層厚３cm、基底部に層厚８cmの灰色砂層をもつ灰色

砂質泥流堆積物は層厚126cm、礫の最大径263mmである。

また上位には青みがかった灰色岩片が多い灰褐色土が層

厚29cm、若干色調が暗い褐色土層は層厚15cm、黄桃色軽

石を含み若干色調が暗い灰褐色土は層厚７cmで軽石の最

大径６mm、わずかに色調が暗い褐色土が層厚14cmなど認

められる。

　（３）テフラ検出分析の方法と結果

　テフラの検出を目的とする分析試料と分析方法につい

て述べる。土層断面において、テフラ層ごとまたは地層

ごとに層界をまたがないよう基本的に５cmごとに設定採

取された試料のうち、第１地点と第３地点の14試料を対

象に、テフラ粒子の相対的な特徴を把握するテフラ検出

分析を実施した。分析の手順は次の通りである。

第127図　第１地点（７－80 区Ｋ－13）の柱状図
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  　第３地点の柱状図
（※数字はテフラ分析の試料名）

  　第２地点の柱状図
（※数字はテフラ分析の試料名）
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第128図　第２地点（７－71区Ｂ－11）・第３地点（７－80区Ｍ－８）の柱状図
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　はじめに、試料12ｇを秤量する。次に超音波洗浄装置

を用いながら、ていねいに泥分を除去する。試料は80℃

で恒温乾燥させ、実体顕微鏡下、テフラ粒子の量や色調

などを観察する。

　テフラ検出分析の結果を第６表に示す。第１地点では、

試料36と32に無色透明のバブルウォール型ガラスが比較

的多く含まれている。また、試料８から試料５にかけて、

分厚い中間型や軽石型の火山ガラスが比較的多い。火山

ガラスの色調は、灰色、白色、無色透明である。一方、

第３地点の試料３には、白色の軽石やその細粒物である

白色の軽石型ガラスが比較的多く含まれている。軽石の

最大径は7.6mmで、最大径が13.2mmに達する石質岩片も

認められる。また、斑晶には角閃石や斜方輝石が含まれ

ている。

　（４）考察

　調査区で最下位の地層が認められた第３地点では、成

層したテフラ層とその上位の火山泥流堆積物を検出し

た。成層したテフラ層については、層相や含まれるテフ

ラ粒子の特徴から、榛名火山から噴出した榛名八崎火山

灰［Hr-HA］（新井1989）と考えられる。

　第１地点の試料36（�層基底付近）で多く出現しはじ

める無色透明のバブルウォール型火山ガラスについて

は、その特徴から南九州の姶良カルデラから噴出した姶

良Tn火山灰［AT］（町田・新井1976）に由来すると考えられ

る。したがって、その降灰層準は試料36付近と推定され

る。

　同じ�層でその上位に濃集する黄桃色軽石（試料33）

は、ATのすぐ上位にあることや、特徴的な色調などから、

浅間火山から噴出した浅間板鼻褐色軽石（新井1962）の中

の最下部の室田軽石（森山1971）と考えられる。第２地点

においては２層認められるⅪ層中のテフラ層、Ⅸ層下部

の軽石層、Ⅷ層中の粗粒火山灰層は、層相から浅間板鼻

褐色軽石を構成する降下テフラ層と考えられる。

　Ⅵ層中に含まれる粗粒の黄色軽石は、層位や岩相から、

浅間大窪沢第１軽石［As-Okp1］および浅間大窪沢第２軽

石［As-Okp2］（中沢ほか1984）に由来すると思われる。な

お、Ⅶ層中に多く含まれる黄色細粒軽石は、その層位や

色調から浅間白糸軽石［As-SP］（町田ほか1984）に由来す

る可能性がある。

　Ⅵ層最上部にある粗粒の黄色軽石層は、その層相や層

位などから浅間火山から噴出した浅間板鼻黄色軽石［As-

YP］（新井1962）の下部（主体部）と上部にそれぞれ同定さ

れる可能性が高い。
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第６表　テフラ検出分析結果

地点 試料
軽石・スコリア 火山ガラス

量 色調 最大径 量 形態 色調
第１地点 3 * pm 白

5 ** md,pm 灰 , 白
7 ** md>pm 灰 , 白 , 透明
8 ** md,pm 灰 , 白 , 透明

11 * pm,md 白 , 灰
13 * pm,md 白 , 灰
15 * pm,md 灰 , 白 , 透明
28 * pm>bw 灰 , 透明
30 * pm,bw 灰 , 透明
32 ** bw 透明
36 ** bw 透明
38 * pm 白
40 * pm 白

第３地点 3 * 白 7.6 ** pm 白

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない．最大径の単位は，mm．bw：バブルウォール型，md：中間型，pm：軽石型．



第２節　テフラの放射性炭素年代

　（１）テフラの年代測定の目的

　上細井蝉山遺跡で地質調査を実施して地層やテフラの

記載を行うとともに、テフラの前後から採取した炭化物

試料を対象にAMS法による放射性炭素年代測定を行って、

遺跡に堆積した地層の層序やテフラの年代を検討するこ

とにした。これらの年代測定分析は、試料採取を火山灰

考古学研究所に、年代測定を株式会社加速器分析研究所

に委託して実施した。

　（２）試料の処理及び年代測定の方法

　放射性炭素年代測定の対象試料は、第２地点（118図・

128図）から採取し、Ⅺ層から出土した浅間板鼻褐色テ

フラ層［As-BP１］中の炭化物（2-1：IAAA-92853、2-2：

IAAA-92854）とⅫ層から出土した炭化物（3：IAAA-92855、

4：IAAA-92856）の合計４点であり、いずれも上部ローム

層中に挟在するテフラの中から採取した。

　年代測定試料の化学処理の工程は以下のとおりであ

る。試料は、メス・ピンセットを使い、根や土等の表面

的な不純物を取り除く。その後に酸処理、アルカリ処理、

酸処理（AAA：Acid　Alkali　Acid）により内面的な不純物

を取り除く。最初の酸処理では80℃の１Ｎの塩酸を用い

て数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では80℃の１Ｎの水酸化ナトリウ

ム水溶液を用いて数時間処理する。なお、AAA処理にお

いて、アルカリ濃度が１Ｎ未満の場合、表中にAaAと記

載する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最

後の酸処理では80℃の１Ｎの塩酸を用いて数時間処理し

た後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。

希釈の際には、遠心分離機を使用した。

　化学処理を終えた試料は、酸化銅と共に石英管に詰め、

真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で２時間加熱し

た。その後、液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで試料から二酸化炭素（CO2）

を精製する。精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭

素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

　試料から作成したグラファイトを内径１mmのカソード

に詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着して

測定を行った。

　放射性炭素年代測定の機器は、３MVタンデム加速器を

ベースとした14Ｃ-AMS専用装置（NEC　Pelletron　9SDH-2）

を使用した。測定は、米国国立標準局（NIST）から提供さ

れたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とし、バックグラウン

ド試料の測定も同時に実施した。

　放射性炭素年代値の算出方法は以下のとおりである。

年代値の算出には、Libbyの半減期（5568年）を使用する

（Stuiverand　Polach1977）。14Ｃ年代（Libby　Age：yrBP）

は、過去の大気中14Ｃ濃度が一定であったと仮定して測

定され、1950年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。

この値は、δ13Ｃによって補正された値である。14Ｃ年

代と誤差は、１桁目を四捨五入して10年単位で表示され

る。また、14Ｃ年代の誤差（±１σ）は、試料の14Ｃ年代

がその誤差範囲に入る確率が68.2％であることを意味す

る。

　δ13Ｃは、試料炭素の13Ｃ濃度（13Ｃ/12Ｃ）を測定し、

基準試料からのずれを示した値である。同位体比は、い

ずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測

定には質量分析計あるいは加速器を用いる。加速器によ

り13Ｃ/12Ｃを測定した場合には表中に（AMS）と注記す

る。pMC（percent　Modern　Carbon）は、標準現代炭素に

対する試料炭素の14C濃度の割合である。

　暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14Ｃ濃度を元

に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の14Ｃ濃度変

化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正

年代は、14Ｃ年代に対応する較正曲線上の暦年代範囲で

あり、１標準偏差（１σ＝68.2％）あるいは２標準偏差（２

σ＝95.4％）で表示される。

　暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四

捨五入しない14Ｃ年代値である。なお、較正曲線およ

び較正プログラムは、データの蓄積によって更新され

る。また、プログラムの種類によっても結果が異なるた

め、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを

確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算

に、IntCal04データベース（Reimer　et　al.2004）を用い、

OxCalv4.1較 正 プ ロ グ ラ ム（Bronk　Ramsey　1995;Bronk

　Ramsey　2001;Bronk　Ramsey,van　der　Plicht　and　

Weninger　2001）を使用した。
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　（３）測定結果

　Ⅺ層［As-BP１］から出土した炭化物の14Ｃ年代は、2-1

が22390±100yrBP、2-2が22640±100yrBPである。これ

らは、おおむね近接した年代値となった。Ⅻ層出土炭

化物の14Ｃ年代は、３が23130±100yrBP、４が23000±

100yrBPである（第７・８表）。誤差（±１σ）の範囲で値

が重なり合い、近い年代を示している。４点とも後期旧

石器時代に相当する年代値で、炭素含有率はおおよそ

40％を超え、化学処理や測定上の問題は認められない。

第３節　１号竪穴住居から出土した
炭化材の放射性炭素年代

（δ13Ｃ）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示し

た14Ｃ年代、14Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲を示

す。また、第129図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦

年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であ

り、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用

いて暦年較正を行うために記載した。

　14Ｃ年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年

代である。14Ｃ年代（yrBP）の算出には、14Ｃの半減期と

してLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した

14Ｃ年代誤差（±１σ）は、測定の統計誤差、標準偏差等

に基づいて算出され、試料の14Ｃ年代がその14Ｃ年代誤

差内に入る確率が68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。暦年較

正とは、大気中の14Ｃ濃度が一定で半減期が5568年とし

て算出された14Ｃ年代に対し、過去の宇宙線強度や地球

磁場の変動による大気中の14Ｃ濃度の変動、及び半減期

の違い（14Ｃの半減期5730±40年）を較正して、より実際

の年代値に近いものを算出することである。

　14Ｃ年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：

INTCAL09）を使用した。なお、１σ暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された14Ｃ年代誤差に相当する

　（１）炭化材の年代測定の目的

　１号竪穴住居の床面からはまとまって炭化材が出土

し、貯蔵穴周辺からは多くの遺物が出土した。採取した

炭化物試料を対象にAMS法による放射性炭素年代測定を

行って、竪穴住居の床面に残された遺物の年代を検討す

ることにした。炭化材の放射性炭素年代の測定は、株式

会社パレオ・ラボに委託して実施した。

　（２）試料の処理及び年代測定の方法

　試料は、最外年輪の残る試料を２点選び、測定した試

料の情報や試料の処理は第９表に示す。試料は調製後、

加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC

製　1.5SDH）を用いて測定した。得られた14Ｃ濃度につい

て同位体分別効果の補正を行った後、14Ｃ年代、暦年代

を算出した。

　（３）測定結果

　第10表に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比
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第７表　放射性炭素年代の測定結果

測定番号 層位
試料

処理方法 δ13Ｃ（‰）（AMS）
δ 13 Ｃ補正あり

形態 Libby　Age（yrBP） pMC（％）
IAAA-92853 Ⅺ 炭化物 AaA -25.44 ± 0.71 22,390 ± 100 6.16 ± 0.07
IAAA-92854 Ⅺ 炭化物 AaA -26.11 ± 0.58 22,640 ± 100 5.97 ± 0.07
IAAA-92855 Ⅻ 炭化物 AaA -25.64 ± 0.75 23,130 ± 100 5.62 ± 0.07
IAAA-92856 Ⅻ 炭化物 AaA -24.48 ± 0.63 23,000 ± 100 5.71 ± 0.07

第８表　放射性炭素年代の暦年較正年代

測定番号
δ 13 Ｃ補正なし

暦年較正用（yrBP） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA-92853 22,390 ± 90 6.16 ± 0.07 22,385 ± 93 20539BC-20345BC（68.2％）* 20629BC-20254BC（95.4％）*
IAAA-92854 22,660 ± 100 5.96 ± 0.07 22,641 ± 99 20782BC-20588BC（68.2％）* 20887BC-20499BC（95.4％）*
IAAA-92855 23,140 ± 100 5.61 ± 0.07 23,127 ± 99 21271BC-21074BC（68.2％）* 21375BC-20986BC（95.4％）*
IAAA-92856 22,990 ± 100 5.72 ± 0.07 22,998 ± 102 21155BC-20956BC（68.2％）* 21256BC-20851BC（95.4％）*



第129図　暦年較正図

第３節　１号竪穴住居から出土した炭化材の放射性炭素年代

177

第９表　測定試料及び処理
測定番号 遺構 試料番号 種類 性状 状態 前処理
PLD-14974 １号竪穴住居 No.１ クリ（６年輪） 最外年輪 wet 超音波洗浄・酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸 :1.2N, 水酸化ナトリウム :1N, 塩酸 :1.2N）
PLD-14975 １号竪穴住居 No.２ クリ（10 年輪） 最外年輪 wet 超音波洗浄・酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸 :1.2N, 水酸化ナトリウム :1N, 塩酸 :1.2N）

第10表　放射性炭素年代測定値及び暦年較正の結果

測定番号
δ 13 Ｃ 

（‰）

暦年較正用年代 

（yrBP ± 1 σ）

14 Ｃ年代 

（yrBP ± 1 σ）

14 Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-14974 

試料 No.１
-24.48 ± 0.21 1201 ± 20 1200 ± 20

780AD（12.2％）794AD
801AD（56.0％）870AD

773AD（95.4％）888AD

PLD-14975 

試料 No.２
-24.48 ± 0.20 1226 ± 21 1225 ± 20

722AD（13.4％）741AD
770AD（41.4％）825AD
841AD（13.5％）862AD

694AD（　1.4％）701AD
708AD（20.8％）748AD
766AD（73.2％）881AD



68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ暦年代

範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味す

る。グラフ中の縦軸上の曲線は14Ｃ年代の確率分布を示

し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

　1号竪穴住居から出土した炭化材２点について測定・

暦年較正した結果、１号竪穴住居から出土した炭化材の

試料No.１（PLD-14974）は、１σ暦年代範囲において780-

794　calAD（12.2％）および801-870　calAD（56.0％）、２

σ暦年代範囲において773-888　calAD（95.4％）であった。

確率の高い年代範囲に注目すると２σ暦年代範囲におい

て８世紀後半～９世紀後半である。

　また、炭化材No.２（PLD-14975）は、１σ暦年代範囲に

おいて722-741　calAD（13.4％）と770-825　calAD（41.4％）

および841-862　calAD（13.5％）、２σ暦年代範囲におい

て694-701　calAD（1.4％）と708-748　calAD（20.8％）お

よび766-881　calAD（73.2％）であった。確率の高い年代

範囲に注目すると２σ暦年代範囲において８世紀後半～

９世紀後半である。

　該当する時期における較正曲線は、８世紀後半～９世

紀後半にかけて平坦部であり（第129図）、較正された炭

化材の年代範囲は広い範囲であった。このことから、年

代範囲を十分絞り込むことは困難であり、概ね８世紀後

半～９世紀後半の時期に相当する。なお、単一炭化材試

料から複数点を採取し、ウィグルマッチングを検討した

が、いずれの炭化材も10年輪以内であったため断念した。

第４節　プラント・オパール分析

　（１）プラント・オパール分析の目的

　植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である

珪酸（SiO ２）が蓄積したものであり、植物が枯れたあと

も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久

的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であ

り、イネの消長を検討することで水田跡（稲作跡）の検証

や探査が可能である（藤原・杉山1984、杉山2000）。

　上細井蝉山遺跡の西側の谷は、隣接する山王・柴遺跡

に連続することから遺跡西端の地層が生産域として水田

や畠として利用された可能性が出てきた。今回は、プラ

ント・オパール分析による水田跡の探査を目的に分析を

行った。

（２）試料とプラント・オパール分析の方法

　分析試料は、第４地点（72区Ｅ-19）の壁面から採取し

た試料１～５の計５点である。試料１～３はⅠc ～Ⅰd

層に相当する茶褐色～赤褐色土である。試料４と５はⅡ

b1層～Ⅱa層に相当する黒褐色～赤褐色土である。

　プラント・オパール分析は、ガラスビーズ法（藤原

1976）を用いて、以下の手順で行った。試料は105℃で24

時間乾燥（絶乾）する。試料約１ｇに対し直径約40μmの

ガラスビーズを約0.02g添加（電子分析天秤により0.1mg

の精度で秤量）する。試料を電気炉灰化法（550℃・６時間）

によって脱有機物処理を施す。処理の済んだ試料は、超

音波水中照射（300Ｗ・42KHz・10分間）による分散を行い、

沈底法によって20μm以下の微粒子を除去した。得られ

た粒子を封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート

を作成した。

　プレパラートの検鏡及び計数と同定は、400倍の偏光

顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプ

ラント・オパールを対象として行った。計数は、ガラス

ビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプ

レパラート１枚分の精査に相当する。試料１ｇあたりの

ガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールと

ガラスビーズ個数の比率をかけて、試料１ｇ中のプラン

ト・オパール個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重

と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あたりの植物

体乾重、単位：10－５ｇ）をかけて、単位面積で層厚１

cmあたりの植物体生産量を算出した。これにより、各植

物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえ

ることができる（杉山2000）。

　（３）分析結果

　プラント・オパール分析では、イネ、ムギ類（穎の表

皮細胞）、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科の

主要な６分類群について同定・定量を行った。分析結果

を第11表および第130図に示す。

　水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネ
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のプラント・オパールが試料１ｇあたり5,000個以上と

高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われてい

た可能性が高いと判断している（杉山2000）。ただし、密

度が3,000個/ｇ程度でも水田遺構が検出される事例があ

ることから、ここでは判断の基準をおよそ3,000個/ｇと

して検討を行った。

　その結果、今回分析を実施したすべての試料からイネ

が検出された。このうち、試料１で密度が2,900個/ｇ、

試料２では3,200個/ｇ、試料４では4,300個/ｇと比較的

高い値である。したがって、これらの地層では稲作が行

われていた可能性が高いと考えられる。試料３と試料５

では密度が2,000個/ｇおよび700個/ｇと比較的低い値で

ある。イネの密度が低い原因としては、稲作が行われて

いた期間が短かったこと、地層の堆積速度が速かったこ

と、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、およ

び上層や他所からの混入などが考えられる。

　プラント・オパール分析で同定される分類群のうち栽

培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ

属型（ヒエが含まれる）などがあるが、これらの分類群は

今回分析したいずれの試料からも検出されなかった。

　ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜

科は比較的乾いたところに生育している。このことから、

これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積

当時の環境（乾燥・湿潤）を推定することができる。今回

分析した試料にみられる、おもな分類群の推定生産量に

よると、おおむねヨシ属が優勢であり、タケ亜科（おも

にネザサ節型）やススキ属型も比較的多くなっている。

　以上のことから、各層準の堆積当時は、ヨシ属が生育

するような湿地的な環境であったと考えられ、そこを利

用して水田稲作が行われていたと推定される。また、周

辺の比較的乾燥したところには竹笹類やススキ属などが

生育していたと考えられる。

　プラント・オパール分析の結果、試料１、試料２、試

料４ではイネが比較的多量に検出され、稲作が行われて

いた可能性が高いと判断された。また、試料３、試料５

でも稲作が行われていた可能性が認められた。各層準の

堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿地的な環境で

あったと考えられ、そこを利用して水田稲作が行われて

いたと推定される。

第130図　プラント・オパール分析結果
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第11表　プラント・オパール分析結果
検出密度（単位：×100個/g）

分類群 学名　試料 １ ２ ３ ４ ５
イネ Oryza　sativa 29 32 20 43 7
ヨシ属 Phragmites 14 45 33 22 21
ススキ属型 Miscanthus　type 57 51 67 65 48
タケ亜科 Bambusoideae 157 160 226 202 123

推定生産量（単位：㎏ /㎡ ・cm）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出
イネ Oryza　sativa 0.84 0.94 0.59 1.28 0.20
ヨシ属 Phragmites 0.90 2.83 2.10 1.37 1.30
ススキ属型 Miscanthus　type 0.71 0.64 0.82 0.81 0.59
タケ亜科 Bambusoideae 0.76 0.77 1.09 0.97 0.59



第５節　１号竪穴住居から出土した
炭化材の樹種

第６節　自然科学分析の成果と
発掘調査からの評価

　（１）炭化材の樹種同定の目的

　１号竪穴住居の床面の埋土中から出土した炭化材１点

の樹種同定を行い、竪穴住居の部材などに使用された樹

木の種類を特定し、当時の植物利用について検討する資

料とすることを目的とした。なお、樹種同定は、株式会

社パレオ・ラボに委託して実施したが、同じ試料を用い

てAMS法による放射性炭素年代測定も実施した。

　（２）樹種同定の方法

　竪穴住居埋土から出土した炭化材試料は、手割りある

いはカッターナイフを用いて３断面（横断面・接線断面・

放射断面）を作製した。直径１cmの真鍮製試料台に試料

を両面テ－プで固定し、銀ペーストを塗布して乾燥させ

た後、金蒸着して走査電子顕微鏡（日本電子（株）製JSM-

5900LV型）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。

　（３）樹種同定の結果

　樹種同定の結果、試料の炭化材はブナ科のクリであっ

た。年代測定に用いた試料はNo.１、No.２ともにクリで

あった。以下に同定根拠となった木材組織の特徴を記載

する。

クリ　Castanea　crenata　Sieb.et　Zucc.　ブナ科

　環孔材で、大型の道管が２～３列集まり年輪界に並ぶ。

晩材部では角張った小道管が火炎状に配列している。軸

方向柔組織は短接線状に配列する。道管の穿孔は主に単

一で、放射組織は単列同性である。

　樹種同定を行った炭化材は、平安時代の１号竪穴住居

から出土した一括取上げの炭化材である。試料は半径５

cm以下のやや大型の破片で、比較的量は多い。同定した

炭化材は、比較的大きなものを実体顕微鏡で複数観察し

た結果、すべてクリであった。これらの炭化材は、年輪

数は10年程度と少なく、成長の早い木材であった。

　クリは、温帯下部から暖帯に分布する落葉高木で、材

質は耐朽性・耐湿性に優れ保存性が高い。建築・家具・

器具・土木など多用途に利用されるが、産出状況は不明で

あるが、炭化材の形状から建築部材の一部と考えられる。

　（１）地層とテフラ

　上細井蝉山遺跡で検出された地層やテフラを明らかに

するため地質調査を実施した。遺跡が立地する白川扇状

地は、土石流堆積物からなる扇状地堆積物が認められ、

榛名八崎テフラや姶良Tnテフラの降下層準以上の上部

ローム層に被覆されている（早田1990）。

　扇状地の扇頂に位置する小暮東新山遺跡では輝石安山

岩の巨礫を含む泥流堆積物が認められ、浅間室田テフラ

の降下層準以上の上部ローム層に被覆されている（群馬

県教育委員会2011）。また東田之口遺跡（当事業団2011）

では、As-BPとAs-Okの間に層位がある礫層を含む水成堆

積物が上部ローム層の間に認められる。

　これらの扇状地堆積物は上部ローム層に被覆される白

川扇状地最上部の堆積面を広域に形成している可能性が

高い。こうした堆積物の層序や分布を解明することは、

白川扇状地に分布する遺跡の立地条件や変遷を理解する

手がかりになるものと考えられる。

　今回の発掘調査では第３地点の調査坑において泥流堆

積物の下位より榛名八崎火山灰（新井1989・竹本1985の三

原田軽石）が検出され、１地点の�層基底付近に姶良Tnテ

フラの降灰層準が認められた。これらのことから上細井

蝉山遺跡が位置する白川扇状地扇端を構成する泥流堆積

物は中部ローム層上部に層位があることが明らかである。

　今後は山頂カルデラで形成された火山活動と白川扇状

地を構成する泥流堆積物の起源や分布並びに旧石器時代

の遺跡分布を明らかにする必要があるものと考えられる。

　（２）テフラの放射性炭素年代

　テフラに含まれる炭化物の放射性炭素年代を測定し

た。遺跡周辺の白川扇状地は上部ローム層に被覆される

泥流堆積物で最終の広域な堆積面を形成している可能性

がある。小暮東新山遺跡では扇状地堆積物を被覆する上

部ローム層の最下底から浅間室田テフラが検出されてい

る（株式会社古環境研究所2011）。この堆積物は岩相から

上細井蝉山遺跡で検出された泥流堆積物と同じ起源であ

ると考えられるが、小暮東新山遺跡の標高は370ｍで扇
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状地扇頂に位置しており、最終氷期の寒冷期には扇状地

堆積物上の裸地化が著しかったと考えられる。こうした

ことから、上部ローム層下半部に挟在する浅間火山起源

のテフラの正確な年代を明らかにすることは、扇状地内

の古植生復元や遺跡の変遷を考える上で重要である。

　Ⅺ層［As-BP１］から出土した炭化物の放射性炭素年

代 は、 試 料2－1が22390±100yrBP、 試 料2-2が22640±

100yrBPである。これらの試料は、おおむね近接した年

代値となった。Ⅻ層出土炭化物の放射性炭素年代は、試

料３が23130±100yrBP、試料４が23000±100yrBPであり、

誤差（±1σ）の範囲で値が重なりあって近い年代を示し

ている。

　これらのOxCalv4.1較正プログラムを使用した２σ暦

年代範囲は、試料2－1が20629 ～ 20254BC（95.4％）、試

料2－2が20887 ～ 20499BC（95.4 ％）、 試 料 ３ が21375 ～

20986BC（95.4％）、試料４が21256 ～ 20851BC（95.4％）で

あり、従来考えられている浅間板鼻褐色テフラの年代値

27 ～ 23.0千年（関口ほか2011）（矢口2011）に矛盾しない。

またこの時期はMIS ２のISナンバー３と２の間にある最

寒冷期に相当すると考えられる。

　（３）１号竪穴住居から出土した炭化材の
放射性炭素年代　

　１号竪穴住居から出土した炭化材２点から放射性炭素

年代が得られたので、較正年代と出土した遺物から想定

される竪穴住居の相対年代を検討した。

　炭化材の試料No.１は、1σ暦年代範囲において780-

794　calAD（12.2％）および801-870　calAD（56.0％）、確率

の高い年代範囲に注目すると１σ暦年代範囲において９

世紀Ⅰ～Ⅲ四半期の年代幅である。

　炭化材No.２（PLD-14975）は、1σ暦年代範囲において

722-741calAD（13.4 ％）と770-825calAD（41.4 ％）お よ び

841-862calAD（13.5％）であった。試料No.１と重なる年

代幅は780-794calADと841-862calADで８世紀Ⅳと９世紀

Ⅱ～Ⅲ四半期である。

　２σの暦年代範囲に該当する時期における較正曲線

は、８世紀後半～９世紀後半にかけて平坦部で、較正さ

れた炭化材の年代範囲はやや広い範囲であった。これは

概ね８世紀後半～９世紀後半の時期に相当し、出土遺物

の考古学的な相対年代である９世紀後半代の年代観と矛

盾しない。

　（４）プラント・オパール分析

　プラント・オパール分析の結果、As-B上位のⅠc ～

Ⅰd層に相当する試料１と試料２、Hr-FA上位のⅡb １層

～Ⅱa層に相当する試料４からイネが比較的多量に検出

され、稲作が行われていた可能性が高いと考えられた。

また試料３と試料５でも稲作が行われていた可能性が認

められた。

　これらのイネのプラント・オパールが検出された層準

は、榛名二ツ岳渋川テフラの上位から浅間Ｂテフラの上

位の谷底堆積物であり、これらは古墳時代後期～中世の

時期に帰属する堆積物であると考えられる。この時期は

周辺の山王・柴遺跡群や上細井蝉山遺跡で集落が営まれ

ていた時期に相当する。分析の結果は谷上流域で水田が

営まれたか、調査区縁辺の小規模な谷でヨシ属が生育す

るような湿地環境を利用して水田稲作が継続的に行われ

ていた可能性が示唆される。

（５）１号竪穴住居から出土した炭化材の樹種

　１号竪穴住居から出土した炭化材の樹種はクリであ

る。住居の床面付近から出土した炭化材は、床面が埋没

する過程で焼失して炭化しており、廃棄された住居が人

為的に焼失を受けたもので、炭化材のほとんどは出土状

況から竪穴住居の建築材と考えられる。

　クリは、温帯から暖帯に分布する落葉樹で、材質は耐

朽性や耐湿性に優れており古墳時代から古代の集落では

建築材や家具、木製品に多く利用される。関東地方北部

における古代の竪穴住居から出土した樹種はコナラやク

ヌギに次いでクリが多い。群馬県安中市の愛宕山遺跡４

号竪穴住居からは９世紀初頭の炭化材が豊富に出土し、

建築材や木製品からクリが量的に多く検出されている

（植田2001）。

　群馬県は日本列島中央の内陸地域に位置し、太平洋岸

や日本海側の多雪地域に比べ降水量が比較的少なく温暖

で冬は乾燥した気候学的特徴がある。このため火山山麓

や丘陵の里山にはコナラやクヌギなどの広葉樹林が広が

り、人為的に植生を管理して形成されるスギやヒノキな

どの樹林に対して優位な植生を保っている。こうした古

代の森林環境を背景とした里山を持つ赤城山麓の集落で

は、クリが主要な建築材であったのかも知れない。
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第５章　調査成果のまとめ

　第１節　旧石器時代から縄文時代の遺跡

　赤城南麓の白川扇状地扇端に位置する上細井蝉山遺跡

では、他の赤城南麓地域にくらべて旧石器から縄文時代

の遺構密度はやや低かったと考えられる。上細井蝉山遺

跡で認められた旧石器人類の痕跡は浅間大窪沢テフラの

降灰層準にあたる上部ローム層上半部で、群馬県の旧石

器編年ではⅣ期の上半部（関口ほか2011）に相当する。

　隣接する上細井中島遺跡でも同層準から旧石器時代の

剥片が出土している。また遺跡の西にある山王・柴遺跡

の扇状地縁には泥流丘からなる円頂丘が存在し、旧石器

時代に人類が移動する際には、当時の利根川左岸のラン

ドマークになっていた可能性がある。

　縄文時代の遺構や遺物は、早期の条痕文系土器の破片

が出土しているが微量である。当遺跡から土坑や竪穴、

竪穴住居からなる本格的な集落が検出されるのは縄文時

代前期前半から中葉の黒浜式から前期後半の諸磯式土器

が含まれる遺構群の時期に相当する。

　上細井蝉山遺跡に隣接する東隣の上細井中島遺跡は、

観音川右岸の台地上から縄文時代早期後半の遺構群と縄

文時代中期後半の集落と観音川の洪水堆積物が検出され

ている。また西隣の山王・柴遺跡群では縄文時代前期と

中期の土器が出土し、旧石器時代から縄文時代の赤城

白川の埋没河道が認められた引切塚遺跡でも早期後半の

遺構群や洪水堆積物が検出されている。上細井蝉山遺跡

で検出された縄文時代の遺構群は前期前半から後半であ

り、遺物包含層の主体も縄文時代前期から中期の時期に

相当する。これらは、赤城南麓の火山麓扇状地の扇端に

集落が急増する時期にあたり、遺構及び遺物包含層の年

代幅と周辺の集落遺跡の形成期は調和的である。

　第２節　古墳時代から平安時代の遺跡

　上細井蝉山遺跡では弥生時代から古墳時代前半の集落

が未検出であり、本格的な農耕集落の形成は古墳時代後

期以降と考えられる。

　遺跡が位置する赤城南麓の扇状地扇端の台地には、古

墳時代後期から平安時代の集落遺跡が広い範囲に分布

し、芳賀団地遺跡群のような大規模な発掘調査によって

古代集落の全体像が明らかになった遺跡や５世紀から７

世紀にかけての継続的な集落である東田之口遺跡などの

事例もみられる。上武道路建設に伴う発掘調査では、

｢地形条件に無作為な一定の幅で地域社会の変化を線状

に把握できる可能性がある｣といった特徴がある。調査

範囲は、農耕集落の何らかの質的な変遷を反映したもの

ではないかと考えられる（第131図）。

　上細井蝉山遺跡の調査範囲では、６世紀後半から７世

紀前半に２棟の竪穴住居（７号住・17号住）が構築された。

この２棟はＮ64 ～ 65°Ｅの主軸方位を持って正方形に近

い形状を有することから、６世紀から７世紀にかけて継

続的に構築され、あるいは同時存在した住居の可能性が

ある。１号古墳は７世紀代に築造された終末期古墳と考

えられ、これらの住居の年代幅かその後に築造された可

能性がある。２棟の竪穴住居と古墳が呈する方形の辺の

方位は他の遺構が南北性の傾向を持つのに対して異なる

特徴を示すが、これは遺構群の同時代性を示す傍証なの

かも知れない。

　８世紀前半に２棟の竪穴住居（２号住・３号住）が構築

された。この２棟はＮ73 ～ 75°Ｗの主軸方位を持って正

方形に近い形状を有すると推定されることから、８世紀

前半に継続的に構築されたか、同時に並んで構築された

住居の可能性がある。９世紀には調査範囲の東部に１号

道が構築される。道は15ｍの長さで残存しているが延長

方向には遺構が分布しない。これは当時存在していた１

号古墳の墳丘や９世紀中頃以降の遺構群が道を意識して

構築されたものである可能性が推定できる。１号道の側

溝にあたる溝から９世紀後半代の遺物が出土しており、

この頃から道の側溝が埋まりはじめたのであろう。

　上細井蝉山遺跡の発掘調査で特筆されるのは、９世紀

中頃から急増する竪穴住居群の存在である。９世紀後半

から10世紀前半にかけて25棟の竪穴住居が構築されてお

り、これらは正方形や正方形に近い竪穴住居と長方形の

竪穴住居や床面積が17 ～ 28㎡に及ぶ比較的規模の大き

な竪穴住居と９～ 14㎡程度の規模の小さな竪穴住居に

大別されるようにみえる。
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　これらの竪穴住居は遺構が残りにくい平地式住居を

伴って集落を形成していた可能性があるが、当地におけ

る９世紀後半代の竪穴住居の変遷についていくつかの観

察点を以下に述べる。

　９世紀中頃の１号道の構築に伴って大小２棟の竪穴住

居の組み合わせで３系統の住居群が構築された。なお、

この大小の組み合わせは建物の同時性が証明されていな

いので、時間幅を持って構築に時期差がある建物群（例

えば世帯の家族が増えたことによる増築等）である可能

性は否定しない。

　これらは正方形の竪穴住居の大小２棟からなるⅠ－１

群（11住と12住）と長方形の竪穴住居の大小２棟からなる

Ⅱa-1群（８住と15住）とⅡb- １群（６住と13住）である。

特にⅡa群とⅡb群の竪穴住居は１号道を軸にして南北に

向き合っている様にも見えるが、道を意識した立地か否

かは不明である。これらの住居群の他に単独で正方形の

23住と長方形の20住が構築されているが、両住居とも規

模の小さな竪穴住居である。

　９世紀後半も同様に大小２棟の竪穴住居の組み合わせ

で２系統の住居群が構築されている。これらは正方形の

竪穴住居の大小２棟からなるⅠ－２群（９住と10住）と長

方形の竪穴住居の大小２棟からなるⅡb－２群（14住と４

住）である。Ⅰ－２群の竪穴住居は１ｍ以内の距離で接

しており同時存在の可能性は低いが、連続する時間幅で

の存在はあり得るだろう。これには９世紀中頃のⅠ－１

群の竪穴住居が３ｍ以内の至近距離で接していることか

らも同様に推定され、これらの住居群には接近して住居

を構築する必然性を認めておく必要が指摘できよう。ま

たⅡb－１群とⅡb－２群の竪穴住居は東西方向に大小の

竪穴住居が同一組み合わせで並ぶ位置関係にある。

　９世紀後半の竪穴住居はこれらの住居群の他に正方形

の１住と５住や21住と30住及び長方形の25住と26住など

が構築されているが、規模の小さな竪穴住居である。

　集落に見られる大小の竪穴住居の組み合わせは、同時

期に大小の竪穴住居が存在したのか、時間幅を持って構

築に時期差がある建物群なのか同時間性を示す遺物の遺

構間接合等の資料が得られていないため不明な点が多い。

　後者の場合は農地の開発に伴って世帯の構成人数が増

えたことによる増築や改築の可能性が考えられる。また

前者の大小の竪穴住居の組み合わせが同時に存在する場

合、それらを世代間の棲み分け。例えば大家族の中の若

い世帯や引退した老世帯が小さな竪穴住居の主体である

と考えることや、世帯を構える前の青年男性の棲み分け。

例えば若者宿のような民俗例で世帯を持たない青年男性

が小さな竪穴住居の主体と考えること。もしくは大小の

竪穴住居が経済的な階層差を示す家族の居住形態と考え

ることなどが可能である。

　竪穴住居の大小を棲み分けの差であると検証するため

には住居から年齢差や社会的文化的な性のありようと

いった意味の｢ジェンダー｣を示す遺物の出土例を示すこ

とが必要である。また、経済的な階層差は竪穴住居の規

模や大きさに表されている可能性もあるが、威信財の有

無や生産手段に関する遺物の定量的な検討が必要であ

る。このような観点から竪穴住居の性格について検討を

行う必要があるものと考えられる。

　上細井蝉山遺跡に限らずこのような竪穴住居群の変遷

は小神明勝沢境遺跡や小神明富士塚遺跡でも同様の変化

が読み取れる。赤城山の南麓では古墳時代後期に開始し

た小規模集落が、ほぼ間断なく奈良時代の８世紀中頃ま

で営続したが８世紀後半から９世紀前半に減少する傾向

が顕著である。このような動向は集落遺跡が立地する扇

状地上の平坦面や生産域が存在する谷地や扇状地下の低

地の遺跡変遷での関係で理解すべきであり、今後は拠点

的中核集落の盛衰との関連性が注目される。
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番
号

遺構
種別

竪穴住居の形や大きさ 方位 主軸系 ６世紀 ７世紀 ８世紀 ９世紀 10 世紀
長軸 短軸 長短軸比 床面積㎡ 推定 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

17 住居 5.89 5.49 93.2％ 32.3 65Ｅ 北西
７ 住居 4.38 3.89 88.8％ 17.0 64Ｅ 北西
１ 古墳 50Ｗ 北西
３ 住居 3.95 3.35 84.8％ 13.2 73Ｗ 南北
２ 住居 3.07 2.48＋ － 10.5 推定値 75Ｗ 南北

１ 道 78Ｅ 東西 ☆ ☆ ☆

11 住居 4.4 4.01 91.1％ 17.6 85Ｗ 南北 大
12 住居 3.66 3.12 85.2％ 11.4 87Ｗ 南北 小
１ 井戸
９ 住居 5.51 5.25 95.3％ 28.9 88Ｗ 南北 大
10 住居 3.73 2.98＋ － 13.2 推定値 88Ｗ 南北 小
19 住居 2.26＋ 3.37 － 12.8 推定値 82Ｗ 南北 改
18 住居 3.81 3.73 97.9％ 14.2 82Ｗ 南北

15 住居 3.82 3.02 79.1％ 11.5 84Ｗ 南北 小
８ 住居 4.8 3.82 79.6％ 18.3 80Ｗ 南北 大

６ 住居 4.85 3.77 77.7％ 18.3 87Ｅ 南北 大
13 住居 3.51 2.67 76.1％ 9.4 80Ｗ 南北 小
14 住居 4.21 3.28 77.9％ 13.8 84Ｗ 南北 大
４ 住居 3.6 2.69 74.7％ 9.7 ＮＳ 南北 小

１ 住居 3.3 3.05 92.4％ 10.1 88Ｗ 南北
５ 住居 3.2 2.85 89.1％ 9.1 78Ｅ 南北

23 住居 3.9 3.32 85.1％ 12.9 87Ｅ 南北
22 住居 4.15 3.51 84.6％ 14.6 76Ｗ 南北

21 住居 3.75 3.26 86.9％ 12.2 67Ｗ 南北
30 住居 3.27 3.09＋ － 12.3 推定値 86Ｗ 南北

20 住居 2.57 1.57＋ － 9.0 推定値 80Ｗ 南北

16 住居 3.22 3.02 93.8％ 9.7 66Ｗ 北西
27 住居 3.35 3.13 93.4％ 10.5 68Ｗ 南北

26 住居 4.08 2.7 66.2％ 11.0 86Ｗ 南北
25 住居 3.56 2.74 77.0％ 9.8 81Ｗ 南北
24 住居 3.48 1.93＋ － 9.4 推定値 85Ｗ 南北
29 住居 2.7 2.17 80.4％ 5.9 88Ｗ 南北



1号竪穴住居（第13・14図　PL.37）

1号竪穴住居（第14図　PL.37）

1号竪穴住居（第14図　PL.37）

2号竪穴住居（第16図　PL.37）

2号竪穴住居（第16図　PL.37）
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

カマド
埋土

1/4 口
底

12.4
8.0

高 3.2 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。底部
型肌。

2 須恵器
椀

床面直上 完形 口
底

14.4
7.0

高
台

5.4
6.3

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

口縁部外面に煤
付着

3
須恵器
椀

床面直上 完形 口
底

14.2
6.5

高
台

5.5
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転か)　高台は付け高台。 体部外面に墨書
(文字不明）・底
部摩滅

4
須恵器
椀

床面から
7cm上

完形 口
底

14.4
7.1

高
台

5.3
6.5

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

体部外面に墨書
(文字不明）・体
部外面吸炭

5 須恵器
椀

床面から
19cm上

完形 口
底

14.8
7.0

高
台

5.7
6.6

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内面の一部吸炭

6 須恵器
椀

床面から
5cm上

完形 口
底

14.1
6.7

高
台

5.2
6.7

細砂粒・粗砂粒・
片岩/酸化焔/橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は、底部回転糸切り後のやや
雑な付け高台。

器面摩滅・藤岡
か

7 須恵器
椀

床面直上 口縁一部欠 口
底

14.4
6.3

高
台

5.6
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

体部内面に煤付
着か

8 須恵器
椀

床面直上 口縁一部欠 口
底

14.2
7.5

高
台

5.3
6.9

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰

ロクロ整形(右回転)　高台は、底部回転糸切り後の付け高
台。

見込み部に重ね
焼き痕

9 須恵器
椀

床面直上 口縁一部欠 口
底

14.2
6.9

高
台

5.7
6.2

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

体部外面に煤付
着

10
須恵器
椀

床面から
18cm上

4/5 口
底

14.8
7.0

高
台

5.4
6.5

細砂粒・粗砂粒・
片岩・雲母/酸化
焔/灰黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内外面に帯状に
煤付着・藤岡か

11
須恵器
椀

床面から
11cm上

2/3 口
底

13.4
7.0

高
台

5.1
6.2

細砂粒・粗砂粒・
片岩・雲母/酸化
焔/にぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内外面に煤付着

12
須恵器
椀

床面から
20cm上

口縁部欠損 底 6.6 台 6.0 細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元焔/灰オ
リーブ

ロクロ整形(右回転か)　高台は、底部回転糸切り後の付け
高台。

見込み部に重ね
焼き痕・口縁部
全周欠損

13 須恵器
椀

カマド
埋土

体部～底部 底 7.7 台 6.8 細砂粒/還元焔/灰
黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

見込み部に重ね
焼きによる変色

14 須恵器
椀

カマド
埋土

体部～底部 底 6.6 台 5.8 細砂粒・軽石/酸
化焔/にぶい黄褐

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の雑な付
け高台。

15 須恵器
壺

床面直上 口縁欠 底 10.7 台 10.8 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転か)　高台は丁寧な付け高台で、外面に
強い撫でを施す。

16 須恵器
甕

床面直上 胴部片 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

叩き整形。外面は平行叩き、内面の当て具、素文。 胴部内面に煤付
着

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

17
鉄製品 
撥型鉄製
品

埋土 ほぼ完形 長さ8.6　幅3.8　厚さ0.4　重さ
18.02

一端は撥状に広がり刃状に薄くなる、反対側は断面4角形
のまま細くなり茎状を呈するが棘や関状の構造は見られな
い。

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

18 石製品
砥石

床面直上 砥沢石 （12.4） 3.0 （1.6） 81.1 切り砥石 三面使用。裏面側には凹凸の激しい折り取り
面が残る。裏面側は被熱剥離しているが、廃
棄後に生じたものか。

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

床面直上 完形 口 13.0 高 3.3 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
黄橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削りで、間に撫での部
分を残す。内面は撫で。

内面の摩滅顕著

2
土師器
杯

床面から
6cm上

3/4 口 11.4 高 3.4 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。 器面摩滅

3 土師器
杯

床面直上 1/4 口 12.4 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削りで、間に撫での部
分を残す。内面は撫で。

外面に輪積み痕

4 土師器
杯

床面から
40cm上

口縁～底部片 口 13.8 細砂粒・軽石/良
好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。

5 土師器
皿

埋土 口縁～体部片 口 15.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。 内面の摩滅顕著

6 須恵器
蓋

床面直上 完形 口 15.0 高
摘

3.0
5.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転）天井部外面に回転ヘラ削り。摘みは環
状。

内面に重ね焼き
による変色

7 須恵器
杯

床面から
18cm上

1/4 口 15.4 高
台

4.0
10.6

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/暗緑灰

ロクロ整形(左回転か）高台は底部回転ヘラ削り後、体部下
端及び底部に強い撫でを施して描出した削りだし高台。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

8 鉄製品 
釘

埋土 破片 長さ2.4　幅0.25　厚さ0.3　重さ
1.49

断面4角形でやや細くなりながら、ねじれるように｢く｣の
字状に曲がる。反対側は劣化後に破損した。



3号竪穴住居（第16図　PL.38）

4号竪穴住居（第19図　PL.38）

5号竪穴住居（第19図　PL.38）

5号竪穴住居（第19図　PL.38）

6号竪穴住居（第23図　PL.38）
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
皿

貯蔵穴 
底面から
15cm上

3/4 口 15.4 高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。 器面摩滅・粉っ
ぽい素地

2 須恵器
蓋

床面から
26cm上

完形 口 15.4 高
摘

3.4
3.7

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転）天井部外面に回転ヘラ削り。摘みは環
状。

秋間か

3 須恵器
杯

床面から
8cm上

1/2 口
底

12.0
8.0

高 3.4 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(回転方向不明）底部回転ヘラ起こし後、手持ち
ヘラ削り。

4

土師器
甕

貯蔵穴 
底面直上 
床面から
12cm上が接
合

1/3 口
底

19.8
5.2

高 29.0 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/にぶい
赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は撫で。
底部はヘラ削り。

胴部内面下位に
接合痕・口縁部
外面に輪積痕・
胴部外面に煤付
着

5

土師器
甕

貯蔵穴 
底面直上 
床面直上が
接合

口縁～胴部 口 22.7 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は縦のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

6

土師器
甕

貯蔵穴直上
とカマド使
用面直上が
接合

口縁～胴部片 口 21.8 細砂粒・角閃石/
良好/赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は撫で。

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
杯

カマド 
掘方 
埋土が接合

1/2 口
底

12.8
6.4

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/褐灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 器面摩滅

2
須恵器
椀

床面から
31cm上

体部～底部 底 6.7 高 6.2 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(左回転か)　高台は底部回転糸切り後の雑な付
け高台。

器面摩滅

3 須恵器
椀

掘方直上 体部～底部片 底 7.2 台 6.8 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の雑な貼り
付け。

高台端部に重ね
焼きによる剥離

4
須恵器
椀

貯蔵穴 
底面から
16cm上

体部～底部片 底 6.4 台 6.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰オリー
ブ

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り後の雑な付け高
台。

高台の一部は貼
り付け部から剥
落。

5 須恵器
椀

埋土 口縁～体部 口
底

12.8
6.0

細砂粒・雲母/酸
化焔/明黄褐

ロクロ整形(右回転） 内面吸炭

6 土師器
台付甕

掘方埋土 台部 台 8.8 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

脚部は横撫で。

7
土師器
甕

埋土 口縁～胴部 口 20.6 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/にぶい黄褐

口縁部は横撫で。胴部外面はヘラ削り、内面は撫で。 器面摩滅

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
椀

床面直上 口縁一部欠 口
底

14.4
7.4

高
台

5.2
7.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後のやや雑
な付け高台。

器面の摩滅顕著

2 土師器
甕

カマド 
埋土

口縁～胴部片 口 20.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/黒褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は横
のヘラ撫で。

3

土師器
甕

床面直上 
カマド 
使用面直上
が接合

口縁～胴部片 口 18.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/明赤
褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

胴部内面下位に
接合痕・頸部外
面に輪積痕

4 土師器
甕

カマド 
埋土

口縁～胴部片 口 20.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/赤褐

口縁部は横撫でで、口唇部外面に凹線を巡らせる。胴部外
面は横のヘラ削り。内面は横のヘラ撫で。

5
土師器
甕

カマド 
使用面直上

口縁～胴部 口 20.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

頸部内外面に輪
積み痕

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

6
鉄製品 
紡錘車

床面直上 紡輪の1/5を欠
く

長さ5.5　幅5.5　厚さ0.3　重さ
28.08

紡輪のみでほぼ円形を呈する。現状断面ではやや中央部が
厚くなるが、内部が中空になっており錆化による変形と見
られる。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

貯蔵穴 
底面直上

1/2 口
底

11.6
8.2

高 3.0 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
黄褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。底部
は手持ちヘラ削り。

2 土師器
杯

掘方埋土 1/3 口 14.8 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。 器面摩滅

3 土師器
杯

掘方埋土 口縁～体部 口 14.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。

4 土師器
杯

床面から
10cm上

口縁～底部 口
底

12.7
9.2

細砂粒・軽石/良
好/にぶい黄褐

口縁部は横撫で。体部外面は撫で、内面も撫で。底部は手
持ちヘラ削り。

口縁部～体部外
面に煤付着



6号竪穴住居（第23図　PL.38）
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

5 須恵器
杯

床面直上 1/2 口
底

12.1
6.4

高 3.5 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

6
須恵器
杯

床面から
10cm上

1/3 口
底

13.5
7.0

高 3.4 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 内面擦れ・体部
外面に重ね焼き
による変色

7 須恵器
杯

埋土 1/3 口
底

13.7
6.0

高 4.2 細砂粒/還元焔/灰
黄褐

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

8 須恵器
杯

埋土 底部 底 6.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

9 須恵器
椀

床面から
20cm上

1/4 口
底

14.0
7.2

高
台

5.3
7.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、一部貼り付け部から剥落。

器面摩滅

10 須恵器
椀

床面直上 体部～底部 底 7.4 台 7.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台で、一部は貼り付け部から剥落。

器面摩滅

11
須恵器
椀

カマド 
使用面から
38cm上

1/2 口
底

18.6
9.0

高
台

9.1
9.0

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内外面のロクロ
整形痕が顕著

12 灰釉陶器
壺

埋土 胴部～底部片 口 11.0 台 11.2 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(左回転か）高台は付け高台。胴部外面下半は回
転ヘラ削り。

底部に施釉

13 土師器
甕

煙道直上 口縁～胴部片 口 21.6 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。

14 土師器
甕

埋土 口縁～胴部片 口 20.8 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面はヘラ削り、内面は撫で。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

15 鉄製品 
釘

埋土 破片 長さ2.2　幅0.25　厚さ0.64　重さ
0.64

断面4角の釘先端のみで頭部分の形状は不明。

16

銅製品 
鏡か

床面直上 破片 長さ4.8　幅2.9　厚さ0.25　重さ
7.66

右側の現存する輪郭部分は縁状にわずかに厚くなる。その
内側には文様が残り鏡の破片と見られる。左側の断面は波
打つように折れ曲がり、大きな外力により破損し、その後
に錆化した様子が窺われる。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

埋土 口縁～底部 口 16.8 細砂粒・軽石/良
好/灰褐

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 口縁部外面の一
部と内面吸炭

2 土師器
高杯

床面直上 脚部 細砂粒・角閃石・
軽石/にぶい赤褐

脚部外面はヘラ撫で、内面は雑な撫で。

3

土師器
甕

床面直上 
カマド使用
面直上が接
合

胴部～底部 底 7.0 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/褐灰

胴部外面はヘラ撫で、内面は撫で。 外面に剥離・内
面摩滅

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

埋土 口縁～底部 口
底

11.6
7.0

高 3.0 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は撫で、内面は撫で。底部は手
持ちヘラ削り。

2
須恵器
椀

貯蔵穴 
底面から
7cm上

1/2 口
底

14.5
7.4

高
台

4.8
6.4

細砂粒・粗砂粒・
雲母/酸化焔/にぶ
い黄橙

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内面摩滅

3 須恵器
椀

掘方直上 1/2 口
底

15.0
7.2

高
台

5.0
6.2

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(左回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内面やや摩滅

4
須恵器
椀

床面から
14cm上

2/3 口
底

13.4
6.4

高 3.9 細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元焔/にぶ
い赤褐

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 藤岡か

5 須恵器
椀

床面から
6cm上

1/2 口
底

14.6
6.8

高
台

5.5
6.2

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、一部貼り付け部から剥落。

器面摩滅

6
須恵器
杯

カマド 
使用面から
9cm上

1/4 口
底

12.6
6.4

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

7 須恵器
杯

埋土 1/4 口
底

13.8
5.8

細砂粒・軽石/還
元焔/灰

ロクロ整形(回転方向不明)　底部は回転糸切り無調整 燻し焼成

8 須恵器
椀

埋土 口縁～体部 口 13.8 細砂粒・軽石/酸
化焔/オリーブ黒

ロクロ整形(右回転） 内外面吸炭・燻
し焼成か

9 須恵器
椀

床面から
10cm上

1/4 口
底

14.2
7.0

高
台

5.4
6.2

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

底部付近に細か
なハゼ

10 須恵器
椀

床面直上 1/4 口
底

15.4
5.6

高
台

4.8
6.2

細砂粒・軽石/還
元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

見込み部に重ね
焼きによる変色

11 須恵器
椀

埋土 口縁～体部 口 13.6 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転か）

12 須恵器
椀

カマド 
埋土

口縁～体部 口 13.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(回転方向不明） 器面摩滅

13 須恵器
椀

埋土 口縁片 細砂粒/還元焔/褐
灰

ロクロ整形(回転方向不明） 体部外面に墨書
(文字不明）
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

14 灰釉陶器
椀

埋土 体部～底部 底 6.6 台 6.0 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転）高台は三日月高台で、底部回転ヘラ削
り後の付け高台。施釉は刷毛掛けか。

見込み部に重ね
焼き痕

15 須恵器
壺

埋土 体部～底部 底 10.0 台 9.4 細砂粒/還元焔/灰
黄褐

胴部下半外面は回転ヘラ削り。高台は付け高台 内面にわずかに
自然釉

16 土師器
台付甕

埋土 脚部 脚 8.0 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

脚部横撫で。

17 土師器
甕

カマド 
埋土

口縁～胴部片 口 19.2 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

頸部外面に輪積
痕

18 土師器
甕

床面から
7cm上

口縁～胴部 口 19.2 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は撫で。頸部外面に輪積
み痕

19
土師器
甕

埋土 口縁～胴部 口 19.6 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。 頸部外面に輪積
み痕・口縁部内
面に煤付着

20
土師器
甕

埋土 口縁～胴部 口 19.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。 口縁部外面は吸
炭

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

21 椀形鍛冶
滓

床面から
21cm上

1/4 長さ4.3　幅4.9　厚さ3.5　重さ
65.81

小型。滓質がやや密。断面の色調が光沢のある灰褐色。鉄
部が内在し表面が銹化している。下面に細かい木炭痕。

22 椀形鍛冶
滓

床面から
10cm上

ほぼ完形 長さ6.8　幅4.4　厚さ2.6　重さ
75.84

二段気味、小型。滓質が粗。上面左側部に羽口の顎部の溶
損が見られる。鉄部が内在し表面が銹化。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
杯(灯明
か)

床面直上 口縁一部欠 口
底

13.5
6.2

高 3.2 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 口縁部内外面に
炭化物付着・器
面摩滅

2 須恵器
杯

埋土 口縁～底部 口
底

12.6
6.0

高 3.9 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。 器面摩滅

3
須恵器
杯

掘方埋土 1/4 口
底

12.3
6.0

高 3.6 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。 器面摩滅・口縁
部内外面を除き
吸炭

4
須恵器
杯

カマド 
使用面から
21cm上

口縁一部欠 口
底

13.0
6.8

高 3.9 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

5
須恵器
椀

床面から
16cm上

口縁一部欠 口
底

14.2
8.0

高
台

5.9
7.3

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内面摩滅

6 須恵器
椀

床面から
31cm上

2/3 口
底

14.4
7.2

高
台

5.5
6.0

細砂粒・粗砂粒・
軽石/還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

見込み部に重ね
焼きによる変色

7
須恵器
椀

床面直上 2/3 口
底

16.6
7.2

高
台

5.7
6.6

細砂粒・粗砂粒・
軽石/還元焔/にぶ
い黄橙

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、一部貼り付け部から剥落。

器面摩滅

8 須恵器
椀

貯蔵穴 
埋土

口縁～体部 口 14.8 細砂粒・雲母/還
元焔/灰オリーブ

ロクロ整形(回転方向不明)　 器面摩滅・内外
面の一部吸炭

9 須恵器
椀

掘方埋土 口縁～体部 口 13.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　 器面摩滅

10 須恵器
椀

埋土 口縁～体部片 口 14.2 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形(右回転） 体部外面に墨
書・文字不明

11 灰釉陶器
皿

掘方埋土と
埋土が接合

口縁～体部片 口 18.0 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(回転方向不明)　体部下端は回転ヘラ削り。施
釉は刷毛掛けか。

東濃か

12

灰釉陶器
椀

貯蔵穴 
底面直上 
床面直上が
接合

3/4 口
底

14.6
7.6

高
台

4.3
7.0

細砂粒/還元焔/灰
黄褐

ロクロ整形(右回転）高台は三日月高台で、底部回転ヘラ削
り後の付け高台。施釉は刷毛掛け。

見込み部に重ね
焼き痕・高台接
地部は重ね焼
きによる剥離・
光ヶ丘1号窯式

13 灰釉陶器
椀

埋土 口縁～底部片 口
底

12.7
5.7

高
台

3.8
5.2

細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(右回転）高台は三日月高台で付け高台。体部下
半は回転ヘラ削り。施釉は刷毛掛けか。

14 灰釉陶器
椀

掘方埋土 体部～底部片 底 7.2 台 7.0 細砂粒/還元焔/灰
黄褐

ロクロ整形(右回転か）高台は三日月高台で、底部回転ヘラ
削り後の付け高台。施釉技法は不明。

見込み部に重ね
焼き痕・東濃か

15
須恵器
壺

カマド 
使用面から
26cm上

頸部～胴部片 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(回転方向不明)　胴部外面中位に斜めの撫で。

16 須恵器
壺

掘方埋土 口縁片 口 14.8 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　 器面摩滅

17 土師器
甕

掘方埋土と
埋土が接合

口縁～胴部 口 20.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は横の
ヘラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

18 土師器
甕

埋土 口縁～胴部 口 18.8 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。

19 土師器
甕

カマド 
使用面直上

口縁～胴部片 口 17.7 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。

20
土師器
甕

埋土 口縁～胴部 口 19.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/にぶい黄橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
斜めのヘラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕



9号竪穴住居（第32図　PL.39・40）

10号竪穴住居（第34図　PL.40）

11号竪穴住居（第36図　PL.40）

11号竪穴住居（第36図　PL.40）

遺物観察表
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

21
須恵器
硯

掘方直上 破片 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

二面硯と考えられる破片で硯面を含む上面は撫で。側面及
び下面はヘラ削り。脚は４ヶ所と考えられ、残存する1 ヶ
所も欠損。

残存する硯面の
摩滅は見られな
い。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

22 鉄製品 
不明

床面から
31cm上

破片 長さ11.0　幅0.6　厚さ0.7　重さ
18.09

断面4角形、一端は茎状に細くなるが明確な関をもたない。
もう一端は破損。

23 鉄製品 
刀子

埋土 破片 長さ9.0　幅0.8　厚さ0.3　重さ
6.31

両端とも欠損。断面3角形で破片のなかほど棟側に関を有
する。

24 鉄製品 
不明

カマド 
埋土

破片 長さ2.6　幅2.6　厚さ0.2　重さ
2.31

不定3角形の薄い鉄板状破片一辺がやや弧を描く。紡錘車
の紡輪破片の可能性もあるが断面が錆化して不明瞭。

25 椀形鍛冶
滓

床面から
17cm上

1/2 長さ5.2　幅6.3　厚さ2.6　重さ
95.99

小型、薄型。ほぼ鉄部。左側部に滓が存在する。滓の付着
と形状から椀形滓としたが鉄塊系遺物の可能性がある。

26 椀形鍛冶
滓

床面から
25cm上

ほぼ完形 長さ8.5　幅6.3　厚さ3.8　重さ
191.83

26と27が接合。 大型。 滓質はやや密。 鉄部は広く内在し、
表面が銹化している。 上面左側部に羽口の顎部の溶損が見
られる。 下面は酸化土砂に厚く覆われているが一部に炉床
土の付着が見られる。27 長さ11.8　幅8.0　厚さ4.8　重さ

507.30

28
椀形鍛冶
滓

床面から
32cm上

2/3 長さ4.3　幅3.7　厚さ1.9　重さ
39.01

滓質はやや密。鉄部が内在し表面が銹化している。上面中
央に直径1cmほどの鉄塊がみられる。左側部に羽口の顎部
の溶損が見られる。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

埋土 口縁～体部片 口 11.8 細砂粒・軽石/良
好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。底部
は手持ちヘラ削り。

2 須恵器
耳皿

床面直上 完形 口
底

8.4
4.6

高 2.2 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 内面やや摩滅

3
須恵器
椀

床面から
8cm上

1/2 口
底

16.4
7.4

高
台

5.9
7.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

器面摩滅・内面
吸炭

4
須恵器
椀

埋土 1/3 口
底

13.6
7.0

高
台

4.9
5.4

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/オリーブ
黒

ロクロ整形(左回転か)　高台は底部回転糸切り後の雑な付
け高台。

器面摩滅・口縁
部を除く内外面
吸炭

5
須恵器
椀

床面直上 口縁～底部片 口
底

14.8
6.8

細砂粒・角閃石/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台で、貼り付け部から剥落

6 灰釉陶器
耳皿

床面から
11cm上

底部 底 6.0 台 5.7 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転ヘラ削り後の付け
高台。

内面に厚く施釉

7 灰釉陶器
椀

床面直上 口縁～体部片 口 18.6 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転）腰部外面は回転ヘラ削り。施釉は刷毛
掛けか。

釉の発色不良

8 灰釉陶器
壺

埋土 体部～底部 底 9.4 台 9.2 細砂粒/還元焔/に
ぶい橙

ロクロ整形(右回転)　高台は角高台状で、底部回転糸切り
後の付け高台。

残存分の釉の発
色不良

9 須恵器
長頸壺

埋土 口縁片 口 11.6 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄褐

ロクロ整形(右回転）口縁部外面に2条の凹線を巡らせる。 器面摩滅・器胎
内酸化

10
須恵器
甕

埋土 胴部片 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形。胴部内外面は撫で。 内外面にハゼ・
内面ハゼ顕著・
器胎内面酸化

11
土師器
甕

床面直上 口縁～胴部 口 19.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕・胴部外面
中位に粘土付着

12 土師器
甕

埋土 口縁～胴部片 口 21.4 細砂粒・軽石/良
好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は撫で。口縁部外面に輪
積み痕

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
杯

床面直上 口縁一部欠 口
底

12.5
6.3

高 3.6 細砂粒・粗砂粒・
片岩・雲母/酸化
焔/にぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 底部摩滅・内外
面吸炭・藤岡か

2 須恵器
椀

埋土 口縁～底部片 口
底

14.6
6.4

高
台

4.6
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後のやや雑な
付け高台。

底部に墨書、文
字不明

3
須恵器
椀

床面直上 口縁～底部片 口
底

15.6
6.8

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元焔/明黄
褐

ロクロ整形(右回転か)高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、貼り付け部から剥落。

器面摩滅・藤岡
か

4 須恵器
椀

埋土 口縁～体部片 口 13.6 細砂粒・片岩/還
元焔/灰

ロクロ整形(右回転） 藤岡か

5 土師器
甕

カマド 
埋土

口縁片 口 22.8 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は横の
ヘラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

6 鉄製品 
不明

埋土 破片 長さ4.0　幅0.4　厚さ0.4　重さ
2.44

角釘または茎状の破片。断面4角形で徐々に細くなり端部
で1.5mmほどになる。もう一端は破損し全体形状は不明。



12号竪穴住居（第38図　PL.40）

12号竪穴住居（第38図　PL.40）

13号竪穴住居（第38図　PL.41）

14号竪穴住居（第41図　PL.41）

15号竪穴住居（第41・42図　PL.41）

遺物観察表
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番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

8

鉄製品 
不明

貯蔵穴底面
から27cm上

茎から3cm程で
破損

長さ7.0　幅0.8　厚さ0.3　重さ
6.97

断面が長方形の鉄製品で一方の端部4.5cmに広葉樹材の木
質が残存する。関等の形態はみられず、断面は長方形のま
まもう一方の端部で破損錆化し全体形状は不明。途中一か
所でＺ字状に折れ曲がる、これは錆化時の変形と考えられ
る。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

貯蔵穴 
埋土

口縁～体部 口
底

12.0
8.1

細砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。

2 須恵器
杯

貯蔵穴 
底面から
10cm上

体部～底部 底 5.7 細砂粒・粗砂粒・
軽石/還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 体部外面の一部
吸炭

3 須恵器
椀

貯蔵穴 
底面直上

1/4 口 14.6 細砂粒・粗砂粒・
雲母/還元焔/にぶ
い黄橙

ロクロ整形(回転方向不明）

4 土師器
台付甕

貯蔵穴 
底面から
27cm上

台部 台 9.5 細砂粒/良好/灰黄
褐

脚端部は横撫で。

5 土師器
甕

貯蔵穴 
底面から
35cm上

口縁～胴部 口 18.8 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

口縁部外面及び
頸部内面に輪積
み痕

6 土師器
甕

貯蔵穴 
底面から
35cm上

口縁～胴部片 口 18.2 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

口縁部外面に輪
積痕

7 土師器
甕

床面から
7cm下

口縁～胴部 口 18.8 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めヘラ削り、内面は撫で。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
椀

カマド 
使用面から
16cm上

口縁～底部片 口
底

14.8
7.4

高
台

5.0
6.6

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元焔/灰黄
褐

ロクロ整形(右回転）高台は付け高台。 器面摩滅・藤岡
か

2 須恵器
椀

床面から
15cm上

1/2 口
底

14.8
7.0

高
台

5.2
6.0

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元焔/褐灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

器面摩滅

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

周溝 
底面から
9cm上

1/3 口
底

11.8
6.0

高 3.8 細砂粒・雲母/良
好/橙

口縁部は横撫で。体部外面下半は斜めのヘラ削り。底部は
手持ちヘラ削り。内面は撫で。

口縁部～体部外
面に煤付着

2
須恵器
杯

カマド 
使用面から
9cm上

1/4 口
底

13.0
6.0

高 3.5 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。

3 須恵器
椀

床面直上 口縁～体部片 口 15.6 細砂粒・軽石/還
元焔/灰

ロクロ整形(右回転） 器面摩滅

4
須恵器
椀

貯蔵穴 
底面から
11cm上

口縁～体部片 口 14.6 細砂粒・雲母/還
元焔/灰

ロクロ整形(右回転か） 器面摩滅

5 須恵器
椀

床面直上 口縁～体部片 口 13.2 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形(右回転か） 内面吸炭

6 灰釉陶器
皿

埋土 体部～底部片 底 6.2 台 6.8 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(回転方向不明)　高台は角高台で底部回転ヘラ
削り後の貼り付け。内面のみ厚く施釉。

黒笹14号窯式

7
土師器
台付甕

周溝 
底面から
9cm上

胴部～台部片 台 9.6 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

胴部内面はヘラ撫で、脚部は横撫で。

8
土師器
甕

カマド使用
面から11cm
上

口縁～体部片 口 19.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜め～縦のヘラ削り、内
面は横のヘラ撫で。

頸部外面の整形
粗雑で、内外面
に輪積み痕

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

カマド 
使用面から
8cm上

1/4 口 12.8 高 3.5 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫でで、部分的に押圧、
内面は撫で。底部は雑な手持ちヘラ削りで、中央に型肌を
残す。

2
須恵器
皿

カマド 
使用面から
21cm上

4/5 口
底

12.7
7.0

高
台

2.7
6.6

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

体部外面は摩滅
・底部に赤色の
付着物、朱墨か

3 須恵器
杯

埋土 1/4 口
底

13.2
6.0

高 3.9 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。 内面に黒色の付
着物

4 須恵器
椀

床面から
7cm上

3/4 口
底

14.5
7.1

高
台

5.6
6.9

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

体部の歪み顕著

5 須恵器
椀

床面直上 1/3 口
底

14.6
7.3

高
台

4.7
7.2

細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(回転方向不明)　高台は底部回転糸切り後の付
け高台。



15号竪穴住居（第41図　PL.41）

16号竪穴住居（第43図　PL.41）

18号・19号竪穴住居（第49・50・51図　PL.41・42）

17号竪穴住居（第46・47図　PL.41）

遺物観察表
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

6 須恵器
椀

床面から
4cm下

1/2 口 14.6 細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元焔/灰

ロクロ整形(右回転） 器面摩滅・藤岡
か

7 須恵器
椀

埋土 体部～底部片 底 7.2 台 8.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

8
土師器
甕

カマド 
使用面から
8cm上

1/4 口 19.4 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
黄橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
撫で。

胴部内面下位に
接合痕・胴部外
面に煤付着

9
土師器
甕

カマド 
使用面から
20cm上

口縁～胴部 口 20.6 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

10
打製石斧 床面から

24cm
黒色頁岩 8.7 5.7 1.7 73.7 撥型 完成状態。刃部摩耗が著しい。右側縁のエッ

ジが弱く摩耗するのに対し、左側縁のエッジ
はシャープである。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
杯

埋土 体部～底部片 底 6.4 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。

2 須恵器
椀

床面から
14cm上

1/3 口
底

12.2
5.7

高
台

5.2
4.8

細砂粒・角閃石・
軽石/還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の雑な付け
高台。

器面摩滅

3
灰釉陶器
皿(転用
硯)

床面直上 1/2 口
底

14.4
6.8

高
台

3.3
6.5

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転か）高台は三日月高台で、底部回転ヘラ
削り後の付け高台。施釉は刷毛掛けか。

見込み部平滑・
釉の発色なし

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

埋土 1/4 口 11.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。 体部外面に黒斑

2
土師器
杯

埋土 口縁～体部片 口 14.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。

3
須恵器
杯

床面から
9cm下

完形 口
底

13.0
5.4

高 3.9 細砂粒・粗砂粒・
片岩/酸化焔/灰黄
褐

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 体部外面に輪積
み痕・藤岡か

4
須恵器
杯

カマド 
使用面から
6cm上

1/4 口
底

13.2
6.4

高 4.1 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

5 須恵器
杯

カマド 
使用面直上

1/4 口
底

15.4
7.4

高 5.6 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄褐

ロクロ整形(回転方向不明)　底部は回転糸切り無調整 器面の摩滅顕著

6
須恵器
椀

カマド 
使用面から
10cm上

口縁～体部片 口 16.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄褐

ロクロ整形(回転方向不明） 器面摩滅・体部
外面に煤付着

7
須恵器
椀

カマド 
使用面から
21cm上

2/3 底 6.8 台 6.4 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の雑な付け
高台。

高台変形

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

床面から
20cm上

1/3 口 12.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/灰黄褐

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面はヘラ撫で。口縁部外面～内
面は漆塗りか

2
土師器
杯

床面から
8cm上

1/4 口 12.8 高 3.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/にぶい黄橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。 口縁部外面～内
面は漆塗りか

3 土師器
杯

床面直上 1/4 口 12.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。 口縁部内外面に
細かなハゼ

4 土師器
杯

床面から
22cm上

口縁～体部片 口 13.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/黒褐

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。

5
土師器
高杯

床面から
6cm上

脚部 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/にぶい黄橙

脚部外面は縦、内面は横のヘラ削り。

6
土師器
甕

床面直上 胴部～底部 底 5.4 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/明
赤褐

胴部外面はヘラ削り、内面はヘラ撫で。 胴部内面の粗れ
と剥離顕著

7 土師器
甕

床面直上 口縁～胴部 口 19.6 細砂粒・軽石/良
好/にぶい黄橙

口縁部は横撫で。胴部外面は縦のヘラ削り、内面は撫で。 胴部外面に粘土
付着

8

土師器
甕

床面直上 
周溝 
底面から3cm
上が接合

胴部～底部 底 8.0 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/明赤褐

胴部外面はヘラ撫で。 内面の剥離顕
著・胴部側面に
黒斑

9
須恵器
土釜か

埋土 
１号土坑埋
土が接合

口縁～胴部片 口 21.0 細砂粒・粗砂粒・
軽石/酸化焔/赤褐

ロクロ整形か 内面の摩滅顕著



20号竪穴住居（第52図　PL.43）

20号竪穴住居（第52図　PL.43）

21号竪穴住居（第55・56図　PL.43・44）

遺物観察表

192

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

8
須恵器
椀(灯明
か)

床面から
11cm上

口縁～体部片 口 14.6 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転か） 口縁部内外面に
炭化物付着・器
面摩滅

9
須恵器
鉢

カマド 
使用面直上

口縁～胴部片 口 20.2 細砂粒・粗砂粒・
輝石/還元焔/にぶ
い黄橙

ロクロ整形(回転方向不明） 器面摩滅・胴部
内外面の一部酸
化

10
土師器
小型甕

カマド 
使用面直上

口縁～胴部片 口 12.0 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
斜めのヘラ撫で。

11

土師器
甕

床面直上 
カマド 
使用面直上
が接合

口縁～胴部片 口 19.6 細砂粒・粗砂粒・
輝石・軽石/良好/
明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は撫
で。

胴部内面下位に
接合痕・口縁部
内外面に煤付着

12

土師器
甕

床面直上 
カマド 
使用面直上
が接合

1/3 口
底

16.8
4.2

高 25.5 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
撫で。

胴部内面下位に
接合痕

13
土師器
甕

カマド 
使用面直上

口縁～胴部片 口 18.2 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

胴部内面下位に
接合痕・頸部外
面に輪積み痕

14
土師器
甕

カマド 
使用面から
10cm上

口縁～胴部 口 21.8 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/にぶ
い赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

15
土師器
甕

カマド 
使用面から
10cm上

口縁～胴部片 口 21.0 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい黄褐

口縁部横撫でで、口唇部外面に凹線を巡らせる。胴部外面
は横のヘラ削り、内面は横のヘラ撫で。

口縁部内面に煤
付着

16
土師器
甕

カマド 
使用面直上

胴部～底部 底 3.6 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/橙

胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は撫で。底部はヘラ削
り。

胴部内面中位に
接合痕の肥厚が
認められる。

17 須恵器
甕

埋土 口縁片 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

頸部外面にヘラ描きの波状文

18 須恵器
羽釜

カマド 
使用面直上

1/2 口 21.2 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙

ロクロ整形(右回転か）胴部外面下端は斜めのヘラ削り。 内外面のロクロ
整形痕は顕著

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
甕

床面から
10cm上

胴部～底部片 底 14.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形。胴部内外面は撫で。

2

土師器
甕

床面直上 口縁～胴部 口 20.6 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
撫で。

胴部内面下位に
接合痕・口縁部
～頸部の一部に
煤付着

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
椀

床面から
6cm上と2cm
下が接合

2/3 口
底

15.4
6.1

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、貼り付け部から剥落。

底部に剥離

2 須恵器
椀

床面から
11cm上

1/3 口
底

14.4
6.6

高
台

4.9
6.4

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(左回転か)　高台は底部回転糸切り後の雑な付
け高台。

高台変形

3
須恵器
椀

2号土坑 
底面から
12cm上

1/4 口
底

15.6
8.0

細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(回転方向不明） 器面摩滅・体部
変形

4
須恵器
椀

カマド 
使用面から
7cm上

体部～底部片 底 7.2 台 6.6 細砂粒・雲母/還
元焔/にぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、接地部に凹線が巡る。

見込み部に重ね
焼き痕

5 須恵器
椀

床面から
8cm下

口縁～体部片 口 12.6 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(回転方向不明）高台は付け高台。

6
灰釉陶器
壺

床面から
7cm上

口縁部欠 底 7.2 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰オリー
ブ

ロクロ整形(右回転か）高台は、胴部下半及び底部回転ヘラ
削り後の付け高台。

釉は底部～高台
接地部に及ぶ

7

土師器
台付甕

床面直上 台部欠 口
底

12.9
4.5

細砂粒・雲母/良
好/にぶい黄橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
撫で。

胴部内面下位に
接合痕・頸部外
面に輪積み痕・
胴部外面中位に
粘土付着・下半
に煤付着

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

3 石製品
敲石

床 面 か ら
7cm上

溶結凝灰岩 19.4 9.3 4.9 965.1 扁平礫 上端側小口部に敲打痕・衝撃剥離痕、下端側
小口部に敲打痕がある。
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番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

17
鉄製品 
不明

床面から
19cm上

一部欠損 長さ10.0　幅0.6　厚さ0.5　重さ
11.86

断面4角形の鉄製品で一端は断面4角のまま徐々に細くなり
とがる。途中に関等の形態は有しない、反対側は劣化後破
損し全体形状は不明。

18
鉄製品 
不明

床面から
5cm上

ほぼ完形 長さ16.0　幅1.0　厚さ0.4　重さ
23.4

断面4角の鉄製品で先端部は鑿状に薄くなる。茎との境に
は棘状の突起を両側に有する。茎はやや細くなりながら断
面4角形を維持し、端部はややとがる。

19

鉄製品 
鏃

床面から
2cm上

鉄鏃はほぼ完形 長さ18.8　幅3.4　厚さ11　重さ
27.78

撥状の鉄鏃で根部は幅を減じながら僅かな段をへて茎に移
行する。茎は矢柄内にて錆化が進み抜け殻状態で破損する。
接合はできないがＸ線写真から位置を推定し図化した。矢
柄は錆化し、非常に良い状態で残存する。矢柄は直径11
～ 8.5mmで長さ13cm程が残存し、鏃側端部に非常に細い紐
が巻かれている(紐直径0.15mm程度で断面やや楕円形でわ
ずかに左撚りがかかる、これを1mm間に5本ほどのピッチで
巻いている)。矢柄の材質は断面構造等からタケ科の篠竹
の仲間と見られる。

20
鉄製品 
不明

床面から
13cm上

ほぼ完形 長さ17.0　幅1.5　厚さ0.6　重さ
54.16

断面4角の鉄製品で先端部はカマス切先状になるが刃部を
有しない。茎との境には関状の段を両側に有する。茎はや
や細くなりながら断面4角形を維持し端部もとがらない。

21
鉄製品 
不明

埋土 ほぼ完形 長さ2.7　幅0.6　厚さ0.4　重さ
6.8

幅6 ～ 3mm厚さ3 ～ 2mmの帯状の鉄製品で、残存する柄状の
木質部(広葉樹散孔材の加工木。残存は少なく木取は不明)
をぐるりと輪状に覆っている。

22 鉄製品 
不明

埋土 破片 長さ3.1　幅0.5　厚さ0.4　重さ
1.91

断面4角形の茎状鉄製品で劣化後破損する。直接接合する
遺物はなく、詳細不明。

23 鉄滓 床面から
4cm上

長さ6.5　幅5.2　厚さ5.8　重さ
106.53

ほぼ鉄部。一部に滓の付着が見られる。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
杯

床面直上 2/3 口
底

12.8
5.6

高 3.9 細砂粒・雲母/還
元焔/オリーブ黒

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 燻し焼成

2 須恵器
杯

床面から
6cm上

1/4 口
底

12.8
5.2

高 3.8 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)底部は回転糸切り無調整

3 須恵器
椀

床面直上 体部～底部片 底 6.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、貼り付け部から剥離。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

8

土師器
台付甕

貯蔵穴底面
直上 
2号土坑底
面から13cm
上 
カマド使用
面直上が接
合

口縁～胴部 口 12.0 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は横
の撫で。

9

土師器
台付甕

貯蔵穴底面
22cm上 
床面直上 
カマド使用
面直上が接
合

胴部～台部 底 4.9 台 9.0 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい黄橙

胴部外面は斜めのヘラ削り、内面はヘラ撫で。脚部撫で。

10
土師器
甕

2号土坑 
底面から
18cm上

胴部～底部片 底 3.4 細砂粒・角閃石/
良好/橙

胴部外面は縦のヘラ削り。 胴部内面の剥離
顕著

11
土師器
甕

床面から
5cm下

口縁～胴部 口 18.7 細砂粒・軽石・雲
母/良好/にぶい黄
橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

胴部内面下位に
接合痕

12
土師器
甕

貯蔵穴 
底面から
19cm上

口縁～胴部 口 20.0 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。 口縁部外面に輪
積み痕・頸部外
面に粘土付着

13

土師器
甕

カマド使用
面から11cm
上 
掘方直上が
接合

口縁～胴部 口 19.4 細砂粒・軽石/良
好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
撫で。

胴部内面下位に
接合痕

14

土師器
甕

床面から
5cm下 
貯蔵穴 
底面から
21cm上が接
合

口縁～胴部 口 19.6 細砂粒・雲母/良
好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

15
土師器
甕

カマド 
使用面直上

口縁～胴部 口 20.6 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/明赤
褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

16
須恵器
甕

カマド 
使用面から
7cm上

胴部～底部片 底 16.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

胴部外面は横のカキ目、内面は撫で。 底部ハゼ



22号竪穴住居（第59図　PL.44）

23号竪穴住居（第61図　PL.44）

23号竪穴住居（第61図　PL.44）

24号竪穴住居（第63図　PL.44・45）

遺物観察表
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

4 灰釉陶器
小瓶

床面から
11cm上

頸部～体部片 細砂粒/還元焔/灰
オリーブ

ロクロ整形(回転方向不明） 釉の発色良好・
東濃か

5
土師器
甕

床面直上 1/2 口 18.8 細砂粒・軽石/良
好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面上半は横～斜め、下半は縦のヘ
ラ削り、内面は横のヘラ撫で。

胴部内面下位に
接合痕・頸部外
面に輪積み痕

6

土師器
甕

床面から
16cm上 
カマド使用
面から30cm
上

口縁～胴部 口 18.4 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横撫で。胴部外面上位は横、中位から下位は縦の
ヘラ削り、内面は撫で。

頸部外面に輪積
み痕

7
土師器
甕

カマド 
使用面から
35cm上

口縁～胴部片 口 18.6 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り。

8
土師器
甕

カマド 
使用面から
9cm上

口縁～胴部片 口 19.8 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は横の
ヘラ撫で。

9 土師器
甕

埋土 口縁～胴部 口 21.8 細砂粒・雲母/良
好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。 口縁部外面に輪
積み痕顕著

10

土師器
甕

2号土坑 
底面直上 
床面から
8cm上が接
合

体部～底部片 底 3.6 細砂粒/良好/にぶ
い橙

胴部外面は縦のヘラ削り、底部はヘラ削り。内面は撫で。

11
土師器
甕

カマド 
使用面から
26cm上

胴部～底部片 底 4.9 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐

胴部外面は縦のヘラ削り、内面は撫で。

12 須恵器
甕

床面から
7cm上

胴部片 細砂粒/還元焔/灰 叩き整形。外面は平行叩き、内面の当て具、青海波文。

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

13 石製品
敲石

床 面 か ら
16cm上

砂岩 （9.5） 5.1 5.4 398.9 柱状礫 上端側小口部に敲打痕がある。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1

須恵器
杯(灯明
か)

貯蔵穴 
底面から
12cm上

完形 口
底

12.6
6.4

高 3.7 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 口縁部内面に
3 ヶ所油煤付
着・体部外面に
煤付着

2 須恵器
杯

床面から
19cm上

1/3 口
底

13.4
7.0

高 3.4 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

3
須恵器
椀

1号土坑 
底面から
8cm上

口縁一部欠 口
底

14.7
7.2

高
台

5.7
6.4

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/灰黄褐

ロクロ整形(回転方向不明）高台は丁寧な付け高台。 器面摩滅・体部
内面に煤付着

4 須恵器
椀

床面から
14cm上

口縁～体部片 口 13.8 細砂粒・雲母/還
元焔/にぶい黄橙

ロクロ整形(右回転か)

5

土師器
台付甕か

1号土坑底
面直上 
貯蔵穴底面
直上が接合

口縁～胴部 口 11.2 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は撫
で。

6 土師器
甕

床面から
6cm上

口縁～胴部 口 18.6 細砂粒・軽石/良
好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面上半は横、下半は斜めのヘラ削
り、内面は横のヘラ撫で。

口縁部外面に輪
積み痕

7
土師器
甕

カマド 
使用面から
15cm上

口縁～胴部 口 18.8 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は横の
ヘラ撫で。

胴部内外面に煤
付着

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

8
鉄滓 床面直上 長さ5.1　幅7.6　厚さ4.2　重さ

154.26
ほぼ鉄部。左側部に滓が見られる。直径2.6cm幅1.4cm、
2.2cm幅1.4cmの比較的大型の木炭痕が見られ製錬滓の可
能性がある。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

床面から
15cm上

1/2 口 12.7 細砂粒・軽石/良
好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。底部
周辺は手持ちヘラ削り。

底部中央に型肌

2
須恵器
椀

床面から
20cm上

1/3 口
底

13.8
6.4

高
台

5.3
6.4

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰オリー
ブ

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内面やや摩滅

3 土師器
台付甕

埋土 台部片 台 8.6 細砂粒・角閃石/
良好/橙

脚端部は横撫で。

4 土師器
小型甕

床面直上 口縁～胴部 口 11.6 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は撫で。 器面摩滅

5
土師器
甕

カマド 
使用面から
9cm上

口縁～胴部 口 18.1 細砂粒・雲母/良
好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕



25号竪穴住居（第65図　PL.45）

26号竪穴住居（第67図　PL.45）

27号竪穴住居（第69・70図　PL.45）

遺物観察表
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
杯

床面直上 体部～底部片 底 6.6 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/橙

ロクロ整形(右回転)底部は回転糸切り無調整 器面摩滅顕著

2
須恵器
椀か

埋土 口縁～体部片 口 12.6 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(回転方向不明） 内外面に煤付
着・体部内面剥
離

3 須恵器
椀

床面直上 口縁～体部片 口 13.6 細砂粒/還元焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形(回転方向不明） 器面摩滅

4 土師器
甕

煙道直上 口縁～胴部片 口 18.6 細砂粒・軽石/良
好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り後、縦の粗い
撫で、内面は撫で。

胴部内面中位に
接合痕

5

土師器
甕

煙道直上 
床面から
9cm上が接
合

口縁～胴部 口 19.6 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
斜めのヘラ撫で。

胴部内面中位に
接合痕・頸部と
口縁部外面に輪
積み痕

6

土師器
甕

カマド 
使用面直上 
床面から
6cm上が接
合

口縁～胴部 口 19.0 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜め～縦のヘラ削り、内面は
撫で。

胴部内面中位に
接合痕と輪積み
痕・胴部外面に
粘土付着

7 土師器
甕

床面から
12cm上

口縁～胴部 口 19.5 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は横
のヘラ撫で。

胴部内面中位に
接合痕

8 土師器
甕

煙道直上 口縁～胴部片 口 18.8 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は斜めの
ヘラ撫で。

9 土師器
甕

煙道直上 口縁～胴部片 口 19.8 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は撫で。

10 土師器
甕

床面直上 口縁～胴部 口 18.7 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面はヘラ削り。 口縁部外面に煤
付着

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
須恵器
杯

カマド 
使用面から
7cm上

2/3 口
底

14.6
7.6

高 4.0 細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)　底部回転糸切り後、周辺を回転ヘラ
削り。

体部外面は剥離

2 須恵器
椀か

床面直上 口縁～体部 口 15.7 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転） 器面摩滅

3 須恵器
椀か

床面直上 口縁～体部 口 14.7 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(右回転） 器面摩滅

4 土師器
甕

カマド 
埋土

口 20.6 細砂粒・角閃石/
良好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

5 土師器
甕

床面から
16cm上

口縁～胴部片 口 19.0 細砂粒・軽石/良
好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ削り、内面は撫で。頸部外面に輪積
み痕

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
椀

床面直上 口縁一部欠 口
底

13.9
7.1

高
台

5.2
6.2

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の雑な付け
高台。

高台変形

2 須恵器
椀

床面直上 3/4 口
底

14.4
6.8

高
台

5.4
6.4

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/浅黄橙

ロクロ整形(右回転)高台は、底部回転糸切り後の雑な付け
高台。

器面摩滅

3
須恵器
椀

床面直上 3/4 口
底

14.0
6.9

高
台

4.8
6.0

細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/黄褐

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

口縁部内外面に
炭化物付着・内
外面にハゼ

4

須恵器
椀

床面直上 
貯蔵穴 
底面から
17cm上が接
合

2/3（高台欠） 口 13.8 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/褐灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、貼り付け部から剥落。

5 須恵器
椀

埋土 口縁～体部片 口 12.8 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(回転方向不明）

6
須恵器
椀

床面から
21cm上

体部～底部 底 6.8 台 5.8 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

器面摩滅

7
灰釉陶器
皿

床面から
6cm上

3/4 口
底

13.3
6.4

高
台

3.1
6.4

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(回転方向不明）高台はやや崩れた三日月高台
で、底部回転ヘラ削り後の付け高台。施釉は刷毛掛け。

見込み部に重ね
焼き痕・光ヶ丘
1号窯式か

8 須恵器
壺

カマド 
使用面直上

口縁～胴部片 口 16.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(回転方向不明） 内外面の剥離顕
著

9

土師器
甕

カマド使用
面直上 
煙道直上 
床面直上 
貯蔵穴底面
から10cm上
が接合

4/5 口
底

19.6
5.2

高 26.9 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は撫
で。

胴部内面中位に
接合痕、外面に
煤付着・頸部外
面に輪積み痕

10

土師器
甕

床面直上 
カマド使用
面直上が接
合

口縁～胴部 口 19.2 細砂粒・軽石/良
好/赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面上半は斜め、下半は縦のヘラ削
り、内面は横のヘラ撫で。

胴部内面中位に
接合痕



27号竪穴住居（第70図　PL.46）

28号竪穴住居（第73図　PL.46・47）

遺物観察表
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

11

土師器
甕

カマド使用
面直上 
煙道直上 
床面直上 
貯蔵穴底面
から2cm上
が接合

口縁～胴部片 口 19.6 細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/良
好/明赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～斜めのヘラ削り、内面は
横のヘラ撫で。

胴部内面下位に
接合痕・頸部外
面に輪積痕

12

土師器
甕

カマド使用
面直上 
床面から
7cm上 
貯蔵穴底面
から6cm上
が接合

口縁～胴部 口 17.2 細砂粒・角閃石・
軽石/にぶい赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は横～縦のヘラ削り、内面は横
のヘラ撫で。

胴部内面下位に
接合痕・頸部外
面に輪積み痕

13 土師器
甕

床面直上 口縁～胴部 口 19.4 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/赤褐

口縁部は横撫で。胴部外面は斜めヘラ削り、内面は横のヘ
ラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

14 石製品
敲石

床面直上 粗粒輝石安山岩 14.4 7.0 4.7 713.3 棒状礫 上端小口部に敲打・衝撃剥離痕、下端に敲打
痕がある。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

床 か ら44cm上
と 調 査 面 一 括
の2点が接合

口縁部片 繊維 黄 良好 3と同一個体。内反ぎみの平口縁の口縁下に爪形刺突をもつ平行沈
線を数条巡らせ、口縁部文様に数条の平行沈線で菱形文を描き、頸
部の括れ部に爪形刺突をもつ平行沈線を数条巡らせて文様帯を区画
する。

有尾式

2 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 繊維 黄 良好 平口縁の口縁下に爪形刺突をもつ平行沈線を数条巡らせる。 有尾式

3 縄文土器
深鉢

床から77cm上 胴部片 繊維 黄 良好 １と同一個体。内反ぎみの平口縁の口縁下に爪形刺突をもつ平行沈
線を数条巡らせ、口縁部文様に数条の平行沈線で菱形文を描く。

有尾式

4 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 灰黄 ふつう 口縁部文様に数条の爪形刺突をもつ平行沈線で菱形文等を描く。 有尾式

5 縄文土器
深鉢

床から20cm上 胴部片 繊維 灰黄 ふつう 口縁部文様に数条の爪形刺突をもつ平行沈線で菱形文等を描く。 有尾式

6 縄文土器
深鉢

床から42cm上 口縁部片 繊維 暗灰黄 ふつう 胴部にＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

7 縄文土器
深鉢

床から16cm上 胴部片 繊維 灰黄 ふつう 胴部にＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

8 縄文土器
深鉢

床から67cm上 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

9 縄文土器
深鉢

床から40cm上 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

10 縄文土器
深鉢

床から96cm上 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲの附加条（Ｒの１本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

11 縄文土器
深鉢

床から49cm、
53cm上の2点が
接合

口縁部片 粗砂 暗灰褐 ふつう 屈曲して内反する緩い波状口縁の口縁下に数条の刻みをもつ浮線文
を巡らせ、屈曲下の頸部にも浮線文を巡らせる。

諸磯ｂ式

12
縄文土器
深鉢

床から39cm上 口縁部片 粗砂 橙 ふつう 屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状となり、波頂下に瘤状
の貼付文を有し、口縁下に数条の刺突列を巡らせ、靴先部に刺突列
で弧状の文様を描く。

諸磯ｂ式

13 縄文土器
深鉢

床から58cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に数条の刻みをもつ浮線文と刺突列を巡らせる。 諸磯ｂ式

14 縄文土器
深鉢

床から79cm上 胴部片 粗砂 暗灰褐 ふつう 15と同一個体。胴部に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。 諸磯ｂ式

15 縄文土器
深鉢

床から48cm上 胴部片 粗砂 暗灰褐 ふつう 14と同一個体。胴部に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。 諸磯ｂ式

16 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 17・18と同一個体。胴部に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。 諸磯ｂ式

17 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 16・18と同一個体。胴部に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。 諸磯ｂ式

18 縄文土器
深鉢

床から62cm上 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 16・17と同一個体。胴部に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。 諸磯ｂ式

19 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に数条の平行沈線を巡らせる。 諸磯ｂ式

20 縄文土器
深鉢

床から75cm上 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に数条の平行沈線を巡らせる。 諸磯ｂ式

21 縄文土器
深鉢

床から31cm上 口縁部片 粗砂 暗褐 ふつう 平口縁の口縁直下に刺突を巡らせ、胴部に縦位および鋸歯状の沈線
を施し、円形貼付文を配する。

諸磯ｃ式

22 縄文土器
深鉢

床から74cm上 胴部片 粗砂 黄褐 ふつう 屈曲して膨らむ頸部に横位矢羽根状の沈線を施し、円形貼付文と大
きめな縦長貼付文を配する。

諸磯ｃ式

23 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に条線を横位に巡らせ、以下に条線で曲線的な文様を描き、２
個単位の小さな円形貼付文を配する。

諸磯ｃ式
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番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

24 縄文土器
深鉢

床から61cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

暗橙 ふつう 胴部に斜位の沈線を施し、円形貼付文を配する。 諸磯ｃ式

25
縄文土器
深鉢

床から56cm、
60cm上 の2点 が
接合

口縁部片 粗 砂、
細礫

黄褐 良好 波状口縁の口縁下に平行沈線を数条巡らせ、口縁部文様に平行沈線
で渦巻き状の文様を描く。

諸磯ｃ式

26 縄文土器
深鉢

床から61cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

褐橙 良好 口縁部文様に平行沈線で渦巻き状の文様を描く。 諸磯ｃ式

27 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 口縁部文様に平行沈線で渦巻き状の文様を描き、渦巻きの中心に小
さな円形貼付文を配する。

諸磯ｃ式

28 縄文土器
深鉢

床から83cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

黒褐 良好 口縁部文様に平行沈線で渦巻き状の文様を描き、その下端を横位の
沈線を巡らせて区画する。

諸磯ｃ式

29

縄文土器
深鉢

床から53cm上
と埋土の2点が
接合

胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 29 ～ 33は同一個体。口縁部文様に爪形刺突をもつ平行沈線で渦巻
き状の文様を描き、その下端を横位の爪形刺突沈線を巡らせて口縁
部文様を区画する。以下の胴部には横位および縦位の爪形刺突沈線
で文様を区画する。

諸磯ｃ式

30 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 29 ～ 33は同一個体。口縁部文様に爪形刺突をもつ平行沈線で渦巻
き状の文様を描く。

諸磯ｃ式

31
縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 29 ～ 33は同一個体。口縁部文様に爪形刺突をもつ平行沈線で渦巻
き状の文様を描き、その下端を横位の爪形刺突沈線を巡らせて口縁
部文様を区画する。

諸磯ｃ式

32 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 29 ～ 33は同一個体。胴部に横位および縦位の爪形刺突沈線で文様
を区画する。

諸磯ｃ式

33 縄文土器
深鉢

床から72cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 29 ～ 33は同一個体。胴部に横位および縦位の爪形刺突沈線で文様
を区画する。

諸磯ｃ式

34

縄文土器
深鉢

床から43cm、
7cm上 の2点 が
接合

胴部片 粗砂 橙 ふつう 34 ～ 35は同一個体。口縁部文様に結節浮線文で波状ないし横位に
連続する弧状の文様を描き、その下端を結節浮線文を巡らせて区画
する。以下の胴部に結節浮線文を垂下させる。地文にＲＬの縄文を
施す。

前期末葉

35 縄文土器
深鉢

床から15cm上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 34 ～ 35は同一個体。胴部に結節浮線文を垂下させ、地文にＲＬの
縄文を施す。

前期末葉

36

縄文土器
深鉢

床から13cm、
11cm、11cm上
と埋土の4点が
接合

胴～底部片 粗砂 橙 ふつう 34 ～ 35は同一個体。胴部に結節浮線文を垂下させ、地文にＲＬの
縄文を施す。高さ（11.5）cm、底径12.6cm。

前期末葉

37

縄文土器
深鉢

床から40cm上 口縁部片 粗砂、細
礫、雲母

暗褐橙 良好 37 ～ 43は同一個体。平口縁の口唇に結節沈線が巡り、刻みをもつ
四角状の突起と隆帯で口縁部文様帯を区画し、区画内を結節沈線が
沿うように連続する。頸部文様帯は単沈線で波状文を横位に施文す
る。

阿玉台式

38
縄文土器
深鉢

床から85cm、
57cm上 の2点 が
接合

口縁部片 粗砂、細
礫、雲母

暗褐橙 良好 37 ～ 43は同一個体。平口縁の口唇に結節沈線が巡り、刻みをもつ
四角状の突起と隆帯で口縁部文様帯を区画し、区画内を結節沈線が
沿うように連続する。

阿玉台式

39

縄文土器
深鉢

床から57cm、
27cm上 の2点 が
接合

口縁部片 粗砂、細
礫、雲母

暗褐橙 良好 37 ～ 43は同一個体。平口縁の口唇に結節沈線が巡り、刻みをもつ
四角状の突起と隆帯で口縁部文様帯を区画し、区画内を結節沈線が
沿うように連続する。頸部文様帯は弧状の結節沈線と波状文を横位
に施文する。

阿玉台式

40
縄文土器
深鉢

床から86cm上 胴部片 粗砂、細
礫、雲母

暗褐橙 良好 37 ～ 43は同一個体。頸部と胴部は断面三角の隆線で区画され、Ｘ
字状の小突起を有する。胴部文様はＹ字状の隆線を垂下させ、隆線
に沿わせた結節沈線を施文する。

阿玉台式

41
縄文土器
深鉢

床から42cm上 胴部片 粗砂、細
礫、雲母

暗褐橙 良好 37 ～ 43は同一個体。頸部と胴部は断面三角の隆線で区画され、胴
部文様はＹ字状の隆線を垂下させ、隆線に沿わせた結節沈線を施文
する。

阿玉台式

42 縄文土器
深鉢

床から74cm上 胴部片 粗砂、細
礫、雲母

暗黄橙 良好 37 ～ 43は同一個体。胴部に断面三角の隆線を波状に垂下させる。 阿玉台式

43 縄文土器
深鉢

床から44cm上 胴部片 粗砂、細
礫、雲母

褐橙 良好 37 ～ 43は同一個体。胴部に断面三角の隆線を波状に垂下させる。 阿玉台式

28号竪穴住居（第72図　PL.46）
番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

44 石鏃
床面から
39cm上

黒曜石 （2.3） 1.4 0.5 1.4 凹基無茎鏃 未製品。加工状態は粗く、製作途中で石鏃の
製作を放棄している。遺跡内製作の石鏃の典
型。

45 石鏃 床面から
51cm上

黒曜石 （1.4） （1.3） 0.3 0.3 凹基無茎鏃 完成状態。裏面側に素材面を残す。加工は丁
寧だが、先端を僅か欠損する。

46 石錐 床面から
13cm上

黒色頁岩 （3.4） （1.0） 0.4 1.3 小形剥片 表裏面とも稜側縁を厚く加工する。「摘み部」
の作出は特に意図されていない。

47 凹石 床面から
10cm上

粗粒輝石安山岩 9.9 8.9 5.2 569.9 楕円礫 背面側に敲打・摩耗痕がある。右側縁は敲打
され、平坦化している。

48 凹石 床面直上 粗粒輝石安山岩 10.2 7.9 4.4 428.5 楕円礫 表裏面とも敲打痕がある。背面側には稜があ
り、稜上に漏斗状の孔１が穿たれる。

49 台石 床面から
12cm上

粗粒輝石安山岩 36.6 30.9 7.7 12600.0 扁平礫 表裏面とも摩耗するほか、弱い敲打痕がある。
左辺側の表裏面に被熱痕が広がる。



30号竪穴住居（第76図　PL.47）

30号竪穴住居（第76図　PL.47）

3号・5号竪穴（3号竪穴）（第82～85図　PL.47 ～ 50）

30号竪穴住居（第76図　PL.47）
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

床面から
6cm上

口縁～体部 口 11.7 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/赤褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫でで、部分的に押圧、
内面は撫で。

器面摩滅

2
黒色土器
椀

床面から
6cm上

2/3 口
底

14.5
7.6

高
台

6.4
7.2

細砂粒・角閃石/
酸化焔/にぶい黄
橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。内面はヘラ磨き後、黒色処理。

底部の一部吸炭

3 須恵器
杯

埋土 口縁～底部片 口
底

12.4
5.8

高 3.5 細砂粒・粗砂粒/
酸化焔/褐灰

ロクロ整形(右回転か)底部は回転糸切り無調整 内面吸炭

4 須恵器
椀

床面から
6cm上

2/4（高台欠） 口
底

14.2
6.8

高 4.8 細砂粒/酸化焔/褐
灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、貼り付け部から剥落。

体部外面は吸炭
し光沢あり

5
灰釉陶器
椀

カマド 
使用面直上

2/3 口
底

13.7
7.2

高
台

4.7
6.9

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転）高台は三日月高台で、底部回転ヘラ削
り後の付け高台。腰部外面は回転ヘラ削り。施釉は刷毛掛
け。

光ヶ丘1号窯式
か

6 土師器
甕

床面直上 胴部～底部片 底 3.9 細砂粒・角閃石/
良好/にぶい黄橙

胴部外面は縦のヘラ削り、内面は撫で。 胴部外面に粘土
付着

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

7

鉄製品 
鏃

床面直上 ほぼ完形 長さ17.5　幅4.2　厚さ0.6　重さ
26.46

大型の鉄鏃。三角形の根は両側の腸刳りに大きくえぐられ
棘を持たずに両側面に段を持ち茎へと続く。茎は10.5cmと
長く、断面4角形で徐々に細くなりながらも4角形を維持し、
端部で1mmほどになる。茎には木質・矢柄の痕跡は見られ
ない。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

8
石製品
砥石

床面から
4cm上

砥沢石 （6.8） （4.6） （3.6） 133.2 切り砥石 四面使用。背面側中央に幅広の深い研磨痕が
ある。良く使い込まれているが、左側面には
整形痕が残る。

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 暗褐 ふつう 口縁部文様にコンパス文を横位に巡らせ、地文に０段多条のＬＲの
縄文を施す。

黒浜式

2 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 繊維 暗褐 ふつう 平口縁の口縁以下にＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

3 縄文土器
深鉢

床から22cm上 胴部片 繊維 橙 良好 平口縁の口縁以下にＲの附加条（Ｒの２本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

4 縄文土器
深鉢

床から91cm上 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲの附加条（Ｒの２本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

5 縄文土器
深鉢

床から32cm上 胴部片 繊維 暗褐 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

6 縄文土器
深鉢

床から51cm上 胴部片 繊維 暗褐 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの２本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

7 縄文土器
深鉢

床から59cm上 胴部片 粗砂 橙 良好 口縁部文様に爪形刺突をもつ細い平行沈線で文様を描く。 諸磯ａ式

8 縄文土器
深鉢

床から3cm上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 口縁部文様に爪形刺突をもつ細い平行沈線で文様を描く。 諸磯ａ式

9 縄文土器
深鉢

床から39cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

暗褐 ふつう 平口縁の口縁下に爪形刺突をもつ平行沈線を３条巡らせ、口縁部文
様に同様な爪形平行沈線で鋸歯状等の文様を描く。

諸磯ｂ式

10 縄文土器
深鉢

床から47cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

褐 ふつう 口縁部文様に爪形刺突をもつ平行沈線を３条単位として曲線的な文
様を描き、文様の隙間に円形刺突を配する。

諸磯ｂ式

11 縄文土器
深鉢

床から50cm上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 口縁部文様の下端に爪形刺突をもつ平行沈線と刻み列を単位として
横位に巡らせて文様帯を区画し、以下の胴部にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

12 縄文土器
深鉢

床から58cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

黄褐 ふつう 小突起を有する平口縁の口縁下に横位の平行沈線を数条巡らせる。 諸磯ｂ式

13 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 平口縁の口縁下に横位の平行沈線を数条巡らせる。 諸磯ｂ式

14 縄文土器
深鉢

床から54cm上 口縁部片 粗砂 橙 ふつう 波状口縁の口縁下に横位の平行沈線を数条巡らせる。 諸磯ｂ式

15
縄文土器
深鉢

床から20cm、
43cm、49cm上
の3点が接合

口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 屈曲して内反する平口縁の口縁下に平行沈線を数条巡らせ、口縁部
文様に平行沈線で曲線的な文様を描く。

諸磯ｂ式

番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

1 石鏃 埋土 黒色頁岩 1.5 1.1 0.3 0.4 凹基無茎鏃 完成状態。石器基部を大きく抉り込む。小形
だが、押圧剥離を前面に施す。

2 石鏃 埋土 チャート 2.5 1.8 0.5 1.3 凹基無茎鏃 完成状態。基部を浅く抉り込み、小さな「返し
部」が両側に付く。

3 凹石 床面から
12cm

石英閃緑岩 11.3 7.9 3.8 535.5 扁平楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。礫面は荒れ
ているが、被熱によるものか不明。
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

16
縄文土器
深鉢

床から49cm上
の2点が接合

口縁部片 粗 砂、
細礫

黄褐 ふつう 17と同一個体。屈曲して内反する緩い波状口縁の口縁下に平行沈線
を２条巡らせ、屈曲下にも平行沈線を数段巡らせる。地文にＬＲの
縄文を施す。

諸磯ｂ式

17
縄文土器
深鉢

床から50cm、
44cm上の2点が
接合

口縁部片 粗 砂、
細礫

黄褐 ふつう 16と同一個体。屈曲して内反する緩い波状口縁の口縁下に平行沈線
を２条巡らせ、屈曲下にも平行沈線を数段巡らせる。地文にＬＲの
縄文を施す。

諸磯ｂ式

18

縄文土器
深鉢

床から102cm、
96cm、3cm、
60cm、56cm上
の5点が接合

胴～底部片 粗 砂、
砂礫

褐橙 ふつう 口縁部文様下に横位の平行沈線を巡らせて文様帯区画し、以下の胴
部にＲＬの縄文を施す。高さ（16.6）cm、底径6.5cm。

諸磯ｂ式

19
縄文土器
深鉢

床から48cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 19 ～ 23は同一個体。屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状
となり、波頂下に瘤状の貼付文を有し、口縁下に数条の刻みをもつ
浮線文を巡らせ、靴先部に同様の浮線文で入り組み状の文様を描く。

諸磯ｂ式

20
縄文土器
深鉢

床から71cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 19 ～ 23は同一個体。屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状
となり、波頂下に瘤状の貼付文を有し、口縁下に数条の刻みをもつ
浮線文を巡らせ、靴先部に同様の浮線文で入り組み状の文様を描く。

諸磯ｂ式

21

縄文土器
深鉢

床直上と床か
ら41cm上が接
合

口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 19 ～ 23は同一個体。屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状
となり、波頂下に瘤状の貼付文を有し、口縁下に数条の刻みをもつ
浮線文を巡らせ、靴先部に同様の浮線文で入り組み状の文様を描く。
屈曲下には数条の刻みをもつ浮線文を数段巡らせ、波頭部下に縦位
および弧状の文様を描く。

諸磯ｂ式

22

縄文土器
深鉢

床から53cm、
38cm上と５竪
穴の床から
56cm上の3点が
接合

口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 19 ～ 23は同一個体。屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状
となり、口縁下に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせ、靴先部に同様
の浮線文で曲線的な文様を描く。屈曲下には数条の刻みをもつ浮線
文を数段巡らせ、波頭部下に曲線的な文様を描く。

諸磯ｂ式

23

縄文土器
深鉢

床から93cm、
45cm、49cm、
34cm、29cm上
と５竪穴の床
から93cm上の6
点が接合

口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 19 ～ 23は同一個体。屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状
となり、口縁下に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせ、靴先部に同様
の浮線文で曲線的な文様を描く。屈曲下には数条の刻みをもつ浮線
文を数段巡らせ、波頭部下に入り組み状の文様を描く。

諸磯ｂ式

24 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗 砂、
細礫

黄橙 ふつう 屈曲して内反する緩い波状口縁の口縁下に数条の刻みをもつ浮線文
を巡らせ、屈曲下に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。

諸磯ｂ式

25 縄文土器
深鉢

床から44cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

暗褐 ふつう 屈曲する口縁の屈曲下に３条の刻みをもつ浮線文を巡らせる。 諸磯ｂ式

26 縄文土器
深鉢

床から40cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 屈曲して内反する口縁部に刻みをもつ浮線文で曲線的な文様を描
き、屈曲下に同様な浮線文を横位に巡らせる。

諸磯ｂ式

27 縄文土器
深鉢

床から61cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

灰黄 ふつう 胴部に浮線文を横位に数条巡らせる。 諸磯ｂ式

28 縄文土器
深鉢

床から47cm上
が2点接合

胴部下位片 粗 砂、
細礫

黄橙 ふつう 胴部に浮線文を横位に数段巡らせる。 諸磯ｂ式

29 縄文土器
深鉢

床から46cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に刻みをもつ浮線文と刺突列を横位に３本単位で数段巡らせ
る。

諸磯ｂ式

30

縄文土器
深鉢

床から45cm、
36cm、37cm、
20cm、63cm、
48cm上の6点が
接合

胴～底部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に刻みをもつ浮線文を横位に３本単位で数段巡らせる。 諸磯ｂ式

31

縄文土器
深鉢

床から66cm、
41cm、36cm、
43cm、49cm上
の5点が接合

胴下位～底
部片

粗 砂、
細礫

暗褐橙 ふつう 胴部に刻みをもつ浮線文と刺突列を横位に２本単位で巡らせて文様
帯を区画し、区画内に浮線文で縦位およびＸ字状の文様を描く。底
部付近にはＲＬの縄文を疎らに施す。高さ（3.8）cm、底径6.7cm。

諸磯ｂ式

32
縄文土器
深鉢

床から60cm上 口縁部片 粗砂 暗褐橙 ふつう 朝顔状に開く平口縁の口端部が有段となり、有段部に横位矢羽根状
の沈線を施して大きめな貼付文を配し、口唇および段部に刺突圧痕
を巡らせる。

諸磯ｃ式

33 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 平口縁の口唇に刺突圧痕を巡らせ、口縁下に斜位の沈線と縦長貼付
文を配する。

諸磯ｃ式

34 縄文土器
深鉢

床から16cm上 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 朝顔状に開く口縁部に横位矢羽根状の沈線と数条の平行沈線を巡ら
せ、大小の縦長貼付文を配する。

諸磯ｃ式

35 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に縦位条線で区画し、弧状の条線ないし縦位鋸歯状の文様を描
く。

諸磯ｃ式

36 縄文土器
深鉢

床から67cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 良好 胴部に縦位条線で区画し、弧状ないし斜位の条線で文様を描く。 諸磯ｃ式

37 縄文土器
深鉢

床から48cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

黄橙 ふつう 胴部に弧状の条線で区画し、区画内に沈線で格子状の文様を描く。 諸磯ｃ式

38 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 良好 39と同一個体。胴部に縦位条線で区画し、弧状の条線および縦位鋸
歯状の文様を描く。

諸磯ｃ式

39 縄文土器
深鉢

床から49cm上 胴部片 粗砂 暗褐 良好 38と同一個体。胴部に縦位条線で区画し、弧状の条線および縦位鋸
歯状の文様を描く。

諸磯ｃ式

40 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に弧状の文様をもち、胴部下端に横位の条線を巡らせる。 諸磯ｃ式

41 縄文土器
深鉢

床から58cm上 胴部片 粗砂 暗褐 良好 口縁部文様に平行沈線で渦巻き状等の曲線的な文様を描く。 前期末葉

42 縄文土器
深鉢

床から47cm上 口縁部片 粗砂 褐橙 ふつう 平口縁の口縁下に繊維束の粗いＬの縄文を施す。 諸磯式
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

43
縄文土器
深鉢

床から40cm、
57cm上 の2点 が
接合

胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。 諸磯式

44 縄文土器
深鉢

床から9cm上 胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。 諸磯式

45 縄文土器
深鉢

床から39cm上 胴下位～底
部片

粗砂 橙 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。底径14.5cm。 諸磯式

46
縄文土器
深鉢

床から21cm、
16cm、9cm上の
3点が接合

胴下位～底
部片

粗砂 褐橙 ふつう 胴部にＲLの縄文を施す。 諸磯式

47

縄文土器
深鉢

床から32cm、
41cm、35cm上
と５竪穴の床
から51cm、
40cm上の5点が
接合

胴下位～底
部片

粗砂、
細礫

橙 ふつう 胴部にＲLの縄文を施し、底部付近は無文。 諸磯式

48 縄文土器
深鉢

床から55cm上 口縁部片 粗砂 橙 良好 僅かに屈曲する波状口縁の口縁下に結節浮線文を数条巡らせる。 前期末葉

49 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 良好 50と同一個体。胴部に３条の結節浮線文で弧状の文様を描き、地文
にＲＬの縄文を施す。

前期末葉

50 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 良好 49と同一個体。胴部に３条の結節浮線文で弧状の文様を描き、地文
にＲＬの縄文を施す。

前期末葉

51 縄文土器
深鉢

床から45cm上 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に結節浮線文を垂下させる。 前期末葉

52
縄文土器
深鉢

床から87cm上 口縁部片 粗砂、
黒色粒、
輝石

灰黄褐 ふつう 波状口縁の波頂部が双頂風で、口縁部が有段となる段部に刺突を巡
らす。

阿玉台式

53
縄文土器
深鉢

床から70cm上 胴部片 粗砂、
細礫、
輝石

灰白 ふつう 胴部に単沈線で鋸歯状の文様を横位に施す。 阿玉台式

54
縄文土器
深鉢

床から45cm、
58cm上 の2点 が
接合

胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に結節縄文を縦位に施文する。 五領ヶ台式

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

55 打製石斧 床面から
36cm上

細粒輝石安山岩 12.6 6.8 1.6 111.4 撥型 完成状態。刃部は全体的に摩耗しているが、
左辺側の刃部摩耗が著しい。右辺側の刃部再
生が先行したことが分かる。

56 打製石斧 床面から
7cm上

黒色頁岩 （8.1） 3.9 1 27.1 短冊型 完成状態。エッジはシャープで、摩耗等は見
られない。石斧としては小形で、実用具か判
断が難しい。

57 打製石斧 床面から
48cm上

頁岩 8 3.6 1.3 35.4 短冊型 未製品。右側縁の加工は石斧そのものである。
左側縁には未加工のエッジが残る。

58 石鏃 床面から
62cm上

黒色頁岩 2.4 1.9 0.3 1.1 凹基無茎鏃 完成状態。石器基部を大きく抉り込む。加工
は丁寧で、石鏃としての完成度は高い。

59 石鏃 床面から
96cm上

黒曜石 2.5 （1.6） 0.3 0.6 凹基無茎鏃 完成状態。右辺側「返し部」を欠損する。押圧
剥離が全面を覆い、石鏃としての完成度は高
い。

60 石核 床面から
18cm上

黒曜石 2.2 3.2 1.0 5.5 剥片 上端の広い剥離面から小形剥片を剥離する。

61 削器？ 床面から
65cm上

チャート （5.7） 4.3 0.9 29.0 板状剥片 葉理面で剝れた板状剥片の両側縁を粗く加工
する。加工は器体中央まで達したものもあり、
面的だが現状では尖頭器類とするのは難しい。

62 磨石 床面から
8cm上

細粒輝石安山岩 14.7 7.1 3.8 596.3 扁平棒状礫 表裏面・両側面に摩耗痕がある。特に両側縁
の摩耗は顕著で、線条痕が伴う。

63 凹石 床面から
7cm下

粗粒輝石安山岩 （10.8） 7.4 3.3 433.4 扁平楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。下半部を欠
損する。

64 凹石 床面から
22cm上

粗粒輝石安山岩 12.9 8.2 5.0 728.9 楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。背面側に被
熱剥落痕がある。

65 磨石 床面から
46cm上

粗粒輝石安山岩 6.6 5.1 4.3 172.4 楕円礫 表裏面とも弱く摩耗するほか、摩耗面は側面
にも及ぶ。

66 磨石 床面から
5cm下

粗粒輝石安山岩 11.9 6.4 4.2 503.6 扁平楕円礫 表裏面とも摩耗するほか、小口部に敲打痕が
ある。

67 敲石 床面から
38cm上

粗粒輝石安山岩 7.8 7.9 4.2 295.9 楕円礫 背面側平坦面・小口部に敲打痕が残る。

68 敲石 床面から
17cm上

石英 5.2 4.7 2.5 78.2 楕円礫 上端側小口部に敲打痕・衝撃剥離痕が集中す
る。石英が縄文期敲石として用いられること
はなく、希少。

69 多孔石 床面から
39cm上

粗粒輝石安山岩 （17.4） （9.5） 5.5 773.2 板状礫 石材が粗く不明だが、背面側・右側面は摩耗
するよう見える。裏面側には漏斗状の孔多数
を穿つ。
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

床から49cm上 口縁部片 繊維 黄橙 ふつう 平口縁の口縁以下にＬとＲの附加条（Ｒの２本附加）による羽状縄文
を施す。

黒浜・有尾式

3 縄文土器
深鉢

床から53cm上
の2点が接合

胴部片 繊維 暗褐 ふつう 胴部に０段多条のＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

2 縄文土器
深鉢

床から62cm上 胴部片 繊維 暗橙 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

4 縄文土器
深鉢

床から53cm上 胴部片 粗 砂、
細礫

暗褐 ふつう 胴部に平行沈線を数段巡らせ、地文にＬＲの縄文を施す。 諸磯ｂ式

5 縄文土器
深鉢

床から48cm上 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に平行沈線を巡らせ、地文にＬＲの縄文を施す。 諸磯ｂ式

6 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に横位の条線を巡らせる。 諸磯ｂ式

7
縄文土器
深鉢

床から98cm上 胴部片 粗 砂、
黒色粒

灰黄 ふつう 屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状となり、波頂下に瘤状
の貼付文を有し、口縁下に数条の刻みをもつ浮線文を巡らせ、靴先
部に浮線文で入り組み状の文様を描く。

諸磯ｂ式

8 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 胴部に刻みをもつ浮線文を横位に巡らせる。 諸磯ｂ式

9 縄文土器
深鉢

床から58cm上 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に刻みをもつ浮線文を横位に数条巡らせる。 諸磯ｂ式

10 縄文土器
深鉢

床面80cm上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に数条の刻みをもつ浮線文と刺突列で曲線的な文様を描く。 諸磯ｂ式

11 縄文土器
深鉢

床から83cm上 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 波状口縁の口縁下に結節浮線文を数条巡らせる。 前期末葉

12 縄文土器
深鉢

床から64cm上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に結節浮線文を横位・斜位に施す。 前期末葉

13 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 地文にＬの縄文が施され、結節浮線文を縦位に付ける。 前期末葉

14 縄文土器
深鉢

床から80cm上 口縁部片 粗 砂、
細礫

褐橙 ふつう 口端部が直立する平口縁の口唇部に刻みを巡らせ、瘤状の貼付文を
配し、口縁下に刺突圧痕をもつ隆帯を巡らせる。

前期末葉

15
縄文土器
深鉢

床から84cm上 胴部片 粗 砂、
細 礫、
輝石

灰白 ふつう 胴部に単沈線で鋸歯状の文様を横位に施す。 阿玉台式

4号竪穴（第87 ～ 90図　PL.50・51）
番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

床から19cm上 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

2
縄文土器
深鉢

床から63cm、
57cm上 の2点 が
接合

口縁部片 粗砂 橙 良好 内反ぎみの波状口縁の口唇に刻みをもち、口縁下に爪形刺突をもつ
細い平行沈線を２条巡らせ、以下に細い条線を縦位に施す。

諸磯ａ式

3 縄文土器
深鉢

床から61cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 口縁部文様に縦位の円形刺突を配して区画し、区画間に細い条線を
縦位に施す。

諸磯ａ式

4 縄文土器
深鉢

床から17cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 口縁部文様に細い条線を斜位に施す。 諸磯ａ式

5 縄文土器
深鉢

床から63cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 口縁部文様に細い条線を縦位に施す。 諸磯ａ式

6 縄文土器
深鉢

床から4cm下 口縁部片 粗砂 暗褐 ふつう 僅かに屈曲する平口縁の口縁下に縦位の平行沈線を巡らせ、以下に
横位の平行沈線を条線状に巡らせる。

諸磯ｂ式

7 縄文土器
深鉢

床から3cm下 口縁部片 粗砂 褐橙 ふつう 屈曲する波状口縁の口縁下に平行沈線を数条巡らせる。 諸磯ｂ式

8 縄文土器
深鉢

床から11cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部に細い条線を横位に数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。 諸磯ｂ式

9 縄文土器
深鉢

床から29cm上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に平行沈線を横位に数段巡らせて文様帯区画し、地文にＲＬの
縄文を施す。

諸磯ｂ式

10

縄文土器
深鉢

床から14cm上 口縁部片 粗砂、
砂礫

暗黄褐 ふつう 屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状となり、波頂部が獣面
を意匠した突起状となる。口縁下に数条の刺突列を巡らせ、靴先部
に刺突列で曲線的な文様を描く。屈曲下には３条の刻みをもつ浮線
文を数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

11 縄文土器
深鉢

床から25cm上 口縁部片 粗 砂、
砂礫

黄褐 ふつう 屈曲する緩い波状口縁の口縁下に刻みをもつ細い浮線文が巡り、屈
曲下に浮線文を横位に巡らせる。

諸磯ｂ式

3号・5号竪穴（5号竪穴）（第82 ～ 85図　PL.49）

3号・5号竪穴（5号竪穴）（第85図　PL.49・50）
番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

16 打製石斧 床面から
82cm上

黒色頁岩 （7.7） 4.5 1.6 61.2 短冊型 完成状態。表裏面とも刃部摩耗する。器体上
半を欠いており、捲縛痕については不明。

17
打製石斧 床面から

70cm上
細粒輝石安山岩 （6.0） 4.2 1.4 40.4 短冊型 完成状態。両側縁が弱く摩耗する。刃部加工

は形状を整える程度だが、エッジはシャープ
である。

18 磨石 床面から
36cm上

粗粒輝石安山岩 11.7 7.4 4.9 609.9 柱状礫 背面側に敲打・摩耗痕がある。

19 敲石 床面から
57cm上

粗粒輝石安山岩 7.1 6.9 4.9 273.1 楕円礫 背面側平坦面に敲打痕がある。

20 多孔石 床面から
39cm上

粗粒輝石安山岩 32.7 25.2 15.3 16500.0 楕円礫 表裏面とも漏斗状の孔多数を穿つ。
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

12 縄文土器
深鉢

床から50cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

黄褐 ふつう 屈曲する口縁の口縁下に刻みをもつ細い浮線文が巡り、屈曲下に浮
線文を横位に巡らせるが浮線文上にもＲＬの縄文が施される。

諸磯ｂ式

13
縄文土器
深鉢

床から19cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部に２ないし３条の刻みをもつ浮線文および刺突を横位に巡らせ
て文様帯区画し、区画内に同様な浮線文および刺突で菱状や曲線的
な文様を描く。地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

14

縄文土器
深鉢

床から25cm、
21cm、17cm、
6cm上の4点が
接合

口縁部片 粗砂、
砂礫

橙 良好 朝顔状に開く平口縁の口端裏面が有段となり、口端部の裏面から表
面にかけて横位の矢羽根条沈線が施され、同様に裏面から表面にか
けて４単位の大型貼付文、大きめな縦位の貼付文とその間に円形貼
付文を横位に配する。口縁部に斜位の沈線を施し、細長い棒状貼付
文を縦長に配する。口縁下には横位の平行沈線を条線状に巡らせて
文様帯区画し、以下の胴部に条線で縦位および紡錘状の文様を区画
し、区画内に縦位の矢羽根状沈線を描く。さらに、縦長貼付文と円
形貼付文を配する。

諸磯ｃ式

15

縄文土器
深鉢

床から34cm上
の2点が接合

口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 15 ～ 19と133号土坑5は同一個体。朝顔状に大きく開く平口縁の口
端部に耳たぶ状や大きめな貼付文を巡るように配し、その間に刺突
をもつ円形貼付文を縦位に配する。口端部の地文には縦位の平行沈
線が施され、口端裏面には刺突をもつ円形貼付文を横位に巡らせる。

諸磯ｃ式

16

縄文土器
深鉢

床から38cm、
6cm上の2点が
接合

口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 15 ～ 19と133号土坑5は同一個体。朝顔状に大きく開く平口縁の口
端部に耳たぶ状や大きめな貼付文を巡るように配し、その間に刺突
をもつ円形貼付文を縦位に配する。口端部の地文には縦位の平行沈
線が施され、口端裏面には刺突をもつ円形貼付文を横位に巡らせる。

諸磯ｃ式

17

縄文土器
深鉢

床から12cm上
と埋土

胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 15 ～ 19と133号土坑5は同一個体。朝顔状に大きく開く口縁部には
地文に横位の平行沈線が条線状に巡り、上部に刺突をもつ円形貼付
文を横位に１段巡らせ、下部は縦位の結節浮線文とその間に刺突を
もつ円形貼付文を横位に配する。頸部は屈曲し、屈曲部の地文に縦
位の平行沈線を施し、刺突をもつ円形貼付文と縦長貼付文を配する。

諸磯ｃ式

18

縄文土器
深鉢

床から25cm上 口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 15 ～ 19と133号土坑5は同一個体。朝顔状に大きく開く口縁部には
地文に横位の平行沈線が条線状に巡り、上部に刺突をもつ円形貼付
文を横位に１段巡らせ、下部は縦位の結節浮線文とその間に刺突を
もつ円形貼付文を横位に配する。

諸磯ｃ式

19

縄文土器
深鉢

床から17cm上 口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 15 ～ 19と133号土坑5は同一個体。朝顔状に大きく開く口縁部には
地文に横位の平行沈線が条線状に巡り、上部に刺突をもつ円形貼付
文を横位に１段巡らせ、下部は縦位の結節浮線文とその間に刺突を
もつ円形貼付文を横位に配する。

諸磯ｃ式

20

縄文土器
深鉢

床から53cm、
51cm上の2点が
接合

口縁部片 粗砂、
砂礫

暗黄 ふつう 21と同一個体。平口縁の口唇に裏面から表面にかけて大きめな貼付
文を巡るように配し、口縁下に横位の条線帯を巡らせる。胴部には
縦位条線帯で区画し、弧状の条線と斜位沈線で文様を描く。さらに、
口縁以下には円形貼付文を配する。

諸磯ｃ式

21
縄文土器
深鉢

床から29cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

暗黄 ふつう 20と同一個体。平口縁の口唇に裏面から表面にかけて大きめな貼付
文を巡るように配し、口縁下に横位の条線帯を巡らせ、円形貼付文
を配する。

諸磯ｃ式

22 縄文土器
深鉢

床から17cm上 口縁部片 粗砂、
砂礫

黒褐 ふつう 胴部に縦位条線で区画し、弧状の条線および縦位鋸歯状の文様を描
き、刺突をもつ円形貼付文を配する。

諸磯ｃ式

23 縄文土器
深鉢

床から19cm上 胴部片 粗砂 黄褐 ふつう 平口縁の口縁直下に刺突列を巡らせ、口縁部に斜位の条線を施す。 諸磯ｃ式

24 縄文土器
深鉢

床から49cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に縦位および鋸歯状の沈線を施し、縦長貼付文と円形貼付文を
配する。

諸磯ｃ式

25 縄文土器
深鉢

床から34cm上 口縁部片 粗砂 黄橙 良好 胴部に縦位および鋸歯状の沈線を施し、刺突をもつ円形貼付文を配
する。

諸磯ｃ式

26 縄文土器
深鉢

床面直上 胴下位～底
部片

粗砂 褐橙 ふつう 輪花状となる平口縁の口縁以下にＬの縄文を施す。 諸磯ｃ式

27 縄文土器
深鉢

床から33cm上
が2点接合

胴下位～底
部片

粗砂、
砂礫

暗橙 ふつう 胴部下端付近に横位の平行沈線を巡らせる。 諸磯ｃ式

28 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部下端に横位矢羽根状の条線を巡らせる。 諸磯ｃ式

29 縄文土器
深鉢

床から25cm上 胴部片 粗砂 灰褐 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。 諸磯式

30 縄文土器
深鉢

床から17cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 諸磯式

31 縄文土器
深鉢

床から45cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部にＬの縄文を施す。 諸磯式

32
縄文土器
深鉢

床から13cm、
9cm上の2点が
接合

胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 諸磯式

33

縄文土器
深鉢

床から25cm、
28cm、17cm、
39cm上の5点が
接合

胴下位～底
部片

粗砂 黄橙 良好 平口縁で無文。 諸磯ｃ式

34 縄文土器
深鉢

床から17cm上 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部下端は無文。 諸磯式

35
縄文土器
深鉢

床から68cm上 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 36・37と同一個体。やや内反する平口縁の口縁直下に沈線を格子状
に施して菱形文を描き、その菱形文に刺突を加える。屈曲下の口縁
部には刺突列を数段巡らせる。

前期末葉

36 縄文土器
深鉢

床から48cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 35・37と同一個体。やや内反する平口縁の口縁直下に沈線を格子状
に施して菱形文を描き、その菱形文に刺突を加える。

前期末葉

37 縄文土器
深鉢

床から66cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 35・36と同一個体。胴部に横位の刻み列をもち、その下に刺突列を
数段巡らせる。

前期末葉
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番
号

種類
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

38 縄文土器
深鉢

床から57cm上 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に沈線で縦位・斜位に文様を描き、印刻を施す。 前期末葉

39 縄文土器
深鉢

床から36cm上 胴部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁文を数段巡
らせる。

興津式

40 縄文土器
深鉢

床から42cm上 口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 胴部に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁文を巡らせ
る。

興津式

41 縄文土器
深鉢

床から46cm上 胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 胴部に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁文を数段巡
らせる。

興津式

4号竪穴（第87・88・90図　PL.50・51）
番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

42
打製石斧 床面から

52cm上
黒色頁岩 （5.4） 4.3 1.6 41.6 短冊型 未製品？頭部破片であり、刃部摩耗等の属性

は不明。残存部のエッジはシャープで、未製
品と捉えた。

43 磨製石斧 床面から
58cm上

変玄武岩 （2.2） （3.2） （0.5） 4.1 乳房状 刃部再生に伴う調整剥片。

44 石鏃 床面直上 黒曜石 2.7 1.7 0.5 2.3 凹基無茎鏃 完成状態。黒曜石製石鏃としては大形の部類
に入る。先端が窄まり、砲弾状を呈す。

45 石鏃 床面から
16cm上

黒曜石 1.9 （1.1） 0.3 0.4 平基無茎鏃 完成状態。右側縁先端が弱く捩れ、対称性に
欠ける。右辺の「返し部」を欠損する。

46 石鏃 床面から
59cm上

黒曜石 1.3 1.1 0.3 0.3 凹基無茎鏃 完成状態？押圧剥離は適用されず、加工状態
は粗い。

47 石鏃 床面から
43cm上

黒曜石 1.3 1.0 0.3 0.2 凹基無茎鏃 完成状態？側縁加工は厚く、形状を整える程
度。基部を深く抉り込む。

48
石鏃 床面から

28cm上
黒曜石 1.7 1.3 0.4 0.6 凹基無茎鏃 完成状態？裏面側に素材面を残し、横断面は

弱く反る。加工状態は粗く、粗雑な印象を受
ける。

49
石鏃 床面から

52cm上
黒曜石 1.7 （1.5） 0.5 0.7 凹基無茎鏃 未製品。側縁のみ厚く加工して、石器を作出

する。加工初期に「返し部」を欠損して、製作
を放棄している。

50 石鏃 床面から
55cm上

黒色頁岩 2.0 1.4 0.3 0.6 凹基無茎鏃 完成状態。加工は周辺に限られ、表裏面とも
素材面を大きく残す。

51 石鏃 床面から
41cm上

黒色安山岩 2.3 1.6 0.3 0.8 凹基無茎鏃 完成状態。加工は浅く周辺加工に止まり、表
裏面とも未加工の素材面を大きく残す。

52 石核 床面から
32cm上

黒色頁岩 4.1 6.5 4.2 106.5 分割礫？ 打面転移を頻繁に繰り返し、小形剥片を剥離
する。

53 石核 床面から
14cm上

黒色安山岩 6.2 6.1 2.4 80.6 剥片 求心的に打点を移動させ、小形幅広剥片を剥
離する。

54 石核 床面から
37cm上

チャート 3.0 4.5 1.0 15.6 幅広剥片 表裏面で小形剥片を剥離する。

55 石核 床面から
51cm上

珪質頁岩 4.0 4.3 1.1 23.8 剥片 小形剥片を求心状に剥離。石材は黒色に光沢
を帯び、良質石材の部類に入る。

56 石核 床面から
40cm上

黒曜石 2.5 3.4 1.4 11.2 分割礫？ 小形剥片を剥離する。石核消費の最終段階に
ある。

57 凹石 床面から
3cm下

粗粒輝石安山岩 11.6 11.3 7.0 1013.3 楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。

58 敲石 床面から
44cm上

変質安山岩 9.1 5.7 5.2 320.0 柱状礫 上端側小口部は敲打され、大きく破損するほ
か、下端側小口部に敲打痕が著しい。

59
磨石 床面から

19cm上
粗粒輝石安山岩 13.0 7.0 3.5 493.8 扁平楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。左辺側下端

には著しい敲打痕があり、平坦面が形成され
ている。

60 石皿 床面から
18cm上

粗粒輝石安山岩 （11.7）（12.8） （8.5） 1225.7 有縁 機能部は深く、激しく使い込まれている。裏
面側に漏斗状の孔を穿つ。側縁は敲打整形。

61 台石 床面から
33cm上

粗粒輝石安山岩 20.4 17.4 9.5 3704.5 楕円礫 背面側平坦部が摩耗するほか、弱い敲打痕が
ある。

62 多孔石 床面から
17cm上

粗粒輝石安山岩 （7.7） （9.2） （5.3） 483.5 板状礫 背面側平坦面に敲打・摩耗痕があるほか、裏
面側礫面に漏斗状の孔を穿つ。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

周堀埋土 口縁～体部片 口 14.0 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。

2 土師器
杯

周堀埋土 口縁～底部片 口 14.0 高 4.3 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。内面は撫で。 内面摩滅・外面
のハゼ顕著

3 土師器
杯

周堀埋土 口縁～底部片 口 11.0 高 2.6 細砂粒・軽石/良
好/橙

口縁部は横撫で。底部は手持ちヘラ削り。内面は撫で。

4 須恵器
杯

周堀埋土 2/3 口
底

12.6
6.0

高 4.1 細砂粒・粗砂粒・
軽石/還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整

5 須恵器
杯

周堀埋土 口縁～底部片 口
底

13.6
6.8

高 3.6 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転か)　底部は回転糸切り無調整

6 須恵器
杯か

周堀埋土 底部片 台 11.5 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰白

ロクロ整形(右回転）高台は角高台状で、底部回転ヘラ削り
後の付け高台。

7 須恵器
椀

周堀埋土 1/3 口
底

14.3
6.6

高
台

5.2
6.3

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

見込み部に重ね
焼きによる変色

1号古墳（第92図　PL.52）



22号土坑（第100図　PL.52）

23号土坑（第100図　PL.52）

118号土坑（第111図　PL.52）

39号土坑（第102図　PL.52）

125号土坑（第111図　PL.52）
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番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

8 須恵器
椀

周堀埋土 体部～底部片 底 6.6 台 6.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高台
で、一部貼り付け部から剥離。

9 須恵器
椀

周堀埋土 口縁～底部片 口
底

13.8
6.5

高
台

5.0
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1
土師器
杯

埋土 口縁～底部片 口
底

11.8
7.0

高 2.6 細砂粒・角閃石・
軽石/良好/にぶい
黄褐

口縁部は横撫で。体部外面は雑な撫で、内面は撫で。底部
は手持ちヘラ削り。

2 須恵器
杯

側溝底面か
ら12cm上

1/4 口
底

12.4
6.7

高 4.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。 体部内面に墨書
(文字不明）

3 須恵器
椀

側溝底面か
ら22cm上

完形 口
底

14.7
6.9

高
台

6.4
6.4

細砂粒・粗砂粒/ ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台で、一部は貼り付け部から剥落。

体部内外面に□石
の墨書・一部吸炭

4 土師器
　甕

埋土 口縁～胴部片 口 17.8 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部は横撫で。胴部外面はヘラ削り。 頸部外面に輪積
み痕

1号道（第93図　PL.52）

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 土師器
杯

埋土 底部1/2欠 口 13.6 高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、間に撫での部分を残す。底部は手持ちヘ
ラ削り。内面は丁寧な撫で。

4号溝（第95図）

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
杯

埋土 1/2 口
底

13.0
6.0

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整 底部にハゼ

2 須恵器
椀

埋土 口縁片 細砂粒・角閃石/
還元焔/灰白

ロクロ整形(回転方向不明） 体部外面に墨書(文
字不明）・器面摩滅

3 灰釉陶器
皿

埋土 底部 底 6.4 台 5.8 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(回転方向不明）高台は三日月高台で、丁寧な付
け高台。施釉は刷毛掛けか。

東濃

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
椀

埋土 体部～底部片 底 6.8 台 6.4 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形(右回転)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

器面やや摩滅

1号井戸（第96図　PL.52）

5号土坑（第97図　PL.52）

5号土坑（第97図　PL.52）

2号土坑（第97図　PL.52）

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

3 鉄滓 底から29cm 長さ5.1　幅3.8　厚さ1.5　重さ
51.59

平板状。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

1 鉄製品 
不明

埋土 ほぼ完形 長さ2.2　幅1.2　厚さ0.3　重さ
0.97

断面4角で｢く｣の字に曲がる釘と見られるが、頭等の構造
は見られず詳細は不明。

2 鉄製品 
釘

埋土 ほぼ完形 長さ3.2　幅0.5　厚さ0.4　重さ
1.1

断面4角の角釘と見られる。先から1cm付近で緩やかに曲が
る。頭部は破損したものか？形状不明。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

1 鉄製品 
釘

埋土 ほぼ完形 長さ3.8　幅2.3　厚さ0.3　重さ
5.18

端部から先まで断面ほぼ円形の釘でコ字状に曲がる。端部
は単純に切断されたような形で終わる。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

1 薄板状鉄
製品

埋土 ほぼ完形 長さ2.8　幅3.5　厚さ0.5　重さ
3.95

形状は不定5角形を呈し相対する2辺に内側へ0.5から1cmの
折り返しが見られる。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

1 磨石 埋土 粗粒輝石安山岩 12.3 11.1 6.4 885.8 楕円礫 表裏面とも摩耗するほか、裏面側に漏斗状の
孔を穿つ。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

1

鉄製品 
鎌

埋土 ほぼ完形 長さ6.2　幅5.0　厚さ1.7　重さ
18.56

小型の右利き用鎌。刃から茎にかけて直角に近い角度で曲
がる。茎は幅広くこれに接する形ではばきが錆付く。茎端
に孔はなく急に幅を減じて終わる。端部を細くしてループ
状に折り曲げたものが破損した可能性もある。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

1 須恵器
杯

底面から
27cm上

2/3 口
底

13.0
6.0

高 3.8 細砂粒・雲母/還
元焔/灰白

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。 体部外面に墨書（文
字不明）・器面摩滅

2 須恵器
杯

埋土 体部～底部片 底 6.0 細砂粒・片岩/還
元焔/にぶい黄橙

ロクロ整形(右回転)　底部は回転糸切り無調整。 内面摩滅・藤岡
か
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番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1

縄文土器
深鉢

底から22cm、
12cm、13cm、
8cm上と埋土、
136号土坑底か
ら41cmと埋土、
4号竪穴の床か
ら66cm、67cm、
69cm、66cm上
と埋土、5号
竪穴の床から
72cm上の土器
片13点が接合

胴部片 粗砂、
細礫

暗黄 ふつう 朝顔状に開く口縁の口縁下に横位の平行沈線を条線状に巡らせて文
様帯区画し、以下の胴部に条線で縦位および紡錘状の文様を区画し、
区画内に横位・斜位の沈線を描く。さらに、縦長貼付文と刺突をも
つ円形貼付文を配する。

諸磯ｃ式

2
縄文土器
深鉢

底から15cm、
18cm上、埋土
の3点が接合

胴部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に条線で縦位および紡錘状の文様を区画し、区画内に縦位の矢
羽根状沈線を描き、縦長貼付文を配する。

諸磯ｃ式

3
縄文土器
深鉢

底から23cm、
32cm上の2点が
接合

口縁部片 繊維 黄 良好 波状口縁の口縁下に爪形刺突をもつ平行沈線を数条巡らせる。 有尾式

4 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

5 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 口縁部文様に４条の平行沈線と波状沈線を数段巡らせ、円形刺突を
縦位に配する。

諸磯ａ式

6 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 ふつう 口縁部文様に４条の平行沈線と波状沈線を巡らせ、円形刺突を縦位
に配する。

諸磯ａ式

7 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 口縁部文様に平行沈線で波状文を横位に巡らせる。 諸磯ａ式

8 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に沈線で縦位矢羽根状の文様を描き、文様の隙間に三角印刻を
施す。

前期末葉

9 縄文土器
深鉢

底から33cm上 胴下位～底
部片

粗砂 黄橙 ふつう 胴部下端に沈線で縦位矢羽根状の文様を描き、文様の隙間に三角印
刻を施す。

前期末葉

10 縄文土器
深鉢

底から20cm上 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に結節浮線文で渦巻き状の文様を描き、地文に横位の平行沈線
を施す。

諸磯ｃ式

11 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に結節浮線文で横位・斜位の文様を描き、地文に横位の平行沈
線を施す。

諸磯ｃ式

12
縄文土器
深鉢

底から26cm、
42cm上、埋土
の3点が接合

胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 口縁部文様に平行沈線で渦巻き状の文様を描く。 諸磯ｃ式

13

縄文土器
深鉢

底から59cm、
55cm、47cm、
59cm上の4点が
接合

胴下位～底
部片

粗砂 橙 良好 胴部下端にＲＬの縄文を施す。 諸磯式

14 縄文土器
深鉢

底から13cm上 胴下位～底
部片

粗砂 黄橙 ふつう 胴部下端は無文。 諸磯式

15 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 口端部が直立する平口縁の口唇部に爪形刺突を巡らせ、瘤状の貼付
文を配し、口縁下に刺突圧痕をもつ隆帯を巡らせる。

前期末葉

16 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 口端部が直立する平口縁の口唇部に爪形刺突を巡らせ、口縁下に刺
突圧痕をもつ隆帯を巡らせる。

前期末葉

129号土坑（第113図　PL.52・53）

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

17 打製石斧 底から40cm 黒色頁岩 13.9 8.8 2.2 272.0 分銅型 完成状態。エッジは比較的新鮮だが、刃部が
弱く摩耗。

18 石鏃 底から3cm 黒曜石 2.5 （1.6） 0.5 1.3 凹基無茎鏃 未製品。左側縁下半の剥離が右側縁側に抜け
破損。

19 石錐 埋土 黒色安山岩 3.0 1.1 0.4 1.1 小形剥片 風化して不明瞭だが、先端部エッジは弱く摩
耗しているように見える。「摘み部」は未加工。

20 石錐 底から7cm 黒曜石 （4.4） （1.1） 0.5 1.4 縦長剥片 機能部側縁のエッジはシャープで、使用され
ているか不明瞭。「摘み部」を欠損する。

21 磨石 底から44cm 粗粒輝石安山岩 10.8 6.9 2.8 282.5 扁平楕円礫 背面側に敲打・摩耗痕が広がるほか、両側縁
に敲打痕がある。

22 磨石 埋土 粗粒輝石安山岩 10.0 7.3 4.5 444.6 楕円礫 表裏面に摩耗痕が広がる。背面側摩耗部には
線条痕が伴う。

129号土坑（第113図　PL.53）

130号土坑（第114図　PL.53）
番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 褐橙 良好 口縁部文様に縦位の円形刺突を配して区画し、区画間に細い条線を
縦位に施す。

諸磯ａ式

2
縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂、
石英

褐橙 良好 胴部下半に細い平行沈線で木の葉文を描き、その下に同様の平行沈
線を巡らせて文様帯を区画する。木の葉文内に地文の縄文が残り、
胴部下端の地文はＲＬの縄文を施す。

諸磯ａ式

3 縄文土器
深鉢

底から11cm 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 ふつう 胴部に平行沈線を４条巡らせて区画し、区画内に斜位等の文様を描
く。地文にはＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

4 縄文土器
深鉢

底から16cm 胴部片 粗砂、
細礫

暗黄 ふつう 胴部に３条の刻みをもつ浮線文を横位に数段巡らせる。 諸磯ｂ式



134号土坑（第114図　PL.52）

遺物観察表

206

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

5 縄文土器
深鉢

底直上 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に刻みをもつ浮線文を横位に数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を
施す。

諸磯ｂ式

6 縄文土器
深鉢

底から11cm 胴部片 粗 砂、
細礫

灰黄 ふつう 胴部にＬの縄文を施す。 諸磯式

7 縄文土器
深鉢

底から17cm 胴部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に沈線で縦位・斜位に文様を描き、印刻を施す。 前期末葉

8 縄文土器
深鉢

底から13cm 胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 胴部に沈線で縦位・横位に文様を描く。 前期末葉

9 縄文土器
深鉢

底から15cm 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 地文にＬの縄文が施され、結節浮線文を縦位に付ける。 前期末葉

133号土坑（第104図　PL.52）

133号土坑（第104図　PL.52）

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 黄 ふつう 頸部の括れ部に爪形刺突をもつ平行沈線を巡らせて文様帯区画し、
口縁部文様に平行沈線で文様を描く。

有尾式

2 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 有尾式

3 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗砂 暗褐 ふつう 屈曲して内反する緩い波状口縁の口縁下に数条の刻みをもつ浮線文
を巡らせ、屈曲下の頸部にも浮線文を巡らせる。

諸磯ｂ式

4 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に数条の刻みをもつ浮線文と刺突列を巡らせる。 諸磯ｂ式

5

縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 4号竪穴15 ～ 19と同一個体。朝顔状に大きく開く口縁部には地文に
横位の平行沈線が条線状に巡り、上部に刺突をもつ円形貼付文を横
位に１段巡らせ、下部は縦位の結節浮線文とその間に刺突をもつ円
形貼付文を横位に配する。頸部は屈曲し、屈曲部の地文に縦位の平
行沈線を施し、刺突をもつ円形貼付文と縦長貼付文を配する。

諸磯ｃ式

6
縄文土器
深鉢

底から3cm、
6cm上、埋土の
3点が接合

胴下位～底
部片

粗砂 褐橙 ふつう 胴部下半にＲＬの縄文を施す。 諸磯式

7 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 粗砂 暗褐 ふつう 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

8 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に沈線で縦位矢羽根状の文様を描き、文様の隙間に三角印刻を
施す。

前期末葉

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

9

石鏃 埋土 黒色頁岩 4.5 2.9 0.6 7.9 円基鏃？ 完成状態？裏面側基部を除き薄い剥離を周辺
に施す。鋭い先端を作出しようとしたことは
確実だが、サイズ的に大きく、未製品として
の可能性も否定できない。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 繊維 橙 良好 波状口縁の口縁下に平行沈線を数条巡らせる。 有尾式

2 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 繊維 褐橙 ふつう 平口縁の口縁下に平行沈線を数条巡らせる。 有尾式

3 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 暗褐 ふつう 口縁部文様に平行沈線を数段巡らせる。 有尾式

4 縄文土器
深鉢

底から3cm 胴部片 繊維 橙 ふつう 頸部の括れ部に平行沈線を数条巡らせて文様帯区画し、以下の胴部
にＬの縄文を施す。

黒浜・有尾式

5 縄文土器
深鉢

埋土 口縁部片 繊維 黒褐 ふつう 平口縁の口縁以下にＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。口縁下に補
修孔をもつ。

黒浜・有尾式

6 縄文土器
深鉢

底から2cm 胴部片 繊維 褐橙 ふつう 8と同一個体。平口縁の口縁以下にＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

7 縄文土器
深鉢

底から9cm 口縁部片 繊維 褐橙 ふつう 平口縁の口縁以下にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

8 縄文土器
深鉢

底から6cm 胴部片 繊維 褐橙 ふつう 6と同一個体。胴部にＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

9 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

10 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

11 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。

黒浜・有尾式

12 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 灰橙 ふつう 14と同一個体。胴部にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

13 縄文土器
深鉢

底から6cm 胴～底部片 繊維 褐橙 良好 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。底径11.8cm。

諸磯ｃ式

14 縄文土器
深鉢

埋土 胴下位～底
部片

繊維 灰橙 ふつう 12と同一個体。胴部にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

15 縄文土器
深鉢

底から3cm 胴部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に刻みをもつ浮線文を横位に数段巡らせ、地文にＬＲの縄文を
施す。

諸磯ｂ式

16 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に横位矢羽根状の沈線を施し、小粒なボタン状貼付文を配する。諸磯ｃ式



134号土坑（第115図）

136号土坑（第116図　PL.54）

遺物観察表

207

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

17 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 褐橙 良好 胴部に繊維束の粗いＬの縄文を施す。 諸磯ａ式

18 縄文土器
深鉢

埋土 胴下位～底
部片

粗砂 橙 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 諸磯式

136号土坑（第116図　PL.54）

137号土坑（第115図　PL.54）

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

19
削器 底から8cm 黒色頁岩 6.5 6.7 1.4 64.1 幅広剥片 剥片端部の加工は連続的で、直線状刃部を形

成する。右側縁側の加工は微細で粗く、連続
性はない。

20 打製石斧
？

埋土 黒色頁岩 （5.6） （5.5） 2.0 56.1 不明 完成状態？表裏面とも刃部摩耗がある。刃部
破片で、形状等詳細は不明。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

底から19cm 口縁部片 繊維 黄 良好 波状口縁の口縁下に爪形刺突をもつ平行沈線を数条巡らせる。 有尾式

2 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

3 縄文土器
深鉢

底から29cm 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

4 縄文土器
深鉢

底から14cm 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

5 縄文土器
深鉢

底から9cm 胴部片 粗砂 灰黄 良好 屈曲して内反する波状口縁の屈曲下にも刻みをもつ浮線文を巡ら
せ、曲線的な文様を描く。

諸磯ｂ式

6 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗 砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に平行沈線を数段巡らせる。 諸磯ｂ式

7

縄文土器
深鉢

底から23cm、
32cm、34cm上、
埋土の4点が接
合

口縁部片 粗砂 橙 良好 朝顔状に開く平口縁の口縁部に斜位の平行沈線を施し、細長い棒状
貼付文を縦長に配する。口縁部裏面は有段となり、口唇部から裏面
にかけて大粒の貼付文および縦長の貼付文を配する。

諸磯ｃ式

8 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 暗褐 良好 胴部に斜位沈線を施し、ボタン状貼付文を配する。 諸磯ｃ式

9 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 褐黄橙 ふつう 胴部に平行沈線で渦状の文様を描く。 前期末葉

10 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 褐橙 良好 波状口縁の口縁部に爪形刺突をもつ平行沈線で渦状の文様を描く。 前期末葉

11 縄文土器
深鉢

埋土 胴部片 粗砂 黄橙 良好 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

12
石錐 底から2cm 黒色頁岩 6.4 2.3 0.6 6.3 小形剥片 小形剥片の両側縁を加工して機能部を作出す

る。先端の左側縁側に礫面を残す。エッジは
シャープである。

13
削器 埋土 黒色頁岩 7.5 8.4 1.2 118.5 大形幅広剥

片
剥片端部を浅く加工して弧状刃部を作出、エッ
ジは弱く摩耗する。打面側加工は粗く、エッ
ジはシャープである。

14 磨石 埋土 粗粒輝石安山岩 6.1 6.0 4.0 218.9 楕円礫 表裏面に摩耗痕が広がる。側縁の打痕は見ら
れない。

15 多孔石 底から37cm 粗粒輝石安山岩 （20.2） 19.0 8.0 3769.8 扁平礫 背面側に漏斗状の孔を複数、裏面側に孔１を
穿つ。被熱してひび割れている。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

1
尖頭状石
器

埋土 黒色頁岩 10.4 3.7 3.1 96.4 厚型剥片 断面三角形状を呈す。加工が粗く、その加工
意図は不明だが、機能部を意図した剥離が先
端に集中する。

旧石器調査グリッド（第117図　PL.54）
番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

1
尖頭器 P-19調査面

一括Ⅱ～Ⅲ
層

黒色頁岩 （6.8） 2.0 0.9 11.8 木葉形 細身で、見た目は風化して粗雑だが、面的加
工が全面的に施され、仕上がり具合は良好な
部類に入る。

旧石器

2 尖頭器？ 調査区一括 
表土

黒色頁岩 （5.6） 2.0 0.7 9.5 柳葉形 上下両端を欠損する。加工は階段状剥離に近
く、周辺加工に止まる。

旧石器

3
削器 Ⅵ層 硬質頁岩 （7.1） 2.2 0.7 12.2 石刃 背面側の両側縁を加工して、やや厚い刃部を

作出する。刃部加工の段階で、上下両端を欠
損する。

旧石器

4
剥片 Ⅵ層 黒色頁岩 （3.8） （1.4） 1.5 5.8 小形剥片 石核消費の初期段階に剥離された剥片。剥離

時に打面側が弾け飛んでいる。背面側側縁に
礫面を残す。

旧石器



遺物観察表

208

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

1 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 橙 良好 胴部の表裏面に斜位の条痕が施される。 条痕文系

2 縄文土器
深鉢

77号土坑埋土 口縁部片 繊維 暗褐 ふつう 波状口縁の口縁下に櫛歯状工具による縦位の連点状刺突帯が巡る。 有尾式

3 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 灰黄 良好 波状口縁の口縁下に数条の爪形刺突をもつ平行沈線を巡らせ、口縁
部文様に同様の爪形平行沈線で菱形文等を描く。

有尾式

4 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 繊維 灰黄 良好 口縁部文様に数条の爪形刺突をもつ平行沈線で菱形文等を描く。 有尾式

5 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 口縁部文様に数条の爪形刺突をもつ平行沈線で菱形文等を描く。 有尾式

6 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 頸部の括れ部に数条の爪形刺突をもつ平行沈線を巡らせ、以下の胴
部にＬＲの縄文を施す。

有尾式

7 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 灰黄 ふつう 口縁部文様に横位のコンパス文を数条巡らせる。 黒浜式

8 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 橙 ふつう 口縁部文様に横位の平行沈線を巡らせ、頸部の括れ部にコンパス文
を巡らせる。

黒浜式

9 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 橙 ふつう 口縁部文様に横位の平行沈線とコンパス文を巡らせ、頸部の括れ部
にコンパス文を巡らせる。

黒浜式

10 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 橙 ふつう 平口縁の口縁以下にＬとＲの附加条（Ｌの２本附加）による羽状縄文
を施す。

黒浜・有尾式

11 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 黄橙 ふつう 平口縁の口縁以下にＬＲとＲの附加条（Ｌの２本附加）による羽状縄
文を施す。

黒浜・有尾式

12 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 繊維 暗褐 ふつう 平口縁の口縁以下にＬＲと０段多条のＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

13 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 繊維 黄橙 ふつう 平口縁の口縁以下にＲＬとＬＲ・０段多条のＬＲによる羽状縄文を
施す。

黒浜・有尾式

14 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 暗褐 ふつう 平口縁の口縁以下にＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

15 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 黄橙 良好 平口縁の口縁以下にＬＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

16 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 暗褐 ふつう 平口縁の口縁以下にＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

17 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 繊維 黄橙 ふつう 平口縁の口縁以下にＲの附加条（Ｌの２本附加）による羽状縄文を施
す。

黒浜・有尾式

18 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 黄褐 ふつう 胴部に０段多条のＬＲと０段多条のＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

19 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 褐橙 ふつう 胴部に０段多条のＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

20 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＬとＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

21 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲＬとＬＲによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

22 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。

黒浜・有尾式

23 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 灰黄褐 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。

黒浜・有尾式

24 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。

黒浜・有尾式

25 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。

黒浜・有尾式

26 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

27 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 暗褐 ふつう 胴部にＬＲの附加条（Ｌの１本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

28 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 黄橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの２本附加）の縄文を施す。 黒浜・有尾式

29 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部に０段多条のＬＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

30 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 黄褐 ふつう 胴部にＲＬの縄文を施す。 黒浜・有尾式

31 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 褐橙 良好 胴部に０段多条のＬＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

32 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 褐橙 ふつう 胴部に０段多条のＬＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

33 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 褐橙 ふつう 胴部にＲとＬによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

34 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 繊維 褐橙 ふつう 胴部にＲの縄文を施す。 黒浜・有尾式

35 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 繊維 橙 ふつう 胴部にＲＬの附加条（Ｒの１本附加）とＬＲの附加条（Ｌの１本附加）
による羽状縄文を施す。

黒浜・有尾式

36 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 繊維 黄橙 ふつう 37と同一個体。内反ぎみの平口縁で、小突起をもつ。口縁下に４本
歯の櫛状工具で横位沈線とコンパス文を数段巡らせる。

大木２ａ式

遺構外から出土した遺物（第119 ～ 126図　PL.54・60）
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番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 胎土 色調 焼成 成形・整形の特徴 摘要

37

縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 繊維 褐橙 ふつう 36と同一個体。内反ぎみの平口縁で、小突起をもつ。口縁下に４本
歯の櫛状工具で横位沈線とコンパス文を数段巡らせる。また、口縁
下に焼成前となる径１cm前後の孔を有しており、注口土器となる可
能性をもつ。

大木２ａ式

38 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 ふつう 口縁部文様に縦位の円形刺突を配して区画し、横位の平行沈線と波
状文を横位に巡らせる。

諸磯ａ式

39 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 口縁部文様に横位の平行沈線と波状文を横位に巡らせる。 諸磯ａ式

40 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 口縁部文様に横位の平行沈線と波状文を横位に巡らせる。 諸磯ａ式

41 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 口縁部文様に横位の平行沈線と波状文を横位に数段巡らせる。 諸磯ａ式

42 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 口縁部文様に縦位の円形刺突を配して区画し、区画間に細い条線を
縦位に施す。

諸磯ａ式

43 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄 良好 44と同一個体。口縁部文様に縦位の平行沈線で区画し、区画間に斜
位の平行沈線を施す。

諸磯ａ式

44 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄 良好 43と同一個体。口縁部文様に縦位の平行沈線で区画し、区画間に斜
位の平行沈線を施す。

諸磯ａ式

45 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 暗橙 良好 口縁部文様に縦位の円形刺突を配して区画し、区画間に細い条線を
縦位に施す。爪形刺突をもつ平行沈線で曲線的な文様を描く。

諸磯ａ式

46 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 ふつう 口縁部文様に縦位の円形刺突を配して区画し、４本歯の条線で弧状
の文様を描く。

諸磯ａ式

47 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 口縁部文様に３本歯の条線で弧状の文様を描く。 諸磯ａ式

48 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
石英

褐橙 良好 胴部下半に細い平行沈線で木の葉文を描き、その下に同様の平行沈
線を巡らせて文様帯を区画する。胴部下端にＲＬの縄文を施す。

諸磯ａ式

49 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 平口縁の口縁以下にＬＲの縄文を施す。 諸磯ａ式

50

縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁～胴部
片

粗砂、
細礫

橙 良好 内反する平口縁に４単位の「の」字状隆帯を有し、口唇に浮線文で縦
位とＸ字状の文様を交互に巡らせる。口縁下には刻みをもつ浮線文
を４条巡らせ、口縁部文様に同様の浮線文で「の」字状・入り組み状・
波状等の曲線的な文様を横位に描き、その下端および以下の胴部に
同様の浮線文２ないし３条を横位に数段巡らせる。地文にはＬＲの
縄文を施す。口径19.5cm、高さ（21.0）cm。接合した破片の1点が3
号竪穴から出土。

諸磯ｂ式

51

縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

橙 良好 内反する緩い波状口縁の口縁下に刻みをもつ浮線文を４条巡らせ、
口縁部文様に同様の浮線文で「の」字状等の曲線的な文様を横位に描
き、その下端および以下の胴部に同様の浮線文を横位に数段巡らせ
る。地文にはＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

52
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
砂礫

橙 良好 内反する波状口縁の波頂部が突起状となり、波頂下に獣面を意匠し
た３個の瘤状貼付文を有し、口縁下に数条の刻みをもつ浮線文を巡
らせ、獣面意匠下に刻みをもつ浮線文で弧状の文様を描く。

諸磯ｂ式

53
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 内反する口縁の口縁下に刻みをもつ浮線文を４条巡らせ、口縁部文
様に同様の浮線文で曲線的な文様を横位に描き、地文にＲＬの縄文
を施す。

諸磯ｂ式

54 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 灰黄 良好 屈曲して内反する波状口縁の波頭部が靴先状となり、靴先部に刻み
をもつ浮線文で入り組み状の文様を描く。

諸磯ｂ式

55
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

灰褐 ふつう 58と同一個体。口端部が屈曲する小波状口縁の口縁下に刻みをもつ
細い浮線文が４条巡り、波頂下には菱状の文様が構成される。屈曲
下に３条の同様な浮線文を横位に数段巡らせる。

諸磯ｂ式

56
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

黄橙 良好 口端部が屈曲する小波状口縁の口縁下に刻みをもつ細い浮線文が３
条巡り、屈曲下に同様な浮線文を横位に巡らせる。地文にＲＬの縄
文を疎らに施す。

諸磯ｂ式

57
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

灰褐 ふつう 口端部が屈曲する小波状口縁の口縁下に刻みをもつ細い浮線文が５
条巡り、屈曲下に浮線文を横位に巡らせるが浮線文上にもＲＬの縄
文が施される。

諸磯ｂ式

58
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

灰褐 ふつう 55と同一個体。口端部が屈曲する小波状口縁の口縁下に刻みをもつ
細い浮線文が４条巡り、波頂下には菱状の文様が構成される。屈曲
下に同様な浮線文を横位に巡らせる。

諸磯ｂ式

59
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 屈曲して内反する口縁部に刻みをもつ浮線文で曲線的な文様を描
き、屈曲下に同様な浮線文を横位に巡らせ、地文にＲＬの縄文を施
す。

諸磯ｂ式

60 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 屈曲して内反する口縁部に刻みをもつ浮線文で曲線的な文様を描
き、屈曲下に同様な浮線文を横位に巡らせる。

諸磯ｂ式

61

縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

黄橙 ふつう 胴部上位に僅かな段をもち、段部には数本単位の縦位の浮線文を巡
らせ、以下の胴部に２ないし３条の刻みをもつ細い浮線文および刺
突を横位に巡らせて文様帯区画し、区画内に同様な浮線文および刺
突で入り組み状等の曲線的な文様を横位に描く。地文にＲＬの縄文
を疎らに施す。

諸磯ｂ式

62 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗褐 ふつう 胴部が括れ、胴部上半には爪形刺突をもつ浮線文が横位に巡り、括
れ部および胴部下半には爪形刺突が数段巡る。

諸磯ｂ式

63 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に３条の刻みをもつ細い浮線文を横位に巡らせる。 諸磯ｂ式

64
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 胴部に３条の刻みをもつ細い浮線文および刺突を横位に巡らせて文
様帯区画し、区画内に同様な浮線文および刺突で曲線的な文様を横
位に描く。地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式
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65 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗褐 ふつう 胴部に２ないし３条の刻みをもつ浮線文を横位に巡らせ、地文にＲ
Ｌの縄文を施す。

諸磯ｂ式

66 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 良好 頸部に刻みをもつ浮線文を数段巡らせる。 諸磯ｂ式

67 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗橙 ふつう 70と同一個体。胴部に３条の刻みをもつ細い浮線文および刺突を横
位に巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

68 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 頸部に刻みをもつ浮線文を数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。 諸磯ｂ式

69 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗黄 ふつう 胴部に２ないし３条の刻みをもつ浮線文を横位に巡らせ、地文にＲ
Ｌの縄文を施す。

諸磯ｂ式

70 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗橙 ふつう 67と同一個体。胴部に３条の刻みをもつ浮線文および刺突を横位に
巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

71 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

黄橙 ふつう 胴部に３条の刻みをもつ細い浮線文を横位に巡らせる。 諸磯ｂ式

72 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

黄橙 ふつう 胴部に数条の刻みをもつ隆帯を横位に巡らせる。 諸磯ｂ式

73 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 頸部に刻みをもつ浮線文を数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。 諸磯ｂ式

74

縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

橙 良好 74 ～ 76は同一個体。内反する波状口縁の波頂部が半円状に抉れる
ような双頂となり、口唇には刻みで区画し、区画内に沈線でＸ字状
の文様を描く。口縁下には平行沈線が数条巡り、波頂下に曲線的な
文様を描く。地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

75

縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂、
細礫

橙 良好 74 ～ 76は同一個体。内反する波状口縁の波頂部が半円状に抉れる
ような双頂となり、口唇には刻みで区画し、区画内に沈線でＸ字状
の文様を描く。口縁下には平行沈線が数条巡り、波頂下に曲線的な
文様を描く。地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

76

縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

褐橙 良好 74 ～ 76は同一個体。内反する波状口縁の波頂部が半円状に抉れる
ような双頂となり、口唇には刻みで区画し、区画内に沈線でＸ字状
の文様を描く。口縁下には平行沈線が数条巡り、波頂下に曲線的な
文様を描く。地文にＲＬの縄文を施す。

諸磯ｂ式

77 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂、
細礫

黄橙 ふつう 口端部が屈曲する緩い波状口縁の波頂下に瘤状の貼付文を有し、口
縁下に平行沈線が巡り、口縁部文様に平行沈線で鋸歯文等を描く。

諸磯ｂ式

78 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 褐橙 ふつう 口端部が屈曲する緩い波状口縁の波頂下に瘤状の貼付文を有し、口
縁下に平行沈線が巡り、波頂下に曲線的な文様を描く。

諸磯ｂ式

79 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

褐橙 良好 波状口縁の波頂部が双頂風となり、口縁下に平行沈線が数条巡る。 諸磯ｂ式

80 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂、
細礫

暗褐 ふつう 波状口縁の波頂部が双頂風となり、口縁下に平行沈線が数条巡る。 諸磯ｂ式

81 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 口端部が屈曲する平口縁の口縁下に平行沈線が巡り、口縁部文様に
平行沈線で鋸歯文と横位平行沈線を数段巡らせる。

諸磯ｂ式

82 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂、
細礫

黄橙 ふつう 口縁部文様に平行沈線で鋸歯文と横位平行沈線を数段巡らせる。 諸磯ｂ式

83 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に平行沈線で横位および曲線的な文様を描く。 諸磯ｂ式

84 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 灰黄 ふつう 胴部に平行沈線を横位に巡らせ、地文にＬＲの縄文を施す。 諸磯ｂ式

85 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に平行沈線で横位および斜位の文様を描く。 諸磯ｂ式

86 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 良好 胴部に平行沈線で曲線的な文様を描き、横位平行沈線を数条単位で
数段巡らせる。地文にＲＬの縄文を疎らに施す。

諸磯ｂ式

87 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 良好 胴部に平行沈線で鋸歯文と横位平行沈線を数段巡らせる。 諸磯ｂ式

88 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 胴部に横位平行沈線を数段巡らせ、地文にＬの縄文を疎らに施す。 諸磯ｂ式

89 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗褐 ふつう 胴部に横位平行沈線を数段巡らせ、地文にＬの縄文を施す。 諸磯ｂ式

90 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 良好 胴部に横位平行沈線を数条巡らせ、地文にＲの縄文を施す。 諸磯ｂ式

91 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

黒褐 ふつう 胴部に平行沈線で鋸歯文と数条の横位平行沈線を巡らせ、地文にＬ
の縄文を施す。

諸磯ｂ式

92 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

橙 ふつう 胴部に横位平行沈線を数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。 諸磯ｂ式

93 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 胴部に横位平行沈線を数段巡らせ、地文にＬＲの縄文を施す。 諸磯ｂ式

94 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗褐 ふつう 胴部に横位平行沈線を数段巡らせ、地文にＲＬの縄文を施す。 諸磯ｂ式

95 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

褐橙 ふつう 胴部に横位平行沈線を数段巡らせ、地文にＬＲの縄文を施す。 諸磯ｂ式

96 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 黄褐 良好 平口縁の口縁直下に刺突を巡らせ、口縁部に縦長および円形貼付文
を配し、地文に斜位・縦位の条線を施す。

諸磯ｃ式

97 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 内反する平口縁の口縁部に大小の縦長貼付文を配し、地文に横位矢
羽根状の沈線を施す。

諸磯ｃ式

98
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 橙 良好 朝顔状に開く平口縁の口縁部に斜位の沈線を施し、細長い棒状貼付
文を縦長に配する。口縁部裏面は有段となり、斜位沈線および縦長
の貼付文を配する。

諸磯ｃ式
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99
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
石英

橙 良好 朝顔状に開く平口縁の口縁部に斜位の沈線を施し、細長い棒状貼付
文を縦長に配する。口縁部裏面は有段となり、斜位沈線および縦長
の貼付文を配する。

諸磯ｃ式

100
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
石英

橙 良好 朝顔状に開く平口縁の口縁部に斜位の沈線を施し、細長い棒状貼付
文を縦長に配する。口縁部裏面は有段となり、斜位沈線および縦長
の貼付文、大型貼付文を配する。

諸磯ｃ式

101
縄文土器
深鉢

４号竪穴埋土 口縁部片 粗砂 橙 良好 朝顔状に開く平口縁の口縁部に斜位の沈線を施し、細長い棒状貼付
文を縦長に配する。口縁部裏面は有段となり、斜位沈線および縦長
の貼付文を配する。

諸磯ｃ式

102 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部破片 粗砂 黄褐 ふつう 口縁部に縦長および刺突を有する円形貼付文を配し、地文に横位の
条線を施す。

諸磯ｃ式

103 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 朝顔状に開く口縁部に斜位の沈線を施し、細長い棒状貼付文を縦長
に配する。

諸磯ｃ式

104 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 暗褐 良好 朝顔状に開く口縁部に斜位および縦位の沈線を施し、細長い棒状貼
付文を縦長に配する。

諸磯ｃ式

105
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

黄褐 ふつう 朝顔状に開く口縁部に横位の条線を施し、屈曲して膨らむ頸部に横
位矢羽根状の沈線を施して刺突を有する円形および大きめな縦長貼
付文を交互に配する。

諸磯ｃ式

106 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に鋸歯状の沈線を施し、縦長貼付文を配する。 諸磯ｃ式

107 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄褐 良好 胴部に沈線で紡錘状の文様を区画し、区画内に縦位の矢羽根状沈線
を描く。

諸磯ｃ式

108 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 良好 胴部に横位矢羽根状の沈線を施し、縦長貼付文を配する。 諸磯ｃ式

109 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄褐 ふつう 胴部に斜格子状に沈線を施す。 諸磯ｃ式

110 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
細礫

暗褐橙 良好 胴部に斜格子状に沈線を施し、縦長貼付文を配する。 諸磯ｃ式

111 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄褐 良好 胴部に斜位沈線を施し、ボタン状貼付文を配する。 諸磯ｃ式

112 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 暗褐 良好 胴部に斜位沈線を施し、ボタン状貼付文を配する。 諸磯ｃ式

113 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄褐 良好 胴部に縦位沈線を施し、ボタン状貼付文を配する。 諸磯ｃ式

114 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 褐橙 ふつう 平口縁の口縁直下に三角印刻を巡らせる。以下の口縁部文様は、器
面剥落のため不明。

前期末葉

115 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 123・124と同一個体。胴部に横位の条線と三角印刻を施す。 前期末葉

116 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 ふつう 胴部に沈線で縦位・斜位に文様を描き、印刻を施す。 前期末葉

117 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 良好 胴部に沈線を横位に描き、印刻を施す。 前期末葉

118 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 ふつう 胴部に沈線で横位および同心円状の円文を描き、文様の隙間に印刻
を施す。

前期末葉

119 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 ふつう 胴部に沈線で縦位・弧状に文様を描き、文様の隙間に印刻を施す。 前期末葉

120 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 ふつう 胴部に沈線で縦位・斜位に文様を描く。 前期末葉

121 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗 砂、
白色粒

橙 ふつう 胴部に沈線で縦位に文様を描く。 前期末葉

122 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 ふつう 胴部に結節浮線文で縦位矢羽根状の文様を描き、三角印刻を施す。 前期末葉

123
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 良好 115・124と同一個体。胴部に沈線で縦位矢羽根状の文様を描き、文
様の隙間に三角印刻を施す。さらに横位沈線を数条巡らせて区画す
る。

前期末葉

124
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 良好 115・123と同一個体。胴部に沈線で縦位矢羽根状の文様を描き、文
様の隙間に三角印刻を施す。さらに横位沈線を数条巡らせて区画し、
区画内に横位・上下の三角印刻で鋸歯状の文様を描く。

前期末葉

125 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

黄橙 ふつう 平口縁の口端裏面が有段となり、口端の裏面から口唇部にかけて縦
長の貼付文が付き、無文地の口縁部に結節浮線文が２条巡る。

前期末葉

126 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫

褐橙 良好 平口縁の口端裏面が有段となり、口唇直下に縦長貼付文を右下がり
と左下がりの斜位に付け、無文地の口縁部に結節浮線文が２条巡る。

前期末葉

127
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
細礫、
長石

褐橙 良好 波頂部が平となる波状口縁の口縁下に結節浮線文を数条巡らせ、波
頂部の表裏面に３重の円文を結節浮線文で描く。地文にはＲＬの縄
文を施す。

前期末葉

128 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 平口縁の口端裏面が有段となり、口唇部に突起をもち、無文地の口
縁部に結節浮線文が巡る。

前期末葉

129 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 橙 良好 平口縁の表裏面に数条の結節浮線文が巡る。 前期末葉

130 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 橙 良好 平口縁の口縁下に中央が凹む円形貼付文および斜位の結節浮線文が
配される。

前期末葉

131 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 無文地に結節浮線文が巡る。 前期末葉

132 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 無文地に結節浮線文が巡る。 前期末葉
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133 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 褐橙 良好 無文地に結節浮線文が巡る。 前期末葉

134 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 無文地に結節浮線文が巡る。 前期末葉

135 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 無文地の上半に結節浮線文で鋸歯状の文様を描き、結節浮線文を２
条巡らせて区画し、以下にＲＬの縄文を施す。

前期末葉

136 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 ふつう 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

137 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 地文にＬＲの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

138 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

139 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

140 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 地文にＬＲの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

141 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文が巡る。 前期末葉

142 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 良好 平口縁の口端裏面が有段となり、口唇下に結節浮線文で鋸歯状の文
様を描き、以下にＲＬの縄文を施す。

前期末葉

143 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 暗黄橙 良好 地文にＲＬの縄文が施され、３条の結節浮線文が斜位に付く。 前期末葉

144 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 橙 良好 結節浮線文が数条巡り、その下に結節浮線文で鋸歯状の文様を描き、
地文にＲＬの縄文を施す。

前期末葉

145 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 橙 良好 地文にＲＬの縄文が施され、結節浮線文を横・縦位に付ける。 前期末葉

146 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 褐橙 良好 地文にＬの縄文が施され、結節浮線文を縦位に付ける。 前期末葉

147 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 暗黄橙 良好 地文にＬの縄文が施され、結節浮線文を縦位に付ける。 前期末葉

148 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
白色粒

橙 良好 ロッキングによる貝殻腹縁文を数段巡らせる。 浮島式

149
縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂 暗黄橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。平口縁の口縁下に縦位刺突
を巡らせ、以下に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁
文を数段巡らせる。

興津式

150
縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂 黄橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。平口縁の口縁下に縦位刺突
を巡らせ、以下に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁
文を数段巡らせる。

興津式

151
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 暗橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。平口縁の口縁下に縦位刺突
を巡らせ、以下に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁
文を巡らせる。

興津式

152
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂 暗黄橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。平口縁の口縁下に縦位刺突
を巡らせ、以下に放射肋のある二枚貝でロッキングによる貝殻腹縁
文を巡らせる。

興津式

153 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。胴部に放射肋のある二枚貝
でロッキングによる貝殻腹縁文を数段巡らせる。

興津式

154 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 暗黄橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。胴部に放射肋のある二枚貝
でロッキングによる貝殻腹縁文を巡らせ、以下は無文。

興津式

155 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂 暗橙 ふつう 149 ～ 155は同一個体の可能性をもつ。胴部に放射肋のある二枚貝
でロッキングによる貝殻腹縁文を数段巡らせる。

興津式

156

縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
白色粒

褐橙 良好 157と同一個体。口縁の上面形がやや楕円となり、長軸方向が僅か
に波状を呈し、胴部が膨らむ器形。長軸方向の波頂部および短軸方
向の口唇部に円形刺突を有し、口縁部文様に３段の斜位刺突帯を巡
らせ、以下の胴部にＬＲの縄文を施す。

大木式

157 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
白色粒

褐橙 良好 156と同一個体。平口縁の口縁部に３段の斜位刺突帯を巡らせ、以
下の胴部にＬＲの縄文を施す。

大木式

158

縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄褐 良好 160と同一個体。胴部に細かい刻みをもつ平行沈線を横位に数条巡
らせて文様帯区画し、区画内に同様な刻み平行沈線で蕨手状の曲線
的な文様を描き、蕨手の中心に円形の印刻、文様の隙間に三角状の
印刻を施す。

五領ヶ台式

159 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 暗褐 良好 胴部に細かい刻みをもつ平行沈線を横位に数条巡らせて文様帯区画
し、区画内に三角印刻を上下から交互に施して鋸歯状の文様を描く。

五領ヶ台式

160
縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄褐 良好 158と同一個体。胴部に細かい刻みをもつ平行沈線を横位に数条巡
らせて文様帯区画し、区画内に同様な刻み平行沈線で曲線的な文様
を描き、文様の隙間に三角状の印刻を施す。

五領ヶ台式

161
縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂、
砂礫、
雲母

暗褐 良好 有段となる平口縁の口縁下に疎らな縄文を施す。 阿玉台式

162
縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
砂礫、
雲母

橙 良好 内反する平口縁の口唇に刻みを巡らせ、口縁下に結節沈線を巡らせ
る。口縁部文様に結節沈線で逆Ｕ字状の文様を描く。

阿玉台式

163 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
砂礫

暗褐 ふつう 内反する平口縁の口縁下に隆帯で楕円等の文様を区画し、区画内に
縦位沈線を充填する。

加曽利Ｅ２式

164 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 口縁部片 粗砂、
砂礫

暗褐 ふつう 内反する平口縁の口縁下に太い沈線で楕円等の文様を区画し、区画
内にＬＲの縄文を施す。

加曽利Ｅ３式
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165 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂、
砂礫

黄褐 ふつう 波状口縁となる波頂部で、渦巻き状の沈線をもつ。 加曽利Ｅ３式

166 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂、
砂礫

暗黄橙 ふつう 胴部に沈線で蛇行懸垂文を描き、地文にＬＲの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

167 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂 黄橙 ふつう 胴部に沈線で懸垂文をもち、０段多条のＲＬの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

168 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部に隆帯と沈線で懸垂文を描き、地文にＲＬの縄文を縦位に施す。加曽利Ｅ３式

169 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
砂礫

黄橙 ふつう 胴部に沈線で懸垂文を描き、地文にＲＬの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

170 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部に沈線で懸垂文を描き、地文にＲＬの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

171 縄文土器
深鉢

表土 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 ふつう 胴部に沈線で懸垂文をもち、ＲＬの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

172 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
砂礫

褐橙 ふつう 胴部に沈線で懸垂文を描き、地文にＲＬの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

173 縄文土器
深鉢

Ⅲ層 胴部片 粗砂、
砂礫

橙 良好 胴部に沈線で懸垂文を描き、地文にＬＲの縄文を縦位に施す。 加曽利Ｅ３式

174
縄文土器
深鉢

5号土坑埋土 口縁部片 粗砂 褐橙 良好 突起をもつ平口縁の口唇に沈線を巡らせ、口縁下に１条の細い刻み
隆帯を巡らせて８字状の貼付文をもつ。以下の胴部にはＬＲの縄文
が施され、沈線が巡る。

堀之内２式

175 縄文土器
深鉢

表土 口縁部片 粗砂 黄褐 良好 平口縁の口縁下に沈線を数段巡らせて区画し、区画内にＬＲの縄文
を施す。裏面口唇下に刻みを巡らせ、その下に太い沈線が巡る。

堀之内２式

遺構外から出土した遺物（第124 ～ 126図　PL.59・60）
番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

176 打製石斧
Ⅲ層 黒色頁岩 （12.3） 4.1 1.8 89.3 短冊型 完成状態。風化して刃部摩耗は明らかでない

が、刃部側の右側縁が極端に薄く、刃部再生
を示唆している。

177 打製石斧
Ⅲ層 黒色頁岩 （9.0） 4.3 2.0 97.4 短冊型 未製品？体部下半を大きく欠損する。両側縁

の形状は完成状態にあり、最終段階で破損し
たものだろう。

178 打製石斧 Ⅲ層 黒色頁岩 13.1 5.5 2.0 154.6 短冊型 完成状態。刃部摩耗が著しい。このほか、体
部中央の捲縛痕が弱く広がる。

179 打製石斧
Ⅲ層 黒色頁岩 10.2 4.9 2.0 120.0 短冊型 完成状態。体部に弱い捲縛痕がある。最終加

工は刃部にあり、明らかに刃部再生を試みて
いる。

180 打製石斧
Ⅲ層 黒色頁岩 9.5 5.4 3.5 249.0 短冊型？ 完成状態？両側縁とも摩耗するのに対して、

刃部には器軸に並行する剥離が並び、刃部形
状は丸鑿に近い。

181 打製石斧 Ⅲ層 黒色頁岩 （7.2） （6.4） 2.2 136.6 短冊型 完成状態。刃部再生段階で破損したもので、
体部上半を大きく欠損する。

182 打製石斧

Ⅲ層 黒色頁岩 8.8 6.2 1.9 85.1 撥型？ 完成状態。刃部摩耗が表裏面にあり、これを
側縁加工が切る。石斧としての側縁再生とす
るには無理があり、器種転用を試みたものか
もしれない。

183 打製石斧 Ⅲ層 黒色頁岩 8.7 5.2 1.2 53.5 撥型 完成状態。表裏面とも刃部摩耗する。この摩
耗を切り、側縁加工が施されている。

184 打製石斧

Ⅲ層 黒色頁岩 （7.8） 5.8 1.9 88.4 撥型 完成状態。刃部摩耗が表裏面にあり、これを
左側縁側の加工が切る。この側縁加工により
左右の対称性が崩れている点が特徴的である。
頭部側を破損する。

185 打製石斧
表土 黒色頁岩 13.2 6.8 3.2 267.5 分銅型 未製品。両側縁の装着部のみ加工位置が判明

するもので、その他の部分の加工は着手され
ていない。

186 打製石斧
？

表土 黒色頁岩 15.4 10.1 2.1 405.8 不明 裏面側に礫面を大きく残し、背面側のみ加工
する。左辺側を除いて加工は丁寧で良く形が
整う。石斧とするより大形削器として理解す
べきかもしれない。

187 磨製石斧 Ⅲ層 変玄武岩 （3.0） （5.3） （1.0） 17.0 乳房状 打面側に小剥離痕が弧状に並んだ刃部調整剥
片。

188 磨製石斧 Ⅲ層 雲母石英片岩 （4.4） （1.2） 0.5 3.0 定角式 小形磨製石斧の右辺側破片。

189 石鏃 Ⅲ層 黒色頁岩 （2.3） 2.1 0.3 1.2 平基無茎鏃 完成状態。押圧剥離が器体全面を覆い、全体
として薄く仕上がる。

190 石鏃 Ⅲ層 黒色安山岩 2.0 1.2 0.3 0.7 凹基無茎鏃 完成状態。石器基部を僅か抉り込み、両側に
小さな「返し部」が付く。

191 石鏃 Ⅲ層 黒色安山岩 3.5 1.6 0.5 2.4 凹基無茎鏃 完成状態。角度の厚い周辺加工して器体を作
出する。表裏面とも素材面を大きく残す。

192 石鏃 Ⅲ層 黒曜石 1.3 0.8 0.3 0.2 凹基無茎鏃 完成状態？背面側両側縁の加工は厚く、形状
を整えた程度で、「返し部」は対称性を欠く。

193 石鏃 Ⅲ層 黒色安山岩 3.1 2.2 0.3 1.6 凹基無茎鏃 完成状態。押圧剥離が全面を覆い、薄く仕上
がる。石鏃としての完成度は高い。

194 石鏃
Ⅲ層 チャート 1.9 1.2 0.4 0.6 凹基無茎鏃 完成状態。押圧剥離が全面を覆い、優品の部

類に入る。基部は浅く抉り込まれ、小さな「返
し部」を付ける。



遺物観察表

214

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

195 石鏃 Ⅲ層 チャート 1.8 1.4 0.3 0.4 凹基無茎鏃 完成状態。細い身部に大きく開いた「返し」が
付く。

196 石鏃 Ⅲ層 黒色安山岩 1.9 1.4 0.3 0.5 凹基無茎鏃 完成状態。基部を大きく抉り込む。「返し部」
は細く、棒状を呈する。

197 石鏃 Ⅲ層 黒色安山岩 2.3 （1.8） 0.3 0.8 凹基無茎鏃 完成状態？押圧剥離剥離が全面を覆い、薄く
仕上がる。右辺側「返し部」を欠損する。

198 石匙
Ⅲ層 黒色頁岩 （5.6） 3.9 0.9 17.0 縦型 幅広剥片を横位に用い、周辺加工して石器を

作出する。「摘み部」は側縁をチッピングして
粗く作り出されている。

199 石匙？ Ⅲ層 黒色頁岩 5.2 3.9 1.0 16.3 縦型 打面側の両側縁をノッチ状に加工する。刃部
は剥片のエッジを加工せず用いる。

200 石錐
Ⅲ層 黒色安山岩 （4.3） 4.5 1.0 10.0 幅広剥片 剥片の一端を両側から浅く加工して、薄い機

能部を作出する。機能的に不安だが、エッジ
は弱く摩耗する。

201 石錐 表土 チャート （2.6） （0.8） 0.4 0.5 先端・「摘み部」を欠損する。エッジはシャー
プで、摩耗は見られない。

202 削器 Ⅲ層 砂質頁岩 3.9 7.5 0.7 27.5 横長剥片 剥片の上下両端を粗く加工する。下端側が弧
状に加工されており、これを刃部と捉えた。

203 石核 Ⅲ層 黒曜石 2.0 2.8 0.8 5.2 小形剥片 背面側で小形剥片を剥離する。

204 石核 Ⅲ層 黒曜石 2.0 2.4 2.1 8.9 板状剥片 上端側の風化剥離面を打面に小形剥片を剥離
する。

205 石核 Ⅲ層 チャート 3.5 2.2 1.9 14.6 分割礫 小形剥片を剥離。石材は黒色に光沢を帯び良
質。

206 加工痕あ
る剥片

Ⅲ層 チャート 7.9 3.9 1.4 53.5 板状剥片 葉理面で剝れた板状剥片の両側縁を浅く加工
して、器体を作出する。加工意図は不明。

207と接合

207 加工痕あ
る剥片

Ⅲ層 チャート 206と接合

208 凹石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 12.7 9.1 4.6 585.6 扁平楕円礫 表裏面とも漏斗状の孔２～３を穿つ。被熱し
て全面にススが付着、ヒビ割れている。

209 凹石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 11.7 6.7 4.8 526.3 楕円礫 表裏面とも漏斗状の孔１がある。
210 凹石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 10.4 9.9 5.5 786.9 楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。

211 凹石
Ⅲ層 石英閃緑岩 10.1 9.0 4.0 543.3 扁平礫 表裏面とも礫中央付近にアバタ状の敲打痕、

摩耗面がある。側縁は敲打・摩耗して平坦化
している。

212 磨石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 10.7 8.5 3.9 479.6 扁平楕円礫 表裏面とも摩耗するほか、敲打痕がある。被
熱して赤化している。

213 磨石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 10.6 9.9 4.6 690.8 扁平楕円礫 表裏面とも摩耗するほか、側縁に敲打痕があ
る。

214 磨石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 10.4 9.7 5.3 651.9 扁平楕円礫 表裏面とも敲打・摩耗痕がある。このほか、
側面の敲打も著しい。

215 磨石
Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 6.4 5.9 4.7 222.6 楕円礫 表裏面とも弱く摩耗する。摩耗痕は明瞭では

ないが、打痕も散見され、磨石としての属性
を備えている。

216 敲石 Ⅲ層 ひん岩 15.4 5.9 3.7 562.3 棒状礫 小口部両端に敲打痕がある。

217 台石
Ⅲ層 石英閃緑岩 21.4 19.8 5.4 4006.2 扁平礫 表裏面とも摩耗するほか、敲打痕がある。側

縁には敲打痕が集中、激しく使い込まれてい
ることが分かる。

218 台石 Ⅲ層 粗粒輝石安山岩 28.0 23.6 6.8 7150.0 扁平礫 表裏面とも摩耗する。背面側に漏斗状の孔１
を穿つ他、裏面側には敲打痕が著しい。

番
号

種類 
器種

出土層位 
（位置） 残存率 計測値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘要

219 灰釉陶器
皿

表面採集 口縁～体部片 口 13.8 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(回転方向不明）施釉は漬け掛けか。 東濃

220 灰釉陶器
椀

表土 口縁～底部片 口
底

16.4
7.2

高
台

4.9
7.0

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(右回転）高台は三日月高台で、丁寧な付け高台。
体部下端は回転ヘラ削り。施釉は刷毛掛けか。

釉の発色不良・
光ヶ丘1号窯式
か

221 須恵器
椀

表土 底部片 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形(回転方向不明)　高台は付け高台で、貼り付け
部から剥落。

見込み部に墨書
(文字不明）

222 須恵器
椀

表土 1/2 口
底

13.8
7.2

高
台

4.9
6.0

細砂粒・粗砂粒・
角閃石・軽石/還
元焔/にぶい黄橙

ロクロ整形(右回転か)　高台は底部回転糸切り後の付け高
台。

内外面摩滅・見
込み部に重ね焼
きによる剥離

遺構外の出土遺物（第126図　PL.60）

遺構外の出土遺物（第126図　PL.60）

遺構外の出土遺物（第126図　PL.60）

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 残存率 計測値（単位cm・ｇ） 特徴・状態 摘要

223 銅製品 
銭貨

調査面一括 ほぼ完形 長さ2.327　幅2.334　厚さ0.117　
重さ2.25

寛永通宝。錆化が進み表面の仕上げ痕跡等は不明。

番
号

種類 
器種

出土層位
（位置） 石材 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重さ

（ｇ） 形態・素材 製作・使用状態 摘要

224 石製品 
砥石

表土 砥沢石 （7.3） 4.7 3.7 112.9 切り砥石 四面使用。よく使い込まれ、断面は糸巻状を
呈する。
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2　上空からみた上細井蝉山遺跡と白川扇状地面（西から）

1　上空からみた上細井蝉山遺跡と赤城山麓縁（南西から）

PL.1



1　上空からみた調査区東部（南・上から）

2　上空からみた調査区東部（東・上から）

PL.2



2　上空からみた調査区西部（東・上から）

1　上空からみた調査区西部（南・上から）

PL.3



1　調査区東部の遺構群（東・上から）

2　調査区の遺構全景（南・真上から撮影して合成）

PL.4



8　1号竪穴住居貯蔵穴遺物の出土状況（北から）

1　1号竪穴住居遺物及び炭化材の出土状況（西から）

5　1号竪穴住居カマドの全景（西から）

3　1号竪穴住居掘方の全景（西から）

7　1号竪穴住居貯蔵穴の全景（北から）

2　1号竪穴住居の全景（西から）

6　1号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

4　1号竪穴住居の地層断面A（西から）

PL.5



1　2号竪穴住居の全景（西から）

5　2号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

3　2号竪穴住居の地層断面A（調査区北壁・南から）

7　3号竪穴住居の全景（西から）

2　2号竪穴住居掘方の全景（西から）

6　2号竪穴住居遺物の出土状況（西から）

4　2号竪穴住居カマドの全景（西から）

8　3号竪穴住居掘方の全景（西から）

PL.6



8　4号竪穴住居カマドの全景（西から）

1　3号竪穴住居の地層断面A（西から）

5　4号竪穴住居の全景（西から）

3　3号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

7　4号竪穴住居の地層断面A（西から）

2　3号竪穴住居カマドの全景（西から）

6　4号竪穴住居掘方の全景（西から）

4　3号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）

PL.7



1　4号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

5　5号竪穴住居の地層断面A（西から）

3　5号竪穴住居の全景（西から）

7　5号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

2　4号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）

6　5号竪穴住居カマドの全景（西から）

4　5号竪穴住居掘方の全景（西から）

8　6号竪穴住居の全景（西から）

PL.8



8　6号竪穴住居遺物の出土状況

1　6号竪穴住居掘方の全景（西から）

5　6号竪穴住居1号カマド掘方の全景（西から）

3　6号竪穴住居1号カマドの全景（西から）

7　6号竪穴住居銅製品の出土状況

2　6号竪穴住居の地層断面A（西から）

6　6号竪穴住居2号カマド掘方の全景（西から）

4　6号竪穴住居2号カマドの全景（西から）

PL.9



1　7号竪穴住居の全景（南西から）

5　7号竪穴住居カマド掘方の全景（南西から）

3　7号竪穴住居の地層断面A（南から）

7　8号竪穴住居の全景（西から）

2　7号竪穴住居掘方の全景（南西から）

6　7号竪穴住居貯蔵穴の全景（南西から）

4　7号竪穴住居カマドの全景（南西から）

8　8号竪穴住居掘方の全景（西から）

PL.10



8　９号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

1　8号竪穴住居の地層断面A（西から）

5　９号竪穴住居の全景（西から）

3　8号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

7　９号竪穴住居の地層断面B（南から）

2　8号竪穴住居カマドの全景（西から）

6　９号竪穴住居掘方の全景（西から）

4　8号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）

PL.11



1　９号竪穴住居カマド掘方の調査状況（西から）

5　10号竪穴住居掘方の全景（西から）

3　９号竪穴住居掘方の地層断面A（西から）

7　11号竪穴住居の全景（西から）

2　９号竪穴住居貯蔵穴の調査状況（西から）

6　10号竪穴住居の地層断面A（北壁・南から）

4　10号竪穴住居の全景（西から）

8　11号竪穴住居掘方の全景（西から）

PL.12



8　12号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

1　11号竪穴住居カマドの全景（西から）

5　12号竪穴住居掘方の全景（西から）

3　11号竪穴住居の地層断面A（西から）

7　12号竪穴住居カマドの全景（西から）

2　11号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

6　12号竪穴住居の地層断面A（西から）

4　12号竪穴住居の全景（西から）

PL.13



1　12号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）

5　14号竪穴住居の全景（西から）

3　13号竪穴住居掘方の全景（西から）

7　14号竪穴住居の地層断面A（西から）

2　13号竪穴住居の全景（西から）

6　14号竪穴住居掘方の全景（西から）

4　13号竪穴住居カマドの全景（西から）

8　14号竪穴住居1号カマドの全景（西から）

PL.14



8　15号竪穴住居カマドの全景（西から）

1　14号竪穴住居2号カマドの全景（西から）

5　15号竪穴住居の全景（西から）

3　14号竪穴住居2号カマド掘方の全景（西から）

7　15号竪穴住居の地層断面A（西から）

2　14号竪穴住居1号カマド掘方の全景（西から）

6　15号竪穴住居掘方の全景（西から）

4　14号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）

PL.15



1　15号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

5　16号竪穴住居の地層断面A（西から）

3　16号竪穴住居の全景（西から）

7　16号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

2　15号竪穴住居遺物の出土状況

6　16号竪穴住居カマドの全景（西から）

4　16号竪穴住居掘方の全景（西から）

8　16号竪穴住居遺物の出土状況

PL.16



8　17号竪穴住居2号貯蔵穴の全景（北から）

1　17号竪穴住居の全景（南西から）

5　17号竪穴住居カマド掘方の全景（南西から）

3　17号竪穴住居の地層断面A（南から）

7　17号竪穴住居1号貯蔵穴の全景（南西から）

2　17号竪穴住居掘方の全景（南西から）

6　17号竪穴住居カマドの地層断面Ｊ（南西から）

4　17号竪穴住居カマドの全景（南西から）

PL.17



1　18号竪穴住居の全景（西から）

5　18号竪穴住居カマドの全景（西から）

3　18号・19号竪穴住居の地層断面A（西から）

7　19号竪穴住居の全景（西から）

2　18号竪穴住居掘方の全景（西から）

6　18号竪穴住居カマド掘方の全景（北西から）

4　18号竪穴住居カマドの調査状況（北西から）

8　19号竪穴住居掘方の全景（西から）

PL.18



8　21号竪穴住居掘方の全景（西から）

1　19号竪穴住居1号貯蔵穴の全景（西から）

5　20号竪穴住居の地層断面A（南壁・北から）

3　20号竪穴住居の全景（北から）

7　21号竪穴住居の全景（西から）

2　19号竪穴住居2号貯蔵穴の全景（西から）

6　21号竪穴住居遺物の出土状況（西から）

4　20号竪穴住居掘方の全景（北から）

PL.19



1　21号竪穴住居の地層断面B（北から）

5　21号竪穴住居2号土坑の全景（西から）

3　21号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

7　22号竪穴住居の全景（西から）

2　21号竪穴住居カマドの全景（西から）

6　22号竪穴住居遺物の出土状況（西から）

4　21号竪穴住居貯蔵穴の全景（西から）

8　22号竪穴住居掘方の全景（西から）

PL.20



4　23号竪穴住居の全景（西から）

1　22号竪穴住居の地層断面A（東から）

5　23号竪穴住居掘方の全景（西から）

3　22号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

7　23号竪穴住居カマドの全景（西から）

2　22号竪穴住居カマドの全景（西から）

6　23号竪穴住居の地層断面A（東から）

8　24号竪穴住居の全景（南から）

PL.21



1　24号竪穴住居掘方の全景（南から）

5　25号竪穴住居掘方の全景（西から）

3　24号竪穴住居カマドの全景（西から）

7　25号竪穴住居カマドの全景（西から）

2　24号竪穴住居の地層断面A（北壁・南から）

6　25号竪穴住居の地層断面A・B（南西から）

4　25号竪穴住居の全景（西から）

8　26号竪穴住居の全景（西から）

PL.22



8　27号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

1　26号竪穴住居の地層断面A（南西から）

5　27号竪穴住居の全景（西から）

3　26号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

7　27号竪穴住居カマドの全景（西から）

2　26号竪穴住居カマドの全景（西から）

6　27号竪穴住居掘方の全景（西から）

4　27号竪穴住居遺物の出土状況（西から）

PL.23



1　28号竪穴住居の全景（南西から）

5　29号竪穴住居掘方の全景（西から）

3　28号竪穴住居の地層断面A（南から）

7　29号竪穴住居カマドの全景（西から）

2　28号竪穴住居掘方の全景（南から）

6　29号竪穴住居の地層断面A（西から）

4　29号竪穴住居の全景（西から）

8　29号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

PL.24



8　2号竪穴の地層断面B（東から）

1　30号竪穴住居の全景（西から）

5　30号竪穴住居カマド掘方の全景（西から）

3　30号竪穴住居の地層断面B（南壁・北から）

7　2号竪穴の全景（東から）

2　30号竪穴住居掘方の全景（西から）

6　1号竪穴の全景（東から）

4　30号竪穴住居カマドの全景（西から）

PL.25



1　3号竪穴遺物の出土状況（北から）

5　3号竪穴の地層断面A（南から）

3　3号竪穴の全景（南から）

7　4号竪穴の全景（南から）

2　5号竪穴遺物の出土状況（北西から）

6　4号竪穴遺物の出土状況（南から）

4　5号竪穴の全景（北西から）

8　4号竪穴の地層断面A（南から）

PL.26



1　1号古墳の全景（南西から）

2　1号古墳主体部の全景（南から）

4　1号古墳周堀の全景（南東から）

3　1号古墳主体部の全景（北西から）

5　1号古墳周堀の地層断面A（南から）

PL.27



4　3号溝の全景（西から）

1　1号道の全景（西から）

5　4号溝の調査風景・平成24年度（西から）

3　2号溝の地層断面A（南から）

7　1号井戸の全景（未完掘・南から）

2　1号溝の全景（西から）

6　4号溝の全景（西から）

8　1号井戸の地層断面A（断ち割り・南から）

PL.28



15　19号土坑の全景（南から）

1　1号土坑の全景（南から） 2　2号土坑の全景（南から） 3　3号土坑の全景（南から）

4　4号土坑の全景（南から） 5　5号土坑の全景（南から） 6　6号土坑の全景（南から）

7　7号土坑の全景（東から） 8　8号土坑の全景（東から） ９　９号土坑の全景（南から）

10　10号土坑の全景（南から） 11　11号土坑の全景（西から） 12　12号土坑の全景（南から）

13　13号土坑の全景（南から） 14　14号土坑の全景（南から）

PL.29



1　20号土坑の全景（南から） 2　21号土坑の全景（東から） 3　22号土坑の地層断面A（南から）

4　23号土坑の全景（南から） 5　24号土坑の全景（南から） 6　25号土坑の全景（南から）

7　26号土坑の全景（南から） 8　27号土坑の全景（南から） ９　28号土坑の全景（南から）

10　29号・30号土坑の全景（西から） 11　31号・32号土坑の全景（西から） 12　33号土坑の全景（西から）

13　34号土坑の全景（西から） 14　35号土坑の全景（南から） 15　36号土坑の全景（南から）

PL.30



15　55号土坑の全景（南から）

1　37号土坑の全景（南から） 2　38号土坑の全景（南から） 3　40号土坑の全景（南から）

4　42号土坑の地層断面A（南東から） 5　44号土坑の全景（南から） 6　45号土坑の全景（東から）

7　47号土坑の全景（西から） 8　48号土坑の全景（南から） ９　49号土坑の全景（西から）

10　50号土坑の全景（南から） 11　51号土坑の全景（南から） 12　52号土坑の全景（南から）

13　53号土坑の全景（南から） 14　54号土坑の全景（南から）

PL.31



1　56号土坑の全景（南から） 2　57号土坑の全景（南から） 3　59号土坑の全景（南から）

4　60号土坑の全景（南から） 5　61号土坑の全景（南から） 6　62号土坑の全景（南西から）

7　63号土坑の全景（南から） 8　64号土坑の全景（南から） ９　66号土坑の全景（南から）

10　67号土坑の全景（南から） 11　68号土坑の全景（南から） 12　69号土坑の全景（南から）

13　70号土坑の全景（南から） 14　71号土坑の全景（南から） 15　73号土坑の全景（西から）

PL.32



15　116号土坑の地層断面Ｅ（北壁・南から）

1　74号土坑の全景（西から） 2　75号土坑の全景（西から） 3　76号～79号土坑の検出状況（東から）

4　76号～80号土坑の全景（西から） 5　80号～83号土坑の検出状況（南東から） 6　84号・85号・86号土坑の検出状況（南東から）

7　87号～115号土坑の全景（南東から） 8　87号～90号土坑の検出状況（東から） ９　95号・105号・106号・107号土坑の検
　　出状況（東から）

10　97号土坑の地層断面（東から） 11　97号・98号・99号土坑の検出状況（東から） 12　101号・102号・103号土坑の検出状況
　　（南から）

13　106号土坑の地層断面（東から） 14　101号・102号・103号・113号・114号
　　土坑の検出状況（西から）

PL.33



1　117号・118号土坑の全景（南から） 2　121号土坑の全景（南から） 3　122号土坑の全景（南から）

4　123号土坑の全景（西から） 5　124号土坑の全景（南から） 6　125号土坑の全景（南から）

7　125号土坑の地層断面A（南から） 8　126号土坑の全景（南から） ９　126号土坑の地層断面A（南東から）

10　127号土坑の全景（南から） 11　127号土坑の地層断面A（南西から） 12　128号土坑の全景（東から）

13　129号土坑の全景（南から） 14　129号土坑の地層断面A（南から） 15　130号土坑の全景（南から）

PL.34



1　130号土坑の地層断面A（南から） 2　131号土坑の全景（南から） 3　131号土坑の地層断面A（南から）

4　132号土坑の全景（北から） 5　133号土坑の全景（南から） 6　133号土坑の地層断面A（南から）

7　134号土坑の全景（北から） 8　134号土坑の地層断面A（北から） ９　135号土坑の全景（南から）

10　135号土坑の地層断面A（南から） 11　136号土坑の全景（南西から） 12　136号土坑遺物の出土状況（南西から）

13　136号土坑の地層断面A（南西から）

PL.35



6　調査区の地層断面・第3地点（南から）

1　旧石器調査グリッドの発掘風景（南から）

3　旧石器調査グリッドの地層断面（南から）

5　調査区の地層断面・第1地点（南から）

2　旧石器調査グリッドの全景（南から）

4　旧石器調査グリッドから出土した遺物

PL.36



1号・2号竪穴住居の出土遺物 PL.37

1
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2号竪穴住居

4
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3 7
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8 ９
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　3号～6号竪穴住居の出土遺物PL.38
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7号・8号・９号竪穴住居の出土遺物 PL.39

7住2

7住3

8住2

8住3

8住4

8住5

8住17

8住21

8住22

９住1

９住4 ９住5

９住6
９住7

９住10 ９住12

９住17

９住18 ９住20



９号～12号竪穴住居の出土遺物PL.40

10住2

11住1

11住3

11住2

11住5

11住6

12住3

12住6 12住5

10住3

10住4

10住11

12住8

９住21

９住22

９住24

９住25

９住23

９住28

９住26 ９住27



13号～19号竪穴住居の出土遺物 PL.41

13住1

15住4

15住5

15住6

15住8

15住10

13住2

14住3

15住2 16住2

17住2

17住1
17住3

16住3

17住6

17住7 19住1 18住7

17住8



18号・19号竪穴住居の出土遺物PL.42

18住９

18住11

19住8

18住5

18住13

18住1418住12

18住16 18住18

18住3

18住4



20号 ・21 号竪穴住居の出土遺物 PL.43
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21号～ 24 号竪穴住居の出土遺物PL.44

1
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24号～ 27号竪穴住居の出土遺物 PL.45

24住4

24住5

25住4

25住5

26住1

27住1

27住2

25住6

25住7

27住3

27住4

27住7

27住９ 27住1027住11

27住8



27号・28号竪穴住居の出土遺物PL.46

28住44

28住45 28住46

28住47 28住48
28住49

27住14

28住2

28住7 28住8 28住９ 28住10

28住11

28住3

28住5
28住6

28住4

28住1

28住12 28住13

28住19 28住20
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28住23 28住24
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28住14 28住15 28住16
28住17

28住18



28号・30号竪穴住居、1号・3号竪穴の出土遺物 PL.47

28住39

30住2
30住4

30住5 30住6

30住8

30住7

28住40 28住41 28住42
28住43
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3竪6

3竪11
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3竪９

3竪10

3竪2

3竪16
3竪17

3竪18

3竪19
3竪20

3竪21

3竪22



3号・5号竪穴の出土遺物（1）PL.48

3竪23

3竪24
3竪25 3竪26

3竪27

3竪28 3竪30

3竪31
3竪29

3竪32

3竪38

3竪39
3竪40

3竪42

3竪43 3竪44

3竪45

3竪46
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3竪48
3竪49 3竪50 3竪51
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3竪54

3竪41

3竪33
3竪35

3竪36
3竪34 3竪37



3号・5号竪穴の出土遺物（2） PL.49

3竪55

3竪56 3竪57
3竪58 3竪59

3竪60

3竪61

3竪62

3竪63
3竪64

3竪65

3竪66
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3竪68

3竪69

5竪1
5竪2

5竪3

5竪4

5竪8 5竪９ 5竪10 5竪11

5竪14
5竪15

5竪16

5竪17

5竪18

5竪19

5竪12 5竪13

5竪5

5竪7

5竪6



5号・4号竪穴の出土遺物PL.50

4竪57

4竪58

4竪59
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4竪1

4竪7
4竪8

4竪９

4竪10
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4号竪穴の出土遺物 PL.51

4竪20
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4竪29 4竪30
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4竪33 4竪34

4竪35
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4竪50

4竪51

4竪52 4竪53 4竪54
4竪55

4竪56

4竪21
4竪22

4竪23
4竪24

4竪25



1号古墳、1号道、1号井戸、5号・22 号・23 号・39 号・118 号・125 号・129 号・133 号土坑の出土遺物PL.52

1墳1

1井1

5土1

5土3 22土1
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129土2

129土3 129土5
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1道3
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129号・130号・134号土坑の出土遺物 PL.53

129土17
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130土1
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130土5
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130土7



136号・137号土坑、 旧石器調査グリッド、 遺構外の出土遺物PL.54
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遺構外の出土遺物（1） PL.55
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遺構外の出土遺物（2）PL.56

50

52

53

54

55

56
57 58

59 60
62

63

66

70 71
72

73

74 75

67 68

69

64 65

61

51



遺構外の出土遺物（3） PL.57
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遺構外の出土遺物（4）PL.58
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遺構外の出土遺物（5） PL.59
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遺構外の出土遺物（6）PL.60
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